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車至 E r  
皇室 ::::; 

Ｎ 時 ｊｾ去 、 耐原 ｬ の不ＪＧＮＡ［辺築が 出 来 ま寸 。

.  ，直肖な幼?廷に よっ て 耐 火 桝i貨にも 1-1: ¥来ます0

. 降五i な た め 施 工 がI間単で工慢がほ! 穫で寸ー。

・市Z式 桝i;'t が 可 能 でfi tW買に適し工期が旬緋iで き ま す0

• ｗ ｉ 込山ｦｬ｜が ｾ ｾｾ￭ＮＧＺ なため合 ｆ 型 的な 設計が 出 来ま す 。
調附材 の使 用 :ITl が ぐ ん と 節 約出来 て仕 上 に→ヨテ費用を

カ〉 け ら ｾＧｌ ますー。

・木 造 林 みの 予知: で、 白般 に も犯 さ れない而抄必E室長が

/:1北米ます。

・外 紙! が縦快優美で近代 的 な建 築 に な り ま す。
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⑤ 中 之 島 製 鋼 株 式 会 社

本社・エ渇 大 阪 市 東 区 弁 天 町 4 Ｇｩｬｬ理 ｾ ＵＰＳ Ｑ Ｍ Ｕ
京事務所 東京郎中央区西八丁羽田4- 10 ;!1@ 1515- 6  

@ 八 幡 製 銭 株 式 会 社
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リノリ且・IA
皆様の設計と施工に東洋の床材

リノタイル

1: : 号ートタイル

ヌボ〉ヂシート

リユーム株式会社

ｊＢｾ＠ Jili 県 伊 川 市 伊 丹 5 5 8

屯 ｾ 伊 丹Ｈ 代 Ｉ Ｓ Ｕ Ｓ Ｑ ・ 大阪 Ｈ ＴＸ Ｉ Ｔ ＴＹＰ

来京都 '1:'央区銀州 4 丁目 三和ピ ノレ

冠話京繍 @ 1  7  0  1 ・2 5  6  4  

大 阪 市 東 区 瓦 IIIJ 2 丁目 三tlJ ピノレ

屯話北浜 @ 0 3 7 5 - 0 3 7 9

東洋リノ

本 社 工 場

く〉 ソフトな感触

く〉優秀な耐久力

。美 し い 色 彩

東 京 支 庖
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大阪事務所



七 メ ダ イ ン を 用 い て 施 行 さ れ た

ノ ン ス リ y プ ( 新 朝 日 ピ ル )

施 工 法 を 一 変 し た

〆 ｉｾ 夜イ本のクギグ

セ メ ダ イ ン

N O .  1 9 5 ・・ ・木 レ ン ガ ・ ノ ン ス 1) . y プ

テ y ク ス ・ハ ー ド ボ ー ド 等

を コ ン ク リ ー ト 又 は 木 部 へ

N O .  6 0  I ・一 合 板 ・内 装 化 粧 板 ・ク ロ

ス 類 の 接 着

N O.  1 5 0 0 ・・ 金 属 ・ ガ ラ ス ・ プ ラ ス チ y

ク ス の 持 者

建 築 周

ＱＺ ＣＷＱｾ＠ __ 
発 売 元 東 京 セ メ ダ イ ノ 商 事 悼 式 会 社 東京都千代田区神田五軒町 3 ω1) 3131

大 阪 セ メ ダ イ ン商 事株式会社 大阪市南区大宝寺町東之丁41 (z司3456

名古屋セメタイン商事悼式会社 名 古 屋 市 中 区 上 前 諭 町 側0845

卒I1トMPボイラ

煙管式ボイラの華命児現るノ

⑩ 
特 許

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

2  
株式曾枇平川鉄工所

日苦tf 色lこて

m刀ス温度 lQ7

0

C

経費節減527万円の

利益をｾも
女 高 性 能

.  
輯 射 型

女 石炭・オイル・刀ス焚

女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

T x 30' ラ γ カ乙/ ヤボイラと

比 較 し て

527 万 円 益

ｾｃｽ［ｐ＠ I 但し E. E. 2000kgj hr. ¥ 

- - I  6000カロリ一石炭 6000円/ 屯 l

¥ 1 日24時間 1 月25日として /

平川 - 7]< Ｇｬ ｾ ￬ ボイラ 、 平 川ｾ 機 関 車型 ボイ ラ
<J 営業科目 c>

3J7. )I I - l怒型ボイラ 、外 ボイラ全般 ・輸送機械

本 剖 ・工 場 大 阪 市 大 従 区 大 仁 凶2のl 屯活福品@ 1 9 7 5 - 8

点 jjf 営 業 所 .t.UJ;r 1$中央区八1 f t 州6の7 ¥1，活⑧ 5 8 8 3 ・7 7 8 7- 8

九州 111濃 所 福 岡 県 小 倉 市 市 野545 ;u 話 小 倉 ⑤ 1 3 6 2
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ア ム ス ラ ー 油 圧 式 後 型 引 張 試 験 機

( 日本海事協会検定No. 3788)

製 品 は 本 機 に よ って試験す
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' レール接続の革命!

新 製 品 完 全 防 錆

種 目

トラ ックレール ガイドレール カープレール

ず酔 ( 21二rι 川 騨 ・単車ハ γ ガー

料 ＵＰ ｾ 弘 ＶＰ 務Ｎ 70協
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御用命は全国各地有名建築金物J.sへ街l照会願い ます



の街生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( ニイ吃る

〆イ

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

OP A L  

ビル ・ ア バ ー トはもとより で ｾｑ 住宅・

にも御採用頂け るよう寸法や価格の点では従来品もよく

‘ コ切否お丸" " jlP愛用頂いていた製『日 L - 9 2 を基準として考慮 い たしました 。

東 洋 陶 器 株 式 会 社

本 社

小倉市篠崎町4 58

T E .L ⑤ 2481- 5  

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の3 T E L ぬ 4518- 9

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札峡

i  1:- 1  
k ・・.  ‘  ・・

茅 ケ崎 工 場

神 奈川 県茅ケ山富市

T  E  L  2105 - 8  

定 価

陶 録 ( 1級 ) L  220 干 2，900

金 具 (croYo苗 μ fJ J )

立 本 代 T 2 0 5  Y  

@￥ 600 ( 2  i問) ￥ 1，200

l上 /j，n T 4 A Y

@ ￥ 670 ( 2  f出1) ￥ 1，340

排水金具 T 6P 干 し210

/ < ョワ，、ソ封

! 日付木ヰゾT L  220D￥ 200  

計 ￥ 6，850

参 考 定 価

陶 器( 扱 級) L 2包O￥2，320

金 具 ( グ グ 凡 印)

立 水 H K 2 0 5 Y  

@￥ 510 ( 2  ｩｪｾ ＱＩ￥ Ｑ ， ＰＲ Ｐ＠

止 水 位 K 4 A Y

@￥ 570 (2例) ￥ 1，140

排水金兵 K 6 P C ￥ 1，030  

;;:.: 4  
，:.=..::‘ 一

特殊加工がしてありますか ら， どんな糊でも J . 九九 東京地下鉄・東急，新車に使用されています。

|又素人でも容易 iζ 貼れます。 13:.:.:-i それは感触が柔らかく，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者IC耐え得る等その特性が

インク，油， 手垢等の汚れも石鹸水できれい 他の床材より優れている事が認められたから

です。

にとれて水拭が可能です。( 特許出願中) 標準寸法偏6尺 × 長30碕 × 厚2.5耗( 1巻15坪)

佼γ11 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

¥¥I^¥刀 東京都葛飾区本田四ツ木町54 電話葛飾 ( 69) 1946- 9 

、g ぷ2グ ( 全国有名内装工事庖 lζ 御照会下さい) ( カタログ贈呈)
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会 告

新 年 交 礼 会

、

1  2 月

古

山 年

会 場 案 内 図

- 山田f者全只および制lせんによる当せん者に組品お

よぴ11: 占71を則皇 (会只有志の脊貯1品) します。

- お 願 い ・

( イ) 箪備の都合がありま すので当日会場での受

付は一切お断りします。

( ロ) お申込みの方で15日までに欠席をお知 らせ

ない時は会貨をと負担額います。

建 築 団 体 合 同

新 年 交 礼 会 開 催

明年の年始に際し，恒例により下J己のとおり建築同体合同の新年交礼会を開

催致します。建築に関係する者が一: 主に会して新年を芳ほぐとともに，各自廻

礼の煩を干? きたいと存じます。お統合せの上多数ご出席下さいますようお願い

rt します。

ｾ ￨＠

日 時 H丹羽1341下1 )J 5  fl  ( 月)

午後 Ｑ ＱＱｾｦＭ Ｒ ＱＱ 寺随時

1  . 場 所 大阪正t 設会合n ( 天神縞南詰め)

1 会
'を

￥ 300  

1  . 申 込 12月20R

各自所属の内便宜の会へ会践を添えてお申込み下さい。

名簿作成の侃合上〆切 nを厳守下さい。

1  .  共催団体 ＱＱ ＮＮＱｾｩｬＧ［築学会近滋支部 大阪府主 ｴｴｾ 高 ｌ 会

r  1; T : i l ' ; 築家協会関西支部 大阪池;it 草協会

関vGi l ' ; 材協会 日本主s 築 協 会

4与

:z:< ア デ ユ ー 1958 年 会 員 忘 年 懇 親 会

本会が新しい企闘でH l ・してきました燃J己会日忘作懇規公も今回で 5 同を数え

ることになりました。毎回多数の会日のご参加をいただきお必で好却をえてお

ります。

本年も 昨年 IC劣らない合同で下包により開1血、たします。例年お qJ 込みが遅

くれて，不本nながらお断りする方々多数をみますので，何キ:お早くお rJ i 込み

下さい。

記

1  .  と き 12月17円 ( 水〕午後 61時開会- 8時30分間会

1  と こ ろ 唐 崎 寮 大阪市阿倍野灰阿倍野筋 3 - 81

・屯訴 (64) 0104 ・0180番

1  . 会 費 500 円 C5.l I
Jに補助があります〉

1  申 込 ＱＲ 日までに会 Ｗｾ を添え て おけ ｬ 込み下さい。ただし定員

(  200 名) に迷した際は〆切ります。

1  .  プログラム

① 閉会の挨拶 山木義樹氏 ( 忘年会実行主員長)

① 挨 拶 尼崎久助氏( 木会会長)

① 会員ののど1 ' 1恨 ・かくし芸

② EL品の抗li せん

@  のど自慢 ・かくし芸の審査発表

① 会員の交歓

⑦ 万才 の三唱( 本会名営会員)

① 閉 会 の 挨 拶 岩崎甚太郎氏( 事業委員長)



5量
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

.  
会 則 説 明

.  
入 会 案 内

支 部 所 在 地

東 海 名古 屋 市 東 区 布 池 町 32

京 都 京都市中京区押小路柳馬場

兵 庫 神戸市生田 区 下山 手 通 5

和 歎 山 和 歌 山 市 四 者 丁 4

中 国 広 島 市 鉄 砲 町

九 州 稲 岡 市 渡 辺 通 6

中国連絡事務所

東 ｦｦ ｬｩｩｬＡ設 技術 ｾ ｉ ｉ 務 所内

京 都 磁 設 会 館 内

兵 庫 建 設 業 協 会 内

島 村 阻 害世事 務 所 内

情盛挫柑傑 式 会 社 内

相 問 主E 般 会 館 内

倉 敷 市 向 市 鍋 町 1207 山 陽 技 術 鍍 興 会 内

本会は， 建築界の綜合団体 としての特質を有し ， 常IC建築界の織の連

絡と調砲を図り ， 会貝の伎術向上， 建築界の進歩発澄のため， 建築の笑

際商ICffi 点をおいて不断の活動を続けております。

1  . 会 の 沿 革

大正 6 年，故片岡安工学博士主唱の下1 ( ，関西におけ

る建築家が集っ て関西建築協会を創立し，大正 8 年 lζ 日

本m築協会と改称 しましたが，その後漸次発展をみて大

Ｚｩ ｆ Ｑ Ｕ 年 ｬζ 社団法人』 ζ 改組 致 しました。会員も当 初 はｾ築

技術者のみであ りましたが，その後は建築 lζ 関係のある

すべての部門のものを集めて建築界の綜合団体たる実を

具える乙 ととな り， いよいよ発展への途を進んで今 日lζ

至 ってお ります。

1  . 会 の 目 的

建築関係各部門の連繋協力によって建築に関する学

術，技芸，事業の進歩発達を図るとともに，建築を通じ

広く社会に貢献する乙とを目的としております。

役

総

1.  会員の種別と会貸

f個 人 会 員

! ただし地方会員

正 会 員 1' ( 支部地域外)

会費( 年額)

1，200 

960 

l団 体 会 員 一口
2，000 

720 準 会 員 ( 学生など)

1  .  会の機構 と運営

入会金

100 

100 

ナシ

50 

員 会 長 ( 1名) 副会長 ( 2 名以上) 理事 ( 16名

以上) 支部長( 若干名) 監事 ( 2 名以上) 評議員

( 若干名)

会長，副会長，理事が民法上の理事であり，理事

は各業種部門1 ( 亘っ て選出されております。

会 正会員で組織し，監事および評議員を選任し

収支予算，決算の承認，定款の変更その他重要事

項を議決致します。

評議員会 評議員は各業種部門 lζ 亘って選出され，評議

員会で会長， 副会長， 理事を選任し，収支予算.

定款施行 fC必要な細則 その他重要会務を議決致し

ます。

理 事 会 会長，副会長，理事，支部長で組織し，毎月

定例会議を開いて会務を執行致します。

支

部

理事会の下には，部会，委員会，事務局があって

事業の実胞に当っております。

部 会員 100 名以上居住する地方では，支部を設

置する乙とができます。

1.  部会，委員会など

会 技術，綜合( 建設業) ，電気，管工，建材の

5 部会があっ て， 各業主E聞の述繋を図っておりま

す。

会勢審議会 会勢の発展，会員の増加に関する調査，企

画ならびに実施を担任

委 員 会

事業委員会 見学会，講演会，映画会，展示会，懇親

会などの事業の企画実施を担任

編集委員会 機関誌「建築と社会」の編集ならびに発

行を担任

法規委員会 建築K 関する法規の研究ならびに普及を

事 務 所 大阪市東区北浜 3 丁 目37 近織建築会館

電 話 北 浜 ⑧ 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

担任

住宅委員会 住宅 lζ 関する研究ならびにこれが改普に

ついての一般啓象を担任

出版委員会 建築 lこ関する知識の啓蒙普及のため臨時

出版物の刊行を担任

災害委員会 建築 fC関連する災害の調査研究ならびに

災害予防の普及宣伝を担任

教育委員会 建築教育についての調査研究ならびに議

座などの実施を担任

建材審査委員会 一般建築資材の審査をして良否を認

定しj折界の向上発達を図る乙とに努めております

以上のほか，特別の問題を検討するため，必要に応じ

て特別委員会を設けます。

1. 事 業 概 要

会誌 「建築と社会J の発行

付致します。

毎月発行して会口に無料配

建 議，陳 情 機に応じて関係先へ建議陳情を致しま

す。建築基準法，建築士法，耐火建築促進法制定など

本会の最も努力したものであります。

講 習 会 の 開 催 建築技術K 関する各種講習会を毎年開

{ 在致します。

講演会，説明会，座談会，展覧会などの開催 ｾ築技術

建築材料その他建築関係、の集会を随時開催致します。

競 技 設 計 工高生を対象とした競技設計を毎年夏

JUl 休暇を利用し諜組を与えて行います。

図書 の 発行 ｾｾ設 ｬｬ ｬＱ ｩ ， 構造 ， 材料 ， その 他 え ￟ 築に

関して技術の IflJ 上， 知識将及のため平易な尖 問的図 Ji

を毎年1，J行致します。

建材 の 審査 ｾ築材料の進歩向上を図るため新材料

の'ii'i i 'f. を行い1f t 良J33を推奨致します。

見学会. 映画会の開催 新建築，古建築，Y l 築材料製造

工場などの見学会を毎月数回行いまた随時ｾ築関係の

映画会を開催致します。

午餐会，懇親会の開催 定例の午祭会のほか毎年二回会

員の恕親会を I位して会員の親睦懇殺を図っておりま

す。

友好団体の事務受託 木会は日本建築学会近徽支部，大

阪府建築上会， II .tKlli 築家協会関西支部の事務を受托

しておりますので各同体との走II 絡にはなはだ使であり

ます。

1. 会 館 の 利 用

本会は，昭和131年10月に交通至便な 大阪市東区北浜 3

丁 目に近畿建築会館を新設致しました。会館内には，木

会ならびに上記事務受托の日本建築学会支部，大阪府建

築士会， u本建築家協会支部のほか関西建材協会の事務

所が設けられております。また会館の一階および地下室

には，関西建材協会が， 建材の展示場を設けて一般の自

由観覧に供しておりますので，建築関係者のみならず大

方の参考 lζ 資すると乙ろ多大なるのがあると存じます。

なお会館には談話本，集会室，会議室などあり，会員お

よび関係者ならび K 地方在住会員のど来阪の節などのど

使用 lζ 備えております。近後 lζ おける建築セン安ーとし

て随時ど利用下さい。

1  .  入会のお 申込

申込ill に入会金および会費のー絡を添え，会員一名の

紹介を得てお申込み下さし、。もし紛介者のないときは，

事務局または支部でど斡旋申上げます。

なおー職湯に正会員 5 名以上があって，職場クツレープ

を組織するときは，会'i!i. の納入その他 lζ 特 典 が あ り ま

す。詳細は事務局までど照会下さい。

‘  

J  
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- 臨調E 国・幽圃E 書.

建 築 基 準 法 の 改 伊 東 五 郎

ムｾ築基準法改正の問題で ， 一 両 ＺＺｲ 前から ， 主ｴ 設 省を ＧＱＧ 心に取上げられ，いよいよ次の国会あた

りには促案されそうな模線である 。

私も立法当 11与の起案者の一人として ，いくらか立任のようなものも感じており ，その後実際 lζ

施行の局に当 ってみて ，あるいは当初j から新時代的な行き過ぎと思われるところもあ って，いろ

いろ と改正していただきたいと思う点が少くないのである 。

まず建築基準法は ，新憲法下の新たな立法形式により ，純技術的な条項以外は刻11大漏らさず法

律 l乙田技苦かれている 。そんな関係もあ って昔の市街地建築物法に比して，かえ って全国J t IJ- 的

な傾 向 が強くなり ， 地方的な ， 都市 ｾＱｴ 自の特徴を活かす余地が少くな っ た 。 同土は狭いが ， それ

でも京京と大|仮，北海道，九州といろいろと平日は迎うのであるか ら，近. う 点を殺さずにむしろ

強 調し活かして行くととが望ましいのではないか 。 乙れがためには ， 法律［のか ， ｾ Ｍ ｩ 則は原則として ，

とくに部市計画関係の事柄などは ，j Aいさ つて大幅に地方の条例に委任する途を聞く必要がある 。

建築物の訂J さ，敷地内の空地の割合，建築敷地が按すべき道路の幅員 ，} 日途地域制などについ

ては ， とくにその点が1MI 惑される 。主地割合の制限は ，')I::'';r¥ IC大切なととでありながら ，その性

質上乙れを励行するととはもちろん閃難と忠われるのであるが，北海道なと・で・は土地の事情も. l l i

い現行法で少しも苦捕がないという 。関東と関西とを鮫べてみれば，家屋の綴式の迩いなどから

立地割合制限の違反 は関西の ) j が多いようである 。同じ大阪の 中でも既成の市街地、郊外の新た

な開発地，区JBJ整理地区と格段のキ11;韮がある 。元来，全国共通の住居地域や商業地域内の問題と

して取倣う現:(Eのやり方にも 1! 日盟があるので ，条例などによ って土地の災状 tc. ｾ ｊｬ するように ， 緩

和すべきと乙ろは緩和し強化すべきと乙ろは強化して ， 乙の制度を恨み;的l乙制節すべきでないか。

迫路の I幅員についても同様の ζ とがいえる 。

建築物の高さについては少し別な点があ って，地 )j 的な特徴とい ったこと以外に ，伊! の商業地

域なと‘ の絶刈 '::J さ31メー トノレを リ|上げる問題が，J.kii1iの別 なく ，I日j 々か らRs 築wの問題 lζ なり話

題を賑わしている 。夜、は ，長年比較的よく守られてきた ， また恒久的な tl: 絡をJ !i つ乙の規主i:' を似

本的にくつがえす ζ とには反対だが， しかしそれにしても現行法は少し釣)ui すぎるようで， もう

少し幅のあるものにしてもらいたいと思 っているが，挫設省当局はとうした各1Jltlj の必見をどう

さばかれる Tころうか。

用途地域制のごときは放もローカノレの性格の強いものであるが， 乙れを似本から改めることは

困知だろうから ，特別地区 という制度を活用し ，法律で定める 地域が来日に伶わない場所 lζ は，

乙れを 打 ち ｬｬＧ￭ して新たな 制 限を盛 っ た特別の地 ｉ ｾ を指定できる ようにしたい 。 また ｽｪｊ 途地域の指

定は ，1' 1:.とともに土地の状態も変 ってくるし ，指定のときに速い将米の乙とまで予似できるもの

ではないから ，外国にも例があるよう κ ，指定後何1 ' 1' jj か11) に再検討する乙とを法仲で政府 l乙議

務づけることが虫ましいと思う 。

次 tζ ζ れも .1:.":' ]:. IY日'L tE. の1 i き過ぎの高山県であるが，新法はあまりにも 1，:Ki '/1- ..("，. ( ノケのRt 築 j ・'JO の

裁量の余地をなくしてしまい ， 乙の点でも昔に較べて法のえli JlJ t乙弾 ) J 性が乏しくな った憾みがあ

るo ｾ ｹ＠ ｉｉｊ の際 ｉ ｃＮｾ築務究会の ｪＢｪ ， ＶＱ 、を Ｑｾ ｊ るという新しい 制 度はよいし ， ζ れは ， さらに ｩ 白川の悩 ｉｊ ｉＱ

を拡げるべきだろうが ， ｪ 古 川 ｬｾ ｦ ｬｃ少しく， Ｂｵ ｣Ｎ民 っ て細川、乙とはｒｴ築 ｬ］Ｎ・ ｈ のＧｬＧ ｉ ｊ ｉ 析に委せるように改め

てもよいのではないか 乙うすれば ｼ 共 ｬ￭ 系 ｲ，の勉強次Ａｘｾでは生きた法の辺川が ｊｕ ｉｦ !Jーされる乙とと ，U

うのである 。
刊 行・大li uli 処 摂) .. j 民)

‘  

4  
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学 校 法 人 立 命 館 大 学 jよ 小 路 学 合

地 下 食 堂

掘韓関
J  

10 

短 針 宮 家 建 築 段 計 事 務 所

施 工 ー清 水 建 段 妹 式 会 社

4 階 情 義 室

段 計 に つ い て 宮 家 宏 泰

1. この辿築のm↑ にあたっ亡 --lfr ll: 1題になったのけ. m

られた敷地に，既 (f. 乃t . I ! 物と調和を保ちながら . rr 照

明i門 ( 事務官，部長引，医務室など) . 教京四日I"J ( k.  

・'Ir ・小のf' r教京) . 教授研究室，食堂の 4 つの拠っ

た間能をトかにして fii む合 PJl f I せに配{ 町紡合させるかと

い う点であり T した。モ1 ) 解決として ，比較的) ' )1 川

が低 くてもよト教照研究引を別仰とし ，本N! 凶 4 ｉｾ 持分

を 5 際分とする二とにより ff l IUlのW/)KI を11かり ， また

i也階に厨JJj ， ｦ ［ｴＧｾ［［を ， ｬ ， ｩ 上問［に Ｒ つの一人数屯を配 ｾｾｉｾ す

るのと ，本 N! と由l 心向1とl土地下j目によ り. ｾｎＡ とｽｪ ＱＱ ｎＡ

Iヨよぴ別悼と尽心的とはそれぞれ隣段踊均に より ， 九1

心向。 ｬ と本館と ｩｾ ホールによって ￆＪｩｩｌ Ｎ 残 Ｈｭ 物と完

全にイi 階的なっ仕がりたもつように肝心しました。

2 .  t，持活についずけ rVI，筋コンクリー ト無根( ，;jj'E スヲ/ 附

治法 ｊ により比較的経済 ｾＧｺ ， ［Ｑ を行うことが一、まし

た。本棟以 1: J:i'i 1  t ) . 、スハンでありますのて ， 灯、' ti ' 以筋

づンタロート. i t としま L た。

3 .  . l J ; 阪の点て' は. .l'! ..1 、円初ゥ、ら，自: 米他物とあ f り附絶

しないようにとの Ｎｑ［ｬ ｬＮがあり Ｑ Ｂ 分 ｩｬ ｦｾ ｉＧ ｈＮ ｬＡｴたせ々

がら . ＧｩＧＱＺｊ ｾＭｲＧ 干 ｉ ｬｪｊｴ ､＼ 裂 を 吋 Ｑ ーとしました。

.  
〆 1

一・

.  
、



立 命 館 大 学 広 小 路 学 会

ト

句F

建 物 面 積

A， 本 館 新 築 工 事 ( 清 心 館)

I也 R寺 3  2  3， 1  1  3  lj 

l  R守 3  3  2， 7  4  1  "  

2  
附白

3  3  2， 7  4  1  "  

3  Rキ 3  3  2， 7  4  1  "  

4  R耳 3  3  2， 7  4  1  "  

f:; 開 3  2， 5  9  8  "  

Jι l  

1. 6 8  6， 6  7  5  "  

H王 9， 0  8  6  "  

ａ ｊＮｾＮｹ＠
6 1. 7 8 0 "  

8， 別 館 新 築 工 事 ( 向 学 館)

防 7  2， 7  3  4 円三

2  J!i' i  7  2， 7  3  4  "  

3  R存 7  2， 7  3  4  "  

4  断 7  2， 7  3  4 θ  

5  防 7  2， 7  3  4  "  

.ti; 同 1  7， 4  5  9 勿

立| 3 8 1. 1 2 9 "  

lit 1， 9 0  3  "  

C 地 下 道 新 設 エ

地 下 j 白 5  5， 2  0  0 坪

合 計 面 積

yj! 築物 r'，汀，'1 2， 0  6  7， 7  0  4  fj '  

Ut 1  0， 9  8  9 勿

.:r. ! ' γ 6 0， 1  6 0  "  

地 下 道 5  5， 2  0  0  "  

エ 期

Jti- 二r. rr ll ｾ＠ r  3  1  11'  8  n  1  !  I  

竣 ユ rrll fn 3  2  ，ド 4 月 5 n  

階

3， 事 務 官 嵩: 市1 り

6， ［ 崎 町ｾ ｴＧＺｾ 可 ｦ

9. 男 ｦ 使 ｉｾｩ

12， 調 押l 市

15. 言十 制リ ';日

18. 第 2 J告 祭 主

21  ド ラ イ エ リ γ

24， 心 ｾ ｉ Ａ 予 専 攻研究虫

27， 交 H  

2  階

3， 3  'J  教 当主

6， 11本文学専攻研究宅

9， ｮ 本、ｾ W-I立研究主

12， 研 究 :n 

IL  t  1  t  

4 階 ・別 館 5 階

3， 9  1才 大 教 を

6 化 担E
円i 、， 

1. 主 l児

4， 'If  Ｚｲ ｾ＠ 'ぜ

7， i品 梯

10， k 子 使 1fT

13  所 長 室 11t 1:A:). j

16  ν γ ト グ ン 本

19， ，1骨 4寄 今〈

22， 心 施 ! ｾ［ 宅 日昔ヨ ｦ

ＲＵ ， 地迎 科ｾ験当Ｈ

28. f山 百I

1. ;，、 Jν 

4. j也J11¥科専攻研究京

7， 1  1;. 教 京

10. 健 康 保 険 組 合 引

13. (JI! j肝

3  

L ホ
J "  

4. '"1 究 当主

地 階

1. 1't  ，':t 

2.  m II} 

3. 喫 茶 本

4  イ シ テ 日 ヤ

5， ft 罪 光 地

6， ホ ー ノレ

7， 1桝f弛干 ポンプヰ〈

8， 悦 19i

9， j由 下 辺

10.  'X:. J，lj 

11. 1" r 食 品 合' ，1，

12， 冷 厳 司 〈

13. 機 械 引

14.  J!i' i 段 下 :Q- fol1  

15，ー ドライ [エリ ャ_ ，プ占

2. ホ ノレ

5  郎 氏 宅 .I f t 応J t 宝

8， -0 2高 'ji  

11. J告 百時
ごfi

14， "J'  務 『包

17. ｬｉ ｾｬ＠ 可Z

20， 食 堂 。Jf ffi 宅

23， 心 E星学J ! 験宅

ＲＶ ， 地 ｾｉＡ 科標本 Ｓｾ

2.  2  U 教 宅

5， 凶作史専攻研究宝

8， I' i  料 i I  

11. {J1! B庁

14， イ七 骨E 当f

2. 10 lj 大 教 室

5， 四: 1fT 

11 
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大 阪 府 豊 中 保 健 所
位 計 ・大 阪 府 湿 築 部 営 繕 諜 結 エ . 株 式 会 社 東 和 組
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T  

3.  

，主要部分 : ニ 丁 掛 タ イ ル 鮎

本館腰 ・!i H 一般郎分 . 色そノレタノレ慌訴し腰モ ノレタノレ l副l e引

1. 西 北 よ り 盤 ん だ 外 観 2. 夜 ，量 3 本 館 側 面 詳 細

t 一 部 コ γ ク 3 ート 打 放 し 肌 仕 上 げ

平 m:プ ν キ ャ ス ト ヒ ノ レ 石 コ y 夕 日 ー ト

: s ! ( サ ッ V ュ ー ベ γ キ 没 り

hi 根 ア ス フ ァ ノ レ ト 防 水

位 計 者 の こ と ば

この保健所は Rur aJ H eaJt h C enl er  としての A 級の規僚で，

I(.i v. 保健所 としてははじめての鉄筋コンタ 9 ート造で，ｩｪＡｾ匹地所 ｬ 土佐

中市内でもJ i ! 境のよ い ところでもあったので， pJ anni ng  も比較的

11 111にで丘たと思っています。

保健所本来のPI! 念からすれば公共保健活動のホームであり ， したがっ

てそれは診療所オたは病院 Ｈ ｉｾ 色 彩であってけならな い し ， 占ればと い

って -11会事業 (1'1色彩に偏 してもいけなト。これらを総合した析しいH:

nの内容脅もった盗でなければならない。

そしてそのTJl yi は衛生. ¥l ! .. ｬＱＮＡの＿ｾ及 向 上 。 人 ｉｉ ｉｦ￬ｉｊ態の統計。衛生試験検

在。保健締 ￭ｪｲ 官 。医療 相 会可 ｊｊｬｬ 。栄 ｊｩ 改 ｬｾ ｦＭ ｯ ｆ 官 ｉ 克骨 ｩｾ 改善。上 下 水の

衛 Ｇ Ｑ 。 母性乳幼 ｗＮ 術ｾ 。 厚生 大 ＱＺ ［ 的指定する特 定疾病 ｗｩｈ ， tl 病，

ｭ 科Ｉの診 Ｑ 京と予防 。 ｉ､ｾｉ 有鍾延削 ｬ｝ｬｊ および予防。その 他 公衆衛生行

政。終生相談i ' l ' . 児調幣伝ど多彩な市世を官: J ! i つ公共胞ぷとして，その

よイシトの It'(!J } J によ って i也) j ( ( 1な特色が111てくるのではなL 、かと思

大阪府也稿用}')!t 約課 内 藤 一 真

ト主す。

以 上 のような ｾ Ｑ ＧＱ ｩＱ に性絡の 倒 み嫌い地物ごあるので Ｎ 北開 ｬ 大 阪の 住 吉

ｉ 血で ある ｾ ｲ ｬｬｪ 也 Ｉｪ としてこう ト う 平 ｉｦｬｩｊｂ 態 の も のがよかったかどうか

判らないIllJ婚が多いのですが，官、としてけ払なりにド! とか IUI りなりに

もまとめようと め心いたしました。したがって敷地ギリギ日まで使用

vr ほとんど余地がなく ， 施 工側 よりみればー炉、分やりｾ，， ｜、生 ｮ 物では

なかったかと !と.n・ま J一。平而計耐 としてけ結局掲縦 一l'前閃のように部

ｽｉ Ｇｩ ｮ 、た のですが ， ＡＱｬｉｩ線の分続も ｬ 辛子問 ＱＱＢ｝ と紡岐部門とは ｉｉｊ ｮ ｮＨｉｾｊ ［ＷＮＮ Ｇレに

よって解決したような次第です。

ν ントグン郎 ｲｾ ｬＮ ｴ ｘ 線遮断および慢ｪ，ｉＨ 搬出入 の 札行政 Ｇ ｊｬ 務 部門は 占

矧関係 の一般 人 の ＱＱＱ 人 の 便利 さ。 ｊ 時Ｎｾｾを二階にもって ， ［Ｎ亡 ｗ￯ 通防段に

より外部より ｉｉｾ ｉｲｩＱ ＱＱＱ 入 できる よ うにしました。

以上一つの試宅として設討をまとめたわけですが珊r . 'Jff 軒のキタ γ

のな い ご批判を 仰 ， ｙｴ ｾ｜ 、と思ってト ｦ す 。

13 



4. 正 面 入 口

5. 玄 関 ホ ー ル

14 

施 工 者 の こ と は 株パ会- 11政利融l 現場担当苫 越 智 祥 光

本池壊は全肉的に代表のモデル保随所として姥設されるものだからと本-IJ からも il 立占れてい

たので制 ｉｾｉ 担 幣な 工事で あるとは察知しておりましたが ＮＱ 千数からＺ｜ＱＮ｜Ｑ世するとあますり大企な物

でもない )) ではりlは少し軒パ φ t 大して心配もしておりませんでしたが . 1苅if ，iをみて 初めてこ h

は 大変11，憶 な r:
J
)}: であるということを感じました。 ヨ: 施 .tl 'uhi を進出て行くうちに" " -11のwr.r

1系ともまたお役所とも各々立比の町立迎トなどが多々 tI¥て止まして， このため治工がだんだん遊

れて企てず Ｇ ｾｘｩｩｾ から い きさかあせり主 Ｈｱ ｬ 、になってまました 。 ｌ 、 よいよ路工に ｬｾ 干してｬｉｩ ｪｨ に掛

り ｦ して ， これがＧＢた予也だにしなか っ た大変な粘士刷で ｪｬｾ って Ｑ Ｑ くに従ってますます ｩｬｬ 土粘

土となり雨の 11 なんか乎のつ けられない状態でまったく附りました。 J，，t 初向台の山地がからも

ちろん水の心配などIt lU，'!' に人れず北礎工τJl において遅れた 11数を相当 1(:( り返す予定がまった

く反対となった始ぷでした。辿物は{ 誕地所 というよりも術院と称されてよいという姐犠で1:( 械

設備も先制 L . したがってこれらか納める 保護室，たとえば ν ントグン訟などは放射防I1 に新

材料 ｾｊｉｉ｜ 、散札l抑止と なっており ，生II 領官、低においてもタイノレ. JT肱しコンタ 3 ートヨ3部分な

どが述矧され，プ レキャストの特殊な下問りがそのま: - : ｉ｜ｾ に人り Ｎ ｾ付 ， I あかやる析付nが指

定 3 れておりエ白Ji進行につれて幾度か簸点、に遭遇 しましたが. ，1' ):';1 されたh の円心をなんとし

て もcl かし て行かねばと本相 1.-. 対しでもこれがための機中| を1(( 々促 しようやく完成けしたが，

自分とし てはよ くできたと潜められても満足はしておりません。ただ本:1引によって非常に学

ぶところが iRill あって よ い 勉 強 になり ，今後のためにノ いに jl ，るところがあったことを喜ん

でおります。

大阪府ｾｾｾ 1¥1 保 健 所

段 計 大 阪 府 建 築 部 営 繕 課

施 工 株式会社 東 和 組

，9i{ f . 地位巾j J i 彬峰 tH通 ー 丁 目 一 六 l fi J 虫

剤 校 本 館 鉄筋コ γｾ lJ ート 2 防止II .調;

平 Ｚ 家ｾ

j ! 1/ ' T .  'o1l 主【ポ y ノ司{ .. 補強コ γ ク

日ートプロ γ タ ｬＧ 主ｾ

I科神'i Cl I:!院!J 1(:J9"f" ＮＮＮＮＱ ＮＺｪ￭Ｑ Ｒ 附ｾ

政 ｬ 血日 ｬ ぬＮｾ 590斤

汁ー 宜正 l 陪 2 W;  延

ヰ正 )11' 1  203. 5伴 137.01'1' 340. 5坪

j l  ν 'f 20.3坪 20.3坪

dl村陸科 l荷d正f/l ;_ τiYi I  38. 3f1' 24. 4f1' 62. 7坪

ｾ ￼ ＿ Ｈ ポンプ宝 5. 3f1' 5.3坪

〆th  g  計 267. 4斤ー 161. 411' 428. 8坪

軒 高 本 館 2 階 8. 07m

平冨 3.75m 

木造 2 階 7. 33m

工期1 llil 和 3 3 年 3 月 II A  J1'i- 工

附 帯13  3 年 9 刀 30 11 唆 コ;

6. 鯖 堂

7. 栄 養 室

8.  二階北面パルコエー

‘  

-i 
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只 術 旅 自i¥ 新 館

J i< W ｾ ， ｾ＠ ( f  ｈｾ＠

段計監理 中 島 建 築 事 務 所 ( 神戸 oIi)

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

ニのB l 物i t 兵衛旅館のJ l 'J !'I' i とし' ヘ イi ， ｉＮ Ａ ｾ 附 ｦＧ ｊＧ 央

吊;，二位 「る 11，ゾリメこiJ! てられた。こ的l I ' i j 保安

林で.)J ｾ、 伐 採の限 泌 が ｉ 也 Ｑ ｛＾ 泊 ＱＱＺ Ｑ Ｎ｜Ｚ とあ い ｴ って

iJ! 物り配 i?l と形態や制約した。 出にλ '1' 11" .1ヒ

，-1'[.1品 ，Ｉ ＧＩｩ庄辻 Ａｴ｝ Ｑ の［ｾ引を Ｑ ｛ ， 人， Ｑ ， 11叫 林O) lm

キ継 って主' ! t ( J j ! 物 (t 山阪市側に，; ' . t i i ' l l t: o 市傾

ｴＱＱ￺ｩｮｴ 遊歩泊をめぐら ｌＢＧｦ 企パ・ ド ｬ ｾ ，に小ば 匝

， ｉ ， ｦｦ ｛Ｎｬ ｴ 側によ匝 Ｇￚ 主 ， ｪｾｩ ，泣く。 ｊＩＯＮｻｉＧ ， ｾ令市け 川 町 ｦ を

入れて 1，25 宅に目前たないが， 将米 'S. 市主主約

40をj ｾ ｩ つ新自 ｬｬ を配置 凶 の Ｑ 立 ｩｩ Ｇ Ｈ に ｩ 柿 ，ｾして ， けじ

めて玄関 hIi および政i血全体と 0) ' 、ヲン宍がと

る

1. 南 面 外 観

土: )唱 N! ・4ょ( ' 1' 陣

{ ; 下 l工 11 1 ft¥1  

2. 玄 関 棟 南 面

虫 色モルタノレ掻 rr; し

千 ｨｾｬ 鉄 製 ベ γ 者， ヨシヴ

リートプロックへし

ず イ ト 塗

3 配 置 図

所 (E 地 神 戸 市 兵 1，11 k!: ｾｩ 馬町

l世 間 鉄筋ヨンクロート必 ・2 村!，附属

iJ!物 . -A:.iIi 2  N!  

玄 関 ＨケーブルｾＺｾ地 Ｑ どｼ児 ， 浴

場〉鉄筋二， ｹｾＧ＠ ｾｊ ートゐ Ｒ

2  ) 鴨池

h: fi I{ Ｈ ｾｴ［ な ， Ｑ Ｎム Ｉ ＱＱ ＩＩ

鉄 筋 つ ソ ク リ ー ト足立

ー部ｾｾ什 ｊ￹ 2階i J !

m属辿物( 木内J 9r. ' f ーゾノレ JtJ J l )

本 iih 、ド: ま

兆?(!i l，i W 玄 関 321. 56mロ

本何i 578. ω m"  

附!!' 198. 22m"  

i J!物

，;). 1， 098.  68m"  

延lI: i II il. 'i 玄関 犯0. 95m" ¥ 

，;，:ft'i i  1， 821. 61m"  

附属 198. 22m口

述 物

，;). 2，600.  78m"  
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ヘ

兵 衛 旅 館 新 館 平 面 図

1. 主 !刻 12. 'J( .j賀 市

2. "7 n  / ' ト 1'3.  従 業 11休 恕 京

3.  n  ピ ー 14. 帳
J.1j  

4. 光 15  屯活交換ヰ〈

5. Cl J  r. fl1! f9i 16. lJj /J J  

6. .9: r- fl1! JJi 17. 配 給 五

7. . ; ア ー 18. 合 TI< 

8. ｾ［＠ ｾ＠ 本 19. 干J t . '.¥{ 

9. 脱 1< 主 20. ¥1， ji( 三〈
2  

10. 浴 可f 21. 険 械 室

11. 覧 会 場 22. ボ イ ラ - ?i{ 

R. 存 玉i 23.  ケープル来 初

《「
t...J!j}; / /  

主γ l. : I勺C ‘ー

24. 駐 車 場

案内所 ・ケーブル乗場

4.  本館2 階 ロビー

l正・ 3 ノタイノレ IIJ 1、 ト

11 

!i! 京ｾ ， セ :/ I1Eパ 」、ノレ

y、)t- : ジ ュ ヲ ク . -1' "柾

5. 客 室

ι  玄関ホールより ロビーを箪む

ロビー外， :  9  ノ タ イ ノレ

111 木・ テ ラ ゾ ー プ ロ ソ ヴ

ｲｴ ピＭｾ Ｚ プラスターベンベ

天 )1 ゼ ブ ラ デ ッ ク ス ベ ンキ

千w笠 木 ナ タ ラ，ラ γ タ

腰1I.i アク 9 ヲイト 乳白，鉄 j ヲミン

hHt  

7.  玄関 ロビーよりホールを箪む

4  6  

ｾ＠ 1  

.ι. Ｇ，ｹｾ、 ｾ Ｎ＠
_'. .  

地 階

7  

17 
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旅 館 火 珠 lE 

r1tT!i メ; の陥立;

段 ot 荒 堀 白 歩

施 工 株 式 会 社 熊 倉 工 務 庖

};r XHrfi 

1. 車 寄 よ り 玄 関 を if む

2 ロ ビ ー の テ ラ ス

外部i 化純情) ，1( 付1:' 怯あておよ ひ険制j しよ 。

事f : 1量的小) L)、. ｾＡＮ板 ｉｴ 秋 ＱＱＱ ｦｾ および μ 皮 ｯ

IJf :  ｾｉＮ 主大向 Ｑ ｊＮｦ ， !;J l担耐月: け; J i '. f HI 本 1(

外明 大 ｬ ｩｾ ｊＮｴ ヲ ス 下地 ， ジ』ヲク制色モル

ターノレか ， Ｉ Ｍｦ 出 し Ｈ ｉ Ｚ ｟ｦＺ ，Ｎ ｾ テラス ｊＱｩ Ｚ ｪ り、平￭Ｎｩ乱

焼。 1

3. ロ ビ 一、w

ｉ｜ｾ Ｎ ノ、 ｊｈ ｾ : ジュヲヲ 隅み切 fJ け仕上およ

。ｾ (ldl A  

ノ、)1 亦杉 S;i 珂Il II i ワル Lノ'it. ｎＡ Ａｉ み刈 ｾￚ｜

JI 、 オ ー ク - ; u  ， ー ン グ IV;

側/111 辿 H 111.I.j }j  u)  11守 的 中 へ 'J I .i さむ。

4. 談 暗 室

自1)1，介.;m訓 L t : i' N培な出 f.I ¥的あろ腕掛

け部 ft!

ヌn : 日ffl " そるほ弓 1$. ，)・j..' f打ち， !.!i 

ｈ ｾ ョ νＧｊｊ ， 市 更 井 Ｎｾ［＠ f> 11[1， Ti'J) ぃ

fI、 A、J1 M，怯訳。 立的 r. ，';，rf <!l、花。

F  
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旅 館 文 瑚z 荘

股 計 者 の こ と は 荒 堀 自 歩

" ' "旅館IJ ，さる昭和27年に ，施主天の情立対縞

慢の主人幾世l ! b 七氏より ，同際観光; ホテル幣制

訟による政府n録旅館として . WJ をしたL 寸、ら

と ， これの計耐 ｾｊｉ につト ｃ ， 相談をうけた Ｔ

ので，l  、ろトろ検討の*，11*. 予算その他の部合

で，第 ')Pl J:!)‘ It ，客室 4 ( 次のII l11- tl I J j m， 

約百 2 ，.J. :I 悶，フロ γ トロビー ，洗面所，飢所

など ， 没 ｾｩｬ を古め ， 1∞ 余li' 心規模なもって ，11(1

布 ＱＲＸ 作 ｦｦＺ ｬｾ 工 ， 号 Ｎｮ Ｙ 年 Ｑ Ｉｊ峻 ｊ ・ ， 第二期 ｉｊＺ ＼ Ｉ［ＱＱ ，

II 1l HI 32年の初夏，ＺｴＺｾ ｻｬ ｏ＠ (f!J! 所洗面所付) 浴室

3  (内 1 .1! 所客室 f.j" ￰ＢＩ中央ロピー ， その 他ｾｾ

IIlfJto所，洗面所，渡り廊下などを盤備し ，*':J延

180余坪の規桜にて" ，' . . [ ， 33年寄に竣工， ここ

に延 280 余坪，追; 宅14百，浴室大小 5 を右つ，

Ｍ Ｇ ＩｕＱＡ｜ ｉＮ 経 Ｇｬｾｾ ので ｊ うる旅館施設として光成を

みたものである。

本館 ｩ よ府下名勝又 の ｭ 立文 珠 ｾ ｲ 域 内 に述なる敷

地にｾ殺する関係 ｊＢ 文化財保護関係 の規 制を

うけ ， 有 ｉ ｊＺｲ｜木造ｾを込町 ｬ とすること ， 敷地内 の

附本 11伐らずにとトう条 1'1 であ ったので，三ド1M

の ｊｲ ｾ 放に Ｑ ＱｉＢ￭困難が 伴 ったが ， 二の制約がかえ

って ｾ物 の外観に変 化を得る紡Ｊとな ったと い

λ るかも知れなL 、 結式け品絡を保つため，た

くらんたよ; t ，; f 11避けH 眠点耐円な隠当な数百{ f ol

Mでtさったが，oMt'，胞辺としての機能と世ーピ

ス Itli に.!_1(}，I，i，をiD: <..'" ，ねに客室的11: . . 1. 性ならびに

，， ｾｉｾ 討の光夫に ｬＱＷｩＺ 全を ｮ ｊ ｌ ， 九五の ＱＱＱ 人 ｮ Ｚ ［ｴド

ア会パ ｩｩ ｈ ｦｬｉＡ ｉ 肝Ｈ ［ｪＨ洗式Ｉに ｉ ｬｔ ｾ ｉ ￬ 下Ｍ，闘のｻＡＡＡｾ引

を削附，洗 lliil9i II t 化粧主に111盟H '.;1師鈍をJfxH

けたこと ，照明け主として能率のよし鉱 山式 と

J 引共により潟T l Iを保つよう にしたことなど本

旅町Iの特色といえる。

敷地は三 }j 海に商 L ，松I W. 桜などの樹木があり

F  これら自然的行・はそれそのままに格ついた自然

伍E倒を形成，各客室町ベランダから樹幹事f 透し

て泌に映る樋立の怯並木が眺望でき ，一応特色

ある観光旅館としての条刊 をそなえたものとな

ったことと f，i じる。

以後にこのような特殊ｾ策け ， ，投.11もさること

ながら，施L の妙同によるとこる大なるものが

あるもので，この 1，1，( 経験ある熊: C' ，j ' A良氏問i商

γ1. ，、可や jl} た職庇の配 itdt ， 付料 の選ｽ ど など ｉｾｾ

物の 111米} f >にー級J 1) Jl I米栄えを示し たことをこ

こに付記する。

19 
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- ::-.:'" 

5. 客 室 ( " 3 [ 採)

本間15帖と. . t : 全IHIl O帖とに成る大部屋なるも! 監地の関係上で. Wnilの央行そ

; 商当に取ることがで去ず，本/UJ 3)/閉め床コは奥行 1. 5尺にて， その ｨｾ 成には

少な£らず妓!'l¥J と内心を要した。

天チ1 亦杉 ｲｬｬｾｾ 。 竿絃北山ＩＢ 太そぱ削り 。

沫 地 岐 ! ，Uうるし塗 ( 権なし ) 0  1年. hh. 住 北" ，絞り )"h: 。

「

客 室 (霊 }l )

ヲソ1 杉柾 21Hl i且し大阪焼。竿総 点杉で鴨F. i i J ti の筋入 り。

ホ側め在院の二方が地iにI面して窓 Lt. iff '&t な役割をしずい るので，紙，アミ ，

附子 ，阪. Ｔ ， ｲｩ の ｉｬＡ具は すべて ｩ 置 のうちに 引込 んで全 ￯ｦｩｗｾ 肢 と ｾ副総既 ｦＧＡ 観

賞に役立つ。

ｉｾｾ 院 の棚 械も［ｉｩ際 の机に ｉｾ ｴｬｬ の ＮｏＺＡ ｪ さを 考慮し ｅ ある。

1-1、十l 亦杉1'1材大田，ilfx比l.t 1>11 ｯ ＼＼ ｾ＠ !，Uうるし塗。

7 客 室 ( i 手附)

時:nnとJ主主的情け' ! i ; j主J 州II JJ とし て天} Ht 2屯統占で. JJ 、修)' 1)到の過しに さ

つまよしを扶み . 本nIJ の亦杉位以舟! ぽ犬訓の組合せと . UiJ fJ 切の釣京 を行

"  亡通しの同ヲソマによ って椛成 している 。

j王位 北山絞丸太。 j] マチ ヤニ松すり うるし 喰

日 客 室 ( 市川良101，';)

フリ1' : '1'広杉柾板IJl: n';K。竿行 クノレミ 色決材の1次官f せ。l ιtr :  JJ 、松J.!i I.t  e-

ｬ ｴｾ＠ 0' ¥) Iギ仮 ・ためうるし塗，地以A

J

F

下

『

. " 白凶V

2  

一一一ー. . . ..

{ 卸車喜子
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旅 館 火; 1到k

宮 ｲｬ￬ ｲＡ ｩ Ｎｦｾ ｊＩ ｴＮＮＢ立

設計者 荒 堀 白 歩

施工者 J;r l:¥i r! i 株式会社 熊 倉 工 務 庖

19r (1: 地 点 目I I(f 1;' ;  ilt di ): ｖＩ 焔立 ｾ｡ li' 

l司際観光旅館 文疎u ( 政府IE録 111

川11
1
:

1
)

有1 ，!r， ド z也 九 -!:l ‘1'， :ii. I.l! 

可，- 'JV!  t: 'Ji  I.l! t干。 l 00，031f

]: J U! .11' ，1111 RI 28{1' 1  JJ 竣 1:I"129
t
l' 1  JJ 

第二 ｊｾＡ T' Jf  1.l!J;' " " ， 180， 46li 

I"，JUI  ，'1 1". 11(1和32年 6 J l 竣 U"133JJ 1  JI 

主 要(.1: 上

' " jt 山1(l il 主，恰あて '，' J)L;! : ，lfj のくれ阪

および1 1 : 1'1

ｪｾｉＧ ＱＧ＠ JJ ‘!，>， 10， 1士。縁，廊下Jr ， ， ｾ［ ｦ￭｜ ，＠ Hj 

内ｾ ｬｾ 明 ， 大Ａ盟の大部分ｻ主ジュヲ Ｂ［［Ｈ Ｑ 世 ｻ上

i  

外ｾ ＩＮＺＮ ｉ｜ ｾ に岱 ＱＹ Ｑ 化 ￞ｕｌ よ ｈ を ｩＮ￟ ｉＮｬＡ -c， I'! r  

ト} j ri'日j 火

) 5 ' ノレヲヌ IVi

モルタノレl血，ジュラ" 調 色モノレニタル泊、

，¥- ;r; L U上 IJ

Frヰi の主 l位111111:切! 置はすべ f 小) i { W: V) ，五Hi

にj j ] ずる主でη1盟をも って仕切 る

主主の胞錠

tll 人 rl J o>よぴIJU釣1' 1 ' 人は本別ド アーで，/j 匝錠

ＱＩ ＩＧ［ Ｑじ堕 ん悶 Ａ ｌ ， 亦 ｦｾ 紅白よび ＮＨ Ｑ ［Ｑ 也 Ａｖ ｩ ｖＩ ソヲッ

ν ュとし て全 I"， J ) .. ｾｈｉ を繋う

ぷ 側

近 代ぷ備の充実と I . l ! 寝様式 と』調 和に IJ " 特に

むをj l J l ・7ニ。

施工者としてのこと l<t 脈式会社 熊倉工務庖

ι のI . l ! 壌はyーの陥立均一角で，名勝世: 跡その他

的特別な制約に従って，特に外観は数' I . f 邸調1，'1

巡の指示によって設，11 されたのて' ありますが，

海浜 の 関係 でＩ ，ｾ伐 の 強止と ， 耐古由ｩｉＯＺｦ，のための

太} f >点付，ぞれに窓および縁側などの三重ない

し四 ill のI.l! HのI.l! 込などによる ，数得鼠巡りと

しての潟 両lへの技巧や，問nnを縫 って ( 止むな

く) しかむFべての客五が海に在日ーするよう，d曲l

されたフランのために，相当に被企It な芯i郎、ゃ，

1，( 似点1[ ，などの納まりには，かなりに現場判断

? 技巧を裂しました。また政府立録l司隙似光旅

館内規約に ｉ ，ｾ｜、た ｊ ｉｦ［政 ｉｾ ｩ ｬ と ， よりよ ｣ ＮＮＧＭｮＡ 主 ｜， 神 ｉ

生， 給湯， l¥Ij 火のJ If施 E没をこの71IJ¥; 1t を行 とし

た，いわゆる内木n却は営業}lHl ! 物の特質で，

V ーズン オフの JUlI ill を円 指しての工程は， ｊＺ ｊｾｉ＠

としず ik して長いと 11'" されませんe したがっ

て 勢 ｌ 、 ｾｾＧＨＮＮｉＩ特伎をもっ＿ を職別 の工匠などの ｨｩｬ

時作業の険会が帳めて多く ，それがすべてIII '; U

i民的でありますので，この現場の監理には <<1、刊

の苦心と 努 Ｉｊ をｾしましたが ， 幸にイ ｪ 終的Ｉｾを

mましたことは ，偏 に純主の理解と ，設 JI' l¥'の

よケ指噂と ， 千九職 ｾＧｊ の融ｔｬ ｉ 一致協力の ｴＨＧｩＮＡＫＡ であ

った ζ とを尽く感刈 l ます。蛇足ながら，この

陀 のＩｩＮｩｊ ｾ ｉ ｦＧ Ｑ 官 で特に ｬ 院の |ζml におト て，現Jl i

の1l¥1I1Jf な0- 71・1M， 幣 jll!. にm. みな J 努) ) 1 t. ， J止し

ょ.}' TJ 占拠 をωる条 1' 1のー・つであることを，今占

らti6hs したことをH .j'し ます。
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岡 電 報 電 話 局

岡山県笠間 rIJ

短 雪十 中 国 電 気 通 信 局 建 築 部

施 工 株 式 会 社 荒 木 組

19， ( E J也 1吋 [J I  ｾ［ｾ笠岡 山 笠岡

情 造 鉄 筋 コ ン γ リ ー ト 込 3 防止II

}，j1r延 r{ijh' 1 1，1 5  Om"  

竣 i  昭 和33年 6 }J

写 真 説 明

1. 正 面 外 観

2. 正 面 玄 関 詳 細

3. 正 面 玄 関

4 中 央 階 段

5. 窓 口 事 務 室

6. 女 子 宿 直 室

e  

ベ
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F  

4  

笠 岡 ' ，[ 1 判i '，.[1 話 j司

平 面 図 説 明

階

L 公 衆 摺

2.  :;!，( "・J' { 草木

3.  (JI! 19i 

4. 1111 uJ 際 関 市

5.  i品 沸 M

6. 小 使 出

7. 脱 主 主

8.  rri 主

9. 線路' l l ' U  :{( 

10.  ¥[i i也 ¥li ) ) 玉f

11. ，G配 U l 訂正1前

12.  ¥ [ i 配 口 京

13. iT .ド

14.  1ヒ i児

15. 廊 下

2  階

1. liil 当i

2.  J.I: 験 'i( 

3 陵 hi 五E

4. 使 曹}

5. 修 I i 丹 五

6.  ;I，j  .Iu' .  J・li

7. !J j  f 休 恐 五

8.  ｾｊ＠ -f' 1I'i 'u 主

9. 施 設 、Ji 務 五

10. 織 ほ ! < I i

11. 1Iiぷ T

3 階

1. ;li 羽 位 向 五

2. ;G 話 交 換 を

3.  t:  {. 1i'; u'( 宝

4. 女 子 休 忽 主

5. 女子! ! 1 J< 主

(中 2 階 H l

6. ， ｾｉｉ 制｛ 'i{ 

7.  f;: { 似 lJ i

8. 93 j". l!l! 1fT 

9.  }， J  長 五

10. 市 r指 ヨ主

11. 廊 下

3 階

2 階

1 階

1: 4∞ 

6  

23 
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広 島 発 明 会 館

段 計 : 葛 西 重 男 摘 造 担 当

佐 藤 重 夫 計 画 設 計 担当

施 工 株 式 会 社 藤 田 組

広 島 発 明 会 館 に つ い て

広品発IlfJ 協会では，II Il RI 2  iド以降の特A 公

輯1，' ) ( 刷新築公骨i をはじめ，.Q: Pi や，l n型乃公骨1 ｾ＠

および特i存庁の公報などを，ｬ￬ｾｾ ，足より Ｑ って広

1.3大宇ユ宇都内のー腕に，全部を分矧笠P.ll して

保 管していた。この重ｾＡかつ膨大な資料 ｉｴｬ 被後

も引税さ協会只や一般に閲覧されて0 ' たが，今

以Ｚこの発酵 ｪ 上便利 に分 ｭｾ れた閃， Ｇ Ｑ を ＧＱＧ 心にし

た ， 小 凶 δ Ａ 唱ともいうべ＼Ｎ｜Ｍ ｾ 物が ， 広 ｋ ￰ 大学斗

午部の隣 i也に，広 hb光明会館として ，発IYJ 協会

総 裁 高 松 宮殿 下 の御 ｔ ｉ ｉｾ 金と イ ｉ Ｎ ｊ［Ｚ円多数のＧ 可付

金により ，新築されることとなった。さる 3 刀

その第 ーW' 乃工 'Jl を完成した。

こ心主II 物のプランけ 1u初的傾めて小品t際的 ..1

幽のものから，ニf " ー転して ，JJ/. ( Cのものとな

γ たが ， そのぷロ十 ｊ の特徴や概 ＧｊｬｾＨ 1次的通りで

ある。社 IHlj 上で占るだけ1 f i ¥' 1¥ft . をはかるた

め，5m x 5mのluJ . ; 7 . ハンのユニ y ト7 例をも

ってできた平 lui の '1' 央をコアーとするフラン

で，;f，- J U! l l モ の 一 部 の 4 ニ竺的みであろか

ら ， ， ｜ ｗ すべて将米の砿 Ｇ［ ｊ ｾ りために 補 強コンク

リー} プロック Iニよる :!J ーヌ ' . /7ι ー ル と し

た。な底上の ，r，点IJ 五の内外に 1'1かれたアイデ

アのものとすることであって，悼めイポ[ 1 ' ( な実

質的なものとし，そのうちに !日! となく， 1" 円以な

丹り十盛りたL ‘ ものと，¥i l った。また Ijj を除け，

ｾ 只などの ｦ ＺｩＺ Ｈｩ 上 ［ｻ ｩ Ｄｩｬ ｊ なようにみ ｾ￭ とも肱 ｩ な問

らし，その}骨i I 主上刷のものはど 1.1¥を少しづっ大

主くしてある。 I幅広はrH凶を111¥，-r ， Ili 点をも

i止観にJj';( 入れることとしてみた。: 忍姐りは rlVr.

と通l i ¥と ， 1  隣のプラノバジ一 保持のために ，

./ t I ック駒子と可動ルーバーとを立け，これに

も広 向 上 Ｑ｜ のう ｃｃｵ ｬ • を ｦｧ めたいも的と ｉｾｴ Ｍ Ｚ＾ た。 Ｓ ＱｩＱＧｩ

I t 将米主にI曽策される 予定のものであ ζ が，当

分的川は工学部D 正f 闘を眺めるループガーデン

として ，気持よく受しめそうである。

( 広 jEb大学教授 佐藤 重夫J

._ 
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トー一- 500かー

ｩ …Ｇ，Ｇ Ｎ Ｚ ｾ＠

2  

1 階 平 面 図

1. ij! .  r. r  

2  玄関 ｊＱ ｾ ｲｭ

3.  JJ. 不可J

4 閲 覧 京

5. 可li 務 引

6  支部長常

7.  ｉｉ ｾ＠ W 

8. IJ l ! 所

9.  il]j 沸

10. 沖 ノk 情

ＱＱ 物 ｩｬｾ

2 階 平 面 図

I  階 段 京

2. 会 ，高 木

3. : l l 弔

4. 1主 上

品t

タト悶jf j : 1  

1. I; l  Hl ゲ ル カ 防 水 ワ イ ヤ - ) ッ ν 入

2. 附j. tUtl .  ｾ巴ｽ巴 エマノレリ ν Y IジJ ノK 11)( f-J 

3.  日空ヴH フク 1・V ュ - ( t /}X附nH ! 在料 11: 1二

4. ヌチ- ) レナッ ν 'JI J世名; } 人Hンデライト IW

釘iべ y H I 上

5. ノ レ ー ハ - 可 動 式 鉄 板 税 140' 魁 転 1'1

6. J. :I 刻師li ，踊i，ai 士rt.. と ;l}lハシマートーン

ラ ッ カ - f1 上

内向111:-'

1. ，ギ アスフマノレ トタ イノレ ｾＱ Ｑ ・ ｬｩ 防水 ＱＱ ，

2. 哩 ス プ ν ッ ド サ 7 ン ス T ップノレ11: 1ニ

3.  天井スラゾ 下水 ｾｬ￼ ｬｔ 込 ベ ンキ 仕上 げ

4.  I!l! I折 干 洗， 湯 沸 な ど タ イ ノ レ l砧り

; )  ｾ相

1. 1ll! 19i ｉ ｋ 洗， Ｎｴ Ｎ 広 ｊ ゐｩｉ￯ Ａｉ ，川パ特 ｭｾ 情的
化情をもっ li 然 }jj(i(W. 化情 H

2. m:.uケーブノレにより低IE引込 み，スイッ

チは広島市丙J時H.i5i 1製ヒ ュ_. ;<ν ヌテ γ ハ

- ) レスイァチ

3  占Ｑ＾Ｑ Ｑ 山側 ｬ 土広ｽｾｾ i 打能 '1' 製作 J9i拠スチーノレ制l

立図 ｬ ｉ ｈ Ａ ｈｦｾ と ｌ Ｎ 10段延長 3∞mである。

図.!ll1' 1加率をみて第 1jPI の主主で 6年r: nの

ゆとりあり 第 21g1完成によりなお 15年 JI 日以

上の収容力をもう

自!I;

広 島 発 明 会 館 建 物 緩 要

述書ｾ ＺＱ・発 ｉ ｬｪｪ 協会民山県文 郎 内 Ａム山ヲ ｾｉ ｕｪ 合的
ｾＮ Ｆｦｩμ 会

J  日開 i [l:リj 広大教授 構 造 jll 、河

{引等可L k 11; 大教授 .:1耐，丸; 十初判

l 味 式 会 宇l 瞬 間 制l

Ｉｾ￬ 鉄筋寸 ｹ クリート造 Ｓ ｗ￭ｪ｝

ＧｩｾＢ Ｑ￬強ゴ γ ク ＧＱ ート ＭＱ P  ';J ; ' 勺- 7

Ｏ＿ｾーノレぬ

以 前 1 JUI 延 250m"  完 成

可¥2. 3JUI 延 3∞m
2

合 ur 550m"  

5  

A 入

-;r;:. 
問

山

発

1. 正 面

2 背 面

ｬＱＧ Ｏｾｾｭ＠ 2 明持続開i

窓 昨 細

側 面 南 側

屋 上 パ ラ ベッ ト

府 見 上

，1る広

。o

a

q

p

a

，
。

ｾ＠

;'t 

施

t，'l 

E  

2  

灯

. .雪' . '
昼、. ｾ＠ｾ＠ ..... 母、

日n  '  も

s  

「ー

3 階 平 面 図

1. wi 段 主

2.  n 可f

3. ，，{  _L  

P  

25 



4 階ホール

26 

広 島 労 働 会 航

工事監修 一広 島 労 働 会 館 建 綾 願 問 団

広 島 県 土 木 建 築 部 営 繕 銀

位計監理 河 内 義 就 段 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 山 村 組

ｊｾｩ＠ (1' J也 広 ，I:j dj 金 原 町 1 1  7  ifr J血

清 工 附 有1 3  3  iJ'  1  JJ 

竣 工 昭 和 3 3  11' 1  1  JJ I  11 

jJ( JU! ITIi h'l  1  4  9.5  0  5  ifli 門F

組物 ｉｔｉ ￮ｗ 辿司 ｾ ifli [，白 1 1  9.  5 0  i師 斤

延 it lI W 7  1  8.  4  2 3 而i J'I' 

地物O)/;:i そ 地隣1.1，- 4.  05m 軒 川 22. 51 m

oT. : i の川さ 26. 68 m 

外 枝北および州，Eifli タイル! 日り fti :l・

よひ，:rtfifII:壬ノレグ dレエマルリ V / '

内 銭 円f 人泊目111¥・ピノタイル ・

山Ｑ｛［ゴムタイル ・ 磁 Ｚｾｬ タ

イノレ

ｾｽｈｅ＠ 大f¥! 行 . ＷｾＷ ゾー ・ エン

ピIf W:J ニ・モノレグルエー

ス

天 11  吸 ll"} ァクス . '.11岐 汗

日ード ・杉111;阪 ・コルク

1 階労働金庫客溜 リνγ

段 計 者 の こ と ば

μ、山労働会的{ 上、" 1 1也}j 作労働組合の労 ) J を*.' i 'l: して主n，;' l:せら

れたものでこうした性質の労働会館け全同でもあまり例キみ

ないものではないかと思います。

生 ｮ ，ｾｾ敷地 ＱＱ 広 Ａゐ 駅前より大通りを歩トてもＱＯＨ分ＷＩ大変立地朱 ＱＧＱ ー

のよ い均を選ばれて " El : ，; I に当って l口、かめしい形態，内千F世占

け 般大 i世IC?Qしみやすい姐物仁すること ，:1< よぴ勤労苦の慌

串 ｼ 施，［ｾとして ， ｴｬ 質的 ｊｾ なる多極日的に ｉＮＡｉＮＧ ｉｈ される Ｑ ＧＭＱ 存売 っ

ゆえ ｉｉ 物 ｉ ょ配 ｩｩｩ ｬＮ収容するようｾ壊され ， それをｉｴｬ少限 Ｑ 立心 Ｑ ・ ｲｉに

より i止) ，限に満足で占るよう ι 心しまし たが，胞主側の深い j11!

Mとれ施寸丹の協) J をiザて立派に完成で J ましたことを感謝 L

f す。

今 後 、 可 会向 Ｇ ｦ ｬｊい 可 ｉ 也 ｊｪｾｽｊ ｾ ｪ ｊＮＺ ｊｴｴＮ の ｬｩ＼ 利 ， ｾ｜官 ， ｾ ， !U' ム乃" " ，: >，ー

と ｌ イの ＭＱ Ｑ 会 的 ｇＡＺＮｲ ｈＺｾｈ ｉ ｉ ，ＧｊＢｴ 1分に利m、) t ， ￬ す主す寄ｾＮＧｪｾ

それることを ｊｾ Ａ 伴します。

4  



地 階

ひろしまニユー ス ・食

堂 部 ・理髪部

1. エレベーター

ホール ・1，階段

2. 泊 111 附 段

3  階段 ・ホール・喫 煙 1  

4. ひろしまエユース '  

5. 食 常 用l

6. IJ j  1ii 

7.  J '.間l映万本

下問IIJ l! i} 附M本

8. PI! 混 同i

9.  ，1 ' γ プ 右

10. it 明白li f' Ii宝

11 食 品 : u " JoI l  

12. 合 同f'f l(i 111 

13. 化 椛 J j {

ト

1 階

生 協 売 庖 ・美 容 部

1. エレベーター

ホール ・j，陪f!.!
2. j血 川 附 段

3. ひろし主

エユースま関

4. 広};j 勤 労 罰 咋 協 先

ｾＡｩ＠

5.  1"1  1:  '1¥務 室

6. 'y< 容 部

7. ｾＧｦ＠ j盟 主

8. ¥11 ぷ 交 J世 主

9. ' i ! 低

A. 正 而 玄 関

B.  ひろしま

ニュース 人口

C. 通 用 門

D . 通 m ! : : 閃

一
一

J

M
同
山
中

J

干

了

@

・

(
一

三

'
E

l

f

-

j

L
一

臨

円

口

一

回
船

二
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大 ホ

1. エ νι ータ

ホール ・ Ｑ ，ｊｬｬＧ ｩｦｾ

2 通 111 p.'i ｉ Ｇｾ＠

3. ロ ビ ー

4. メホーノレ

( 4281'， 11. (' が)

5. ス フ - 7' 

6. れそ ヰf

7. 化 わl 可イ

5 階

事 務 室 ・映 写 室

1. エ ν ベーター

ホーノレ ・ ｬ＼ 附 ｦｾ

2.  労 働 組 合 、11務 不

3.  広 l;j ｖ ｉｾ 労働円 ｊｾｩ 汗

生 協

4.  1; ホーノレ ・

ステーヂ 1:問l

5. ;11 ｾ｜＠ "  

6. 技 師 持 前

7 映 写 当f

S イt tt ヰ〈

2  階

6  階

広 島 県 労 働 金 庫

事 務 室 ・屋 上 休 強 所

1. エ V ベーター

- 機械室
ホール . ，: 何者段

1. エレベーター

2. 通 J 1 J 附 段

3. 存 溜

ホーノレ . R Jll' if:i! 

4. 7:f 'V:: ?i f  

2. 労 働 組 合 'Ji 務 屯5. J'I! 'Jf !毛 可{

6. 会 .Jl 苛i

3. 物 i世

7. 買l 1  ;G j荏 出

( 将米冷凍険引)
8. 第 2 ;G t主 主

4. 換ｾ｜ rr耳房険h' < な
9.  #l !( ?i i  

10ー セ Jo! 1  司E

5. 駈 上 休 息 所
11. 化 tt 51 

12. 存 m 化 杭 可r
6. 潟 討や

3 階

結 婚 式 場 ・ 会 議 室 ・ 宿

泊部

1. エ ν ベーター

ホーノレ ・j ，'特段

2. 通 m 階 段

3. ｦｬｩ 削ｾ I¥ JJ j  

4. 会 潟 市 ・宴 会 常

5. 11 本 nn

6. ｝Ａ ＧｉＧｾ＠ 1寸 i{

7.  j，t  Ｎｾ＠ n  -:;正

8. 浴 宅

9. 化 "E 宅

10 受 f.t 'Ji ffi '" 
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広 品 労 働 会 館

設 計 監 理 河 内 義 就 訟 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 山 村 組
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'匂

山 口 県 土 木 建 築 部 建 築 課

展 i : 台 概 要

[1 111
11
1'， L: ，.、<l1'l'>部主n' 札内!

判 、 円 秋 本 市
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1 階展lr 所より速く カルス卜 台地を箪む
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秋 吉 展 i1f 
A  

c  設 計 者 所 感
秋- ' I "

，;( 

l i lUr! i よりハスで牟時間余，そ凶胤悦 Ilt W:rl と師、せられるｾｾ ｾｉ ｪＩ，吐記念物秋芳制の央ｉｦＮ
<  - '. tf 的地内よら . .11，， 1ド!Il E凪せ る舛降80功(;: . . ; ) エレベーターにて， ーやに同1111々 純に H る。

こζ より松林ω ダ ラ ダ ラ Jt{をJ ること 3 川和こ <"1.. 11111111ニポる。災血! として IJIl < 大台l也の

以観こそ ， 泌 ｊ 主 ＴＵＰ 米 Ｎ ＱＱＱ 日 ＱＱ ＲＵ Ｐ ・ｉＧ Ｎｊｪ Ｚｦｦ余 ωＱＱ 本 ｩ 止えのカノレスト ｦｾｊ 血 Ｎ ｉｾ ￆＧ 公悶秋山れで
ある。問宇中 ｩ 且 ｌ ｴｊＡ ｗ に ， ま ｴＭＮ γｩ 軒照ＺＡｴ ｬＭＮ ， ｊｊ れる丹 ω 万をＺｾぇ ， 秋山ｦＧ￬ ｕ 日発 Ｕ カ年 ｾＱＮｬｪｨｪ の
' ー部として，111州三れたのがこ 0 ) )民叩れである

雄大なろ lii J¥，I， f t )K {  iの住也の ; J - ν 0/ ，そそり立つれ肌のλ11然Iご調和し ，ltl 少の経

費で 11) 大 ' ) スベーヌ守ぷけるとの '.H: J nIの ドに . "]:1'" のごとく止II 耳目物とい うよりむしろ

践台勺ような且. 1. ¥. . ‘ 切った11; ; 宇保川 ，川[ftl の白叫の感じを破らぬように，仕上も大部分をコ

ンクリートの打Jix しと L た。特に一隅11、(j J 世 1: にて平坦に j血J!j!.- . --lllifi 灰 お仲むを!Il( 込

み，凶: i J 1の 11然れはそ内主主 . H、ilti 1:にあらわし， ベ : /7' にも行氏t : 1然 11をそのまま利 JIJ

c. . また純物)1.11111の幌地などはまったく ii わずにしたことなとは. かなり成功したように

思う。ただ台上l批 ーの水齢、として，制人" よりぬね 2 7i )1(: のl町.，'l 水情があり ，やや川 1111の

民放を :Iil ているのは残念である。

附属I . I ! 物11 Ｇｬｾｬ Ｎｴｩ 内ｊＹ ｩ で残剖 ｬｩ ＮｴＮ ｦ￦ ， Ｙｩ で あるが ， 年々ｊｪＧ υＱｭ する外人容必どのため ， 洋式便
所の ＮＺｉｾｬｩ も経 Ｇｉｾ の関係てＺｾ，ｊｊｬでＮｪＭずニれも， ｕ Ｎｬｬりの一つであろ。

ｊ ，ｬ［礎制 ｊｪ 的発俄ｦＧ ｆｪｾ など観 光幸Ｚの関係 ＱＮ Ｇ 夕 刻災胞 のやむを仰ぬ τ ＱＱＱ ，Ｇ， や ， 雨天乃 Ｚｾｬ 坂ｉＧｊ｜の
J直惚，'oIl }J 内々品川十こと . ｾｾ軒＿の ｬ 村明 ｨ ど Ａι わぬ ｦ 長路 ＱＭ 巡 ，Ｇ Ｑ ， ｩｊ ｾ Ｑ の起、外の遅延など靴
々の内心 L . ＺＧＺｏｊｾｦｾＮＱ 切除ｊｊＮ ｊ ニ ωｾ＼ <i l人ド利川』れているのかみると ，すべて裂しい思い

111とな ってくる。

くヨ

E同

2  階

.r抽

階

ｬ ｾ 展 望ｊＹ ｩ

.  
2 111寄股盟所 と附属家

裏 側 階 F吐

1" i 灰 石 の FJ 立

29 



新 宇 部 火 ) J 発 電 所
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景

11 1  い、I ';U ) J  株 式 会 よ| 設 計 中 国 電 力 株 式 会 社 建 築 課

施 工 鹿 島 建 段 株 式 会 社

経 尾 橋 ! i ! 株 式 会 社 t鉄骨)

日 本 橋 架 株 式 会 社 ( 鉄骨 j

本 館 東 側 外 観

J・1

ペ
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本 館 北 田l立面図

図面断

r
館

で

本

.  、

Ｍ Ｇｾ ｩ＠

新 宇 都 火 力 発 電 所 本 館 平 面 図 ( 3 階)

プ/

タ ー ビ ン 室

この火 ) J 発電所け， 宇都市原r ! ! JII Jl I口の下l 7 i J也に建設事

た， 1険 l lUItl 1υJ 75，瓜附K W，ＲＩ ，ｾ ， 総Ｏｉ｜Ｉ ｊｬ切 ，似 ＩＨＩｋｗ

の新鋭発¥1 : ; 所であります。

発Ｇ，ｬ｜ ｩ百本骨 ＮＧＡｊＩ 規品ｾ ， 構造の概要は次に不す通りであります

地策面的 ・ ・・ 5，3∞ m :!

延 而 w .. . .... ... …・ .. . . ・ 20. 3∞m: !  

1'> flt ... 
ー ・・ 173，1∞m:l 

hHHni i  .........・ 0 ・ ・ 0 ・..・ 5O.45Om

)，1 礎 ・ 地 検 It.，- 20米まで V ノレト崩で軟弱を緩め， いろ

L  、ろ検討の紡 Ａｬｾ，沈 ｪ ｬ 式Ｉ ， ｾ 礎て 訟を ｉ Ｚｬｬ ｊｔｊ L ， 76)ん

のりエノレを以; め， その 上 に鉄筋コ ｹ クリＭｾｾの

マ ジ Fスラプを打設し，上部にか か る 令何!fi な支

持主せた。

ｊｾｲｬ 情ー が ｉ ｾｦｲ 五 Ａｩ とｌＮＮ怜け主として和聖 ｈｴｬ あ ｴｩ ， 緊ｻ主 主 と

L て r 'tB'i>接3告とし ， 現場 ｾｽＩに ｉ ｴ Ｎ 鋲接工法を探

川した。設 1苛 に あ た っ て は，ボイラ一向1 f t 約

5，0∞ t on，ハンカ- * ，" 2，4∞ t on という膨大な仰

市が上部にかかるため，架情け lil 雑念恨め， やや

もすると運転の円滑セ阻苫するおそれが生ずるカ

で. 水、l主力に対しては 5 階以上に筋巡を人れ， 4  

隣以下をラーメン構造とした。なお使用鉄骨総量

:，tけ約4，∞Ot on である。

ｲｩｾ ｬｉＺ＠ •• ... 3 陪以下を鉄筋 J : / クリート浩とし 4 階以上は

ター¥: ンヰ〈側を jl: ナイト ih， ボイラー主側をフレ

¥.vプ ル ν ート張りとl _ ， (O;iif. の粧品置や計った。

JI、 4 附以下を鉄筋ヲソタリート j告 と し ， 5 1l!' i以上

1OIl!' i までたグ ν ーチングlギとし ， 上 ｭｓ Ｈｬ ［ ｩ￭ｾＺ の粁減

を沿った。

日Ifl 民Ｉ，物波ｽｾＡ鉄板 ｬ ｴＺ｣ＺＮＧＡＭの上に ， ガナイト ｊ Ｇｬ Ｖ｣ｭ キ打

ち，工期の短縮と7 i :j lfi の軽減ヰ( J 十った。
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面

モ ル タ J レ 申J 1j ｾｉ 仕上

モルタル喰刷主引色モルタノレ( 夕

日ーム糸町淡い色) 吹 H

よ車2時iFl fJI プ rr";) クw・色モルタル( グ ν ー

淡色) 吹 Hプロッタ よ i血

. " γ V ビ ニ ー ノ レ ペ イ γ
十 ;11

....正

腰

1¥' 警

同・

，・

付 賀 県 川 崎 lnl IY 仮 付 広 f屯

1958 "1' 4  )  1  28 11 - 9 )  J  2811 

鉄筋コンタリート j占 ｩ 百円 ＧＮＧＮｪＨ 一隅 ｾ

- .1lIi 

主II 築 IMf!1

JI， If，i  f，'! 

l也 怨 よ り 11. 000m 

民筋づ ンクリート 51: ， Ｇｏ ， ｬ 礎 ｬ ご ｬ て Ｚ ｾｉｊ

'V! J世/f>

アス フアル トl山本刷 ν ンダーコンク

リ - Hr モルタ J レ

外 部 内 部 A 鋼別. 1 ' よ じ 本 拠

鉄筋コ ン々日ー トぬれよ ぴ 本ft ブ n

::J:' l)s. 

335. 8m"  

- Jll' i  325. 7m"  

二 防 203.1m"

555.8m"  

|ユ川| 軒

千 百 部 10.300ml 5.2∞m 

，，R l . l J 部 10. 3∞ 1 8. 7∞ 

;':1悶，'1/，1. 問; 10. 200 1 7.7∞

f占

延 面i fl! 

Hl  il' l: 

T. WI 

ｨｾ＠ j(， 

l ' l鮪)1¥

!，l; liI! 

除ｾ ＡＮｉ ｦＡ

Ifti f，'! 

よ:j ｾ＠

背 掻 村 役 場 段 計 に 当 っ て

長崎，j ，: 線， TIIJ 屯駅より刊に1提出に治った 11，]，;[.'1をノ、スで約40分，K J'1. リ止と長崎県均時折なしている n

J長山ゆ純，問 ) j Ji，にVN吏れた 1;1勝の j 也，ここに !r 振付i ' i : 喝の背r J j 合が処ったのであろ。

冬がと って も坦: < ，勺が降 ると i Uが. ' &' < ， ｬＱｬｩ雨 ｉｧｉ には泊路 ＺＱ 川と仕るという ｉｬｲｾ を ｊ .... ':- ， “ 何百に当つ

れ f これらに| 分耐える' ¥¥叩 なむので，忠じけあくまでも付 J 人たちに IQ1 み叫もて 毛もぬをと 思い

設計を進めた。

ｾＧ￯ 困 ，［Ｑ耐につ い てけ ， 役場に くる 人 Ｎ nJ1J で働〈人 ω ニとを' f i : 山に i?l ，)' ， まず一昨寺山主 i聞から l土L 、

ったホールけ付 :r) 人が砂利 守数いた ji"j 路からその延長として ， I n 、りふれよう主た汚れてもあ空り 11

立たぬようr J . 砂利洗 I11 し{上 1'. :f として JJi .Jlh ・7 ゾーのJI 、かよけr 。

事務京けー附，EIUi の南側に とり ，七 J l f也J 附I J ¥京l上.I t ，' I f 側に T r 引に配 ;1l L .  ｊｾ 務不 ｊＩ 天井 ｊＩ 両さ

なイ分に山 りその他 の問¥k{ けl止低限 l止にお 3 えたので， そのｾＱＢ［Ｚが Ｚ 隣Ｈ ， Ｍ J: 勺て会よ高木だけがさらに上

がることになった ｣ 会 ａ ヰＨｬ ｊｉｉｐ ゥ、に議 Ｇ ＩＧ ＱＩ［ でまるようにと Ｎｉｾｉ ，い遮光とｊｉＧ Ｎｬｦｬ￭ｪｵ ｬＧｩｬよりのＺ 11 ，ｾＮ｜ｬを ｉｕｾ ，

窓の外にプロ γ クh'l'fi:J. o.立 Ifl i J の唯ーのアクピシトに L た。会議不と hiJ じような 依HJ 11 的を持つ 11 本

I::lit 膝を支えてお活をするとトう役均のご l位引によるむので村役均的特色々表わしたつもりである。

答錆 ｦｾ 乃 ｻ 立れにはむ々と ｩ 主 ったが ｾ物 ａ 火 花也、とｻ地ＯＱ ＱＱ γιλｾＮ｜ｻｾ をれらってＧＱＧ火部内怯をｻ中 ｌ てそ

の止に; J イレンを ii 川、 f二‘

村山人たちの刊しめる伐地と l て，かつJ i l 村t 化の 1;') 1:ω 場19r とし べ という役均乃可初 J ) ご嬰引

凶一端でもかなえることがで，ｽｊＮ ＱＱＱ 、Ｚｾでホる

以後に役均的 Ji ，村山人たち 乃ごt;，JJ ｾ Ｎ＠ 11: ')' かミれずニ官丹均人たむけごt(h ) Wよって那しく :n"1

監理がでまたことを心から感謝「る

l.l! n  

ｾ＠
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国

2 階 平 面 図 l ホ ー ル 2. 11車 場 3. .Ji 務 不 4. ，l/Il lJ 作 市

5. 日本H山611; 6. f!J! J9i  7. i卦 iil; S.  j'l' 人 9. 以 上

ちく
1 :  300 

1 階 平 面 図 1. ホ ー ル 2. 中"  溜 3. 事 務 引 4. ｾＱ 閃可〈
5. 村 長 引 6. 札 : 姥 屯 7. 会 訂 ヰ ' 8. 金 w 京 9.  ， ｉｾ＠ w  

10. 予 例 市 11. 物 ｩ［ｻｉｾ＠
12. 似 J9i  13.  I)! L司 14. 洗 Illi 

15. fIi 句f 16. 111 ヨi 17.  ! L ! 衣当証

一階司Jl務室

一階hl 上よ り二階屋上階段およ び密 ' M. i をみる

(  .  
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正 面 全 景

令

--ユ-

_ . t -

有 田 町 役 渇 庁 舎 の 位 計 に つ い て

役場庁舎は，司Jr務 iM l ! 築物には違い ないが，その他 に政治，文 化の中心と なゐベ< .  ての dillll 付凶

: I ! 徴としての判佑 も必要である。その主旨 の もとに. 1世界的にも陶仰の町で知 られ てい る (J 川町的特

性 を生かし て，一つ の記念地 造物としての設 .d:<t闘を進めて占 たつ もりである。 こ的生l! 物敵地L t ， I日

届 け 同 i1l . -/Y而I上鉄道と ， ト ず れも 佐 賀 ，仏 一 ＱＱ ト 保問 を通 じる ｭｾ 斡綿で ある ｉｖｊｉ 手 上 外観 Ｑ Ｚ ＺＱ［ ｜ ‘ ても ｬ 川

両にす止があ ってはならない .I，'，i，に苦心官賞! した。

以下主な特徴 として列号令すれば，

L  横長のこ段の太い帯 を - 11 した一恵、匠上の )1:本とし . ffl 物全 14‘が， 大 j 血に' ! . <足 したすわり やJ d Jl. し

てみた。

2. 布 IJI 町の主要生産品である磁3 f l のJVl の皆、じを，全両( ，' ; にタ f ノレでぶ税 L . 特異 なふんい J を111 し

γ みた。

3. 事務処I'I! の機能，助線の処理を|円滑にするため. t.f に存測をホ ールパにL ' ( ， 'J.{賀市 をその倒 り

に配 した。このため， 第:i冊をより 広 〈とること がで J -. ｉｉｉｉ ｌｾ の 民地 と し て ま た 休息 ＱＹ ［ としての ｦｬ Ｉ

m価値がlI"lす こ とであろ う。

4. ffl 物敷地1i. lI l 河川床の行 であるためをの起ふ くを利 J1J L . 地下にn動 i j(・)( Jij ，:， li 転 'l( ii'(JJj をつく

っTニ。

5. 庇を l川11[1に巡らし ，II R m四郎 と雨じまい . fflHの保沌 1: l't ¥l. たせ乃 とと し: ニ彫吋仰い他物 と l 十 1

6. 佐賀県内のJi ' -: ' ?とし ては ， ｟ Ｇ ｽｾ ぜ い た くと も思 えるスチー ム ｬｬｬｩｭ ， ｾｾ 伽 も ， !l! lj v) 飽I，I.i Yi Jl I! とli1:守;

ｾ Ｇｉ ￬ 庄 のため にも効 Ｇｉ ＮＡｉ ｴ 一 院 と ｾｙｪす であ ろ 弓。 ｈ ｻ ｉ H133.  10. 伎 町 ＱＱ ，ｾ I二本部姐弔，，'I ! ( 1'  'U  
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背 面

有 田 町 役 場 )j : 舎

佐 ｴｾ ・ イ ｊ 111  

段 E十 佐 賀 県 土 木 部 建 築 課

施 工 株 式 会 社 松 尾 組

f¥l ￬［Ｈ ｉ ｾ＠ ft  J¥' V.t  rJlj 松nlim; (i lJ l町 YJ 行川 内

ffl 犠1(1I1t '1 5  3  J. 5 ‘('. } j 米 (1 6  1  Ii'-) 

延 1M h' i  9  1  4. 1  5  '1' .  }j 米 (2 7  7  I'I'l 

棉 込 鉄 筋 コ γ 々 リ ー ト

胤 模 地 J : 2 附 地 下 1 w; 

品 占 事1 川 地 位 1.1 上 8. 5 m 

1:  ｊ ｾＩ＠ II {I HI  3  3  i (' 3  J J  1  0  11 -

1111  RI 3  3  qc 1  0  }) 1  0  11 

外部U: I: 外 ｬ｜ ｾ 般 Ｚ ＪＱ タイノレ ｬ 的 り ＨＨ ｩ ｬｬｬ ｬＧ ｾ 2  

丁掛)

モル タル1出) ｲＺｾＩコ ニマルリ ν ン ｮｸ ｬ Ｎｴ

銅 製 長l! 以 o P 喰 11: 1  

ｬ Ｇｬｾ ｟ 附 スラゾ アス / 7 ノレ ト)Vjノド (

8刷 ω 1:) コン Y リート 1'1' え 111血υj

内問; 11: 1: 11ミ ーア ニス タ イ 'v 

ｉｊｉｊ ヲ ｾ Ｎ ｾ括 ＱＱＱ 1也JjJ (上 i

人 ii] liH  "1 l  

'J 1) ンJ J ー タノ ノレ( (i l l IPU 

1)1 !:  :  ， :J ' ) ' ーゾ 11 .1 ケ， 7' ス タ

イル， イ、別O P II ・1

，;!  :  ｾ，＠ ラ ス タ ー S S 11:  1:  

ゾアス タープラ寸ー ト11: 1:

- ・. ，シ ハ ー γ シ ユ メ 11: 1  

ノJI ドー ド 11 ｊ ｾＮｉｊ ｊ＠ W p nX  ).)  

"止 fT フ '1 ス

フレ t i / プル i、ード S S II

Jlh.l JJ II:  1  

〈事'! Il! H : ') ソ ン ー ス Il : 1:  

怯別O P
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2  階 1. 大会，，J i 宝 2.  fa 1軒 3.  11" (，師、{ 4. ，.}I 民 主

5.  ，J i 会事務J.J 6. i.' II 会 主 7.  小 会 ぷ 主 8. ｾ＠ J島 市 9. hl 上

10 ロ ー カ 11. ハルヲニー

ｾ＠

。0- -2- - . m

間
〕

地 階

L  ポ ' ラ 一 五

2  ドライエ ジヤ

階

4. ｾＡ行主

8.  fa IJr 

12.  lii 11'[ 宝

I  壬 1児 2.  附JI 己タマ 3

5. 交 換 宝 6 町 長 京

9.  ! I I 写版 五 10. 浴 .  .tj{ 

13. 予 備 宝 14 ロ ー カ

Ｓ 二 ＩＱ 務ｾｻ

7. 応 筏 五

11. 炊 事 室

施 工 者 の こ と ば

ｾｩ 凹町庁舎新築工 Ａ Ｉｬ を｢Ｇ ｴｬｩ ｊ ・す るに当り ， 従来イ ｪ 旧 町とは ｦ 上下 を通じて 砂 くな い まｴ 放をもっわ

が 剖 としては ， かねてのこＧ愛顧に符えるため 一 Ｑ 分な施 工 を Ｉｾ ｉ して Ｎ lJ ，I) lll l もベスト j ; / ノミーを

備えて発足いたしま した。

佐賀県組察旅民 同 ｬＧ 可徹氏が段 ｊｬ に可たられたのでオが ， 陶 ｃｍｪｾｩ 舟 ＧＱ ＱＢＩ とともに ｬ 止 に ｊ ｉＮｊ拘 Ｑ ＼ＮＧ＼ ＱＮ

た陶 摘 ｬ ｾｩｬｬｬｦｦｬｊ をぷ現するため ， 細部にわたり心 ｉ ｨｬ をそそがれた Ｑ 型 的 であり ま す。

3 月Af 工し . b"L打二Uj l j j JJi. j血の :IM血} f > のためいろいろ悶維をトたし ましたが，そU)1長1:1:.脳め

て順調に進 捗い たしま ｌ た。と〈に 今 内 ｬ 士天候に止 ， Ｊ Ｑ Ｎ 例年 なら ｉｊｦ ， ｬｲＮＩｕｉ がち ょうど 仕 上 Ｉｾｉ に

当たるので心配しておりましたが，これもl Ci廷に了りま ったく f でした。

仕上 工事は全般的に ［ Ｑ Ｇ 必脅し ， 在日 ・ ニ タイ ノレ ・ 塗袋 ｉ ン ｊｬ にけ Ａ｛ｴＢ ，Ｇ，ｩＮ｟ を ｾｲｬｊＧ 職人 世厳選して配位

しましたので ， おおむね ｗＩｾ Ｚ Ｈ 乃 ｲｊ 的合13たも のと !ぶ っております。なお ι U:J ニ:0色調v<:.i: に当

っては課長殿内身が主主岐におよ び税引に米られ，熱心に検討されたもので，外史全 11: 0) 色調 l士

外姿 ととも に陶却を主徴する 町J i ' 合t J ! 壊 としてふさわしトも のと (3 じております。

ｾ＾Ｚ するに イ ｬ 終 の ｊ 唱 を ｬｕられました のは ， 町当局が技術苫へ ー Ｑ ＱＧ された ＨＮｴ頼 感と ， 現場 ｾｩ 理に

当たられた県当) . ・1の熱i巴，現場 II の努 ) J との -=: 1立がー 11ーとなったti 'i !，.f! であり ，す伝わち"t i 民全

現場 11が問M，品 } J して現助に従 'Ji した日目と ，使ぴに堪えないIX市であり f す。

( 昭和 33. 11. 3 除式会社 松 尾 組)

廊 下 を の ぞ む

干j 川 11IJ 役 場 庁 舎

ｾｩ 段廻り
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h 正 面 道 路 よ り 原 lfl アルミ' 1' 一般貸。粁天 j l'; 大、lι 品目ダ イヤ 日νγ 吹付。れ 化粧オノノレニステノン。

ｾ モルタ J レ塗ダノ ヤ !J :.ノン 'lX H。線魁り焼過さ! J I U，ιf!!

東 北 面
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松 島 郵 便 局

熊本県天 t手郡

設 計 熊 本 郵 政 局 建 築 部 位 計 課

施 工 隊式会社 熊 本 金 子 組

段 計 者 の こ と ば

市川 ｉＧｾ IJJ 文汁 C )j l られと ｉＩｾ 小 ＱＱ ，上 山ト ｽＺｾ ＨｩＩ｟｟Ｚ

- Ｉ川ｽＺＺｽＧな ｽ ［ ｾ とそのＩ，Ｇ ， ｊ ｩＮＡＱに作る Ａ ［ ￰ 々カ・ら ｊ ｦ＾ Ｑ 戊汚

Il ' C¥、'J/;' ，そのノ、 '1¥縦11)[; 目1i¥J ) 人 1I1こあたる

叫が松山町である この間I も近年その}I，J辺の品

々に上りノ、市松山として ｉｊ ＱＩ ｜［ ＨｉＧｊ にもイ ｦ ｾ ，になっ

' ( : } ' ( ¥、る。

悦 J IHLI- Ji};j 日出 ii 叫町村合併により t ケ付/;;止

った11I [ の々で，を川 '1' 火にもって: } ' 1 : ためか11/

h目ω中心州立しょとよんである】したがって"t

州としてはなるべくI J ! 物を付くするよとに努

め ＱＮ 正米山外部にそノレグルを喰り創し Ａ ｾ ｴｾ ｜ 、 ｸ

か来せるのを，1ニめ ，k!. 械を7 ' 1レそ晶U: ，Ｇｩ ｾｉｈｉ＠

を化椛に 1111
/
，〆モノレダル' ; " SI ン' l X j，tけとし，内

部ω1/ : 1: む合叡， ドード伝と宇佐川して位式憎

めとした。

外観はなるべく JI ，Jj'1j ωポド卜な l fHt にマソ T す

るようよ ＱＱＧ ＨＱてＱｬｩｬ ｾＱ こぷ現し ｪ 、部のオノルステ

f ンとリ ν :y J )  ( 1でまとめた。

1I 日旺Eω 竹h4: 1 通1;r ｴｾ ら不必 ＧＩｘ 々もゆである

が ，二こでは，iifltli 道路が i史< ，おまけに也市守 4

あるため1，14時的 1'1判 '1・O) J 1W、除けのため設けた

も 乃 で あ る 。 ( 宮 家 靖人〕
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相E 要

所在地熊本県 天 Ｑ ｾＱＱＱＱ 松品目 ｉ

規 模 木 造 平 家 地 ア ルミ慰桜

王子

m灯. 信号， 火災報

知 ，給 水 . r . 詰水各設備

坪 数 局 舎 162.∞坪

附属舎 19. 44坪

計 181. 44坪

(54. 88坪)

エ jij J 自 昭 和33年 3 月29円

主 昭 和33年 8 月20 円

仕上概喪

外部

事F裏大平仮，外壁モ ノレダノν

塗共ダイ ヤ 9 V Y  

I!); 付 仕 上 根廻り焼過ぎ線

瓦化粧w

木 部 ;オイルステイ γ 仕 上

内部

天井 プラスターボードビ

ニーノレ塗料塗

1笠 公衆車，窓口事務室

ピオ y ! l ハーオイル

メテイ γ 銃取仕上，

他はミ Y イボー ドピ

ニール塗料塗

日: 公衆ヨ包， 廊 下， 使

ifr . 湯沸主人研

窓口事務室フロ一日 ング波

申E 島 郵 便 局 の 施 工 に つ い て

胞 工にあた っ'C ， まず考えたのは工事現場が縦 ぬである

ための資材の愉送で， ｾ 、 か に し て材料を Ｑｦｴ傷 占せずに現 地

に愉送するかであ った。路工者と 打合せた結果 ， 三 flJ 港よ

り航送船を利用し て トラ ックとも現場に鮪送するこ とが決

定し，すべて資材はこ の方法で鱗送した。 ft材はλ 代港 よ

り船に て 現場 搬入 した 。 ｾｾ礎 ｩｦｬ 廻り 化 粧部分 の 焼過煉瓦版

(半枚 5 段制) Ｑ Ｑ 特 に入 念に胞ユした 。 ｾ 方 の 際特に苫労

したのは，:rHi'里隅i告で納部材が化粧であるのと ， jI日村窓台

などす べて ー 絡 に ｾ 込んで ト 〈ため ， 苦心 したが総W(f; に

よ く処方光了 した。 内部雑刊 腰壁ピ オ ンリバー貼 りについ

ては， 色が州 わず非常 に 苦 労 し た。 展段 は ア ルミ 似 J'/-

O. 4 mm ＧｉＧｉＮ Ｎ ｾ 製を 野上 げた 。 北側通風 締出品 医戸ピオ ｙＹａ

- It.腰ピオ Y 9 バーの線を揃 えるのに相当苦労した。

外壁，車f天井吹付 に際し ては，柱 ，土台， 鴨居な どオ イ

ノレス テ イン 仕上にな ってい るので. 養生には特に念入 りに

施 工させた。塗装については， 主s只 白ベ ソキ 洗，内部木部

オイルス テイ γ 2 @J!it 取 り fJ:上 げ， 天井 .;-y プーノレ仕上

げ， 特に外部 オイルス テ イy 洗は， 色に非常に苦心 した

が， 設骨J.;告の意図する色に仕 上 ったことけ焔し く. ¥!!、 ってい

ます。総体的によく 仕上 ったと忠われる。 この J : lJI全般の

作 梁 人口 は 延 Ｑ ， Ｑ ∞ 名 で あ る 。 国立公園天 Ｑ ｾＺ の 玄関門 松 ｊ［ｾ

lilJ に， 紫朴な 中にIYJ るく ， 災しい 111冊11聞な同作 が 完 成 し

たことは，殿山振興経済文化 の発肢の上からも ， 必:& ある

もの と思われる 。 ( 家野)

主! 見入口より 公衆室を盟む

内部窓口事務室よ り公衆主力 ワンター を虫 む

松 島 郵 便 局 配 置 図 兼 平 面 図
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正 面 外 観

初岡県鞍乎郎 段計監督 ・福 岡 県 建 築 部 営 繕 腺 施 工 . 員 島 産 業 株 式 会 社

玄関内部より西側をみる
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‘E  

宮 田 町 庁 舎

強気匹位置 稲岡県鞍下11¥l1ii m町大字詰[ 閏字弁

ι(:; 29ノ1

/，1/ 造 鉄筋ヨシク !J ート造 2陪M! - 剖l v

ャ Ｍｖｙｾ 綿

:c  ｊｾ ｊ＠ >，， :C 昭 和 3 3 年 2 月 1 n  

竣: 1 : IIs 和 3 3 年 9 月 30 回

数地市総 1. 1  9  7. 9  0 即

M! 築面積

本 問 別 府1 ｾ聖り廊下玄関ポーチ計

1 階 144坪 81 汁ー 151干 3.75  243. 75坪

2 階169坪 108. 75呼 9坪 o 286. 75J;t'ー

のミントノ、

o  0  0  5坪

クス 5 坪

合計318坪 187. 75坪 24坪 3. 75坪 535. 50坪

ポ イ ラ ポ γ プ' l f 合J i ll

附同展 8.5坪 1. OJf. 125月 220. ∞坪

棉造概要 法礎コシクリートパイノレ後 2 5 0

m m長さ 4. 5m

G L 地 面 線 上 よ り 深 さ 1 m打 止

軒高GL 2 9. 5尺 段 高 の 高44. 5尺( ライ

ニングロッド) 2 ケ所

天井高 1階 木 町nO. 5尺玄関12. 6尺

別館9. 5尺

2 階 本 館10. 5尺ホール12.6

尺別館9. 5尺

( 議場ドーム天井 15. 0尺吸音天井 10. 0尺)

主II 築物仕上概要

本 館 外 部

1  ｾ苦 Ｒ 階 2 寸戸J ( ダキ Jスーピ y ｾ色Ｉタイ

ノレ Ｇｊｕ り ， 一部キ ｡ ストＭＺＯプロック ｾｴｾ り，一部

大理石張りおよびL 型プロ γ クfJ' l

}-i I  上ベントハワスモルタル仕上

別 館 外 郎

l 階 2 防 2 寸fIJ ( ダキスーピ γ ク( O' . ) タイル

張り L 型コ y 夕日ートプロック化粧III み，一部

コンクリートノレ- / < M! て

本 的 別 問 {

一郎人J色石田fUJ ｌｾＴ 鎗 ｮｊ 血切 Ｎ J J I . ! 品テラゾ- l ' . ¥

3由日 j也切，アスタイル， ロソリューム ，モずイ

クタイル妓り

本町1. Z'J 何f 腹 壁 仕 上 げ

一部大狸石，ヲイ γ ボード夕日ヤラッカ一日上

ゾラコート ，アコーステッタス ，ジュラク! _ i ! .

モノレグル) :Y) レヲック ，グ ν . 36分タイノレ張り

モノレタルf上上，ガラスプロック

木 町r. })'J 首l 天 jJ 仕 上

耐火ボードベンヰ ｉｬｮｾ ， アコースデックス ， モ

ルタルゾラコ - f .  ｾ去ｪｩｅ竿プチ天井 ， ソフト Ｑ 世
塗り ，木毛セ) : / ト阪，モJ レグノレ) ，タノレラック

本 斤 舎 の 特 徴

A  鉱3 に対する措置としてM! 物自体的重量十

でｾるだけ軽くする ｔ ごめ Ｒ 隣組 に制限し ，

本的と別館に二分し ， 本的のｾｾ礎けベタ』品

礎とし不均衡沈下を防止 した。

B. 一般事務室はすべて本館にまとめ，円滑な

執務の遂行を図った。

C.  ｾ車場の外部からの雑音を防ぐため窓の数を

少なくし，天井中央部に 7 ロントを設け JIlI

接照明書? とり室内の務jnきをとった。

D. 本館，別館とも 内部の雑音を避けるため床

開I i こアスタイノレ，ロンリヲムをはり ，会議

室は天井 o置に吸音装置を雌 L . 特に採光

には十分な考l置を払った。

団7i

2  階 1. 教l' l ' J..'fJ. 会 2.  m 1会活宝 3. 税 務 派 4.  第 2 会議室

5. : f t 聞係 6. J町 長 賞 7. 巡 11 前 8. 工 務 J'I! 9.  m 百ド

10. ｮｾｬ＠ 五 11. ｾ＠ fJ ｴ ，ｾ室 12. JEI.!!J J l i 良市 13. 議 嚇 14.  議会事務室

15. 応J : l ' i 51 16. Ill! 所

階 1. 玄 l地 2. ホ ー ノ レ 3. 総 務 総 4. 助 役 室

5  経営J1:l j也a' !! 6. 民 生 日 明 7. 111 *fl 右 8. 金 目1 3{ 9. 世: 丁 主

10. 氾蕊交換主 11. 111 TI江 主 12. 訓 到l 五 13. 食 堂 14. JIι  伴

15.  f部 品 W 16. .守 ，11 17. 小 使 市 18. 4. 5 粘 19. 湯 討J: 出

20. 浴 宝 21. 使 所
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第 4 回

工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ルE

入 選 作 品.

設 計 課 題 l  

公 園 内 に 建 つ 公 衆 休 憩 所l

主 催 l  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会l

審 査 概 評

審 査 委 員 長 岡 橋 作 太 郎

大 分 県 立 大 分 工 高

40 

設 計 要 件 S K E C H B OOK  

O. 敷 地 都 市 の 公 圏 内

b. 建築面積 1∞- 120mロ

C.  規 模 亮庖その他を含む無料休理由所

d  情 造 鉄 筋 コ ン ヴ リ ー ト 造 平 家 建

得税会11昭和33年10月18 n 正午 より ，liiilm，存引委u 長，足立 ・佐野 ・武111

・ ，Ｈ ｩ ｬｬ ｬ Ｗｴ Ｇ Ｑ市持委 ｾ ｉ の ｊｊ Ｎ ｉ 怖を ＱＱ Ｉ て ， 本会 Ｔ ＱｬｦＱＨ ＱＺ ｓＭ会Ｇｦ｛にお い て開 催 ｌ Ｎ Ｑ こ 。 本年は

例年の通り 北海道から鹿児品にわたる全同の3・7，:j よりの応募をみ，応 募校 It

26校 ，87点の応募竹品があった。得 ri 方法は従米通りの5 i t : 選ぴを行い約 4 分

の l 適伎の作品を残 L ，それより投烈により ，入選作品10点を選んだ。入選

れ品に つ トての審査 ｊｾ 各位からのご批評を要約して各作品の項に拘載した 。

作品の傾向が大まく二つに分れる 。 つ ， Ｚｴ ｪ ｾ 凶を ｌ 、わゆる ｭ 物 」と 咋 止

てここから 1" 発したもの，他( H、わゆる「オイジエ .!と 与えて 11¥発したもの。

iiil -r，..cは成功したものが比較的少なか った。 P !I 純化」が) E りなかった，大

J  .. j 的にもの在' 摘む点に欠けて失敗しず: ものが多か った。こ的課題け I.s築と l

ては機能が '1¥純であり ，鋭 校が少さく ，なおその環崎の判能を汚えれば門ら

ｲｲｬ｜ｾ ｦｩｊを止すべきものであった。後丹の い わゆる「オブジ エ 」派 ｬ ＺｴＮ比較的

業に成功してい る@ あるいは唱に成功しているようにみえる。 7 ト思いつい

たか，多くのスタディのi主に11) たれをn:Jわず， ーつの JBが定まった時すでに

勝 白の大半はik しているからであと 。 この il F<1J l 欠陥11勝負の後半にブJ をtl<き

がちであることである。しずれの ｉ ｉｉ ｾｾ を［｜ＱＩＮＮ｜Ｚも自 ｉ ｉＱ てＧあるがゴール Ｑ ＱＮ Ｍつで

なければならなト。

x  ×  x  ×  

以 Fに入選作10点 を軒i介 L ，それぞれの短詩を附記す る。なお ，;¥1)に洩れ

た{'FS，

'

.のうち，行夜間日二おのは) ) も人 っており 駅前から取組んでいて好感が

もてた。久 fll 紀、plt のは 1m肱性が少し不足。関市は: J < U ・。その他三本章者

I熔付加 - 15，伊 持管三' 1" 他 2 名， これらの諸君の作品IH 、ずれ も入選作に ;u

るものであっ た。

ｾ＠

バラ y スのとれた作品である。色も美しく製図も行よ?

とどいている。難をいえば少し安易にまとまりすゲて

い乙山である。 さらにもう一歩路み山す大/1旦 さを明み

たい。

3 年
青 柳 清 三 ・ 高 木 輝 泰

1・



• 

ｾｕ￯ によれ ば ， 課題 の 範聞を超魁し て い るともいえるほど鯖述な作 品 てＧある。光山を移動し得る

自動 車 にしたことなど治議はあろうが ， 検討に雌するＩｉｾＺｕＮＡである。パラソルｉｦ＾のもの背［ｭ結すと

方 i1江主古 < I:t. F  L ライ トの作品にも あるのものであるが。ともあれ既成慨念に拘泥 しない企画 )J

I H1 i < 評価し てよいであろう。図i!Ji の表現も心憎し、。

早 稲 田 大 学 工 高 4 年 采 沢 孝 治 3 年 山 崎
博

平同1が面 I' il 、。平而の而IT i' 1さに比して，その後

が少 l ものJ J . ! . りな t 、。別肉にももう少しブJ 含入

れるべきであろう 。1長恨の} f > などけ平而閃に -1<

わ 3 ねばなる主 L、

大 阪 市 立 工 芸

大 阪 府 立 西 野 田 工 高

高 校 3  年 市 平

オプクエとしては，247前でいや叫がなL、。平而計酬というか，

11，而の対幽Iごもう少し力を入れるべきであろう。) ' L i ! i i 図にエ

ラーがある。

2  年 中 村 清
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J!>はおも L ろ < . 色彩 も) H い。' l! 際に施 I: .r ろとなると ，附々IVf:光f ベ占 山七

111てくると 且1われるが，ニれはよ的J型脳的事ijJ l/ j 外と 1""( よいだろう でれよりし

ニの ようなも山1: 嫌味 になりがちであるニと 一一 特に 7. アール的小♂ト地合11

- ー を心得て院〈ニとす了作者に守1みず式、。

.fl s  太本金年3  高工国野西立府阪大

ｾ物 から ＱＱＱ 発 したものとして ｬ ｩ ， 股 も成 功 ｌ て Ｑ ・るものの一つであ ろ う。Ｚｊ ｕ ｉｊ 的 機能々 ＱＮ Ｚ 分 に

満 しながら京自にのびのびと した姿をとっている。，j(j!l とい うロケー ν ョソ にもよ く合 ってい

る。 !日似が軽度のパ タ7 ヲ f になっているが，これはむ しろぷ平な一前線と すべさであ ろう。

守G c i

平隆回高年3  高工)11 

"'" 
71ミ神立神

し

丸

町

W

U
外

• 

‘' 

.  .  

rJI 水若とし ""11，昨年1Jl:の作品 〈これも共同制作) より見劣 りがする。本年の作品はやや不能I長へ

の兆がみえる。図面にブJ を入れてい るのは よいが，ポスタ ー(1りになとの I J" JIlt むベ占であろう。

清 水 康 造 ・青 地 維 明
年4  高工
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ＧｩＧ村 ｭ ， ， ｾ ｲ の Ｑ ｾ 品 と ｉ､ｈ 聖 なことがこの 作品 にも い える。

立面凶にエラーがあろ。

‘  

大 阪 府 立 西 野 田 工 高
2  年

、
l

 

'

 

南 節

-田・・

東 京 都 立 小 石 川 工 高

ナイー グな竹，LI，である。凶 lui のテタニ y タががJ

い。低学年生ではあるが 4 人もの ) J を合わせた

ものとしては物足りない感がする。

2  年 倉 本 恒 一 ・ 阿 部 優 ・浜 谷 微 生 ・ 落 合 美 治

r、

アイディアは[ 面白いのであるから ，さらに力 を

加えて党以さすベまであった。

大 阪 市 立 都 島 工 高
3  年 j美 謙 史井
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も う 戦 後 で は な い の か

本誌の 9 刀号を見て ，各地で城を建てる乙とが流行し

ているのに縫いた。焼けた金聞は，いちはやくすでに彼

興し ，四天王寺の五 ill 培も建ちつつある 。 乙の千j 織をみ

れば，いわゆる「もう戦後ではなしコ」という説も成立し

そうである 。 しかしl花氏のf 1 . 宅に関する限り 1以後状態

はいつ解消するのか，見当がつかないように思われる 。

城も金 ｦ 品 ｬ も四 ｘＮＮ］ｅ ｾ￯ ・ｆｩ Ｎ司 重格も，見世物である 。 宗教的

忠義云々などというのは ，r}j 主のおため乙かしで ，) f は

金も うけに建てるのだ。ヌi ↑古がまさしくそれを祉 IYJ して

いるではないか。

見itr 物も，あるFt肢は必安だろう 。 しかし肝心の住宅

知は一向に解消しそうにない乙と を;丘、れではならない。

建築家の ＧｉＧ ｦＨ も ， 何だ っ てｾちさえすれば ， われわれが

うるおうのだからよいではなし〉かという人が，ふえてき

たようで烈心的耐えない。 ( SH)

若 い 構 造 専 攻 者 へ

戦後の建築構造界の動向を，ｾ外の冬空を眺めながら

ポシャリ考えていると，現在の状態がl昭和初公ムのそれと

非常に似かよ っているよう K 思う 。 当時関東以災という

日本人が経験した米曽有の困乱の '1' から ，日 本の当時の

若い人々が "1.'心にな って作り上げてきた椛造J 1 . j ¥論は ，そ

の原核が外 ｉｪｾ の持研究 Ｑ ｕ，｜ｩ づいているとはいうものの ，

その上κ 大きく供養した功紡はわれわれとして忘れては

ならないものである 。

現在も構造学的な }:;:l 肢は当 JI 寺と似ている 。i次i弘と i取JI寺

の鎖国状態から立ち上がりつつあるが，われわれが戦争

訓練中 ｬζ 失 っ た研究の ｾｩＡＮ ＨＱ を急いでｴＡ ｈ めて行く原動力を

若い人達』 ζｊ Ｈ［ｬ ｬ 待したし 弘 前 ｈ￭ｾ 問題 ， 材料力学， lo'l1fブJ 学

等々新しい問題が山積みしている 。現在の若い桃i住専攻

者が往年の先鐙が行な った努力を， IIR和初J(;l lの研究論文

を読みつつ， IIT認識する機会をもたれることをおすすめ

しfこい。 ( BK)  

宣 伝 広 告 の 暴 力

7 スコミの| 時代とはいえ ，最近は製造ノじが問屋の売込

だけに任せ切れず，直接需要家へ呼びかけ ，その購買怠

欲をかき立てようとあらゆる子段を尽して鈎を削 るため

か ，宵伝広告はますます尖鋭化し誇大化されてき た風調

がある 。

1
11人は知 らぬ間』ζ 誇大)J二1t i fCmJ Wし，しかも 先入感と

な って乙れら尚品を最良のものとさえ思い込まされてし

まう 。また〕山( { 伝ムの一下段として行われる招f待J寺J1長i立ilJ! lH山I

やがてリベ一トへ発展し，過剰lサービスの思化はいつし

かJIi' I収賄へと結びつく危険も多分に包含している 。

もっぱら「允らん哉」主義の誇大な1 伝広告は ，いた

ずらに商品 ｾｾｬ 識を泌同せしめ ， 正しいも ｬｩｩｩｬＡｬＺ 判 断を 誤 まら

せ，加えて日告 ｭ の Ｇｉｾｻ 伝広告 ＧｩＮＧｩ までを記袋者の負担 Ａ とする

ならば， 乙れは正しく市要者を内 ffii 化する暴力と何言し

ても差支えなかろう 。

立il(uJ fC) 巴を変えようとも暴力は j)1 喰しなければならな

い 。 ｾ［ｉｾＺ ＱＡｬ ［ ｐ￭Ｇとしても被害者とならぬよう ー ｬＧ 分 ｩｊ 也、が肝裂

である 。
( YK)

高...... 

十

. 6.  

ココE
の

モｾＮＶＮ

E岡 文

ＱＰ 刀 ｅ ｋ ，市 ｩ 必 ￯ｬｩ で，建築学会の大会が ｉｾ ｉ ｊ カ〉れ ， 報告さ

れた論文350題 。' 乙んなに 多くの論文の 中に，役立つも

のがどれだけあるだろうか H とか" このような絢l分村t:il l

化は ，; l ミ務家 l乙ますま す雑多な市11がJ をJJ II えて ，綜合を困

郊にするのではないか' などの皮肉や歎声をきかぬでも

なし〉。

IYJ LI すぐ役立つような論文が - .i l:.jζ 350 も作ら れて

は，それ乙そ ，実務家は応接にいとまがないてーあろ う。

乙れまでの汚え ) J の村しを倣 って ，より大きな利用価値を

狙うものほど，すぐは役立たなし〉かも知れない。

限られた能力では ，細分化はやむを得ないし，分析が

進めば，キ ｍｬｦｬ 化もする 。 その過 ｬＧ ，ｾ Ｎを経て ， はじめて ， 綜

合も 1'1FIJ に，ー1 Ur - J も容易になるだろう 。

だからとい って，現在のままで ，反省の必要がないと

いうわけではない。 しかしその反行は，むしろ，あまり

にすぐ役カーつ ζ とを111し〉過ぎ，あまりに村部H化しなさ過

ぎる} ，I、j J ( ありはしないだろうか。 (MT)

ベ



特 集 A: 都 市 復 興

戦 日IJ 後戦 の

玉置

戦 前 の 地 方 都 市

一様に戦前の地方都市といって も，これには旧幕時代

からの城下町と，明治時代になっ てから出来た軍港都市

や鉱山都市や工業都市等があった。これら後者の今様都

市は城下町と比較して全く活気に満ちたものであった。

しかし何んといってもエ トランゼーには興味薄であゥ

て ，仕ｔｽｾでも持っ て その町を訪ねる人以外には全く用の

ないと ζ ろである。乙んな In] で宿屋κ 泊っ て も味気ない

乙と ｾ 事しい。その ｕｦ｝ の港を見たり鉱 山 を見た り 工切を案

内して貰う乙とは話は別であるが，その町並を見物し て

廻っても一向に詰ら ない。 l映画も大抵 1 卜月半ぐらい遅

れたのをやっているから，なんだか安すっぽく見える。

一度訪ねたらもう沢山で，用も ないのに二度と行く気に

はなれなし、。

F  

城 下 町 の 魅 力

城下町の方は全く別だ。減下町といっても，これにも

時代の波に釆って活気を呈していると乙ろと全く世間か

ら忘れられたような犠相をしたと乙ろとあった。しかし

そのいづれにしても何とはなしに魅力があった。あるい

はこちらが何かの腿術に掛 っていたのかも知れないが。

大穂の城下町は流石に大藩らしい風絡があった。少し時

代返れしたかのような仙台や金沢や佐賀ではとくに落着

きが感ぜられた。朝から l町の何処からか謡曲が流れてく

る。 工業都市では乙んな風情は薬にしたくも ない。藩御

用の看板の下った菓子舗や茶屋が並んでいたり，総じて

その本Uf J IC. 当る Uf] 並の商家の将諮はなかなか上出来であ

る。総桧らしく，照光りしている。昔にもやはりこれだ

けの杓請のできる大金持がいたのかと感心させられる。

地 方 都 市 様 本目の

豊 ;欠
Hs 

小藩の城下町は小落なりに またょいと乙ろがある。人口

3 万ぐらいの城下Uりでは30分も歩けばもう U日はずれに山

て仕舞う。また引返えし てほかの辺 りを歩いて見る。 1 階

の表構えには土地土地の特徴はそう見られないが 2 階

の表構えは城下ごとに迷う のでなかなか興味がある。 桃

町』ζ 入ると軒並 lζ 静かなしもたやだ。あまり静かなの

で，一体 ζ の辺の人はどうして食べているのかと，他人

ごと ながら 心配してみた りする。 i以前の城下 IIfJ はどこで

もちょっと京都の IIfJ を歩いている時と同じような感傷を

ｽｾえたものである。夜、はかくのごとくして ｕ 木の城下 町

を何回か歩き廻っ て見た。

日本の城下町の一番の特徴

日本の城下町と外国の古い|時代の U汀と比較し て一番大

きな相呉は，何んといっ ても口本の町にはUfJ を間続する

あの物々しい城壁が造られた乙とは一度だってないとい

う乙とである。外国の古い町で城壁: を持fこなかったもの

が乙れは玄た逆にーカ所だっ てなかったのである。

古代オリエントの諸都市がすでに全部城壁で防禦され

ていた。ギリシャ ，ローマの諸都市はもちろん文芸復興

時代にヨ ーロ ッパ各国で数多くの都市ができるが， 乙れ

らの都市も悉く城壁で箇綴された。そしてその城壁を造

るのに使用された煉瓦数と， 都市内全建築物の建築に要

した総煉瓦数とを比較すると，城壁の方が遥かK 大にな

りそうである。乙れは鰐くべき事実だ。

乙の乙とは東洋の諸国においても同様で， 印度， 中

国，朝鮮の各w市が全部城壁で防禦されていた。とくに

中国では地方の小村一路でも物々しく武装されていた。

ヨーロッパでは近代国家が誕生するようになっ て漸く
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城壁がなくてもよい乙とになるが，新大陸アメリカの諸

都市は乙の頃から後K 発生するのでl時代的1(. 無城壁都市

となるわけである。

!ヰ 木以外の全西洋全点洋の古い自I1市が悉 く周監で正日装

されていたのに， ｮｾ だけがなぜそうでなかったか。平

城京，平安京は唐の長吹を扶して造られたが，長安には

天を ｪ 墜する周ｾがあ ったのに平城京では なぜその周壁を

造らなかったのか。その理由は一言で尽せる。日本は当

11寺， 世界rlJ 何処より も平和で武装を必要とし なかったか

らである。その汗初! な説IYJ は乙こ では 'rI 時させてJ:' rぅ 。

日本の古い IIIJ が，外悶の 111] と比較してど乙か長閑なと

乙ろがあ「たのは全く乙のためであった。

日本の滅廓の意味するもの

日本では町全体』ζ 周墜を綴らす乙とはなくても， 11汀の

一方に大きく城廓を: t 1 I i え天守閣を鈴えさしていたので

は，外国の古都市の場合となんら隔りはないように思わ

れそう である が，両者の性質は全く巡ったも のであっ

fこ。

日本の百幾つの江戸時代の城廓のうちで，足利末期の

群雄割拠時代K 近隣の敵から守るために造られたものは

極く少数であって，大部分は信長 ー秀吉 ・家康によって

封じられた大名が自分の領内統治のための役所として建

設したものであった。

ζ れらの大名がもし仮りに信長 ・秀吉 ・家康 IL不還を

計ればたちまち除H されて傾自存する。乙の除封はいとも

無鋪W K なんら反抗を見ずにしばしば行われた。また隣

接大名問で乙とを桃える乙とは信長，秀吉，家康の到底

許すと乙ろではなかった。

乙れらの城N[i のほと んど全部は，大砲が日本へ渡来し

てから築造されている。鉄砲は天文 ＱＲ ｾ ド ｬζ ， 砲 術は弘治

1 年( ( . いづれもポノレ トガル人( ( . よって伝えられた。爾来

しばしば群雄悶の争lこ乙れらの武禄が侠われたから ，大

砲の威力はすでに広く知られていた。それを承知lで造ら

れた城厚[i であった。現に家康lζ 大砲で攻められた大坂城

はひとたまりもなく落城した。そし て乙の大阪の陣には

全国の大名が参加している。その大阪落滅後( ( . 新たに造

られた城廓もある。乙の一事をもってしでも日本の城廓

の意味するものが読めるわけである。

城の縄張りも諸々の建物も確かに防禦第ーに構成され

ているが，それはせいぜい鉄砲に備える程度のものに過

ぎなかった。本当の戦争対策のものとは考えられない。

江戸11:1期 lζ 君主学者なるものが都出した。兵法を論じた

軍学者は別であるが，築城を論じた2在学者 lζ は素性の IY1

らかなのは少なくて，その多くは町の好事家程度であっ

た。乙の人らの城郎|州市IJ 命が今 11 まで大袈裟に伝えられ

て来た。 しかしその内特には領けないのが多い。

総じて，. 1] ! . 城の場合でも町、:wよりはiE:i いと乙ろに築か
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れて，しかも天守が鋒えると大変限につきやすい。それ

に異線な形態をしているから当然一般の注目を浴びる。

だからといっ てすぐ戦争κ 結びつけ る必要はない。

減 下 町 の 構 成

城下IIIJ をぶらぶら廻っていると，それぞれに地方色が

あってなかなかに面白いものであった。しかし本質的に

は北の弘前や擬岡も，南の熊木や鹿児島とはなんら選ぶ

と乙ろはない。それは幕府が江戸の椛築，その他の場合

tζ 図役昔話として諸大名にその工事を分担さした。この

とき各大名は出合帳場でそれぞれ伎を競うのであるが，

その長所を見ては各鎖国で採用したから，良い点は全国

共通になったわけである。

まづ町は侍屋敷と町人間J ( 乙区別されていた。天正 2

年，秀吉が長浜を造 った時K はまだ士商混住 であった

が，後年士商混住lζ いろいろな弊害が絶えないので，乙

れを区別する乙とにした。大阪や堺や青森のように侍屋

敷と称するほどの一定の区域のない町もある。大阪は城

代，堺は奉行. 青森は陣屋であって，大阪や堺は諮代大

名や旗本が少数の部下をつれて 3，4 年どとに交替し，

背森は弘前落から港監視に出張るだけであるから屋敷町

の必要がない。 したがっ て 町のほとんどが町人町であ

る。町人町だけのと乙ろは殺風景であって町に絡がな

い。後位乙の屋敷町が住居地域 lζ 町人町が商業地域に指

定された。今日大阪市内に適当な住宅地のないのは徳川

時代からの因念によるのである。青森でも名前だけは青

森だが， 1弘前科知烏事11社の境内 lζ ちょっと大き な木が 3

ほどあっただけで， 11汀中l乙木 1 .木見当らない熊ろいた

町だった。乙れに反して戦前の仙台や熊本は森の都と称

せられていたが大鷲で藩士が多く，それが皆広い屋敷lζ

樹を繁 らしていたので，高いと乙ろ に昇ると樹木ばかり

で，乙の下1(. 町があるのかと邪しむほどであった。歴史

を離れて町の様相というものはない。

寺町は割に新らしい。天正181，引ζ 秀吉が京羽目の再建を

計ったときにはじめて寺町を造った。そして市内 K 散在

している寺を寺町に集めた。広大な墓地を擁する寺が町

のrr 中にあぐらをかいていると邪魔になるからである。

軍学者は，乙の寺町をいざ乙とのあるときに兵を集結さ

すために備えたものだと説明しているが，乙れは; n 赤な

磁である。大阪は天正11年 lζ 秀吉が造ったときには寺は

町中 iζ 散在していたが，家康の孫の松平忠明が来たとき

にt. t : 宗以外の寺を全部寺町』ζ 集めて仕舞った。大阪のよ

うに途中で改造された町は別であるが，真宗以外の寺が

町中にあったらその町は古い問・である。

5 万石以上の城下になると必ず花街があった。最初汽

I 1 I を下りると直ぐ売応で地図を只う。その地図をじっと

見ると大体花街の位置の見当がつく。感で判るというだ

けで説明できない。しかし間違 った乙とはない。博多に
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着いたときすぐ見当をつけた。そして晩にぶらぶら見物

に出掛けたらどうも l町が閤 くて当が外れたようだ。変だ

と思って宿で聞いたら以前そ乙にあったが最近移転した

という乙とであった。

城下町を貫く街道はどの町ででも随分周 Illl が多かっ

た。 3 万石ぐらいの城下で，1町へ入ってか らtl¥るまでの

聞に10カ所以上折れ1111 りのあ るのはザラ である。 辻へ来

るとどちらが本街道か判らないで迷うが，町並の立派な

方へ行けば大体間違いない。 馬よ り速いものが道を迎ら

ないのであるから零気なH年代であった。関西から西国へ

かけて辺闘は今 11 11¥像以上にtたかったが東北は広い。乙

れは雪下しのためでーある。

路面を悠々と7 ] < が流れていると乙ろが沢山あった。道

路の中心 lζ 溝を造っていると乙ろもあったが，道の端を

疏れていると乙ろもあった。 ζ れが上水で・も あり下水で

もあって， 上流で洗濯し て下流で米を研いでいる。それ

が一向に平気である。乙 れはもちろん恰好な消防用水で

でもあった。

町人町では家の構造は青森から鹿児島に到るまで悉く

通り庭であった。軍学者は乙の通り庭を説明 して， 町人

が戦争にかり出されるときに拾の稽古をするために乙う

いう場所が必要だったとしている。しかしこ れも嘘であ

る。町人の宅地は総じて関口の割 lζ 奥行が大変 lζ 深い。

それで中庭をとっ て離座敷や土蔵を造る。大抵便所は乙

の中庭に面して造られる。乙の! ¥i I : 尿を汲み取るのにどう

してもとの通り庭が必要になってくる。だから露路の中

の共同仮所のある長屋では通り庭はなし、。

土肢も全国の城下町で巡られていた。構造が少しづっ

迷 ったのと数の多少があっただけである。 11町家の 2 階の

表nll)の構造にはそれぞれ防火の工夫をしたと乙ろが多か

った。監で塗 り込めたり火除壁をつけたりしてい る。大

阪湾沿岸都市の火止木造もその一例であったが， ど乙で

でも表。1') だけで，裏側は全く放置してい るから 問の抜け

たものである。その点では長野は城下ではな く持光4rの

門IJIil lI J であったが， "'i' の1 J ' f 入りで表も横も裂も 1 )階も 2

階も全郎完全な土! 銭造りであって特筆ものであった。防

火のために雄物の軒高も制限されていた。それで 2 階建

でも表の窓ぎわのと ζ ろは低く て頭がつかえたq 町家で

は家の中は総体lζ 闘い。乙れは家相で明るい家からは金

が逃げるといわれていたためである。

普諮の流行図とでもいうものがあっ て，たとゐぱ京都

の町家は家の内外を乙色l乙塗っているが， これは西は高

槻，束は大垣，北は金沢の先イ立にまで拡がっていた。極

には京間と田舎聞とがあるのは一般に知ら れているが，

もう一つ 3 尺 X 6 尺大のものがあっ て，乙れは尾張藩全

域と伊勢l ml e拡がっ ていた。敷居や鴨居の消の備にまで

地方色があ るから なかなかに面向し、。

戦 後 の 地 方 都 市

空襲で乙れ らの減下町のほとんどが焼払われた。とく

にど乙の町でも都心郎の被害は大きい。乙れで日本の城

下IIfJ の面影はほとん ど消えてしま った。

戦後宿賃も向くなったので，戦災何i市金郎をまだ廻っ

ていない。いままで見たと乙ろでは戦災復興都市計画を

美事にや り抜いたと乙ろと，折角の機会を捕え損ねたと

乙ろとあっ て，なんの乙とはない，県市の役人の腕のコ

ンク ーノレを見てい るよう なも のである。

明のよう lζ 討中れたままでま乙とに気の毒なような 01] も

あるが，総じてi以前よりも見逃えるほどに賑やかになっ

て驚かさ れる。人口が増し， 自動車が増 し， 生活が向

上 したからであろう。燐肥りが多いので結構な乙とであ

る。

しかし日本の北の端から南の端まで，建物が一木調子

になっ てし まっ て， いままでのローカルカラ ーが全然な

くなったのはま乙とに痛ましいかぎ りである。稚内から

鹿児島まで商j苫街は皆ポテ張りの洋風まがいである。町

を尋ねるという面白味がまるでなくなった。盛岡らしい

とか佐賀ら しいというらしいがなくなった。寒い国も暑

い国も皆同じ構えである。全く詰らない。 工場町や鉱山

町と同じ味気なさだ。

乙れはまづ第ーに建築基準法のとがである。全国一本

の法律で縛ったから閉じにならざるを得なかった。ヨー

ロッパやアメリカのように都市どとle建築規則が巡った

ら，乙ういう乙 とにはならなかったはづである。もっと

もアメ リカの建築士会の一番の諜姐は，せめて西部なり

東l'.i 5だけでも法規をー木K して くれと盛んな運動をして

いると きであるから，乙 れをす ぐ科 ｾｬｬ であるといい切 れ

ないが，とにかく淋しい極みである 。

第こにはいままで大工が棟梁として家を建てていたの

が，戦後は小さいものでも建築士の手に掛るものが断然

増した。乙れはi以前i以後の建築界での大変な相奥であ

る。大工は練梁でなくなっ て左官や板金と 問機に職方に

な っ て，棟梁の株を ｩｬｬｾ 茶屋 ｬ ζ 譲っ てしまった 。大 工が棟

梁であれば地方色がまだ出たのであるが，建築屋は全国

間じ参考書で設計するので同じ物ができてしまった。強

力な無言の統Iljl) である。

地方の名産も，大阪駅前の地下街へ行けば全部揃っ

て，ないものはない。戦前田舎へ行けば，田舎の小供は

手製の号室草履をはいて，大抵まだ和服を着ていた。娘さ

んもそうであった。今日では北海道のさいは て の 小 供

も，大阪の小供も同じ) ) ! l を着て同 じ靴を履い て い るの

で，見分けがつかなくなった。娘さんも野良行き以外は

全く区別がない。 n. . - i >: は一つになった。

(唱者 工問 ・大阪工業大学教綬)
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民衆駅というと何か特別の駅のように感ぜられるが，

乗降客を取扱う駅はすべて民衆駅といってよい。知JIL乗

降客を取扱わない駅，たとえば貨物駅がある。

各地で華々しく開業された駅，工事中のl訳または計画

で話題にのぼっ ている駅は狭義の民衆駅である。( 以下

民衆駅という 。) その定義は次のように定めている。

民衆駅とは駅舎およ び ｭＮｴ 帯胞設のｾ設 ＧｬＱの 一 部また

は全郎を部外者が負担するもので，その条件 として

建設物の一郎を郎外者に使用させる乙とをあらかじ

め定めて建設するものをいう。

部外者が建設' l 1 の一部または全部を負担された駅で，

請願訳というのがあるが， 乙の駅は地元の人々の要詳i K

応 じ悶欽も必要を認めて建設さ れた 駅で，大阪 ｉｾＮｴ 近で は

神戸市の新長田駅が乙の例である。

第 1章 民衆駅建設の沿革

今次大戦後の戦災復興において. 国鉄工事予算の第一

重点は列車運転の安全確保のilii におかれ，建築は問 lζ 合

わせの木造建築で過さざるを13ない状態であ「た。 一日

も早く復旧を急ぐ l択においてさえ意にまかせず，旅客取

扱，旅客サ ービスの函lこ逃憾な点が多かった。一方戦災

都市の復興は目立しいものがあり ， とくに地方都市K お

いては駅が名実ともにその都市の玄関であり ，駅前広場

等の街路計画の進捗 ｬ 乙伴って，駅 ｾ￯ ｊｩｬｩ区が盤ｻｊ ｬｬｩ され釈の

復旧が強く要望されてきた。

しかし，国鉄自体の予算が非常に窮屈でその復旧の見

通しがつかないため，そ の所要工事費の一部または全部

の負担を ql しU11られる占11市があった。ときたまたま IIH和

22
/r

f. 12)  J ，立橋市および間前工会議所が収合の改築1
1

U11

の一郎負担を申し 11¥られて，同時に食堂，完庖等の民衆

施設の設置を希世された。国鉄においても同駅の早急改

48 

新 小 Q 駅

2誌を痛感していたので，昭和23年 7 月 2 日，乙の承認を

行って，民衆駅としての最初の釈が発足した。

その後，逐次その形態は若干異なるが，時代の要請に

伴って各地に民衆駅が誕生した。

国鉄はその後衆議院運輸委員会の決議に基 き，昭和28

年 10 月 1 日， 民衆駅等運営委員会規程を制定した。そ

の規程の第 2 条の 1 1ζ ，日本国有鉄道総裁の諮問に応じ

て，民衆駅の建設および運営 lζ 関する事項を審議する項

がある。民衆駅運営委貝会は諮問第 1 号「民衆駅の建設

および逮営に関する基木方策をどうきめたらよいか」を

審議さ れ， I昭和29f f 4月21 日lζ 答申された。以下主なる

個所を抜率した。

民衆駅建設および運営に関する釜本事項

1.  民衆駅の建設

民衆駅の建設は，国鉄の駅舎の整備を促進し，あわせ

て経済的価値の高い鉄道用地をその価値にふさわしく立

体的に活用出来る乙と，および都市計画の要請に乙たえ

都市美の形成 lζ 貢献することなどの利必がある。 (以下

目的

2.  建設の対象となる駅

民衆駅として建設する駅は，次のような条件の一つに

該当するもので，国鉄が早急に建設を必要とするもので

あること。

(  1  )  災害を被った駅

( 2  )  老朽で取替工事を施行しなければならない駅

( 3 )  都市計図 との関連上改築移転を必要とする駅

(  4  )  輸送需要の増加に 1' 1 ' - い改築を必要とする駅

3.  建設承認の相手方

主主設の承認は，駅舎のR s 設を完遂する上から資力信用

充分なる地方公共団体，法人， もしくは団体lこして鉄道

の業務に充分協力するもので，原則! として爾後の民衆駅



維な機能を持っている。 とく K 乗降客の多い駅，および

乗換客を考慮lζ 入れる駅は旅客の動紙w:: 重点が置かれ，

また各室の機能が相互に密接な述擦を保た なければなら

ぬ関係上，配置について も充分検討さ れて平面計画が合

理的にまとめら れるのである。 また駅の規模が大きく な

るにしたが って各施設の祐室は分離されて独立し，また

二次的諸室たとえば郵便局の ど と き 室も必ｾと な っ て く

る。

f設も単純な小駅から複紙 な大駅』乙至 るまで，騒 々の条

件によ って各型の平面が与え られるが，乙れを大別すれ

ば10の基本型に なるが紙面の関係上割愛する。

関西地方の代表的駅と して，観光都市京都駅の平面図

を下沼』ζ 掲載 したので，動総および配置の状況がお分り

のととと思う 。

の営業の運営について も，適格かつ継続的に処理す る能

力のあるものとする。 ( 以下略) 以上民衆駅の経過であ

る。

従来，駅本屋はその 部市の玄関に ふさわしい: 準 々たる

建築を誇 ってお り，また地方都市において もその土地に

ふさわしい ｾ ， 乙 ｊ 十 回されて い た 。 駅 前 広 場 におい て も同

線である。今 11では交通機関の発速にと もない大都市は

もちろ ん地方自日市において も，駅は交通機関の采換え個

所とい った程度に なってしまった。すなわち駅本屋は鉄

道の乗 降 局 ( 大都市において は乗降場前〉 と， 自;11市似IJ の

釆降場群のむすびの役目をす る場所と なった。 乙うした

窓味か ら，駅計画については，乗降場，駅本屋，駅前広

湯を一貫して綜合的に計画されねばな らなし 、。

駅本屋の平面言 l'画について， まず駅本屋の 内容を分析

して見ると ， 四つのｾ系』 ζ 分ける乙とがで き るの

(  1  )  流動施設 111批 広IL¥J，コ ンコース，通路，

改築札柵等。

待合室，使所，食堂，売庖等。

/.1:' 1札窓口 ， 手小荷物扱所， 案内

所，一時預室等。

駅務室， 改築札掛室，

等。

乙れ らの諸室の面積については，それぞれ面積査定基

準に基いて算出さ れ る。駅本屋はほかの建物 と逃い， 後

函
+
。
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=
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駅第 2章

前12は駅本箆の諸胞設についての大路であるが，民衆

駅と なると駅本屋内』ζ 民営の諸胞設が導入さ れ る。 乙れ

を大別して三つに分類す る乙と ができる の

(  1  )  売庖，特産物 シ ョウウイン ドウ，布料洗面所，

有料便所， 琵E髪所，浴場等で，設置個所は主と

して一階または地階。

簡易ホテ ノレ，食堂，デパート または貸事務室等

で，設置個所は二階以上。

旅行案内所， 観光案内所，または旅館案内所，

郵便局，赤帽詰所，沓官詰所等で，設置個所は

駅衆民第 3章

旅客胞設

接客施設

( 2 )  

( 3 )  

( 2  )  

( 3 )  

附属諸室
駅務施設

( 4 )  

図面平駅都尽
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鉄筋コンクリ ー ト 4 階建一部地下 1 階

面秘は別表

( ロ) 工事ｾｾと負担額

国鉄負担 6 5 ，000千円 利用似市負担

i 叫 市 負 担 231 ，300千円

14 1  
1  S主.

松 江 駅 平 面 図

一階。

以上の諸胞; 創立，旅客サービスの而で設置されている

のであるが，平面計画の上ではあくまでがJ. i &の旅答の動

総および各駅務諸室を重点K15I! むされねば江らない。

民衆駅として計画されていない駅でも，ぶ郊の観光デ

ノマー ト，東京のステ ーションホテルのような施設を持つ

駅もある。

既設民衆駅は，豊橋駅，池袋駅西口，秋葉原駅，尾張

一宮駅，門司駅，高円寺駅北口 ，西鹿児島駅，札幌駅.

福井駅，富山駅，東京駅八重洲口，金沢駅， 沼津駅， ;隆

江駅，八幡駅， 水戸駅， 池袋駅東口 ， 宇都宮駅， 新潟

駅，小倉駅以上20釈を数え，岐阜駅， )  11 ｾ崎駅 の二駅が工

事中，計画中の駅は関西地区としては最初の姫路駅，盛

岡駅外数駅がある。

地方民衆駅の例として松江駅，最近竣功した駅として

小念駅の平面図および概要の一部をかかげた。

(  1  ) 松 江 駅

(イ〉 建設の経緯と規模

0  昭和27年 6 月10 口，松江市長より松江駅が老朽，狭

隆なので改築してrI いたいとの ;1'，願があり， l昭和27年 10

月17 日承認された。

昭和27年 10月11 日 着 工

昭和28年 3 月29 日 竣 功

鉄筋コンクリート 2 階総

l 階 822 . 6M2 駅 施 設

2 階 342 .0:-..1
2  

民衆施設

計 上
164 .6 M2

( ロ) 工事政と負担額

国鉄負担 254 ，252千円

市 負担 56 ，000千円

計
3 10 ，252千円 以下略

(  2  ) 小 倉 駅

( イ) l凶和321. p 1 月16 U 着工

l凶和331f 3 月31 LI 竣功
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計 296 ，300千 円 以下略

第 4章 駅の費量近の傾向ならびに現状

前章ま で駅施設の概裂を述べたのである が，駅計画κ

当 っては， ｾ￟ 市 計画と密接な関 係 のある乙とはもちろん

であるが，- ) j 駅の乗降客について充分調食しなければ

ならない。 すなわち地方の中心部市の駅， 観光都市の

駅，通勤客を取扱う大都市の駅等 ，その釈の性格にふさ

わしい施設を検討して計画しなければならない。

近付の乗降客の状況を全国の統計ーより見れば，第 1 :表

のごとくである。

第 1 p. 

年度 普 通 旅 客 | 指 数 | 定 期 旅 客 | 指 数 普 通 | 定期

28 
1. 344千，5人13  

1∞ 
2，202千，4人82 100 

29 1. 418，102  105 2.245.030 102 

30  1. 462.964 109 2. 386，255 108 

31 1. 544，352 115 2，574，442 117 

32  1. 562，523  116  2，761. 833  125 

電車旅客については第 2 表のとおりである n

第 2 表

綿 送 人 員

28 
2，043千.6人54 

29 2.152，558 

30 
2. 306，419 

31  
2，505.725  

32 
2.678. 615  

%  %  

38 62  I  

39 61 

38 62 

37 63 

36 64 

間 数

1ω  

105 

113 

122 

131 

昭和32年度は，前年度 IC ' . らべて普通旅客は 1. 2 96，

1 ，817万人の増加であるが，定期旅客においては7 . 396，

18 ，739万人という著しい増加である。またHl3和32年度の

屯車旅客は28年度の 1. 3 倍という ふえかたである。

現在各地方において， EE化が着々と進み，電車化され

るにおよんで列車のときより運転回数が多くなり ， スピ

ード化されて時間が短縮されるにおよんでますます定期

答の増加，すなわち通勤客に重点を置かねばならない傾

向にある 。しか し列車駅において遠距離客K 対する 施設

はもちろん欠く乙とはできないが，一般に身il霊く旅行す

る昨今では近i I e . 離旅客と大差なくなり，定期旅客と明確

に取扱上差別をもうける乙とが不可能でもあり，またか

えっ て不便な結果をも たらす状態である。

既設民衆l釈を振りかえって見ると，定義で示された



断 面 図平 面 図

日舵EF E  

JS句。

うに限られた駅が取 り上

げられている。すなわち

地方の中心部市，乗降客

の多い駅である。その結

果規模も大きく非常に目

立つために国鉄の駅泌物

の復興が非常に早いよう

に見られるのは当然でーあ

る。しかし民衆釈として

取り 上げ られた駅は，ど

く一部で，羽白i国鉄駅本

屋のみ』ζ ついて見ると全

国で 4 ，475 駅を数え，そ

のうち約80怒が木造で耐

用命数を過ぎたものは約

3090をぶしている。

国鉄 ｉ ｾ ｉ 体 で ｪ 収 告書え ら れ

た駅本凶は( 占11市計画お

よび災 ｾｅ ・は除くＩ昭和 Ｒ Ｙ

年度 2 駅， 30年度 8 駅，

3 H下度 3 駅， 3 2kド度13湾(

という現状で， 4 ，000 を

超える木造駅本屋を考え

ると相当の年月を必要と

するの である。

以上紙面の関係上概要

のみにとどめ鋒をおく。

事 裕 室

。事 。司書 .堂 。

ι

一
…

(1居 者 大 阪 鉄 道 管 理局

縮政部蛍締課長)
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表

E V 4堅 竺| 国鉄専用都分 | 媛使用部分 I ili 専用部分 |
野十

地 階 374. 0 374.0 

1  1087. 0 1110. 0 72. 0 
2426∞ 9.0  

中 2 階 4∞.0  
。

2  1802. 0 1802. 0 

3  1802. 0 1802. 0 

4  1447. 0 1447. 0 

E邑 階 233. 0 
2330 0  

計 1487. 0 1110.0 5730. 0 8327.  

庇 30.0  315. 0 345. 0 

ー 一

積商



中 小 都 市 に お

違 藤

I  商庖形成の足どり

郎市発生の起訴は「市( いち) J から 1! IIJ J へ，単純

から複雑へと ，人口中心に発生するものです。

いわゆる商庖街と称するものの中 lζ は，その立地条件

から「ターミナノレの商庖街J I都心の商庖街J I住宅地

の商庖街」および「歓楽街( あるいは娯楽街) の商問

街」等に分けられます。

ターミナルの商庖街とは， ターミナ ノレを基点K 通行客

を，対象として飲食街，歓楽街が中心となって，その周

辺に名品街を，それぞれの専門庖が相寄 って形成してい

る場合です。

都心商広街とは，郎心のデノ守一トを中心とした買廻品

のモードセンターで，生活をエンジョイしようとして都

心K 集る入者を対象lζ アミ ーズメ ン トとビジ ネスの場と

しての繁華街などが含まれ，その都市を代表す る観光的

商応街を形成している場合です。

最寄品の商庖街は，周辺の住宅街を対象』ζ ，食料品や

生活必需品を主と して販売する，小売庖の集団である 市

場を中心にその周辺 lζ 最寄品の綜合広が，どく自然発生

的{ζ 相寄って一つの日用品街を形成している最寄商庖街

がその一つです。

歓楽街の商広街とは，中小郎市においては，何l心j!'HJ 苫

1 1 i が乙れを含むため， l)I J項K 値しないが，大Iif¥市では古jl

心街をさらに分けて，映画，演劇]，あるし、は遊園地とい

うよ うな，純粋な娯楽機関が主体になっていて，それに

商庖街がF付随しているものです。

かく大別 して見る と，乙の四つの商庖街はそれぞれ独

自の特徴を持っ てその役割を果してきたものといえま

す。

中小白［ｪＩ市 と一紙に い っても ，地方向 ［Ｑ｜ 市 ある い は大目 ｾ Ｉ 市
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け る 商 広 街

繁 儀

近郊の衛生郎市とそれぞれ発展過程が大きく異なる場合

もあり，風土，気候lζ よる土地の風俗，習mから独特な

商庖街が形成されています。

商庖街を構造的K . 見ると ，中小形式が直線で，大型に

なると T ，L 字型構成になっています( 放射線， H， 1不

十字型はすべて T 字型の変形と見られる ) 。

戦後の形式として:lt， キ字型のものも多少出たようで

すが， ζ れは直線構成の断定形式で，やがて直線的な単

純なものに返 り，現在もせいぜい L 字型κ とどまってい

ます。直線的なものは賑やかさ が欠けて育ちに くく ，長

さは散歩の原理から 500m ぐらいが中心で， その前後は

多少衰えるように思えます。路巾は 6- 8 mが最も繁栄す

ると見ら れていま すが、 将来は 10- 1 2 mに広く変化す る

と見てよいで しょう。

乙乙で大都市と中小i都市商庖街を形成する庖舗を内容

的に別けてみますと， I分業化J I専門化」が，大都市

商庖街に見られるのに反し，中小者f ¥市の商庖街では，ま

だまだそ乙まで踏み切れていない点でしょう 。

商庖街の性約区分と吸収範囲

分 娘 級 別 | 一級都 市 | ニ 脚 市 | 三 級 断!i I凶制 市 | 五 級 都 市J

生 活 中 心 季節中』心 月間中心 週間中心 日 中 心 時 中 心

政性治経済上絡の 地方中，己、 県 郡 llII 都 商工中心 生活中心

文 教上 の性栴 綜合大学 地方大学 短 期大 学 高 校 中 学，小 学

人 口 1∞万 30万 10万 3万 1万

支 配 阻 150km 50k 15k 5k 1. 5k 

商庖l A i の位協

車:j! 合盛場 欲ｾ廻 ｩ 拒街 品 口娘廻楽晶街 1置寄商品 市場商品

タ- ，ナノレ

戦後の廃地盤lこ生れたヤミ 市(1，生活必需品を目的 [ζ ，

4， 5作間繁栄をきわめ，社会情勢の安定とともに統制撤

廃を契機として， ￭ 荷 Ａ古 ｭ が Ｑｾ 活の 途を 辿 る ｑ ももろん ｾ ｉ
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季

節

巾

心

l

l

円

問

中

心

週

間

中

心

'ー

中

のショッピ ングセ ンターを中心にして周辺に商庖111が，

新K 形成されて行 き，勢い ms心商庖街や，術屋商応街に

おけ る商闘が狭め られたり，客府 lζ 変化を来たしつつあ

るようです。地方針s市においては，よい商庖街というも

のは駅から， 1， 2 丁ないし多少離れたと乙ろにあるの

が，戦前の一般形態だったものです。現在もなお，乙の

傾向は残ってはいますが，前述のように駅前通りに商庖

街が育 っている地方都市の十中七，八ま では，ターミナ

J レ商庖街の形成を新らしいものとして見る乙とが出来ま

す。

それは，商庖街の発展に通行E の問題が大きく影響す

るからです。 またタ ー ミナ ノレのほかにビジネスセンタ

ー，然来センターと駅との中間 lζ 育つ商庖街が多く，最

も強力なものに なり得るというのも居住人口の動きよ

り，交通機関利用客の勤きが多くなって来るからだとい

えます。

いま一つの型として，1択前広l t } の問題です。釈がパス

交通と接続して， ター ミナ ノレとなるために，駅前広場が

必要であって，交通のみでなく ，都市美という ζ ともあ

り， ロータ リーの中にl噴水あり，木陰あり，休疋lベンチ

ありと，客j留りとなる広場も少なくなく，乙の頃合，広

場が広すぎて横断が容易でないと飢前附近 ILj 窃庖1' 11は育

ちにくくなっています。

地方においては， パス交通が戦後急速に発達したた

め，悪路K もかかわらず，大型ノイスが最大の交通網とな

って来ました。通常パスの乗降客は，駅のそ れ と異な

り，乗降客数，乗車区間が明『症に出て来ないととが多い

ためと ，パスは起点が必ずしもーカ所でなく所々方々に

客を分放させるためκ ，中央にパスセンターを持つ目fl 市

は月1) として，停泊ffr 附近が常 lこ商! 苫街形成lζ 作用すると

ｾ｡＠

'心

治体の: fJ'l極的な捉進と都市計画による乙とはいうまでも

ない乙とです。ほとんど戦前の旧商庖街を中心とした集

団の力の市場企業形式のものが生れ， I守治団体の経営俊

助で，厚生市場が繁栄したものです。 ζ れはどの地方に

もいえることで，大都市は発展過程がI f 寺閥的K 一歩早か

ったというものでしょう 。 とのように戦災都市の臨時応

急的な復興は， 一応形がついたのではありますが， 防

火，または交通緩和を主目的とした郎市計画は，なおま

だ進捗中で全体的完成にはほ ど速いように思えます。

都市計画は人工的K 商業的環境を変更するものとして

注目されるのですが，都市計画がその困難にぶつかるの

は，計画遂行上の抵抗あるいは資金難から起るもので

す。中でも都心商庖街が一番の力。ンのようです。

すなわち商業地区を どのように持って行くかを 中心課

題として，業者との聞に摩擦が生じる，つまり業者を充

分納得させる乙とより，進んで協力させる態勢に持って

行くべきだのに ‘ 計画遂行者は， P  R も行なわない し，

力押しに押し通そうとする。ただ単lζ 交通，防火の二点

lζ 立脚していて，商業立地K 払う顧慮が，とてもうすい

乙とに原因があるようです。また郎市計画の中には，広

崎JI 聞 や道路計画だけ で，) 目途JJI J地域指定を考えないも

のさえありますが，指定地域はあっても，その商業地区

の指定は客足の流れの合流とか，分岐を全く考えないも

のがあり ，i湖底街をズタズタ lζ 切ってしまったものさえ

あったりするのです。

商 庖 街 形 式 の 傾 向

近凶地方自i11市においても，ターミナルを中心に ショッ

ピングセンターが，人工的につく られて行く傾向で，そ

E  

ｾ＠



いい得ない。パスについて，もう一つの問題点は，商庖

街の中をノミスを通らせるか，否かと いう乙とで，地方に

多い乙の点は，徐々に 53
I
J路にパスを廻す運動が，最近強

くなったようです。

i誌1.持品I鶴居街では， 1決I函館，喫茶広などの娯楽的な施

設をもつようになり， ζ うしたととからますます初心街

の商凶はせばめられていて， ｦｾｬ びなやみの傾 ｉ ｦ，ｊ ｉζ あると

ζ ろもあります。

Ｑｾ￭ 星部市によ っ ては，年々急激Ｈ Ｈ 人口がふくらむため

に，計画的な住宅地を郊外 IC](. めざるを得ないと乙ろか

ら，人工的に近代的施設をも った郊外地のショッピング

センターを作る乙とが企画されている l旬もうかがわれま

す。乙うして平面的に展開しようとする商庖街とは別

に，い ま一つの傾向として，人工的に立体的商庖街の形

成がみられます。

と乙ろで現{ l ， 1也ブ3・都市における乙の例lι 近い商応答I

をみると，その庖舗構成において70?o 近くは商品に資本

をかけない商品回転準の早いものを販先する来阪とか商

品mドを少なくもって，手IJ 巾の多い銘瓜とい った特殊な

商品でもって構成されているためと，購買客を吸引する

魅力に欠けているので，いま一つ先l民しないきらいがあ

ります。その理由として 1 1平当り保証金20万円として，

10坪の底舗についてみますと

保 証 金
200万円

庖内装飾および設備投 50万円

備品什器質 50万円

固 定 資 金 合 計 300万円

さらに商品 150 万円，売掛金引当金50万円，現金預金

25 万円，その他 25 万円と推定すると，運転資金として

250万円，前J己の固定資金300万円と合わせて経営資本は

550万円と推定出来ます。 とすると，年間 1 . 800万円の売

上げとみて，その 3 9ちを償還lζ 引当てるとしても，かな

りの長年月を見なければならない乙とにな ります。 した

がって固定資金K 多くを夏するために商品資本をかけら

れない営業庖が対象となったり，販売面積そのものを広

く持てないために，小庖舗の集団と ならざるを得ない状

態です。 乙うしたと乙ろに根本的lζ は繁栄の阻害されて

いる変因があるようです。

しかし乙れは一つの過渡的な傾IIIJ であ ってが1次，新た

な的貿客層が出現する乙とによって，大資本を投下でき

る前厄が進出するようになり ，次第( ( 繁華街的機相を呈

するものと期待出来ます。

E  商 庖 街 発 展 の 新 課 題

従来商庖街の繁栄と道巾との関連性をと か く論議され

つくした感もありますが，自動車の利用が一般化した今
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日においては，その結論も過去のものとなって来たよう

です。

と乙ろで地方都市の特徴として， I段村の眺買客を主と

していると乙ろもあり，そうした場合は ILI動車利用の

般化とはおよそかけはなれた乙とをい っているように一

見思われますが，現在Ａ災ｾ機械の自動化とその普及率か

らみて， ζ の機! WJ力を利f I J した山村か らの購買幸子がかな

り目立 ってきております。乙うした乙とか ら地方都市に

おける商! 日幻の今後の道 rjJ は品底約 12 m を必裂とされ

て来ています。それだけ道巾が広くなるにつれて， il 話庖

i11を構成する応舗の高さも都市美などの観点から新にJ5

1恕さ れるべきでしょう 。

また地方の中小都市における今後の大きな課題となる

ものとして新らしい形式の庖舗K 郷土性を生かしたもの

が必安です。単に外国の直愉入でもなく，大M市の棋倣

でもない，各向のいまま での商習慣，地方 色を泣かに生

かし，過去のなじんだやり方を再び上下lζ ひ ろ い あ げ

て，合理的な方向 I( 育てるのは，決して不可能ではない

のです。とくに回舎に行くほど多いとされる掛売り，あ

るいは行商等，ローカ ルカ ラー を充分研究し，乙れに基

ずく乙とが本来の盗であり， I震強い発展に燃がる乙とで

しょう。

中部市における今後の商庖街の必然的傾向として，立

体的なピ Jレ街とな って地|皆および 1，2 階を商庖街とし ，

さらに 3 階以上はビジネスセンターとなるのが，そのー

っといえます。いま一つは立体的なアパート群を上層部

に背負い 2 階はビジネス街， 1 階，地階を商庖街とす

るものであ り，乙れらはすべてスーパーマーケット 化す

る乙とになるでしょう。

ｾｮ＠ 3  f( は食堂ビ J レとか， 1決函館などの同一業種が立体

化して専門的 f( 集中化して行くのも，その一つでし ょ

つ。

また新 らしい住宅街が，現在いた ると乙ろに誕生しつ

つあり，今後ますます: ! k 固化する傾向にあります。一団

地計画は別とし，地方の住宅地においては共同施設とし

ての商庖街が計画 lζ 含まれていないために，自然発生的

な繭庖群がその周囲に無秩序lζ 作 られるもの，あるいは

団地が飛び飛びlζ 生れるものとも Jf えられる場合は，各

団地を結ぶ中心地に食料品 j苫を中心とする，スーパーマ

ーケットが生れる乙とも当然考えられます。

将来はかかる住宅団地とそれに直結する実用性の高い

ものが，大資本の若手入と同l申 ζ ，中心企業体による共同

体制lのショッピングセンターがつくられて新らしい商后

街を持つ新都市が形成されて行く乙と でしょう。

( l ( f 者大軍再販売経蛍研究所所畏)

句.
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公 共 建 築 の 位 置 選 定 中 原 茂

1. は じ め に

近代郎市を形成して行 く ｾ築物はますます公共的性格

を帯びるものがWI 加する傾向にあり ，いわゆる公共処築

の範囲も際限なく鉱がって行 くζ とであろう。従来の社

会通念としては，国 ・府 . ｹ［ｾ ・ 市および公共企業休等の

機関 ｬζＱｾ する建築物を総称している 。 さらにお ｉｊ ないい方

をすれば巡輸 ・通信 ・教育 ・文化 ・医療 ・スポーツ ・社

会福祉 ・供給処理等の建築物は明確な公共II 築 で ある

が，最近では民間企業lζ 属するものであ っても，たとえ

ば貸事務所，百貨庖，ホテ J レ，演芸m会助等のヒつレ建築

が公共的でないとは明確に断定出来ないであろう。すな

わち都会生活の容伐として，多人数を収容する集合体の

様相 lζ 形造られた辿築物は，ほとんどすべてが公共建築

の範囲 Ic:. 合められるべきであるとの認識も成り立つであ

ろう。

したがって本文で私はかかる広純固な建築物を対象と

し，しかもその位置の選定という誠に多様性に富んだ問

題について，まとめて述べる乙とは到底成し得ない業で

あることを初めにお断りして，独断的 Ic : . ，私が職務上で

いささか関係の持っている官公庁建築の位置に関する問

題の記述lζ 絞って，その責任を果す乙とにいたしたいと

思う。

2.  公共建築の配置

公共建築をその機能κ より義務づけられた郎市構成上

の配置を大別して

(  1  )  都市の中心に近い地戚に集中して配置されるべ

きもの。

( 2 )  一定区域を管轄して広 く市街地に分散配置され

るべきもの。

( 3 )  市街地外に疎開して配置されるべきもの。

の三種類が考え られる。たとえば い 〉に同するものに

は県 ・市庁舎，県 ・市会議事2Z，国家行政検祭司法関係

官庁等があり， ( 2 ) に属するものには小 ・中学校，市

場，保健所，電話局，部便局，職業安定所， ｾ 賢察ミ警等が

あり， ( 3 )  Ic : . 属するものには刑務所，伝染病院，火葬

場，座挨焼却場，汚水処理場等がある。 とれらのほかに

停車場，ガス，水道，電気の供給施設等のどとき都市活

動の動力ｾｾ 、 として特定の位置が要求されるので，明確な

分類に区別し難い建築物もある。 乙れらの分類に属する

施設の内， ( 2 ) の学校，市場等や ( 3 ) の大部分のも

のは? 部市計画の胞設として計画的に配置五ft 殺される道

が早 くから開かれてい るが，その他のものは過去の上m

社会の時代から の自11市の発展過程1 0即応して1J l t秩序κ 配

置されてい るのが別状である。とく に ( 1 ) K 属する公

共ｾ築のＺＡｴ Ｑ Ａ Ｚｊ配位は，行政管車 ｉ ｦ の異なる機関の ｭｈ ｣ＺＮおい

ては全 く的位されず，放置されたままで現在に至 ってい

るものが多く，乙れらの建築物乙そ，その郎市の核心と

して中継機能を発搾するとともに，その郎市の代表的な

j;t 観を形成する主張な公共建築としての使命を担 ってい

るものである。

ζ の場合，荘、は 一 応官公庁の み の 生 ｾ築物について述べ

たのであるが，もちろん部心部Hc:. そのコアーとしての呆

観を形成する;怠味の中κ は，その郎市の特色を主主かし，

市民の親しみゃすい火;化施設あるいは公園，広場会事をも

包含した一団地を形成すあととについてなんら異論をさ

しはさむものでなく，むしろそうあるべき乙とを望みた

いのである。

そ乙で因調 幾関および地方公共団体に応する公共建物

をまず対象とした一団地の官公庁施設の概念が，昭和31

年 IC i官公庁施設の建設等iζ 関する法律」と 「都市計画

法施行令J の改正 Ic : . 導入され，法的I e . 都市計画の一端と

して都市の特定区域に都市コアーを造成し得る道が閃か

れたのである。 乙れは各都市において現段階ではすでに

l穆箸状態を呈している都心部土地の高度利用と環境整備

を可能ならしめ，そのあり方を具体的に規正しようとす

る試みにほかならない。

3  官公庁建築のあり方と一団地計画の概念

ζ 乙で官公庁総設の建設等 tζ 関する法律の内，公共建

築の位置に関連ある規定について簡略に説明しておきた

t 、と思う。

まづ法第 5 条には庁舎の位置についての選定方針とし

て， f 庁舎はそれぞれの用途に応じて，公衆の便利と公

務の能率上適当な場所に建築しなければならないJ とあ

り，さらにある官庁の建物を建設するための適当な敷地

が他官庁の所属にあるものについては，その他官庁ある

いは大蔵大臣は乙の土地を敷地! と供するよう協力し，あ

るいは国有地以外の土地について相当の敷地がある場合

は，その土地の所在地の市町村長lζ 希望官庁より申出が

あった場合は，その敷地の取得または借受のみ; 旋I e . ，

その市町村長は努力しなければならないととが規定され

ているσ すなわち本条項によれば宮庁施設の敷地の選定

|ζ 際しては各方向の協々が期待され，比較的取得しやす

oo 



いように見受けられるのであるが，現実の場合選定方針ー

に示さ れたよう な適地l Cついて簡単に協力が得ら れ るか

ははなはだ疑問である。

そ乙で法第 5 条の 2 として前述したよう な一団地の宮

公庁施設の新しい構想が法律化されて，公共施設の敷地

およびその配置を集団的K 昔十回する指針が示された。す

なわち 「一団地の官公庁胞設に属する国家機関，または

地方公共団体の建築物の建築，および乙れらの附帯施設

の雄投は当該一団地の官公庁純設に係 る郎市計画κ2まい

て行わなければなら ない」と規定され，またその団地内

lζ 建築さ れる建築物は主要構造部を耐火構造とするよう

努めねばならない乙とに な っている。 したがって本条項

の適用を図るためには，まづ各都市について一団地の官

公庁施設の都市計画決定が行われ る乙と が前提となるの

である。乙 の一団地を計画する方針としては

(  1  )  既存の官公庁建物の状況を勘案し，都市の発展

すう勢をも考えあわせ， ζ れらの調整を図る乙と。

( 2  )  市民お よび市外よりの公衆の利用 に便利な地点

である乙と。

( 3 )  周闘が公務の執行にふさわしい環境を保持でき

る場所である乙と。

( 4  )  行政上，また経済的なi I : i i からできるだけ国有地

あるいは公有地を極力選ぶこと。

( 5  )  都市景観 IC寄与す る地域である 乙君。

等が原則的にとられる乙と lζ なるが，乙 れらの諸点を総

べて満足する場合は少し一応の選定条件の順位として

考慮 してよいものである。

かくて一団地の計画決定が行われたときには 2 その境

域内における土地利用構成，壁面線の指定，建築容積，

道路および通路，駐車場，緑地帯等の計画が定めら れ る

ので，乙れに基いて都市計画事業ならびに，国および公

共団体の費用分担によって邸心の再開発，環境獲備が実

施さ れて行 くことに なる。

法第 5 条の 3 Iζ は一団地の官公庁施設の境域内の建築

制限等についての規定があり，すなわち一団地の境域内

( ( . 当該一団地の官公庁以外の建築物を新築し，改築 し，

または増築しようと す る者は知事の許可を受ける乙とに

なる。知事は乙の許可の申請に対して， その申請に係 る

住築物が

(  1  )  容易に移転し，または除1，Jする乙とができる構

造のものであること。

( 2 )  階数が 2 以下でかつ，地階を有しない乙と@

の要件を具備すると認めら れた場合は，乙 れを許可しな

ければならない。さらに知事は申請の許可に必要な条件

を附したり，途反者に対して途反建築物の移転または除

却を命ずるととができる乙とが規定されている。

乙れらの建築制限の規定は部市計画法施行令第 11条の

2 および 3 における郎市計画区域内の建築物の新築， 改

ｾＶ＠

築，増築等』ζ 関する取扱いに準じて行われているもの弔

ある。

つぎに法第 6 条』乙は庁舎の合同姥2誌について「庁舎は

土地を高度に利用し，建築経v ( を節減し，あわせて公衆

の利便と公務の能率増進とを図る ために，とくに支附が

ない限りは合同して建築しなければならない」と規定さ

れ，最近各郎市において官庁関係合同庁? ? の建設がます

ます活1援に促進されているのは本規定に板拠を也くもの

である。

以上のどとく法律 lι 雌 られた宮公庁9 J l 物の位位，集中

配置K よる一団地の形成，そして合同庁舎による耐火高

liTI 化等の指針について一通り述べたが，本法の*1刊11はさ

らに官公庁以外の広義の公共建築の位置選定上の考え方

にも通ずるものがあ り，今後はできるだけ郎市計画の基

本方針に添った総合的な配置プランに拠るべきであろう

と思う。

4.  地方都市についてのこ三の現況

地方都市において一団地の官公庁施設計画の決定を行

ったものが現在ま でに全国で 2 カ所あり，その一つは昭

和32年 8 月に全国諸郎市に さきがけて決定した盛岡市

と，ついで県庁舎の焼失を契機として総合郎市計画の具

体化に踏み切った秋田市が今"1二 3 月lζ 計- 画決定を行・っ

た。さらに最近広島市において計画決定が行われること

になっている。とくに盛岡市の場合は，県 ・市当局が非

常な熱意と 協調を持って県庁，市役所および国家機関を

含む21 ，000坪の境域を指定して通過交通より E苦境を保護

し，中心部K は団地広場を取り，都市計画公園とも述け

いし，さ らにうた化施設をも包含する典型的な都心が計 画

t Hl )  

されている。 その他全国各都市においても一団地の計画

を立案中であるよう聞きおよんでいるが，その実現が待

望さ れ る。

近畿地方においては大阪，神戸，京都の大都市は別と

して，その他の県庁所在都市等においても検討されつつ

あるが，その具体的な構想等 ICついてはまだ公表される

段階に達していな いので，つ ぎの二三の地方都市の現況

についての私見を簡単に述べて見たいと思う。

3.  大津市

大津市は琵琶湖の南端に北西より南東に長く伸びた都

市で，平野は湖岸』ζ 沿 った狭長な形状を示している。非

戦災者 ｾ ｉ 市 でもあるので戦後の郎 市計画も実施が やや緩 慢

である。市内の官公庁建築の内耐火構造の主なるものは

県庁，市役所，滋賀会館，公民館等で，ほかの大郎分は

木造建物で分散している現状である。( 第 1 図) 。県関

係機関は国鉄大津駅の北側 』ζ 大体集中し，市および電々

公社の建物は浜大津駅の東側にあっ て繁華街lこ隣接して

いる。乙れに対し国家機関の庁舎は市内各所に散在し，

位 (1) r建築伎術J 1956年 12月都市計画 H 一団地の官公)J' hlli; 札，

一盛岡市の計画例ー 伊 厳 示 文 笹8 徹
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第 1 図 大 津 市 の 官 公 庁 i l ! 物分布 現 況 図

市民の利用上からも不伎が感じら れてい る。当市

の南東部は国道沿いに大部分工業地域となってい

るので今後の公共建築の集中配置は県庁周辺一団

地の環境整備によるか，あるいは市の西北部米軍

キャンプ接収解除地域f C 新しい綿布音|聞による一

団地の形成を図るかのいずれかを選ぶ乙とに なる

のではなかろうか。とくに県庁周辺の地域は南nlll

国道lζ 述けいする都市計画道路の実現と相待って

一団地の官公庁施設計画の可能性が認められる。

b.  和歌山市

和歌山市は紀伊家55万石の城下町として発展の

歴史も古く，市街はおおむね城を中心として周辺

lζ 拡がりを見せているが，主なる官公庁建物は城

の南西に県庁関係機関がほとんど集中し， 城北に

は市と国関係施設がやや散在し，また城東の歯誌に

面して司法検祭関係の国家機関と電 々公社建物が

近接して配置されている。 ( 第 2 図) 乙の分布状

況はほかの城下町にも見受けられる標準型の公共

建物配置ともいい得ょう。当市は戦災によっ て街

の過半を焼失する悲i釦ζ 述iil!l し，その復興はほか

の都市l乙比較して活滋であるとはいい難いが郎市

計聞道路は相当英断的にｾ胞され ， 新しい ＱＱＱ 区が

形造られつつある 。 しかしり， ｌ 庁 ， 県議会，県竜ｾ，［ｦ王

将ｾ，市役所士事が耐火構造である以外は，国家俄 ｬ 児

の庁舎はほとんどすべてが木造住物であるので，

集約高沼化の必要度が高い。そ乙で当市の仰心部
第 2 図 和 歌 山 市の官公庁i l ! 物
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鉄奈良駅を東 lζ 延びて登大

路にI到して県関係の機関が

集中し，乙れ( ( . 隣接して裁

判所等の宮庁建物が幾っか

並んでいる。また市関係機

関は，県庁の南方興福寺と

猿沢池を隔て た 位 置 に 在

る。乙れらの公共建築の内

耐火構造はわずかlこ市庁舎

のみであ り，ほかは大河l分

が木造で1担当老朽化してい

る。とく lζ 県庁舎の新築建

替えは地元の要望 もよう や

く高まり，最近県庁東側の

奈良学芸大学の米軍キャ ン

プ跡への校舎移転を機とし

て，近鉄タ ー ミナJ レより奈

良公園にいたる幹線道路計

画と公園敷地の再整1 I1li ，な

らびに乙の道路に面す る県

庁舎を中心とする一団地の

官公庁施設計画等 lζ つ い

第 3 図 談 良 市 の 官 公 庁 雄 物 分 布 現 況 図 て，関係方面では目下恨重

に配置される官公庁建物のあり方の一つは，県庁を中心 に検討が加えられつつある模様で，大いにその成果がWl

とする一団地の改造計画 lζ 基くものと ，ほかの一つは城 待されるものである。したがって市街地lζ 分散しかっ立

濠東側の国家機関の所在するプロッ クを一団地として環 地条件の惑い官公庁主t¥物や，その他の文化施設等をホ総

境整11mを図る 乙との両面が考え られ る。乙の窃合現在城

廓北方公園内に所在する市関係機関の建物の t位置につい

ても，合せて検討の必要があると恩われ る。か くて当市

の都心部は最近復興の成った和歌山減天守を背長として

乙れに附属する周辺の観光，文化胞設等を打って一丸と

する郷土味豊かな，かつ市民の親 しみやすいシピック セ

ンターとしての民間を期待す る乙と ができるのではない

だろうか。

C， 奈 良 市

奈良市は飛鳥，天平の宗教的な大遺産と平城京の宮廷

文化を受け継いで，京都とともに戦災を免れた文化都市

であ る乙とはいまさら申すま でも ないが，前記の二都市

とは全く性格を異にする地方都市である。 すなわち奈良

は乙の偉大なる文化財を離れてはその存在価値すら失わ

れるのであり，いかなる都市計図も乙の文化財と乙れら

を粛然と抱除している山紫水明の風致を背景として考え

られねばならない。したがって当市における公共建築の

位 置選定およびその建物の あ り方に ついて は ，ほ かのｦ，ｦｾ

市では:日; えもつかない制約と閃習が桜いかかるのであ

る。たとえば公園の樹木より向 くなる高層建築は簡単に

許されない乙となど。

当市の官公庁i l ! 物の分布状況( 第 3図) を見 ると ，近
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合 ＨｉＧｾＨ 乙 登大路の一団地 κ 集中計画を行い ， 国際観光文化

都市の玄関を犯する位置にふさわしい呆依! を具似した仰

心の形成が切望されるのである。

5， む す び

上記の概説によ って公共建築一一主として官公庁建築

について一一ーの位位選定上の考え方の一端 lζ 触れたつも

りであるが， 最後に乙 れらを要約すると今後の公共建築

の位置については，最早や個々のものを単独無統制にJ8・

える乙とは例外的に取扱うもの以外は避けるべきであっ

c ，その郎市全体の発展状況と，公共建築のあり方とに

深く ヨ5'[>11を払い，都心( ( . 集中配置されるべき施設は極力

都市計画に基づく一団地の中に計画配置を行うべきであ

り，当 然乙の場合ｾ求さ れる都心 の改造という大事業が

平行して実施さ れる乙とにおいてその成果もあげ得るも

のである。 乙のためには各種の利権を超越して，公共的

な土地の高度利用を図るべき都心再開発を強力に推進し

得る政治力と事業資金がまづ必要であり，計画と事業巡

営に除しては国と地方公共団体，あるいは学識者等が緊

慌に協調を計り得る組織を構成する ζ とができれば，さ

らに+ ーいであろうと思われる。

(11者 近畿地建滋織部計画J ' I ! 長)



) c 来，姫路市郎市庁1・困はすべて終

戦直後国鉄において策定された姫路

駅改良計画，すなわち駅舎を現位置

より約 150 米南方 (C移転する計画を

基準として決定されたものであった

が，その後国鉄当局においては乙の

計画を変更し，逆に駅舎を駅前広協

の方へ約 S 米移動することとなっ

Tこ。

乙れがため，駅前広場は南北の巾

員わずかに47米という極めて狭あい

なものとなったので，姫路市におい

ては当初の計画を変更し，駅前50米

道路( 大手前通り) の南鮒をとり入

れて広場の交通商を極力拡大すると

同時に，乙れを最大限 fC利用 して，

駅周辺の l 日10数万にのぼる旅客公

衆の利便向上に資するとともに，さ

らに将来ますます加重するものと予

恕される駅前交通のふくそうを緩和

するため，姫路駅前地下道を建設

し. もって駅前広場を立体化する乙

とを企画し，着々準備を進めつつあ

ったのである。

乙れと l時を同じくして，国鉄当局

において姫路駅舎改築計画を具体的

にとりあげる乙ととなったので，姫

路市においては乙の好機をとらえ，

乙乙に商業銀興の根慈を培うため，

姫路駅本屋の改築に協力するととも

に乙れに民衆施設を附設し，あわせ

て駅前市有地( 現市営パスタ ー ミナ

J V) に近代的ピノレディングを建築

し ， さらに乙の両者のほか，布 ｾ姫 パ

スなら びに山陽電鉄の各ターミナル

および山陽百貨庖を一速がj に結ぶ駅

前地下道を主主設し，乙れIζ 附属する

商庖街を造成する乙とを決定したの

である。

乙の計画は乙れを統一的 lζ 推進

し，かつ有機的lζ 運営する乙とが&

も効率的と認められたので，その事

業主体として，株式会社姫路観光交

通会館が設立された。

乙乙におい て 姫路観光交迎会館

は，前記姫路市都市計画事業の基本

線に沿い，まず姫路民衆駅な らびに

駅前地下街の建設について，昭和32

年 4 月 8 日日本国有鉄道に対し，事

業承認の申請書を提出したが，昭和

33年 8 月30 日付をもって乙れIC対す

る国鉄総裁の承認蓄が下附されたの

で，ただちにその建設工事f ce}工す

ることとなった。

乙の計画の概要はつぎのとおりで

あって，Jl 13和34年 10月完成，同 11 月

開業を目標として工事を進める予定

である。

(  1  )  民衆駅の規棋および構造

地方都市C 復興と計画

ｅ 而の良ｾ 151米

1階奥行 15米

2 階以上奥行 19米

1附商政 2，140平方米

総 面 積 12，748平方米

( 内問鉄および郵政使用而騎

5，263平/J 米}

附 数 地下 1附地上 5階

{巾 2 附付)

構 造 鉄筋コンクリ ー ト

( 2  )  地下街の.m棋および構造

長 ' " 99米

rn U  16米

通路巾貝 6米

而 松 1，714平方米

締 法 鉄筋コンヲリート

( 3  )  工事費概算

民 衆 駅 670，0∞千円

地 下 街 90，∞0千円

総 額 7ω ，∞0千円

乙の姫路民衆駅ならびに駅前地下

施設が完成の腕κ は人口 100 余万を

擁する西婚の雄都として，近l時めざ

ましい発展を示しつつある姫路市に

ふさわしい堂々たる玄関口が出現

し，近代部市としての姫路市に陸離

たる光彩を添えるであろう。

(Jl H和 33. 10)

( K K鮫路観光交通会館 石 見元 秀)
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福 山 市 の 駅 前 広 場 と 住 宅 地 の 復 興

山陽木総の沿線で，白亜の体制三

層的を駅頭に見る，福山市は広島以

の東南部，瀬戸内海に臨み往古は，

ほとんど海中にあっ てわずかに周辺

の山地，泌が漁村として存在してい

ましたが，ｾｩｴＱ後平野を貫流する戸田

川のデルタ地帯が次第 IC 拡大せら

れ， ζ の地に発展した，県東部第ー

の商工都市であります。

元和 5 年 ( 1619) 開祖水野勝成公が

備後 10万石の領主として，械を築き

城下町を建設し，広 く領内より商人

を引きいれ町家をつ くり，勧業政策

により工主商従の IUJ として水野氏 5

代80余年間，松平氏13年間，阿部氏

10 1山 3年間藩治の中心として栄えて

きたのであります。明治維新以後町

ｬｴｩｬ 陪 ， 大正 Ｕ 年市 ｴ ｬ ｾ Ｑ が 施行さ れ 海陸

交通の便に恵まれ， 保i後:の物産を背

後lζ ，商工業の発展を来た しました

が，昭和20年 8 月 8 日の戦災により

全市11 .498戸の88. 35ぢ， 10. 154戸が

桁: 災灰織と化し全滅したかに見え ま

した。しかし燃ゆるがごとき市民の

復興意慾は熱誠以て市政 IC協力し，

雄々しく立ち上り， 都市計画事業は

着々進捗しま して復興モデノレ都市に

指定され，近代的感覚を持つ駅前広

〈曹町災局t l 9 福 山 里d .J)

場，乙れより南に述る ヒマラヤシ ー

ダーの深緑の街路樹の中を走る駅前

大通りはじめ，各街路等計画事業も

完成の域 tζ 達 し，昭和32年建設何よ

り表彰せられました。

戦災前の人口58 ，745人は現在。! 日

和 33 年 10 月現在) 132. 197 人とな

り，周辺市町村を加え25万になんな

んとし， ia暖 l己して融和情感厚 く住

みよい環境と，生活費の低jjff t，近隣

都市への交通至便，教育衛生施設の

充実等大工場誘致に好適地なるとと

もに産業文化交通に戦災前の股盛を

遥かに凌駕する盛観を呈していま

す。本市の工業は年間出荷額 189 億

円lζ 逮し，大企業10工場をはじめ食

料品，織物，鉄鋼，機械器具，化学

工業，木工製品等多種多様な中小企

業によっ て構成さ れています。商業

は戦後急速に発展し年間販売客 ｾ ｩ 279 

億円を超え，全国屈指の繊維卸問屋

街をはじめ近代化された，l1 j部応街

が繁栄を極めています。

さらに集約生産方式で進歩的経営

による ｊｾ ［ｉＡの躍進は目覚しく年並 ＱＶ

億余円， 水産年初 3 位、円が水協さ

れ，工商J廷のバランスさ れた近代産

業者f I市の形態を備えてい ます。

Ｈ現在 司 惜山ｾｾￎｵ )  

事〉 11 11 11 1 M i  1ド_ j li  ¥ I  11 I  >====;司
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住宅建設も戦災貰後応急住宅より

市! 京営等住宅建設にB を用い， r者f¥

市不燃化は公営建造物より」のスロ

ーガ ンの下 IC，昭和26年以降，郊外

は防災を加味した木造住宅団地を，

者 Ｑ｜ 心郎は不燃住宅団地のｾ設を ｬ ｴｊ ｬ し

てい ますが，戦災後郎市計商事業の

進捗と相倹 って自力融資 によ り，

10. 338戸を，市営， 県営等の公営住

宅1.435 戸の建設を見ましたが， 本

年10月調査推定不足数は3 ，781戸で，

いまなお充足するにほど速く 住宅建

設とともに，次年度以降住宅団地造

成も立案着々実施への歩を進め，近

き将来住宅難緩和を期してい ます。

また観光都市として戦災を免れた伏

見櫓 ( 1619) 明王院五重塔 ( 1348)

安国寺釈迦堂 ( 1590) 等ともに国宝

建造物として古えの姿を践し，さら

に瀬戸内海の景観の中心地国立公園

鞠の捕の絶景は，毎春観光鯛網とと

もに日東第一の称があります。春夏

秋冬四季を illl じて内外観光客で賑っ

てい ます。戦災という大き な制を，

純金なる市街地造成!C転じ，公共福

祉の地進の目的K 向って大躍進10余

年，乙乙 tζ 比較掲載して諸賢の一考

の資といたします。

(1)  人口世帯手数の鍛移

l昭和21年 8 月( 櫨災前)

人口 58. 745 f凶作数 13. 054 

間和33年10月 1 日現:(E

11 81. 564 11 18. 952 

(1日市内)

合 併地域を含む全市械

11 132. 197 11 29. 140 

(2) 面 積 136. 3&平方 粁

(3)  工業年間出荷額

昭和30年170億円 昭和32年189億円

食 料 品 23%  20.&箔 39 11 

鉄 鋼 21日6 20.1%  38 11 

』担械l ! 8只 15日百 14.4%  27 11 

コ ム 9%  12. 1%  23 11 

繊 維 159百 13.2%  25 11 

イむ 学 9日百 8.4%  16 11 

そ の f也 8，百 11.4%  21  11 

工 場 数 1516 ( 従業貝 18，514人}



(4) 商 業

商庖数 3. 2∞年1m販売額 279億

卸 売 601 11 21. 617. 203千円

小 売 2. 599 11 6. 312. 439 11 

従軍貝 8. 850人

(5)  ) ; ! l 家数 8. 548戸

(6)  桐山駅 迎 輸 慨 況

(昭1主132年 ( 昭和33年

年間) 9月月間)

乗 客 乗 JfI 5.426. 043人 469. 137人

降耳1 5. 402. 023人 465. 171人

貨 物 ( 閉車133年 9 月月間)

発 送 5. 889t  

到 着 9.989t  

中鱗貨物( 昭和33年 9 月月 1m) 14. 388t  

対本 線 115t 

対 斬 線 2. 495t  

対福塩線 11. 778t  

(7)  交通機関K よる 1 日の乗降客

国 鉄 31. 144人

絹 鉄 パ ス 244回 9. 784 11 

井 笠 パ ス 15611 2. 40411 

福 神 パ ス 、

ニコユコパス ｾ 52811 12. 03411 

三原，尾道市蛍パス 811 飴Oρ

久松 タクシ ー 20台

福 山 交 通 3111 

アサヒタヲン - 34 / 1 

乗 用 車 117 11

パ ス 180 11

ト ラ ッ ヲ 4 蛤 597 11 

ト ラ ッ ク 3 愉 1. 381 11

特 妹 耳I 路 ρ

軽 二 輪 1，4∞グ

駅 前 広 場

戦災前iは街路舗道広場を含めて，

わずかに 1 . 992 平方米κ 過ぎない狭

少なものでしたが，戦災後適切な計

画により図示の どとく全国中小都市

1[. まれI e見る 幅貝 100 米，南へ 130

米，面積13 ，049平方米，福山駅の乗

降客，貨，ハイヤー，パスの乗降客

の数は現在 1 日6 万をこえ，荷，客

自動車の駐，配，通過の台数 1 EI約

延 7. 700 台，乙れらを容易至便に処

理され，なお旅行人への慰いの場と

して噴水，四季を彩る樹木，草花，

駅前を中心κ 四方』ζ 走る各幹線街路

は獲備され，おのおの異る街路樹は

すくすくと伸び福山市の将来への一

大発展を祝補するがどとし一歩福

山lζ 足を止められる人々は，その獲

然さ l乙剖目せられ，現人口が倍加す

るも なお狭E遣を感じ ないで しょ う。

福山市駅前広場

駅 前 広 場 面 積

昭和20年 8月

街 路 舗1m( 広場を含む)

1. 992m
2  

昭和33年9月

歩 道 2. 428m
2

車 道 5. 527m
2

パスの発t l K'E!

する面積 2. 746m
2  

タゴヲシ ー， 自家

用車の駐lj I 面積 299m
2  

国体広場 ｾ観の

施設 2. 049m
2  

合 計 13. 049m
2

朝日新聞社提供炉

福 山 玖

ｾ＠ t" 1
1
0 平 1! '‘
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福 山 市 都 市 復 興 事 業 の 昭 和 3 3 年 8 月 巡 の 進 捗 度

エ 組 全 体 l.ll m計 画 施 行 演 事 業 1il 進 捗 事

副1) 111 換 地 2. 054 • 9281of. 2.054. 818坪 99 .9%  

強 物 移 転 5. 331戸 4. 588戸 73.3%  

低 柱 移 転 745本: 649本 82. 1%  

li :E 地 移 転
7. 493即 6. 732坪 85. 9%  

1Ili 
路 61. 977米 :l8. 938米 82. 7%  

ilU 111 水 E晶 10. 00711 8. 351"  86. 2%  

移
投 6. 18311 6. 183"  1∞.0%  

公 闘 29.029lif. 28. 144即 97.  Ｗｾｯ＠

上 水 温 28. 581米 28. 458米 100. 0%  

下 水 道 1， 34211 1， 34211 1∞.0%  
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住宅地について

戦災地域内の住宅地は自力のほ

かに応急簡易，分譲住宅 754 戸を

建設する等復興l乙寄与し，整然と

復興された完成地域には応急住宅

より木ｾ築へとほとん ど が進妙し

てい ます。しかし人 口噌加は自然

増Iζ 対し社会地ははなはだしく戦

災後の人口惜 )JII は実 lζ 38. 8$'6 ( 旧

市内) 激増を示し人口の郎市集中

化は本市にも顕著でありまして，

家族構成の膨脹は終戦直前調査 1

世帯当り 4 . 27人でありました世帯

人貝が，その後次第に増加して3 3

年10月4. 54人を示しています。こ

れは新jg法による家族制度の改革

等{ζ より全国的に 1 世帯当りの構

成人民が減少しているにもかかわ

らず逆 lζ 増加し，一般貸家建築が

経済的に採算が不可能な段階では

必然公営住宅の重要性が強く 叫ば

れ，住宅難緩和のため住宅地は市

の周辺部の適地へ拡大され，住宅

団地造成は努めて将来を考慮しで

き得る限り ，大団地で交通その他

施設の完備を期しています。幸い

に住宅団地造成後は附近住宅地開

発の系図になっています。

戦災前わずかに 3 団地 54戸中 2

団地42戸を焼失しましたが，戦災

後. 1111和22年度，南部田園地帯 l乙

沖野上団地を造成し 79戸を建設以

降. 2 3年東部丘阪地および悠一

帯，東深津団地l乙2 19 戸. 25年東

南 i事目指港地帯に港町不燃住宅団地

lこ203 戸. 281.f . 西部山総地帯の住

宅団地 lζ 38戸. 31年東北部市街隣

接地帯三吉不燃住宅団地1( 26戸の

建設を完了し. 32年度l乙西部芦田

川畔に約6 . 000坪150戸の 山手団地

の造成を了し，本年度 L C 住宅24

戸，木造35戸の建設を急いでお り

ますほかに本年度造成事業として

北 i沼市街隣接地帯の吉ilt 不燃住宅

団地( 中居，その他38戸，未建設

6 2 戸) 問団地北丘陵地一 帯 に 約

200 μ の住宅団地造成お よび建設

中であ ります。



( 港町団地)

福山駅より南へヒマラヤシーダ並

木の駅前大通 りより 交叉して東西に

走る柳並木の新国道を束 IC. 福山港

北岸を北 へ 10日米 徒 歩 で 15 分翠絡

の児m公閣の続きに. 11 ，734平方米

好適な住宅地に市営県営住宅を昭和

ＲＶ 年 ｾ ｬ ｬｌ ｬ 和 ＳＲ 年度 ｉｃ 沙り， 中崩 4

階 4 線 96 戸 3 階 4 棟 72 戸等 203

戸の不燃住宅を0 ¥i設いたしました。

隣接地κ 保育所， 児童公園， 尚) . 5

街，郵便局，福山港采船場，パ ス停

千百場，浴場等々文化教育交通ともに

至便局 ｩ 心郎 へ ｪｦｦｩ ｾ リ ｪ 最適の住宅地 であ

ります。

( 吉津団地)

福山を東西 IC走る山陽本線以北の

繁華街Iζ 最も近接した I唯一の住宅最

大の適地 7 ，639 平方米，北』ζ 蛇円山

の深総に述る丘陵地帯を背』ζ 南に秀

峯熊ケ峯を遠望して，近くに福山市

街を一望』ζ 収め，東南に瀬戸内海の

白帆を指呼の担lζ 望み，福山駅より

20分の静関な住宅地として最適の環

境のi也であります。

不燃住宅団地として l凶和33年度に

県市営住宅中居 4 階24戸，簡耐 2 階

14 戸建設. 34 年度中居 4 階 2 棟 48

戸 4 階スターハウ ス12戸建設の予

定であります。

なお北』ζ 速る丘陵の東南に聞けた

一帯の住佳郷39 ，600平方米の宅地造

成計画も進み近く着工の予定で ござ

います。

福山! 日市街の西，芦田の清疏IC沿

って山手団地は昭和32年度木造住宅

10戸. 33 年度 L C 住宅24戸，木造住

宅25戸を建設し，なお次年度以降の

建設F l H也を確保し，住宅団地造成計

画より実胞へ進めています。引野団

地、水呑団地は次の機会 lζ 発表させ

ていただきます。

本市復興郡市計画実胞ならびに住

宅建設に尽探せられました茂森ｾ次

氏，信岡音色二氏の御功績を讃えて日

を摘きます。

〈福山市担! 楽界尽 松本房次)

東深津町団地 昭和2&年度ru般大回友1彩団地

ru 般 地 福山市東深津町 恕役年度 昭和23年 一30年

設 計 福山市i l ! 投部砲築奴

t百 岡 地 二 続 本 釘 次 大村 凶J) II

港町住宅団地 東 深 部 図 地

港町不燃住宅団地 m敵 地 福 山 市 港 町

主s投年度 昭和26年一32年

政 計 広島県土木建築部建築，限

福 山 市 ru股 部 建 築 奴
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大 分 市 駅 前 広

明治 44 6下4 ) J 市制を布いたときの人口 31，000 人，工

業も興らず産業もとくに挙げるものなく，往時九州，中

国，四国K まで威令を振 コた大友宗麟のr，r;. 城として京，

鎌倉をしのいだといわれる雄却も大友氏22代で波務後は

歴代 2， Ｓ 刀石の小藩の城下 ｉ ｉｉｊ とな り下り ｊｬｔ ｾ ｦ ｬｪｬｊ を布か

れて県下の行政経済の中心地となり，海陸交通の地の利

のお蔭で，人口83 ，000人と自然増が戦前までの大分市の

姿である。

第二次大戦で市内の被災430 ，000坪，f f i [ 災面績としては

全国被戦災地百余高官市の中で目立つほ どでも ないが，市

街地60万坪の只只中の主脳部に焼野原の穴を開けられ，

再建復興のEF も絶たれたかの甚大な打触を象った。 しか

し万事 ￭ｾ 翁の馬 」 の故事も万更で な いのか ， 焼けて了

ったから土地区画整理も界易とな り，現在の高速車輔が

到底負荷し得なかヮたであろう街路網も，駅広場も，計

画巡 り整備し得られたのは，転禍為福の語そのものであ

ったの感が深い。

旧駅舎は，明治44年大分門司簡の口12線開通 IC伴い業

務を開始されたもので，木造平家建閉口 30問奥行 6 閣の

時代色坐かな建物であり，広場としては幅70米，奥行50

米の約 1，000 坪，中央部に防火貯水池を兼ねた径 5 米の

泉水が唯一の修呆施設の役を果していた。

戦後10年を経て，木市の人 口累増して 11万人に達し，

駅乗降客一日平均 3 万人を超えるにおよんで駅舎改築の

必要に迫られ， 旧駅舎より前方40米の位置に昭和32年 3

大 分 新 駅 前 広 場

場

駅 前 広 星 通 1ザ 年 像

月着工，本年 3 月末都市計画事業駅前広場整備工事の竣

功と j切をーにして新築落成した。

新駅舎は長 95 米，幅 15 米，鉄筋コ ンクリート 3 階建

で，広場計画11乙マッチし混雑緩和のために，とく! ( 全国

で初めての試みと いわれる新線式 ( ロー 7 のテルミー駅

lζ ヒントを得た) の設計で，中央出入口の外に左右前側

に通路を設け，駅舎裏側IJ も一般人の出入自由であるとと

がほかと異 っている。

駅前広場は戦災復興土地区画整理により， 総面積約 2

万平方米を乙れ lζ 充てる乙とにな ったが，幹線街路網の

関係から 間口 11日米，奥行170米余の逆の矩形 lζ 加えて，

屯車およびノ《スのターミナ J レである実情等 lζ 絡んで，車

道計画には一方ならぬ苦心が伴った乙とを申し添える。

と- : 1ζ 会社経営の電車軌道の移設については，従来旧

駅舎に突込んでいた軌道の実績から，会社は当然新駅舎

前までの布設を主張し， i 大衆の利便のためにJ と市の

「隅験する率制交通と歩行者の安全」の両題目で対立，

昭和25年以来 日年間紛争を続け，乙 の間本計画 どおりの

実飽遅延し，数年間第 2 図l乙示す暫定f位置を経て駅舎落

第 1 図 新 大 分 駅 前 広 場



成50 目前にいたり， 県知事斡旋の折衷案lζ よ り決定，辛

うじて訳舎および街路整備の期限内 Ir. 竣功を見た。

広場計聞の主| 恨点は， 日を逐うて激耳うする車桝I r . 折fI

え， パーキングを将来とも充分に採 り得 られ る乙とと

し，緑地は団体広湯としての利用も) t ，i&' して，主! r . 芝生

とし草 木 の植裁を最小限度に止め，ｾ塑界の大家朝合文

夫氏寄贈の 「青年像」と ，南国を象徴するフェニックス

の大樹を修景施設の主!'l とした。

整備i内訳

総面積 19. 200平方米

緑 地 3，110平方米および890平方 米

ill ;n 8，7∞平方米

歩 道 4. 610平方米

駐車場 1. 890平方 米

修長施設値栽樹種

照明灯 16 時計地 1  彫像 1  テラス 1  7 ヱニツヲス 16  

ドラセナ 14  トウν ユロ 7  エツカ 110 タマイプキ 3  縁取1目

ハマヒサカキおよびサツキ 1. 2∞ 芝生( 徹芝) 3. 6∞ 平方米

事業7!! 18 . 350千円

舗 装 ( アスフ アルト 組組式) 13. 769千円

緑地整備 2. 469千円

軌道毒事股 2.112千円

(大分市計画課)

第 2図 首 定 大 分 駅 前 広 場

駅 よ り nn 万 を fll む

新 大 分 駅 庁 舎

大 分 ! 日 駅 舎

第 3図 旧 大 分 駅 前 広 場
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大 垣 市 商 庖 街 と 住 宅 の 計 画 と 復 興

都市を申上げるには，かなり古い l時代よりその気候や

J也勢から来る生活環境を一巡り知っておく必要がある。

美濃の国大 ｕ とは ｫｾ ｅｅｬｾ臣以後美 ｩ 伎の東海，東山二道

の重要な交通のｾ衡にあたり，美濃路大垣宿を立てられ

たるはけだし乙の際であったと思う 。大垣1町として 1

宿良東西26町141HJ ，惣家毘敷 732 粁とある，と 1i 文書: に

とれを見る。また 関ケ原合戦l乙おいて，西軍の以拠地と

して戦時上Kl l i きをなし， - 11寺石ITI 三成が乙の械によっ

て戦う意図であ ったが，東軍徳川家康iζ 哀をかかれるを

変い，西』ζ 走り関ケ原で対陣する。 1 Il le して三成の惨

敗， Ｑ￯ ￟ｾ 川幕府を打立てた 。 爾来大 Ｑ ｬＧｩが戸田 ＱＰ Ｗｪ［ 石の城 下

Hげになった。

濃尾平野の供物庫でもあって，乙れが集散地として股

賑を極め発展して来たのである。それがため比較的生活

物資が豊かに恵まれている。なおそれに加えて地下水の

乙んとんと濁きでて水温が 1 作を通じて 12度，夏は冷た

く冬暖し，他国者の一度住みつくと離れ難いと乙ろであ

る。酋に伊吹の秀峰をながめ，東南に掠斐川や久瀬川，

牧田 川 をひかえた山紫水明な地である 。戸 田務公の ｾ Ｎ 政

下住民の喜: びを恩われる。元線時代には俳聖芭mの数回

目の訪れle，木因，如行，荊口の何友や数多の子弟』ζ 迎

えられて，奥の細道むすびの地として有名である。降っ

て維新の繋明 j切には梁川星厳の出生地である。 当地西濃

文化の開発に尽力し，白鴎荘を創立して西浪諸文士と交

遊せしめたり，頼山陽を鴨涯に訪いて断金の鼠を誓った

乙ろは年 35，6 なり，本邦屈指の大詩宗たりしのみなら

ず，また道学者として造詣煩る深く呑厳集および春詰余

響等，成したり，それより大厄へしばしば来遊した頼山

阪が青春を謡歌したエピソードもある。そして詩酒の歓

びを尽して酔再星めの J.K， 木杓子で一気に飲み吃すもまた

絡別の l床いがあり ，乙のl也の魅力でもある。それで水に

ちなんで文人墨客の交遊繁しあってi時代的文化を汲み取

り人々の教養豊かな町であった。 しかしこのような俊雅

なIl IJ とばかり思えない。一度災宮の歴史を顧みると明治

以降だけでも j也gi ，火災，J)<害，Jli l水害の数はちょっと

数えきれないぐらいで，ほとんどf尉! 雨j切になれば河川

をめぐる輪中の1政淀，洪水は常の ζ と，一瞬にして30 -

4 0cmの水が皮防を乗り雌えて押し寄せ. ￬Ｕｴｾ火の悲惨Ｇｪￇが

起る。 乙とに大きか ったのが明治29{1 の大洪水で，流失

家屋 1，000 戸le達したという。当時の住宅はすべて平家

主ｾが多く ，伊 ｪ の少い一部商家の Ｒ 階でもその床上 ＴＰ ｣ｭ 程

度の箱をおいて，それに患を敷いて絞たという。乙れが

ため日本でも珍らしい個々に輪中堤を築き，他地区の洪

水の浸入を防いでいる。もっとも大垣市内は海抜 4 米の

低湿地帯である。 それで掘を廻らす城廓としての地形は

よいが，水浸しになる生活環境には適しない，1，，; ¥もある。

中世堆積土の軟弱な地盤である。さらにまた断1 M地震で

有名な濃尾大震災では，家屋の倒壊と同時に火災を伴

い， 5，000 戸焼失，死者 800 名と記録されている。乙れ

ほど災害の歴史を繰返したものはあるまい。裕福な土地

柄でも乙の災害の繰返しには行詰りもあっ たであ ろう 。

そして大正から l則和l時代にかけて市是の確立を図るた

め，工場の誘地lζ 全力を挙げた。ある程度の成功を見

て，繊維においては円本の生産の 1 割 8 分を受持つまで

になって来たが，不判ζ して大東亜戦争に突入， 一応繊

維の生産が止り戦力の増強のため操業を切長年えられた。



そして繊維機械はどしどし鋳物1 L i i ' J ーさ れて きた。人々も

強ｾＱｩｉ Ｑ 的に徴用せら れ，軍 部産業に従事，固とともに市内

の綴相も一変した。

戦争がますます激烈を極め，空事量も大目rs市はじめ rl:l/j 、

内 ｾｉｲｬ￯ も燥般せられて灰儲 ｬζ 帰した。大 ｬｦｩ 市も イ ｬｬｩ ｲＮ ｲ ｓｦ ｉ Ｚ￮の例

I UJ i . れず問機な戦災に遇い li弘 、が終 った。そして平和の

兆しが見えはじめた。跡』ζ 残 ったものは焼野原 となっに

惨状である。虚脱状態から日 ｼ 反されて ， まづ都市 ｾ ｉ Ｎｵｭ で

ある。 幹線において50mの幅只だ， 100mの幅只だとなか

なかその結論がつかず延びるは 11時ばかり，一方市民に

おいては生活に困るから自己所有地に どしどしパラック

を建てて行く 。

計画の論議だけがおいてきぼりになる。計画路線が決

定したときはすでに建築も終り ，街並みもできて営業を

なしている。それでは計画路線の遂行が早急κ 進捗しな

い。 l時期を失したから移転資用が略iすばかりである。 5

年計画， 10年計画には納りきれない。それがため勝者状

態lζ 入った。乙とに戦後民主々義になって上からの威令

が行われなくなったが，ちょうど27年度耐火建築促進法

が制定せられた。町並の家屋もそろそろ草臥れている。

乙のチ ャンスを見て政府助成もあるから庖舗併存共同住

宅建設を奨めに行く。手応えがある，はめ下l乙向って好

調子，設計 から建築へと強行した。ただ 36 mの幹線道路

が営業lζ 対する不安感であった。いままでの道路感から

2 {たの広さを恐れている。 建築を施工するには現在庖舗

の哀側に換j也による空地がある。それで比較的 lζ 処築も

早 く終った。 しかも 3 階はほと んど r I : i が住宅管理をして

いる 。 公営 Ｈ ｉ Ｇｾ 住宅の延長と市街地の尖仰ととも ｬ ζ 住宅 ｩ 密

度を高める。乙れが商業的 iζ 購買力を上げる。一方住宅

の入居者については郊外の生活よりは交通的IC，あるい

は食粒的に務Iえなしに常に新鮮な材料を得られる，とい

う具合にそれぞれの得失をかみ合わせ，ただ少々家賃の

高くなるのは否めない。市勢から見れば住宅難の解消，

宅地面の高度利用による立体換地の示唆，都市計画の遂

行，防火帯の設定ICより不燃都市の建設へと遂次促進し

ている。幸に商! 苫経営においても工夫を乙らし， 36mの

大通りも1査にせず，歩道も 6 m 'ζ てゆっくりと口物客が

選別に当れるという，近代的な理主[ l 商応街の山現は，各

応舗の売上げをいずれも 2 割か ら5 制も上fl. させ，その

他当初の予ＺｴｊＺ Ｑ を遥かに飛び魁えた成身 ｾｉ ζ 拍車をかけ，市

街地の級相を一変して不災害都市の理想 へ 急速［［ｊｾの進展

振りを示している次第である。

( 大垣市E蹴翻! 長 関 本 弥 一)



福 井 市 の 駅 前 広 場 ・ 商 庖 街 ・ 住 宅 地

福井は古い城下町で，本丸を中心

帰ーの焦点として階級的K . 区分され

た封建的都市の形態であったが，度

重なる火災と戦 ・震災を機として転

禍為福， 100 年の大計のために一切

の妥協を排し， きょ褒目玉を顧みず毅

然たる態度をも って 545 ヘク ターノレ

の都市計画事業を完遂 し，都市とし

ての中心生命を多少なりと維持し得

た乙とは喜びl乙地えない。

駅前広場

駅前広場については，北陸総の主

要駅として駅前の雑踏を 考応し，ま

た; 担¥' 美総の采り入れ貨客の分間t等綜

合[ ドJ ，JI 闘を予定し，国鉄川 j也として

16 ，5へクタ ーノレをあてる乙とにした

が，当時国鉄においては諸積の事情

により ，乙の Jti 函には応じ難いとの

乙とであったので，やむなく換地計

画を変更し，現状維持となり， ただ

貨物駅の南福井分離と駅舎の火災を

機に民衆駅として改築し得たのであ

るが，駅前広場は約 394m
2

余で，最

初の計画より狭隆となったが，事't l'i

やむを得ないものがあ った。また駅

舎が木市 ｉｉｦｦｾ ーの駅前幹線道路 ＴＴｭ {乙

直角でなかったのが遺憾である。

商 庖 街

商庖街に つ いては 従来 生産と消 ｾ Ｑ
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がその用途を浪治した都市としてき

たので，今回の都市言1・画 fCよる商業

地区を全体の30労と指定したが，商

庖街として建築様式その他において

は計画上幾多の疑問もあ り， 今後

「買いよい庖」の育成K は相当の努

力を姿す るも のと思われる。 しかし

現段階においては駅前等の消' 1 . ' l 歓楽

の中心を選び，乙れ lζ 続く幹線を路

線式商庖i1j とした。

住 宅 街

戦災都市にとっては，住宅問題は

戦災復興事業と併行して早急κ 解決

福井市復興郡

市計商略図

一 一 一

一 一

一

一

一

一一一一一一一一 1 事符 問

一一一一一一- Ｒ 場ｾｾ

一一一一一一一一一一- 3，1) " ";1. .晶

一一一一一一一ー Ｔ ， 信Ｊ［ｴｾ

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  

を要する緊要事であるので，市にお

いてもとくに住宅地区として全体の

4096を住宅地に指定し，震災に際し

ては住宅復興資金 1 億円を大蔵省よ

り借り入れ， 1，864 戸K 融資 し住宅

の速かなる復興 lζ 資 す る こ と に し

た。また公営住宅については宅地の

造成が困難であるのに鑑みなるべく

郊外に土地を造成し，術星住宅街を

建設する乙ととし，住宅難の解消 lζ

努めている。

以上極めて抽象的であるが，福J j :

市の復興と J十回 lζ ついて述べた。
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uぶでは生活自体に結びつきの深い公共施設が著しく

遅れている。たと えば清帰胞設の践芥処理設備，し尿処

理設備ならびに共同便所の水洗式化等である。

庁舎や公民館等派手なものは財政とは無関係なよ うに

立派なものが続 々と造 られて行 くが， 清制施設と なると

市民生活に最も緊急な施設であ るはづなのに一向に進ま

ない現状であ る。 乙うした向が郡市の文化性や環境衛生

面にどれだけ防害と なっているであ ろう か。

現在者11市においてはし尿の処理は大 きな悩みのーっと

なっている。

都市の公共便所について一番の悩みは位置の選定であ

り，建設後の維持 ・管理である。 すなわち一般大衆の利

用度の多い湯所を選定し，かつ都市の美観を そ乙なわな

いよう な設計をな さなければならない。

ところが公園や緑地帯児蛮遊園等，おおむね公共施設

の土地に建設する場合は， 比較的大した防省も な く建設

計画もできるのである 。 乙れ以外の上i也に設置する場合

は，なかなか地} c の協力がfU - られぬ現状である。それは

共同使所の周辺の一部の人々の利己主義的な感情によっ

て建設の実現をはばまれている。

乙のような状態で各都市とも比較的共同便所の建設が

遅れている現状であると思われる。

現在各都市とも共同便所は汲取式が多く，水洗式が非

常1ζ 少い。 乙れは予算の関係上やむを得ぬ乙とである

が，将来は環境衛生的立窃より J J<. d¥: 式共同便所を建設す

る乙とが盟ましい。またできねれば共同便所周聞に植木

等を組付け，外部より見ても見苫しくないような胞設が

望ましく思われる。いくら立派な共同便所を新築して

も，現在でーは公衆衛生思想となるとまだまだ恥しいかぎ

りである。便所の墜に悠蓄をしたり，もっともはなはだ

しいのになると公共施設の電球や金只をl以外したり. 乙

とさ らに不潔にする傾向が多々見受けられる。ほとんど

の郎市共同便可ITには電気の設備がなされているが，電灯

が点灯している乙とはほとんどない状態であり，取り醤

えてはすぐ盗難lζ 会うような現状である。

もう一歩進んで，立派な施設をきれいに使う公徳心の

誇り 1! j. るよ うなあり方を- uも早く獲得したいものであ

る。

移動便所

各郷市も移動便所の製作を徐々に計画している。同定

式と i43い述搬 '11によって向由 (-1在lζ 要望のある場所へ移

便 所

雄

ill iJ 設置で きる利点があ る。 大体の構造は鉄板張りで製作

し， 内部1はタイル張りを施 している。手洗の設備電灯設

備と固定式公共便所とほとんど変ら ない設備を有してい

る。 欠点はし尿槽が小さいので汲取りの手数がかか る。

現在わが市では七輪の移動便所を完成して市民の要望lζ

応へ随所に配置計画をしている。 ( 下図参照)

以上都市の共同便所な らびに移動便所につドて小生の

怠見，あり方を書きましたが，要lま郁市の共同使所のあ

り方は市の公徳心の樋主主，公衆衛生思想、を都市の人々に

守っていただき，より よき衛生郷市としたいものです。

( 筆 者 神戸市清制局 ilU I!諜B値段係長)

神戸市の!v く共同使所

1 手洗水l f I ? 手 洗 探

5.  11 イ ル 6 暁 !?1 

8. 荷 物 棚 9. 鋭

12. 抑 除 孔 13. fl iJ J t i 給

16. 汚 物 入 17. 戚j 目レール

3 小 (J1! 皆I 4. 側面納強骨

7 ベンチレーター

10. m 光 灯 11. 舵 柄

14 後 111 輸 15 大 便 器

18. 大 使 所 戚
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アーケード 師走の足も忙が しく

貨の子式 11 除けから発注したア ー

ケ ー ドも ，ｾ築家逮 が 無関心のうち

ｬ ζ ζ の仮 設ＨｴＧｾなものから金号製の 工

作物として，地方の照市街を釘!i るも

のとなっ た。

そして 広日での倒 ｉ ｪ ｾ ヂ故以米没築

基準法で も乙 れを屯視し， i公共用

歩廊J 等とむつか しいI呼び方で安令

性，防火性お よび術'1' 上の問j凶につ

いて設置法棋をつ ぎのぷ うK 示 して

いる。

( 法第44条号 1J ft)

1. 防火 また は市防火地域内で道 路通行に支

障のない場所に設ける ζ と。

2. 材料にはすべて不穏材利を 111ぃ，f ] ' ゃ E

要' ' ' ! X! お よび桁 に は然に弱 いア ルミニュ

ームや : ; ユラルミンな どを ，極限11:は網

入りガ ラス以外のガラスを JIj い は い ζ

と。

3. f量般 にはJ ! f 焼防 /1:，消防荊動，側而処築

物からの避鯵'" ど/1: ついて充 分なIU践を

講ずる ζ と。

4. 恒久的'" 広告物や装飾は し佳い 乙と 。

と，いうわけで アーケード といえ

ども安い経世ではで きない よう であ

る。

地方， 一例とし て九州の博多勾:は

なかなかす っきりしたア ーケー ドの

商庖街があり， ζ れ らは中，小商陪

逮が一区画を共同で人を引 きつけ る

ための努力を払 ってい る安の現れ と

見 られ，また，公; 没市場! こ対抗 して

私設市湯等が競っ て 乙のアー ケード

式を採用した乙とは，アーケー ドの

先党者とも いえよう。

乙のようにア ーケー ドが最近とみ

に発展 してきた乙とは，地均等で近
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作とく ;ι 進Hj してきたデパート モi司

に対 す る 資 本的 ｬ こ小利な 中， 小 ｲｬ｜ ｪｉ［ｉｾ

が共同戦線をもって行う必死の祇抗

の手段なのである。

そ乙で私は熊本在勤 ｲ ｾｬ ， 商忠告 ｪ の

人達に建築士会を通じ て 「一丁 ri 仙

のデパート 」の ヒントを勺え七乙と

がある。

すなわ ち，ー 「目単位の{節 目.Hが

共同 して公庫から 資金を借り 受け，

4 階建の総合前庖建築をす る。

この切合おのおのの応が万行 して

いた地上権は新建築物のそれぞれの

墜の中心を以て明 らかにされ， この

ように 4 階建鉄筋コ ンクリー ト造で

は現行の法規による歩道上のアーケ

ードとしては認められな いようであ

るから 道路境界線より内側に共用の

歩道分の前肢を各庖負担す ることと

す る。

そし て 1 階よ り3 階ま では商問街

としてその前に各階の歩道がつ き，

11階商応街のウインドウ 等の ぞき 歩

きのうち，あき て くれば 2 階， 3 附

も散歩がで き， 3 階の喫茶応 も外か

ら直接111入ができるという具合で，

早くいえば アー ケ ー ドの Ｓ 附ｾ に あ

るいは桜iのデパー トというわけであ

る。

このよ うにし てその上部の 4 附に

は住居部分が設けられ歩道の部分等

はベ ランダ，テラス風に各戸が不iJ m

し，乙の績のデパー トが二丁 目，三

丁 目と向い合っ て ｾｾｾＱ 作街を形成する

慌 の デ ハ ー ト

といった乙ともそうむつかしいこと

ではなかろうと恩われる。

なお乙の建設に先立ち rfii 広告iの人

法は工事中一時的にも商先を休まな

ければならぬ問泌があるが. 法規的

lこはむつかしい道路市用許可も郎市

の発展のためであり ，その鰐の協力

と理解ーを求め工事完成までここに仮

!尻市Iiを開 き，本体工事仕上 りごとに

その中κ 移り住む ようにし て少しで

もブラ ンクの生 じないよう日十両する

必必がある。

と乙 ろで現在までの郎市北関iの行

き方についてである が，

どちらかと いえば土木技術者によ

って道路計画のみが主とし て行われ

てきたの観があり ，そこに廷でるも

のの日li函，また建っている建物の改

島等，なおざり にさ れているものの

よ うである。

乙れには建築技術者逮の政治 ) J ，

あるいは，私極性の不足等ーがあろ う

が， 今後はもっと乙れ らの方面 lζ 釆

り［ＱＭ｜し ， 建 築物に よる都市の改［ＧＨｾＺＮ が

行われ るべきであろ う。

また，現今のように非常に不足: 気

の際， 建築家達は大資本による建築

て事の発注を待つばかりでなく進ん

で乙 のような中， 小商庖を助け，ー

ブJ ，大都市および地方の建冬界を活

気づける ζ の種の建築を育成する担

当者が乙の協会の中 lこもあってよい

と思われ る。

Ｈ～ｦｬ 者大 ［Ｑ 郵政ｲＮ ｊｾ う皇官吏ｽ



二二 都 市 の ス カ イ ラ イ ン 一二二二ご二一 小 田 島 兵 吉

乙のごろは外向へ行くにも ，飛行

機であっけないほど早く行けるよう

になったが，少し iiil までは 10 11 も20

n もかかってアメリカま七は欧州へ

行ったものである。それもシベリア

横断の欧州ｦＢ ｦ は ｾｊｉｊ として，いやでも

船の厄介にならなければいけなかっ

た。もう 30午以上の l41になるが，太

平洋を 10日もかかってアメリカに行

ったときの乙と ，サンフランシスコ

の港において. 舶の上からはじめて

アメリカの街を見たときの光; 止は未

だに忘れられない。もちろんその乙

ろは今 nほどおい建物の数は多くな

かったにしろ，海の上から凡たサン

フランシスコの街，それは建物がILI

のように機り上 って，その正n物の窓

のガラスが朝 11 にキラキラ光りJ I i I iい

て， まるで1]<. ，'，，'，の結爪』ζ 蔽われた山

が忽然として鈎いたという感じで，

大正大震災でペチャンコになった 11

木の占1¥会とくらべて， そのあまりの

迷い方に目をみはったものである。

大体サ ンフ ランγ スコという街は丘

陵地で道路にも急坂があ る く ら い

で， その 地 勢 ｬζ 沿う て ｾ 物 を ｾてて

いけば， !'! 然借り 上 る乙とに なる。

ミゾ ガン湖から眺めたシカコ' の市

街， チャ ーJ レズ河をgr . てて見たポス

トンの街，皆すべて私には感激が大

きかったが， 海の上から見たニ ュー

ヨークのマンハ ッタンの;;t 矧はさら

に圧倒的だった。人によっ ては落石

がならんだようだと悪口をいうもの

もあるが，業問しい光呆lζ は間違い

tJ，し、。

都市のスカイラインが旅人の胸に

与える印象が何卜年も消えずに残っ

て いる事実にわれながらＩｾいてーい

る。それも海とか河とかの低い位托

から見たものだけが残っているのも

妙である

このナび段会があって飛行問で: 外

閃の同じ街々を，Jj れることができた

が，飛行険での比重よはどうもたかる

の推参と巡ってちょっと勝下が巡っ

て，その街のスカイラインというも

のがまるっきり浮んで来ないのであ

る。しかし大概の飛行期は街をえあか

はなれた郊外にあって，旅客は空港

から都心のタ ー ミナ J レまでパスでJ l l i

ばれるのである。野原のよ' Nl かみ卸

会のti
'
1

1までのパスの道中が私には

何ともいえないたのしみであった。

はじめての同において，その都会の

版物をパスの中から物珍らしく眺め

る乙とはひとりでに胸がはずむこと

であった。太平i' f の安の上から，あ

っという問に南サンフランシスコの

空港においてみると ，ど乙に街があ

ったのかわからなかったが，あの. I t ¥

々たるドライブウェイで街中 l乙迩ば

れる途中，起伏する丘の上からはる

. か速くに見たサンフランシスコのス

カイ ラインはやはり索11，'1し い 眺 め

で，かつ ての感激をあらたにしたこ

とであった。

空港からすぐ建物の櫛比した街の

中に入って行くよりも，野や山が途

中』ζ あっ て， 美しい; 去色を見ながら

行く方が，はじめての旅客にはたの

しL、。ス トックホノレムのプロ 7 空港

からパス lζ ゆられながら街の中に巡

ばれて行った時もたのしかった。は

るかなる森を見せて，タロを浴びた

なだらかな絡の丘陵が道の両flllJ にひ

ろがってい て， と乙ろど乙ろ一戸ｾ

の幸奇麗な住宅がポツンポツンと見え

る。そのうちに 5 附必ぐらいのアパ

ー トメントがあっちにひとかたま

り，乙っちにひとかたまり， 71拐をは

さんで見えてくる ほとんどがゆる

布かな原被をつけている。ときどき

10[税ぐらいの高いのも見える。色ぢ

はおおむねおだやかで口ぶ人向の色

をしている だんだん建物の必皮が

よくなってf 1 J ( !¥IC郷心に入 る 教会

の卜字匁も見え可: 1.'&で見覚えの 17

庁-;1干のEi かな絡も見えてきて，ニプ

ロプランの亨 ー ミナルにおいた。ス

トックホ J レムは夕日fJl こ浮いていた。

ロンドンもパ リも，その他の都市

も空港から郎心までの道中はたのし

かった。 i会'11
から見える iir のアウ ト

ラインも美しかった。

ｲＱ Ｂｪｾに帰ってき て， 羽田から東京

の111の中に入ってガッカリした。円

分の生れた同だからよく思いたい

し，外岡のZE色ばか りほめたいわけ

もないのであるけれども，この道中

はどうにもならんほど汚なかったの

である。汚なかったというのは，そ

の後 4，5 1下行っ てないからいまは

どうか知らないが，その当時は空港

ビルもでき てし、なかっ たし，雨でも

降るとひどい道に なると乙ろだっ

た。東京の街の l t はなるほど立派な

述物がたくさん建つようになった。

東のスカイ ラインも美事な ものK な

ったと思うが，それにつながるス カ

イライン の裾の方がよどれていては

円慢にならない。 ライン の下にある

ものが肝心なのである。

都市lζ よっ てスカイラインにもそ

れぞれ特徴がある。 22かなものもあ

るし貧しいものもある。忘れ難い印

象を焼きつけるものもあるし，何も

残らないものもある。残らない方が

まだしも. いやな印象だけはうえた

くないしりえられたくないものであ

る。 (附33. 10. 20)

{ 慣行 K K大林組設計精良)
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建 築 技 術 者 の た め の 空 気 調 和 と 電 気 設 備

ijiJ( 前戦後を比較 してUl 3誌の変りょ うは実に 目をみは るものがあ る。 構

造，意匠， 設11'"' . 材料等のどの点についても戦前の知識，考え方は通用

しな くなっている。 そのうちでも蛍光灯や|凌冷房の方式の進歩等は正に

画期的 といえ る。 (中略) 建物主体が耐震耐火であるべきは勿論だが，

今日 ではそ の工事政は主体工事政の半分にもおよんでいて， さらに多額

にな る傾向にある。 日本主t策協J 会はかかる' t l'; 勢1(，鑑みて始めて 「建築設

備講習会J を開催する。 そのテキス卜が本書であ る。 建築の設計および

現身に働 く中堅技術者を主なる対象と している。従 って本テキス卜の内

容も簡潔なが ら実際的を旨 とし，例をあげたり，建築 との工程の関係や

経済性 からみ た設ｾＱｉｬの考え方な ど まで合めている 。 また 士 宮者も学者のほ

か多 くの実務家を煩わ した。 ( 発事jのことば より抜率)

本書: は大別 して空気調和設備編と電気設備編より なる。空気調和設耐11

編においては，乙れを八i ; ' i lζ 分ち，最近のビ J レ建築で建築計画上極めて

密接な関連をもち， かつウエイトを大き く内める空気調和装置，1援冷房ー

設備に関する内容を主眼にして"己主sした。

電気設備編においては，乙れを六主主1(，分ち，最近のヒツレ建築における

電力の需要増加にかんがみ，受電，変電設備に関するものを第 2 撃にま

とめて，内容の充実をはかり. . . ・ H ・. . 強電設備，照明設備・- …. ..各種弱電

設備…- ・昇降機設備に関する記述をi怠加 して，一応電気設備に関する諸

資料はほとんど包含さ れ るもの とな っ た 。 ( はしがき より銃翠)
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特 集 B 下 水 問 題

地 方 都 市

西 村

いわお乙しと掘りお乙しが大阪の名物だとよくいわれ

る。掘りお乙しはなにも大阪に限った問題でないにし

ろ，無秩序無 ;i ti 函に発展して行くわが図の部市の盗に対

する市民の鋭い批判であり ，また皮肉でもあろう。しか

しそういう皮肉を口にする人迷の中にも， 自分の住宅を

R t てる切合には，玄関や客聞には貨を凝らしても，使所

とか台所lこはあまりお構いのない方迷もあろう。まして

自分の家の下水が，どういう工合に始末されるだろうか

と，関心を持って下水道の乙とをお調べになる人がどれ

ぐらいあろうかa お天気の口 lζ 実地見分して買求めた地

所を，雨の 11 の洪水騒ぎで持てあましている人も少くは

なかろう。道路らしい道路もない郊外に，川んぼを j也均

してリ} 敢に: 哀をR t てる人もよく見・立ける。 -I:HI 年つては

じめて下水道のない乙と lζ 気付いて，ゃんやとお役所lこ

泣占ついて ir く人述。今 11の笑えないJ1 ¥尖である。

古くかるある地方の占11市はさすがに永年住みふるされ

て抗ちついている。r. JKの問題も 1111 りなりに依ちついて

足えに火のつ くようなこともない。しかし多〈は昔なが

るの下水潟でωある。多少のどぷ川であっても当然だと思

われている。蚊の ;1¥るのも当り前の 乙とで， 蚊のいない

生活など考えた乙とも ない人達もあ る。しかし乙れら11i

の 下 水 間 題

豊

、| 町はまだしも，新しく開けて行く地域となると全くお

手上げというのがおきまりである。

昔か ら上水道と下水道は，l I ! の両輪であるとか，都市

のui iJ I派と静脈の相互関係にあるといわれ，また・Jc実そう

あるべきものであるが，現実 lζ はどの郎市を見ても，下

水道は上水道に比べてはなはだしく立遅れている。; . k 辺

の; ) <の御j巴介に なりながら，使い; ) < の始末lζ 困っている

人達も少くない。不潔などぷ川|でもあればまだしも，空

地lζ 穴を掘って辛うじて始末せねばならない弱合も少い

とはいえない。外国でいう Cesspi t で，欧米ではよほど

辺部な一軒家などでもなし、かぎり見られぬ風景である。

新開地などで， J也illi に泌を) J iuって下水ぞ流し，その下ノlく

が流れないま 4ぶなどガスが発生して，いやな臭いの発

IIX している) ! l i ¥! ; } もよく見受け られる。全 < i1jJJ くり中で生

活してい る人 々の姿であ り，環境術'1.: もへら J、も ない災

である。

私たち人/ ] [ J の身辺から汚J)<を速さf けて人円につかぬよ

うにしなければ，環境衛生の改善も望むべくもない。そ

のためにはいわゆる改良下水道，つまり下水がつぎつぎ

と滞り なく排水されるよう水理学的に計画された防ーさえ

式の下水道が必要な所以であ る。ロンドンとかパ リとい
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った欧米の lis 市では，乙 の改良下ノk道がすでに 100 年も

fr' r . . 完成していたというのに，わが国では東京，大阪，

名古屋，仙台などがようやく明治の末期に若手したにす

ぎない。それから 50年も経った今 U，下水道建設を続け

ている都市は全国 520 余の市の中で上掲の市を含めてよ

うやく 123 都市にすぎない有様で，全市域完成したもの

といっては 1 カ所もない。東京でさえも旧東京市域の 8

ｾｊｬｩ ｪ 程度ができているくらいで ，新 ｲ ｔ￮域も大部分はこ れ か

らというと乙ろ。大阪市もようやく 60年くらいかかって

全市成の 4 ｴ［ ｾ ぐらいができ上った程度で ， 周 辺 部のまだ

できていない地域からは日々市役所へ陳情苦情が絶える

ことがなく，また大ifj の都度沢山の家が泣ノkするという

射状でもあるか ら ，下水道の建設を市の ＲｅＺｾｽｪ も策のーっ

として，下水位・のt 1i ，没と か掛 JJ<. ポンプ場の建設に苫しい

則市の ｌｪＧ か ら Ｑ ＱＧ々かなりの経 Ｑｾ が投せＧられている 。 当分

は掘りお乙しが絶えないものといわねばならない。

乙れを全国的tζ 見ると，全国部市の市街地面積のわず

かに 12 .8% しか下水道が布設されていない。 乙れを利用

できる人口も郡市の総人口の 1096にしかすぎない。アメ

リカの95 .296 ，オランダの85
96に比べて，いかに懸隔が

はなはだしく，昔からの下/ J < . 潜で辛抱している人々 や，

何の設ui 1 i もなく汚水の中で生活している人々が現在いか

に ｹ いかが判ろう 。 日 ｉｾ 庁のある何叶 ｩ といえばその地方で

の 大， ｾＱｩ､ ｪ ・ でＧあ る が ， それでもその ｉＩｾ の Ｕ 郎 ｲ｢ Ｇ が未 だ に改

良工・Ji lこ着 F していないという。さらに試みに人 U 30) j

以上の，' ; s 市の下水道の普及状況を数字で見ると，つぎの

表のようにはなはだお笈い現状でめる。

わが国のドノドi酋がな せにこ のムー〕に古遅4Lt ーか(- 勺い

てはいろいろ議論もあろう。認識の欠如とか財政の食困

というこ とも大手 な理由に違いないが， まず わが国のふ

ム尿処理方法が，欧米のそれと従米兵 っていた乙 とも見

逃しえない点で、あろう。わが国では古来ふん尿は: l . '.J: 主な
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( 昭和31年度下水道統計より)

市名 | 下水道布教済 |叩 理 区 成 ! ｲｴｩｬｬｪ ｾ ｩＡｩｩ ｭ＠ !llils:  
区域 ( A )  I  ( B )  市街地面積 市街地面積

ha  I!i 
%  

東 京 11. 423 9. 180 22. 0 17. 5 

大 阪 7. 100 3.050 39. 2 16.8  

名古屋 5.557 4. 900 28 .4 25.2  

京 邸 1. 467 1. 196 21. 0  17 .4 

横 浜 2. 610  
20.0  

福 附 486 
15.0  

川 崎 608 18.5  

事L 悦 240 6.6  

広 I;j 292 
8. 6 

仙 台 1. 200 
30. 0 

尼 附 457 
30. 0 

熊 本 23 
1. 0  

l静 附 550 
58. 0 

肥料として専ら ｊｾ 村で消沈されていたから ， 都市のふん

尿の処分 lζ 困る乙とはなかったのに対して，近世の欧米

ではj肥料として利用す るという方途がなかったから，専

ら下水道によって処分するしか方法がなかった。勢い下

/ J <. 道の普及，下水処理場の9 . t 設を急ピッチで進めざるを

得なかったものと考えられる。わが国では初めから法律

で下水処理区域でないと*i5t 便所の設在ができない乙と

lこ規定してしまったから，どうしても改良下水道ないし

は水洗便所の普及が遅れるわけで，欧米の場合と全く i並

な行き方であったといえる。

乙の近付にな ってわが国でもようやく |ごぷ道の111i 及を

急げ よ仁 、ぅ声が高ーま「 て きた。こ れは渓/j( ll)j 止とか蚊，

I2えの絶滅， 水洗便所の利用なと‘ といった下水道の効用

に対す る認識の向上もさ ることなが ら，やはり 戦後わが

国の山村が化学肥料へ大 きく転換したことも一つの大 き

な動機であって. 11 大々主11ζ 発生するふん以の処分( ( . 凶



大阪市津守下水処理場

り果てた古B市が，目を下水道lζ 転じてきたことは当然の

理といえよう。

現在わが国で下水処理窃を持っているl l B 市といえば，

東京，大阪，京都，名古屋，岐阜} 立橋，高崎および鹿

児島のわずか 8 ti百五で， 14カ所の処理湯があるにすぎ

ず，それもその全市域が利用できるものは一つもなく，

その利用人口は全国の都市人口のわずか 4%という貧弱

さである。 アメリカの場合，下水処理場の数が約 7 ，000

カ所，郎市人口の約703ぢがその恩恵を受けているという

のIC，わが国のとの現状では，下水処理場というものが

見本の域を脱していなかったといえよう。しかしよλ尿

処理のす ｾ Ｇ ｨＧｪ が深刻化するにつれて，各首 ｂ 市とも ｊ ＧＮＱＺ剣にな

らざるを1- Gないから，昨年あたりから全国的に下ノk処型

j易の必設l ζJ 雪子するものが治加して，現在工事中のもの

はぷ近にお予するもめを含めて32郎市，処理場の数で42

カ所と報告されている。そのほかに下水道のないととろ

では，し尿消化措といって密閉タンクでj ふ尿を腐敗処

理する設備も数10カ所巡られ，また造 られつつある。差

迫って必要なものは何を拾いても処置しなければ済まな

い必死の笈が乙の面においても実証されんとしている。

大阪市の場合を見ると ，下水管の普及度は大体 4 割程

度，慾自に見ても 5 ｾＧＡ［＼ ｊ の見当だが ， 全国的に見ればまだ

ましな郎獄Hこ属する。下水処理窃の方は現在ある津守と

ｩ ￍｩ ｪｾ 江の何処理場が昭如 ＱＵ 年にできたが ，とれを利用で

きる区域は下水道の系統の関係で，北， 大淀， 福島，

. m，南，浪速の各区にその他の数区の一部を含んだいわ

ゆる大阪の ＢＱ 心 ［ｾｬ だけに ｼ 彼られて，その而 ｾｾｬ はｴＱＺ￮の函 ｭ

の約17

0

61'::' すさない。したがって残りの大部分の j也峨で

は，下水管が布設されても，現行法では水洗便所を造れ

ない。造るとしても，金のかかる浄化槽をぷ毘しなけれ

ばならない。全 rl : i 域を処狸区域にするためκ は，いまの

計画ではもう 9 カ所の処m場を建設する乙とになってい

る。そのうちの市岡と中浜の両処理場の建設工事が現在

進められているが，乙れができ上 ったとしてもようやく

全市の
25

96ぐらいにしかならない。残余の処理窃も相つ

いで着手せねばならない。 それには約 200 億余円の金が

要る。それに処理場IC下水を集めるための下水管もさら

に充実せねばならない。乙れK も 200 億 近 い 金 が か か

る。結局大阪の下水を完備する K は，今後 400 億円程度

の金がかかる乙とになる。明治年聞に下水道事業をはじ

めてから今日までの約 60 年間に投ぜられた経質は大体

300憶であるから，乙の400億もかかる仕事を今後 5 年や

10年で完成しようといっ ても無理である。しかし折角美

しく舗装された街路をまた堀返して下水工事を行う思を

避けるためにも，またふん尿問題を解決するためにも，

あるいは市内の川を美しくして文字どおりの水の郁! とす

るためにも，何とか早急に完成させたい仕事である。

全国の郁市が下水処理場を含む下水道施設を完備する

に必要なお金は l 兆円を下らないといわれる。昭和33年

度に全国でこの事業lζ 資される経質は約60億程度である

から， ζ のピッチで進めば約 200 年の歳月を必要とする

乙とになって， 100年ど ζ ろか 1200
年河清を待つ」 ζ

と

にもなろう。しかし政府も乙の情勢にはようやく関心を

持ちはじめてき て，建設省や厚生符も下水道緊急盤側の

5 カ主
f. 計画とか10カ年計画を打ち出してきた。 もちろん

5#ーや 10年で全体を完成しようという政府の考えではな

い。大体10'<下で 3 ，000 億円ぐらいの経践をかけて最' も緊

要な部分を整備しようとする計画であるが，現在の国な

り，地方の財政事情から見て， その完全実行も 中々容易

とはいえま い。世論の大きいパックアップが必裂であ

ＢＧｾ＠

( 官者大阪市土木府下水部長)

- 下水処l ! I l 喝をもっ都市は31年度では 8 bll 市であったが. 33年JJUこは

9 .，部市になったと l聞く 一編 集 ー

75 



術 生 工 学 の 立 場 か ら

下 水 ・ 汚 物 処 理 の 現 況 に つ い て

西 原

郎diはその環境衛生の立場から，当然完全な下水道を

完備せねばならない乙とは自明の乙とであるが，現実

は，全国を通じ，下水道の施設ある都市はわずかに大小

9 カ所( 昭和33年度〕にすぎず， しかも大部分はその中

心区成のみその恩恵1 (.浴しておる現状で，全国の各鶴市

が下水道を完成するまでには，今後相当の歳月を辛抱せ

ｾばならない事情にある。

しかるに各都市とも人口の増加が若しく ，市民の生活

から必然生ずる最も厄介なし尿は，最近! 込村還元の途が

杜絶したので，その処置が口とともに困難となる現状に

対し，乙れが処理施設として，し尿を科学的に消化処恕

する施設が近来名郎市によって採用されつつある。
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備

し尿を上記の消化処理によって処理する場合は，将来

下水道を完成した脱，やはり衛生的 lζ 処理する必要のあ

る下水沈澱池の沈泥をも完全に消化す る乙とができ ，か

っ下水沈澱汚泥の場合は消化期間が. l - 2K 短 縮 し 得 る の

で，その結果; 将来その都市の人口が現在の 2 倍lζ 透した

ときにも. 現在のし尿消化装置はそのまま下水洗澱汚泥

の消化糟としーて使用しうる長所があり，かかる観点から

も，都市のし尿処分は消化法によ って処理する乙とが絶

対必要の乙とと私考するものである。

ただし，初心を隊れた集団住宅地帯ではそのII 設の協

合，住宅を水洗化し，その炭水lよ都市の下ノk処分とはそ

の犠式を異にした。すなわち維持管理の簡易な簡易下水

グラントハイツ汚水処理装置



道にすることが当をねたものと荘、行するもので， f̂i 苔は

昭和 10 年 ご ろ よ り 中島飛行機小泉製作所 f処理人口

20，000人) ， 三奈Ｚ五工会 社各工切に大体 ＱｾＲ 万人の処

分装置を施工し，終戦後，進駐車デペン デ ン トハウ ス，

近くは住宅公団集団住宅地帯lこ木式装置を多数建設中で

ある。

本装置には，7 ] < . 洗便所およひ・手洗汚ノjくのみを対象とす

るものと， 水洗便所排水その他全部の汚水を合流したも

のを処理するこ様式があり，終戦後のものはいずれも後

者の方式を採っている。

本装置は特殊な 2 階格式汚水沈澱およひ. 汚泥消化室を

かねたもので， 流入汚水は階上の沈澱室を通過する聞

に，浮遊物質を附・下の消化室に自然沈澱させる方法を探

っており，したが って沈澱梢通過の排水は比較的新鮮な

状態でつぎの般化桝でその生化学的行'化作用をsj J長せし

め，散布伊床を経たff '化水はさらにつぎの最終沈澱糟で

沈澄し，充分消毒して全 く無害のものとして公渠K 放流

する乙とになっており ，また 2 階槽の汚泥室』ζ 沈降した

汚泥は相当期間嫌気性菌の作用を受けて，乙れまた術生

上完全無害な消化汚泥と化し，しかもその消化汚泥中 lζ

は，し尿消化汚泥中のビタミン 61 2 が約 4 倍含有してい

るので，その肥効の高い乙とはー後述の消化物の肥効作

用[ζ 優るものと確信するものであ る。

さて，しbj ( ，厨芥， 下水汚泥， }i<¥.u; ll光被，アルコール

蒸溜廃液等の釘峨性廃液lよ完全消化することによって，

ＱＺ 化 学的 κ ビタミン ＶＱ Ｒ が発生する乙とが，乙乙数 ｪｬＺＮｾ ミ

確認せられた乙とは，突に窓姿な乙とで，昨32'<f. t乙科学

技術庁が消化物の利用化 lζ 着目し，差当っ て， 当方が施

工した室PI両市促進消化装置より生ずる消化汚泥( 注入し

尿の約 7.596， 固定物品約 89ぢ〉および脱離液 (注入物

の約90.?6，図形物量約 296以下) の両者を使用して，そ

の施11巴効果を調査するため，北海道民業試験場 l乙て比較

栽培試験を行った結果，現在までに，馬鈴薯，小麦，白

菜の 3 種の結果が判明し，その他のものは 12月中 lζ 研究

調査を完了し，科学技術庁l乙提出する乙とになっており.

おそらく昭和34年 3 月どろに科学技術庁によって第 1 同

の成絞が公表せられるのではないかと抗i Z4しておる。

なお，以上の 3fili についての成紡は，気11 友，対l 2去

第 3 表lこ示すごと くであるが， ｾ、ずれも吃燥汚泥区が極

めて優れた成紋を示している。

本来，北海道の開発は，札幌j見学校によってスタ ー ト

したといっても過言ではなく ，該試験所の規校，研究施

設はおそら くわが国最高のものであり，その民業技術が

最高水準にあると存じ， 本試験場tc. てかかる最高水準の

ものと比較試験される乙とに対し若干危快の念なきにし

もあらずであったが，今回予期以上の成綴が判明し. 有

室蘭市東町処理場全景

A  し 尿 投 入 相 B. 混 合 槽 C. ポ ン プ 室 D. ヰ オ 式 消 化 相 E. ガスボイラー護

F 高 速 散 布 床 G. iJ A  溜 H 脱 硫 糟 I ー ヰオ塵芥焼却炉
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、、¥ 耳l 口

E試験区

1 保 徳 区

2  乾燥汚泥区

3. 生 汚 泥 区

節 1 1， 馬鈴 i:!i ll: 対する汚泥の肥効試験

( 3t平当 りのB担率収1iI:)

大 ・e ・... ... .... .. 150g以上 中。 …. ...・ e ・.. 75- 150g

小 .. .. ....... ..20- 75g  屑 … ・・.... 20g 以下

塊茎収:!it は大，中，小の合計であって，屑は ζ れより除外す。

13.6 

13. 2 

写真は各区ニ株の総収量を比較したもの

機物を促進消化することによって，広i業界に一大貢献を

およぼす 乙とが認められ，乙の有機性肥料によって，わ

が国の耕地の酸性化傾向を阻止 し，また段村』ζ 蔓延して

いる寄生虫病を根絶し，生の生産物を安心して摂取し侭

られ，収獲E を土問j宅し得る乙とも判明した乙とを欣快と

している次第で，科学技術庁 lζ おいては，明34年もさら

に広範囲にわたり ，北海道I213佐試験場にて施肥実験を行

って，その効果を確認した上は，全国段村に，管理容易

かつ安全な無加i昆式し尿消化装置( 常温消化法) を普及

する企画ある由で，筆者はこれに対応し，建設費の軽減

ι 施工の確実を期するため，組立式小型消化装置をも

って乙の企画に副わんと鋭意準備中である。

本肥料を施肥 した結果は，微立の ビタミン B12 が作物

I わに移行し. その風味は誌に佳良の もので， 栄養価高き

ものを供給し得る乙とも快心に湛えぬ次第である。

なお，し尿処理 lζ 20，000人以上の ものは，加温式によ

る方が敷地面積の点から適当と認められ，それ以下は発

生ガスを使用する場合は経験ある技術者を常置する必要

上，常温消化にする を可として，当所は無加ia消化榊式

を推焚している。

加iE式の場合は， し尿消化の場合は冬期の発生ガス熱

ι が所要熱E の約459ぢを供給するにすぎず( 下水汚泥の

場合は自己発生ガスのみで可) ，録者はこの場合路芥焼

却炉を併置し，その発生熱をもっ て不足熱を供給してお

り，その結果生ずる消却灰は加里肥料として有償化処分

する乙とができる利点を有し ている。

さらに， し尿を促進消化する ことによっ て生ずる消化

汚泥中の燐酸は 7 96- 1 496 (普通 2 96) の多置を合んで
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第 2 1A 小変に対する汚泥の肥効前験

(t':! lI'l 区を 1∞%とし た場合の収予比)

1. 叡 ! 郡 区

2.  乾燥汚泥区

3. 生 汚 泥 区

第 3 袋 白菜 に対する汚泥の肥効試験

( 傑郁区を1∞郊とした場合の収部比)

115J g  

JJ 88g 

- - - - 項 目 | 鼠

獄 験 区 一~ー- ーー_1

1. 標 噂 区 1 1∞ %  

2. 乾 燥 汚 泥 区 1  ' ] 14%  

3 生 汚 泥 区 1 10喧%

おり， 乙れを米作l乙使用する乙とは全く勿体ない ζ と

で， 本肥料は畑作および果樹類同の肥料に利用するよ

う ， 故佐藤先生Ｈｊｾ林千 ￭ ， ｊＱ Ｎ ｾｾ 長研究所Ｉより適切な御助

言があった ζ とを附記する。また，脱書11: ; 夜中には消化汚

泥の約 8- 1 0 倍のビタミン B12 が含有されており ，追肥

または家畜 ・魚介の成長邦lとして極めて有効 lζ 利用し何

られ，従来厄介視されてきたし尿が，いまやお: 重な地位

を確立した乙とは全く意外のことと感謝しているもので

ある。

さて，者s市は将来下水道を完備せねばならない使命を

もっているが，将来下水道の施設を期待し得ない集団住

宅地や，前述のどとく住宅公団が全国にわたり建設中の

相当規模のアパー ト集団では，その処理を簡易化する必

要上，i在者は第 1 ( 欠処理として 2 階糟式汚水槽，第 2 i欠

処理として高速散布炉床および最終it 澱糟を組合せた式

のものをほとんどの公団住宅地内に実施しておる方式を

採るのが賢明ではないかと信じている。因みに， ; j 三汚水

槽より生ずる過剰汚泥はし尿消化のものに比し約 Ｔ Ｍ Ｕ Ｈ ＱＧｾ

のビタミン B1 2 を含有するので， 乙れ を家庭菜園， 銃

殺，憾木，芝生等の肥料として有効 lζ 処理し得る乙とも

併せて提唱する。

およそ，人間生活より生ずる廃物( 厨芥，1 m芥も) (土

合ｊＱＭｬｬ的』 ζ 処 理する羽合 ， 環境祢 Ｎｩｾｉｾ Ｎ を確保すると同時に Ｎ

消化物を適当に利用するとき，人類の福社憎逃に役、1.つ

ζ とを匁 Ｑ り，私の信ずる下 Ｑ Ｑ の ｦ ｇｴ 大なる啓ノ ｊｾＨ こＡ｜￨Ｇｻ，Ｑｬｦして‘

乙乙に拙文を了る次第である。( 昭和33年JO月)

( m者 株式会社西原棉I生工業所取締役会長 ・株式会社内服環境衛生

研究所取締役社長)



神 戸 市 の 下 水 道 計 画 と 汚 物 処 理

海 淵

1. 下 水 道

われわれが住居を営むためには飲料水の確保が必要な

ると同様，なんらかの排水施設が必要である。と乙ろが

飲料水の良，不良はただちにわれわれの生活にひびいて

くるが排水施設あるいは汚物の処分につきではとかくな

いがしろになり勝ちである。人家がi E f iなる場合はともか

く今日のどとき家屋の密集した都市生活においては各人

勝手気ままな排水をなす乙とは到底許されない。市町村

自らが- 11した系統K . 基き下水道を施設せねばならない

のである。また街路の建設と併行し，あるいは住宅建物

の建設にさきだち施設されねばならないのであるが，欧

米流の下水道様式までに発展さすのは符易でなく ，局部

的改良』ζ 終り勝ちなのは誠l乙遺憾である。下水道の理想

的形態とは，街路からの雨水，台所， ; ) < 洗便所からの汚

水がすべて地下l乙埋設されたパイプ，あるいはl暗渠で排

; 1¥され， ζ れらが一つのj 王将総にまとまり，放流される

河iI l t ; ] < 域の汚染をきたさぬよう下ノk処理場を具えるもの

である。また汚水，雨水が停滞することなきょう適当な

水理条件を具える ζ とが必要であり，低地等では雨水，

汚点の排水のためのポンプ場を必要とする乙ともある。

口木の主要郡市においても，乙の理想の下に下水道改良

に岩下したのは少くとも 50年前からの乙とであるが. 水

道が現在ほとんど全国の諸都市に普及されておるの1( ，

下水道の改良が遅々として進捗していなし、。水洗使所の

汗及にいたっ てはなお さらの乙とである。これらの最も

大きなj点肉はし尿を肥料として民地に逃元していたため

と思う 。乙れに反して欧米においてはし尿を肥料とする

ζ となし水洗便所の発別により下水道lこ排地したので

その構造も必然的にパイプ犠式とならざるを仰なくな

り. また放流i河川の汚染度合も著しいものとなったため

養 之 助

lζ ， ζ れが対策として今日の下水道，あるいは下水処理

場の完備を招いたのである。日本の医学は欧米のそれに

比してけして遅れをとっていない。しかるに赤痢のよう

な消化器系病が依然として跡を絶たず，回虫病にいたっ

ては慢性化しているがどときはーに便所の不始末，つま

り下水道施設の不充分によるものと極言する人もある。

のみならず化学肥料の発達，都市近郊j島村の住宅化，工

湯化等は汲み取りし尿の処分をますます困難ならしめて

いる。たとえば神戸市においては，し尿の汲み取りおよ

び海上放棄に，年ー間約 3 億円に近い経費を要しておるの

であるが，なお市民の満足を得ておらず，また海水汚況と

の苦情を惹起しておるのである。さて下水道と建築の関

連を考えてみるに，建築基準法では下水道が布設され

て，しかも下ぷ処理可能区域においてのみ水洗便所を下

水道に直結する乙とができ，ほかの区域では浄化槽によ

らねばならぬことになっ ておる。大邸宅はいざ伺 l らず，

i以後の庶民住宅は使所を居間と切り離す ζ となく ，官接

した小住宅が多い。 もし汲み取り式が水洗式となり符た

らその便利さ ，快適さは測り知れないものがあろう。こ

の際各戸に浄化槽を設備することは容易でなく，また管

湾上果して規定の水質基準を保ち得られるかは大いに疑

問がある。 これらの乙とは下水道の完成によってはじめ

て解一決されるのである。戦後の者難をようやくのり越え

た今日 Ｎ 街路の獲ｻｪ ￬ｬｬ ，ｾ物の復興に伴ってようやく下水道

を一段と改良し，あわせて下ぶ処迎場をもｾ殺せんとて ＱＭ

る機運になってきた。元来下;) < の排除方法には分流式

合流式の別があり ，下水処理法には主として生物的般化

処理il; が用いられる。分流式とは汚水と雨水とを別々の

む・渠に流す方法であり合流式とは汚水と雨; ] < とを同ー

の管! f l (ζ 流す方法である。分流式は雨水の排除につきて
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父宮雪 下 水 it
主 怒 下 水 道

神 戸 市 に お け る 分 流 式 下 水 道 布 設 額 納 図

は現状の施設をそのまま利用できるよう な場合，高官市の

ｊ 也 ｊｾ が自然勾配にしたがって簡単に排水できる窃合，新

たに汚水管のみを敬設せんとする方法で工事政も低廉で

ある。住宅団地等では本方式が有効でなかろうか。岐阜

市が本方式を採用し汚水，し尿処理対策を強力に進めて

いる代表都市である。合流式は現状の施設が雨水の排除

に不適当な場合. 低地にて恨本的に雨水排水を考慮する

必要ある都市に適するので. 東京 .大 阪 そ の他大抵の都

市において採用されておるが，大管径のパイプを敷設す

る必" ' ! E があるのでT 事政がおく っ き，その敷設延長を早

急に延ばしまれ、憾みがある。 R4 : では下水処理場を有す

る占s市は 10郎市にすぎず， しかも その全有域を処理す る

郎市は皆無である。下水処浬法は活性汚泥法，ま たはj散

布i慮床法が採用さ れ る。その浄化度においては前者が勝

るが，運転'l!l においては後者より高く っき，また符理も

難しい。 ｩ 活性汚 ｩｬｾ￬ｬｾ では多量の汚泥が発生するので ，汚ﾭ

lE消化相を建設して汚泥の嫌気分解をなさしめ，発生メ

タンカ。スをI ! i J ) ] 用に利用する乙とを考えるべきである。

l[ . 神戸市の下水道計画

神戸市の市域は六月l山系， および北町1，西古日の民地を

包合し，面積約 530 平方粁であるが，市街地面杭は海岸

に細長く沿える面積約 4 ，694 ヘクターノレにすぎず， この

市街地に対して包信人口を約 130 万人と推定し，下水道

改良計四lを樹てた。下水割|除方式は，主として汚水，雨

水を別今の ｾｦｦ Ａ｜ＺＱに収作せんとする分流式とし ， そのＧ ｪＱ ［ｴ

ＧＱｾは約 Ｑ ＰＰ 位 ｉｉｊ ， IIn有132'.r 度より 10カ年紙統にて他てせ

んとするので，事業の内容はイE来下水幹線の不完全なる

郎分を改築し，乙れを雨水専用 lこ利用せんとする雨; J < 幹

線改良事業，低地区の浸水を防止するための雨水ポンプ
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ｩ 品建設 ＢＧｦￇｾ， 下水処理区域を東灘，東部，中部，西部，

* 水，鈴i1M台，有馬の七六排水区l乙分け，各排水区lこ汚

水幹枝線の新設と活性汚泥i去による下水処理場を建設

し ，汚 水を 処理し たる後，河海 ｬ こ ｉｪｾ 流せんと する ｩ 汚水処

理事業とである。かく分疏式を採用せる理由は，市街地

が背後の丘陵より海岸に向って傾斜し，雨 1)<の排水が現

在滋渠にでも充分可能であるので，極力乙れを雨水排水

専用( ( 利用し，管渠工事政の節減を図り，工期の短縮と

早急なる汚水処理対策の完成を目指したのである。以上

のJ!' 画のうちで包括人口 35 万人の中部排水区につきで

は，すでに昭和26年度より汚水幹線およひ' 下水処理場の

建設に若手し，本年11月には計画のバの処理機能を有す

る中部下水処理場ができ上る予定である。乙の処理場は

スクリ ーン，洗砂池，沈澱池等の予備処理施設と活性汚

泥i去による曝気糟，お よ び 最終沈澱池， その他ポンプ

宅. 機械室等よりなり高度の浄化を j切して述設されてお

る。また日々発生する汲み取りし尿を も処現 せ ん が た

め， し尿の消化槽を同一構内 lζ 設置して， 乙の糟からで

てくる脱離液をも処理するので，いわば下水( 乙のなか

にはもちろん水洗便所からの汚水もはし、っ ておるが) と

汲み取りし尿の併合処理場の役目を来すものである。こ

の下水処理場の特色は，曝気方法としてステップ，エア

レイション法によって沈澱下水を分割して流入し，日暴気

時間の短縮を図る，し尿消化槽から発生するメタンガス

を利用してガスエ ンジンを設けて発屯する 乙とにより ，

所要 ［ｲｩＩ ｊＩ ｝ｖｾ 節減をはかる 。 ￬ｴ￭ 化汚泥を遠心分 離機 ｬ こより

脱水し，これを肥料とする。蚊地が狭く周凶が人家によ

り図れておるので，共5ELの発生を| 勿ぐため，運転操作の

便利なため，体裁を整えるためκ7) <.fI"i類は極力建物の rt

に収界する乙ととし，かつ全体がコ ンパク トのものとし



写真 1 神 戸 市 中 部 下 水 処 理 ! 場 平 面 図

写真 2 同処頭場の最終沈澱池および眠気槽
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た乙とである。下水道ができ，下水処理場が運転を開始

しても各戸の便所が汲み取りであっては，下水道本来の

面白が半減されるといってよかろう 。よって本市におい

ては，本年10月から乙の中部下水処理区域 7 万戸の早急

なる水洗化普及のために，汲 み 取り便所の水洗化 ｾｻ準価

格の決定，改造のための助成金の交附，融資月賦弘の方

法，業者の公認制度採用等をなし，乙れが普及奨励をな

す乙と lζ したのである。

]Ir. 汚物処理

汚物処理とはし尿路芥の処理を指すが，とくにし尿は

量， ' l まにおいて環境衛生におよぽす影響は鹿芥の比でな

い。下水道の発達により ，し尿処理が解決されておる欧

米部市においては， 日本の都市ほど汚物処理に顕をなや

ます乙とはない。 し尿がわが国! 災地の地力の維持に貢献

してきた乙とは偉大なものであろう。しかし他面，わが

同特有の使所の普及を促し， し尿を各戸! こt留めおく習慣

を被えしめ. 現在にいたっておf ) 市汚物処理，および衛生

上の「がん」となってきたのである。最近，し尿および

座芥の処理法として研究され，また衛生工学上興味ある

ブi 法としてし尿の嫌気性処理および践芥の高速堆肥化法

がある。一般に下水， し尿，あるいは庖芥のご とき有機

性廃物の生物的処理法( ( . は好気性処理法と嫌気性処理法

がある。前者は充分な酸素の供給の下に行われる生物化

学的分解であり，後者は酸系の供給のない場合である。

好気性，嫌気性いずれの分解にしても，複雑な有機物を

最後において簡単な，しかも安定なものに変えるので，

iliJ .g の分解では炭敵瓦斯， ; ) <，硝酸化合物， ＡｬｔｉｬｩｬＧ ￭ｾ 量化合

物等が発生するのに，後者は炭駿瓦Wf ， メタン，アンモ

ニア化合物が発生するのである。下水処理の場合に採用

せられる活性汚泥法， t散布I慮床法は絶えざる空気の補給
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による好気性処理法の代表であり g 下水処理場より発生

する下ノド汚泥の処分のために行われる裕 ｉｾｬ 村 ｬｬ 内での分解

法は z 嫌気性処理法の代表であるが. いずれも発明 され

てより古い歴史と経験を持っておる。

i)  し尿消化法

下水汚泥の消化法と同級，性j閉槽内に入れ， J肉熱した

消化汚泥との接触を図り ， 槽内温度を 30 - 30

0

C に{ 呆っ

とき 2 5 - 30日程度の滞在日数で，その脱離i伎の B. O .  D  

除去率は9096内外となる。 しかしながらその脱離液は一

般下水と比較して遥かに汚いので これを下水あ るいは

清水等で・稀釈 して酸布泌床等でー酸化処理をなす必wがあ

る。また消化汚泥は，天日乾燥その他の脱水設備で位燥

し肥料とするがよ い。 この方法は最近JEえlVI されたも

ので，汲み取りし尿の拾場lζ 困 ってお るが，下Aく道の布

設は財政上容易でないIi ! l 市において町 ｴ ｾ ・ 肉 の策 とし て採

用されはじめたものである。

これが建設に当っては. 将来の下水処理楊予定地11'] に

設けて，他日の下 ｊＩ＼ 処理場発 生 汚 ｩｾ の消化械に転 用 す る

乙とも一つの方法である。ただとくに注立すべきは一般

に廃水の汚染度を表わす数値として， B.  O.  D.  (生物的

限索要求量) を以て表わすが，し尿の B. O .  D は10，000

であり，一般下水は 100- 150 である から. その濃度は

100- 5 0 倍である。乙のような高itt度の廃水は町 嫌気性

消化によっ て B. O. D. 除去率が909ちとしても， なお下水

に比して10倍からの限度と なり，最後処理! こっきて恨重

なる考慮を払い，その放流水域の許符水質限度におさま

るようにせねばな らなし、。新しく計図される住宅問地に

おいては水洗式便所とし，台所からの汚水とともに下水

道に流し，共同的fj 干化桝を作って処理するのが長も賢明

である。つまり乙の場合の浄化糟とは下水処理場の小鋭

敏なものであり，その型式は通常の下水処理と全く同一
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図説 明神 戸 市 高 松 盛 芥 堆 肥 製 造 装

る。しかも鈴村肥料還元処分は冬期にのみ限られ，大阪

湾の汚染防止上ゆるがせにできないので下水道，下水処

理場の建設と併行してし尿消化槽を建設し，応急の陸上

処理対策を講ずる乙と lζ なった。すなわちさきに述べた

ど と し 中 部 下 水 処 理 場 構 内 l乙既設消化糟と，今年度竣

功予定の消化 ｾｗ をもって ｮｦｬｴ 約 ＲＹ Ｐ 屯のし尿を処理し，

さらに来年度は西部下水処理場予定地内に n:llJ:約 180 屯

のし尿消化榊を建設する予定である 。

J i l l 芥の処理畳は年間約 113. 000 屯ー内焼却によるもの

589Z，埋立によるもの31;; ぢであり当面の処理には乙と欠

かない。 しかしながら現存の焼却場はその設{ I I I iにおいて

必ずしも満足なるものとはいえない。 よって l則和30年同

述世界保健機関 W .H.O.の霊請がありたるを険会に ，Jf){

芥の高速土佐肥化の研究に若手し，厚生千? および W .H.O .

の奴J i } J (ζ より ， これがノマイロットプラントを処設した。

乙の設備は日: 11l : 20屯をもって高速堆肥口 fuJ 5屯を生産す

る規伎を有し ，* 市の高松Jill 芥焼却場桃内に設けたので

ある。ささにも述べたどとく撰別，粉砕，機械f f . .yPd:盛田干

糟と貯留をかねた臼然堆［ｦ ＮＡＧｬ の第二次産量再科目 ｬ を Ｑ Ｑ ＱＱｩえ，合 ｾ ｉ

4 日閣の部穏をもって土佐肥化するもので， 製品は現以波

し800円/ 屯で販売しておる。 乙の高速堆肥化i法は，単に

塵芥のみならず下水処理場より発生する汚泥と ，g/ i 芥の

混合上削巴化にも適用できるので，既往の経験を生かしわ

れわれはむしろ汚泥類の処理のため. より一段と I町長涼

のものに改造を考究中である 。

V む す び

以上神戸 市の下水道 JI.jilij と汚物処J ! l l . お よび相η. のm

l併事項につき細めて紙I ! I / I を述べ，なお写点 ・肉而をも「

て布fi 足したのであるが. 大方諸賢のご関心を得れば誠に

幸甚である。 ( 唯者神戸市建設問下水部長)
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である。

ii)  霊芥の高速縫se! 化処理

乙の方法は神戸市がはじめて開始してよりようやく他

都市においても注目されておるもので， まず庖芥中の金

属類，瀬戸物，木片等の非土佐肥化物を模別により取り除

か内たものを粉砕機で粉砕して，乙れを述続投入i空持式

の硲酵村iで腐敗性有機質たる炭水化物，蛋白質をも分解

せ しめ，磁器孝の実用的段階を終らしめるので，従来これ

が土佐肥に 3 週間ないし 1 カ月以上も変ーしたるものが 2 日

- 3 日で堆肥化されるので，後者と区別するため高速堆

肥化法と称するのである 。 ζ の高速土佐肥化の条件は原料

が絶えず述統的lζ 供給され. 微生物と有機原料との接触

が頻繁に行われ，かつ好気性た らしめる乙とである。 占

醗酵槽においては高温菌が発達し，それ自身の厳重手熱に

より，糟内温度を 60

0

C に保つため病原菌は完全に死滅

する。 またできた製品は有機肥料として役立つので，焼

却あるいは埋立法がとかく悪臭や煤煙を出し， I附近の市

民の詩的を受けるに反し，本高速J削巴i法はこれふの乙と

もなく衛生的な有機肥料回収の生物的処理方法である。

Jlli 1トt削巴の窒素，燐酸，加里の合有五iはーに原料に支配

されるが，わが園都市の塵芥では大したことは望めない

が，化学肥料と混合してその施肥効果を一層大な らしめ

ることは，一般有機肥料と問機である。翰送貨の軽減上

周辺に J::l 地を控える中小都市において，とくに有意義と

思われる。 乙の装置につきでは 神戸市に施設されたる

プラン卜のどときも一つの方法であるが，なお今後の経

験と研究により，より完全なものにな ると信ず る。

神戸市の汚物処理

神 戸市が抜 って お る し 尿 畳 は 年 間 約 345. 000 屯. 内
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6が海i干ー投楽， 20<;>6 が! 島村主主元 に よ り 処 分 さ れ て お

IV 



尼 崎 市 の 下 水 道 計 画 に つ い て

キ2

北

1， 下水道建設の過程

代

村

尼 ｾｊＡ［ｪ rri は， I j . [ に神的川を境として大阪市に援し ，V).j(;j: 

武庫川を境として西宮市! と続き ，南は瀬戸内海大阪湾に

臨み，北は伊丹市に隣接し その而主， ｾ ＴＹ ， 206平方粁雫東

西7 ，ＶＳ ｾ キ Ｎ 南北 ＱＰ 粁にわたる地域であって 司 地勢は南に

向い極めて絞・没な傾斜を有し，大阪湾に望み，現在人口

36 万有余人，工場事業場等約 1，200，その年間生産額(;1:.

2 ，000億円! こ述する全国屈指の大工業都市である。

本市は昭和初年どろより急激に発展し，とくに重工業

の著しい伸展に伴い，工業都市として. 地下水汲み仰げ

が膨大な数量に透するに比例して，昭和 9 年ごろより地

盤沈下の現象が起りはじめ，年を経るにしたがっ て沈下

畳はますます的大し，以来20余年間 lζ 地域的に 2 米余も

沈下した個所もあって，全般的に地勢に大きく影響し

現在では市内の南部地区平地一帯は. 低湿で高低は少

し国鉄以南の大部分の土地では満潮市以下となり . 常

11年各所に i支IKするというはなはだ変隠すべき状態に斑面

しているのである。

この対策として雲 根木的には工業用水の供給により地

下水の汲み揚げを抑制することによって地盤沈下を防止

し，各河川や海岸に ＳＶ 佑、のｅ［ ｩ｝ｾ を投じて全市民悲願の大

防潮流を完成しー内水排除のためのポンプ.l9i を設け，現

千Eでは全市25箇所 ( 2 ，300馬力) のポンフ。鳴を巡転して ー

昼夜の別なく排水に務めているのである。

しかし乙れらのポンプ拐に到述するまでの ｪＩＢＯｋｾ 告

は，人口いよいよ綱宿となり ，1て画整理の進渉により家

l歪 は 刑 加 し 空 地ITI 焔は，Ｚｾｬｪｩｬｩ にｻｬＺ宅またはｔＮ ｊ｛Ｇ［ に化し

たため. 系統的あるいは，， 1' ¥11可(I (J 水路でなく ，ｻｴ ｬｬＡ ｦＯｾＡＮＡ緋地

に引 J]¥して t 、ト「かんがl 、J nl/KRXをそのまま下 ノU Kと

して利用し. 便宜上排水している状態であるので. 本来

の下水道としては極めて原始的であるがために下IKの疎

通が慈し絶えず汚水が停滞し，雨水は地上に滋れ，土

84 

栄*

哲
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i山t 次第に不潔湿i l l ¥Jとなり，悪臭を放ち，蚊蝿の発生を

.Il) J Iえし，環境衛生的にも種々の悪条件をもたらし，市民

の健康を宿す乙と大である。

されば市民の生活そのものを快適ならしめ，市民の能

郡を増進せしめんがためには，都市計画の見地より種々

の施設を必要とするのはもちろんではあるが. 市民の 口

常生活に欠く乙とのできない上水道施設の完成とともに

都市生活に最も不快の感を与え，市民の健康を脅威す る

下水を速かに排除し得る下水道の施設を完成し高燥な

る健康地を建設することは市民の渇望すると乙ろであ

る。

木市では，昭和 8 年に改良下水の必要性を認めて， I日

市内の調査におT し，本格的K 事業の推進をはかる乙と

になったのであるが. その後支那事変がまIJ 発して第 2 次

世界大戦へと発展し. この間戦時統制経済の抑制を受け

て下水道事業の遂行を一時中断するのやむなきにいたっ

たのである。戦争終結後. 未曽有の経済混乱期を招き ，

ｾ設的諸事業は資金保作に貫 ｾｉｾ ｴＮ仏し Ｎ 亨｝ｊｴ［の執行を不可能

ならしめたのである 。

その後月日の経過とともにインフレ経済も終処し，昭

和 ＲＴ 年度より再び水道部工務課 ｬζ 係を設置し下水道ｾ

設の基礎; 時代に行下. 以後行政機桝の改革( [ _ イ料、建設局

/]¥政課. 下水深と引終がれ，具体的な改良下水道建設，:1

lI ili が樹立されたのである。

この間計画のi茎行について昭和 27 "1' 9 月第 1 排水区

( 事業'l'l l ，473 ，OOO千円) の下水道築造認可を符 司引続

さ11/1利32年12)] 第 2 ｴｊ ｉ ・ Ｏｋ 区Ｈ事業ｾｾ 1，821，400 千円) の

築ＮｩＱ￬ Ｑ［ｴｾ ￯ｉｊ . さらに IIH和33年 1 月夜間Silj，K処 理 場 ( Ｇ ｊ ｊ 業 Ｇｉｾ

ＷＰ Ｗ ， ＰＰＰ 千円Ｉの築造認可を Ｑｾｽ て， 4:，1品的 'Jf; 長に引II J反し .

IIH有!28 ;ド度には第 1 1'11' *1叉杭瀬地1文内よりて事にどi 下し

たのである。

以来工事の進捗に努力を払っているのであるが町!狗j明l
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曲

尼 崎 市 下 水 道 計 画 図 2 下 水 道 幹 線 図

民や学校の建設，道路の舗装整備等不可欠な重点事業に

巨額の資金を投入 しなければな らなかったため，財政的

に非常な ｾｬｪｬｊ 約を受け Ｎ 11召和32年度までに延長 8 ，957 米2

Ｉｊ Ｚｩ［ｒ Ｑｾ＠ 295，426 千11] を施工したにすぎず財政依侭に苫泌

しているのが引状である。

以上がみ ［ 市下［ｊ＼道住設経過のー封 ｍ をｾ・が ｊ 倣浴したので

あるが， ｲｲｾ＠ 1  排水区. ;:r; 2 初水区， ド水処理湯のえ1 ¥，没に

40 [.iJ 1り， ＡＮｩｾ＠ 3 排水区を合めて70億円あるいはそれ以上の

I_I.Mi を必妥とする大事業であって，完成への道はけわし

く， したがって全市一丸となって本事業を完成せしめる

ためには受益者負但金，下水道使用料を徴収し，基礎財

政依立の上，乙の大事業をすみやかに完成へ導き ，衛 生

的な文化施設を誇る部市の建設に泌進したいと思考する

次第である。

2.  事業計画の概要 叩 2 凶5 ' J W

A .  !也 j或

仰 1 1Jr.JJ<区

第 2 j.JI:;J く|ズ

百五lii 457 ha  

市川 350 ha 

B  卜 ［ｊ ｾ 官渠

NiJJi 陶宮，鉄筋つ二 7 リー卜官. ￎＧｾ 筋コンク lJ 

一 卜 矩 Ｉｲｾｭ

ｬｩｾｲ 壬 ｉＩｾ 径 Ｓ ＰＰ 粍 ＭＲ ， Ｑ ＰＰ 粍

ただし. * ; J < 桝えの接続は 200 粍とする。
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延

:"I l 2 j klドl孟

h H |  

C  ポンプ湯

河S Ｒ 排水区の東南 ｪｾ［ｍ の中在家町に中継ポンプ場を ｊａ

inする。 乙の中継ポンプ場は第 2 排; J <区 f 而政 350

ha) の雨水汚; J < を全郎! . l ミめるところで. j: f:i / J <はここ

で川川に J'&i {，tし， (IJ.) J < はポンフ JE送により終ぶ処m

l見であるところの以郎処理湯へi去る "1"1出lである

D.  'R郎下水処沼11見( 第 3 凶誓! 烈)

第 ｉ 排水区ならびにｴＡ Ｑ Ｒ 排［ｊ＼区の終ノ ｫ 処 ＩＭｾｬ 以とし ｣

-l'A  i1i ti '?- 'r. $i  rn ｪ 也 ｉＩｾ ( 辰巳橋北畔) に. !-l.i lli i 卜;J<処旦II

iI; 会ぷ置す乙。

処浬E抗日 807 hロ

現了f 人口 97 ，268 人

バIlhj 人 I I  227 ，220人

1:I. j  ;.K hl  29 .70  ｭ ｾ＠ /  s  



じ場排水位

I 4 18 5 2  

= 一一一一一 = 45 mm/h  

t + 33 

合理式

1 人 1 i J . G: 大汚水: ! J l 270 立

0 .737 m3/s  

実: 放地 1ho 当り O.00235m
3  

/  s  

0. 108  m3/s  

合流式

活性汚泥法

財源内訳一位ぷ( 単位千I ' J )

内沢れ皇制民 122zl E繍|葬品|奇襲|合官十

|合計 1
1
抑制

1
1 お

0.0∞|抑制¥4∞州抑制¥3日付阻.4∞

(i!1l  本友は雄投ｾのみの内訳 ｊ 誌であって， とれ以外 ｉｾ 起 ｾｬ 償還 ｊｾ Ｎ

維持 ｭｭｾ 等が あ る。

ｼ年 ｉｾ Ｚ ｩ Ｇ 品 ＱＦ

排出方式

汚 点 品

jJ r.除)]"式

処腿) j 式

F. ，1I 画年次

W 1  tll' J]<1豆 lI i.l利28'.f.jJt - 1I目下n37i.j!.&. 10カi j'

第 2 1:J I'J]<区 11討和33年度- 11低利42年度， 10カ' 1' .

t，R部下水処理場 向 上

E.  財政計画

全体事業費一覧表( 単位千円)

区分Igコ |盤強|器| 附lM |似 |合計

宮排1水区1  - 150. ∞o  - 1 56. 500 1. 473. 0∞ 

買排1水区フ 1. 172. 6∞ - 1495. 0ω 83.800 - 1 70. ωo 1. 821. 4∞ 

成処部国下水助 - 638. 260 30. 320 11. 220 27. 200 707. 000 

合計 495. 0ω 164 .120 11，220 153. 700 4. ∞1. 4∞ 

3.  受益者負担金および下水道使用料

ι  受益者負担金

受益者負担金は，都市計画法第 6 条ならびに胞行令第

Ｙ 条の規定 ｬζ 基き徴収するものでＮｉｭ市計画ー ｊｾ 業の施行

! C . より著しく利益を受ける者より徴収されるものであっ

て，l l ¥設省令が徴収の法的な根拠である 。

本市の場合は「尼崎鶴市訂商下水道受益者負担に関す

ｊｾ＠

、
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ることになる。このような状態では折角の大事業も意味

がなくなり‘ でき得るかぎり短期間に工事を完成せしめ

るためにはほかに財源を求めなければならないのであっ

て，したがって下水道使用料および受益者負担金を徴収

し，建設財務、および償還財源lこ充当する乙とにした。

また，一面，使用料および受益有負担金を徴収する乙

とによって，国の主務官庁( 建設省，厚生省，大政省)

に反映し，国庫補助金2 起債が大 1111こ地怒iせられ，少く

とも市単独で行う事業の 3 倍以上の工事が遂行でき得る

ものと確信する次第である。

なお，下水道使用料を徴収する乙とが決定したのは，

昭和33年 3 月31 日の市議会で下水道条令が可決され，乙

の条例にしたがって，本年10月から下ぷ道使用料を徴収

する乙とになっている。

下水道使用料金の徴収区域は第 九 第 2 排水区をさき

に施工するよう進めているので，乙の地区を叩地区と定

め第 3 胡ノk区を乙地区と定めているのである。

乙の乙とは認可の有無によって分類したのであるが，

また現{ J : ポンプ。排水によらなければ1j l ; 1 I 寺反 11<する地区を

対象としており，乙の使用料もポンプ胞設を下11<道施設

と見倣して徴収するものである。

なお‘国 主ｾ東海道本線以北は徴収しない予定である。

下水道使用料金算定は上水道使用料が基準になるの

で，中地区では上11<道使用料の35忽であるから，上水道

使用料金が月額 120 rlJ の最低基本水晶しか使用していな

い家庭では，下水道使用料金は42円となり，乙地区では

上水道使用料金の20;; ぢであるから，月額 120 円の最低基

水量を使用している家庭では，下11<道使用料金は24円

となる。

また ＩＱ ・戸を使用の場合 ｬ 二，揚水ホンプの性ｦ￦Ｚ，消 ｹ ｾ

泣 Ｉ ｊｨｬ およびその家族の椛成人只等を総合 ｩＡｾ に判断して

市長が認定することになっていあ。

Ｈ常行本尼崎 ， Ａｩ ＧＭｬＡ，股 ｨｊ ド水深ｾ糾 Ａｰｊ 係ｾＩ

るti 令J ( 昭和33年 2 月20 11 建設省令第 5 号) によって

徴収する乙とになっ ている。

受益者負担金は受益者すなわち下水道を築造する区域

内の土地所有者に課せられるが，しかし，その土地が質

阪，永 小 作材 ｾＱ ， 地上権，賃貸借または使用貸借Ｈ事業務

干の 11 から起r . t して存続Jlll 聞が10!:f.以上の定めある地上

椛，1 ' l 貸出または使用貸借を除く) の目的となっている

ものκ ついては， それぞれ質権者， 永小作人， 地上権

九賃借入または使用借主Iζ 諜せられるのである。

また，受益者負担金の対象と なる土地は，下水道事業

によっ て築造される下水道の排水区域内の土地全部がそ

の対決となり ，そのうち公共墓地，道路，河川，迩河，

川; 尽11<路，堤地ii年渠のように公衆が使用する土地は対集

外となる。たとえば，官公庁，学校， 神社， 寺院，病

院，一般住宅，) . 5 舗，工場，倉庫，田畑，道路等はすべ

てその徴収の対象となる。

なお，受ぷ者負担金の算出は，本市の湯合，事業にｾ

するＱｩｉ ｩ に Ｕ 分の ｬ を采じ得 ｦ こ古 ｾｬ を ， 排水区域内の受益者

の地悩で除して算出した金額が各受益者のtt 担金額( 坪

当り 250 円) となり，徴収は昭和33年より実胞，おおむ

ね順調 l乙進捗している。

B.  下水道使用料

原則としては一応施設が完成して，施設を利用するよ

うになってから徴収するのが当然であるが，本市ではさ

きに述べたように，衛生的な文化都市を 建 設 す る た め

に 雨 水，家庭汚水，工場廃7 l < ，原尿，処現をも含めた

改良下水道築造J I " j 函を立て，国の築造認可を受け，着々

と実施しつつあり，この事業のま| 画概要は， i 2 事業計

画の i慨12J のとおりであるので，このほかに第 3 排水区を

合めると実に 70億円の巨t'1が必要となり，乙れをいまの

Ji2.出荷tI i の財政状態で遂行して行けば，年々下水道建設に

充当し15 る資金は最大限 1 億円程度と見られ，乙のまま

進めばti1 2排水区までの完成に 40年を要し， さらに第 3

tJ l・/ 1 < 区までも完成せしめるには 70年もの長い年月を要す
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，:.，置回圏直困層固

園

。〉 カタログ送呈

常滑農 協会館

設計 ・日 建 設 計 工 務 (j 朱)

施工 ・竹 '1'  工 務 hS

C  C  130/ 114P T  C  4  J 掛

伊奈製陶械式曾髄

本社及工場 愛 知 県 ' 市 消 市 扇 面 新 ITI ' ;11;(代) 700 

w : 京事務所‘ 東京都 '1' 央区間八丁姉2- 8 ';[!: @  5261- 2  
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日・米・英・独、各国特 許

日本霊異
製造元タマノf ヲ工業様式曾1m:

ｉｊｉｾ 亨最高の晶賢新 ιιＱ 建築資材

日 索 = ラ ヌ ボ ー ド

日烹 7ft.- ド用フラスター

リフ" フ。レりノフヌ

ヨ り 〆 リ ブ ・ = ラ ヌ

ャ ハ ヌ " 弓 ス

ワ イ ヤ ー ラ ヌ

軽 量 鉄 骨 ラ ヌ 張

つ工 J レト・ルーフインク"

E 品目_ 1 : . . A1ul l E5•• 
_.，..- -

‘ 砂田村商奮連材部

自1) 業 明 治 24 年

貿易・木材場建材



イ11-を

藤 森 建 材 株 式

ゐ
一
品社

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 通 1 ノ 5 ( 中 央 ピノレ)

電 話 東 京 @ 6 4 3 2 - 5

大 阪 営 業 所 大 板 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1番地( 大間ヒソレ内)

電 話 土 佐 掘 @ 1  6  2  3  

，k 強 力 な 接 着 性

，r 強 制 な 可 撲 性
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岐 車 市

高 橋

岐阜市の下水道はわが国における最初の分流式完全下

水道として，工費 3 . 235 . 000 円をもって昭和 9 年 7 月25

日着工，昭和18年 3 月31日竣工したものであるが，本市

の下水道計画 ICついて述べるに先立ち，下水道実現にい

たるまでの経過の大要につき少し触れてみたいと思う。

ｾ＠ 1.  版阜市およびその周辺の排水状況

岐阜市は北に長良川，南に予定回 J iI . 境川，さらに木曽

川が流れ，北部には山岳地帯を控え，市街地は綬傾斜を

もって南西に伸びている。なお荒悶川，境川は極めて不

自然に長良川!C，合流し，長良川の; L ¥水わずか1- 2米で排

水樋門は閉じ，排水は不能となり耕地，宅地に氾滋，浸

水する乙と Ｔ Ｍ Ｕ 日以 上 におよぶ状態が ｻＱｾ Ｔ Ｍ Ｕ 回を下 る乙

とがない状態であった。したがって岐阜市およびその周

辺の根本的用排水改良工事の必要性は夙K 叫ばれながら

も，上下流地区の利害相反し，妥協成らず，容易に実現

を見るにいたらなかった。

しかしながら乙の難問題も，木曽，長良両川の改修工

事が施工される κ いたってその機熟し. I段林千I. 内務省

の補助を得て用排水改良事業( 県営，用掛水組合営) が

岩手されるにいた った。すなわち事業1'!( 290 万円をもっ

て昭和 3 年 3 月着工，昭和13年 6 月竣工を見るにおよん

で，乙乙 K 岐阜市およひ' その周辺の用排水情況は一変

し，岐阜市の下水道実現への足掛りができたわけであ

る。乙の事業の詳しい内容については省略するが主な事

業としては， 境川放水路， 荒田川上， 中郎放水路， 荒

田，論田川下流部改修，荒田，論回排水場，大江，五十

石排水場，今泉排水場，その他排水路改修，忠L節，正玖J

寺用水路改良等である。( 排水系統図参照)

当時岐阜市の家庭汚水，工場排放はすべて市内を貫流

するこつの用 J l<路Iζ より排水されていたために，下流} 郭

の稲作，漁業に甚大なる被害を与えるとの理由から烈し

い善処方のｾ望があったにもせよ，当時全国的に中小ｬ￭Ｑｬ

市における下水道に対する当時者の熱意{ζ 見るべきもの

の 下 水 道

1! s  

がなかったのであるが，岐阜市の先党者逮は己にその必

要性を痛感し，着々下水道の調査，研究を行っていた乙

とは誠に敬服にたえないととろである。

当時の岐阜市長松尾国松氏( 故人，大正14年 3 月より

昭和21年 6 月まで連続市長，現松尾市長の厳父) は，衛

生都市建設の悲願 lζ 燃え，わが国中小都市にその例を見

ない，公共下水道を建設すべ く，昭和 8 年 1 月市会に提

出した。その間一部には強力な反対があるにはあった

が，結果は賛成24名，反対 7 名，不明 1 ;名という絶対多

数をもって原案は可決された。松尾市長がいかに保健衛

生事業に熱意があったかを同氏戦後の著 i 80年の回顧」

中の一文を もってど紹介いたしたい。

「ボクは 日本人の保証ｾ衛生を向 上 させるため 肝 要な問

題は，飲料水と浴湯と便所の三つを改良して衛生的なも

のにする乙とであると主張した。( 中略) .  したがって

ζ の保鎚衛生の根本である三つのものを改良して市民一

般の生活水準を高める乙とが都市行政の任務である。と

いうのがボクの持論であった。( 中略) . と乙ろが飲み

水や風呂や便所の改良等 l唱えるとまるで貧乏人の代表の

どとく見られ，さげすまれる傾向があるのでどこの都市

でも上，下水道の設備がおくれ勝ちになっていた。乙れ

は大きな閥迷いだと思う。ボクはそういう傾向に頓若せ

ず敢然として乙の三つの改良を唱え，市民の会合に出席

して上，下水道を敷設する乙との必要を力説した…・ .J

当時のわが国の市長のうち幾人かが，乙のような信念の

人々であったとしたならば，今日，日本の下水道は乙れ

ほどまでに惨めな状態ではなかったであろう。

ｾ＠ 2.  当初の下水道計画

当市の下水道は前に述べたどとく分流式を採用し，昭

和 Ｙ 年 Ｗ 月 Ｒ Ｕ 口，工 Ｗｾ 3.  235  .  000 円をもって若工. I昭和

181，'下3 月竣工を見たもので，昭和 12年 7 n から一郎処理

を初めている。その内容は，音| 函排除面積 約Oho. 排除

人口 102 . 246人. J I'jillj 下水量 44 . 273m
3

f d. I降雨強度は 1
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時間 55 粍( 降雨強度公式 1= 210/t
o
.
323

) である。なお

詳しい内容については後述の拡張後計画に譲り，乙乙で

は分流式を採用するにいたった理由について述べる乙と

とする。

市内の雨水排除は市内を: c r 流するこ用水路 lζ よってい

たが，高 ｾｊ 述の用排水事業改良により乙の用水路も排水路

兼用として改良され，また市北郎の雨水は今泉排水路，

同排水脇により自然排水あ るいは機械排水される。西郎

および南部一郎の雨;Kは荒mJ11および同t J l・;K! 誌により同

様排除され，なお東} 郁，お よび南部一郎の雨水は荒mJII

中郎放水路 lζ より低水位の境川 lζ 放流される乙ととな

り，したがって残る事業として市内側部新設，改良，支

排水路の改良のみによって雨水の排除については全く支

障なしと認められるにいた った。 すなわち汚水，1 * 尿の

み下水管渠lζ より処理場へ導き高級処理の上放流するの

が最も適切と認め，分流式を採用する乙と lζ 決定した次

第である。

財源としては， 卒業' &3.  235.  00 0円( うち処理湯賀

611 .000円) のうち2.500.000円を市僚に仰 ぎ，つぎに述

べる国庫補助金，県賀補助金，ならびに都市計画特別税

の一部，水道剰余金をも って償還金l乙充当した。

国庫補助金 2. 1  00.000 X  1  /3  =  700.000円( 国庫補助対

象金は 2. 100.000円)

県賀補助金 (2.500.000 - 700.  000)  X  1  /4  = 450.  000門

事業1!eの内訳はつぎのとおりである 。

雨水路改良工事 512.068円

下 水 管 路 工 事 ω6. 776円

私[ 投下水工事 740.∞0円

処磁場築造工耶 611.346円

m 築 工 事 27.300円

司11l5. 維質( 便所改良) 437.510円

!l- t  3. 235. ω0円

ｾ＠ 3.  下水道の拡張計画

当初の計画が樹立されてからすでに 20 数年を経た今

日，市勢も大きく発展し，人口も当初 120. 000 人は今日

では 290.000 人余と i自加してきている。すでに乙の 乙と

を予測し昭和27年より拡張工事 IC . 着手，今日( L およんで

いるが以下拡張後の計画について述べる。

既設幹線下水管渠断面は当初充分の余裕があったた

め，拡張後も汚水の疎通f L 支障ないため斡線管渠の増設

は拡張区域のみにとどめた。処理場については，既設能

力に再検討を加えて改良，もしくは増設を行い最大限の

処理能力を発揮するよう従来の普通促進汚泥法を，ステ

ップ式促進汚泥法 lζ 変更した。

ステップ式促進汚泥法については既設暖気槽と沈澱糟

のー官官を利用し， lI iff'1]32年 7 月より l昭和33年 2 月! こいた

る! 日] の辿続テストの結果より結論を導いた。乙のテスト

結果は水道協会誌第 285 号に，i下しく発表されているので

省略するとととする。したがって現在の岐阜市下水道計

92 

商の大裂はつぎのようf L 決定されている。

排除方式 : 分流式

計画排除面積 : 727.  99ha ( 拡張分237 . 99ha)

計画排除人口 : 150，749人( 拡張分48.503人)

計画下水量 : 1人 1 n最大3331 とし地下水の惨透益

をその 30 96すなわち 1001 と見込む。

日最大下水量 = (0.333+ 0.100) x 150，749宇 65.300m3

時間最大下水量 = 0.333X 1. 5X 150，749+ 0. 100X

150.749=円 0.500m3

沈砂池，Ｑｾ ［ｊ＼施設，導水胞設， I曝気施設，込気施設，

返送施設の汗1' ll!ITlc.はH寺間放火下水量を，汚泥jjJ2縮刷， ｴ ｾ￭＠

化府内，汚泥t吃燦場の計闘には口品大下水量を採用する。

管渠断面決定lζ 要する汚水i I l の算出 lこは Q = ρ. q. Mを

採用する。Q. .. ... 汚水量 (1/5) ρ…… A .d (人)

A ニ排除面積 (ha) d  = 人口寄度( 人/ha)

q……1人当汚水量 (1/5)

M- ・・最大流量を平均したものの百分率で500二三M注 150

M = 500/P 5  (Babbi tt )  P = 1000人単位の人口

処 理 場 :

〔沈砂池〕 有効長 10 目 5m，有効巾 3. 0m，有効水深0. 9m

並 ｾｉ ｊ ， 池内平均流速 ＰＮＲ Ｘ ｭ Ｏ Ｕ ，沈砂 粒径 Ｐ ＮＸｭｭ ， 除去率

8096， 土砂海深 O.7m， なお上，下流側に捲揚扉を取付

け，なお沈砂池上流st l J lc.網目 35 mmの自動スクリーンを

設け，自I l i 溢は近くの水洗納でソk洗いの後，圧縮式脱水機

( 処理場の古材を利用した試作品) により脱水の上， 処

理場敷地内の既設塵挨焼却湯へ運搬の 上， 焼却処理す

る。 1 日の飾溢量は現在約 3m
3

である。沈砂は移動式カ

e

ン トリー クレーン( パケッ ト容量 0.2 mり を 池上 κ 設

け，掬場げた土砂はその含有する有機物量の多tf fL 応

じ，そのままもしくは水洗いの上，埋立地へ巡搬，処理

する。 1 IJ 沈砂量は現在約 1m
3

である。

〔揚水施設) 351町民巻ポ ンプ ゆ450 3台

50l P箆型渦巻ポン プ o550 1台 糟 設

65l P桜i型斜流ポン プ ゆ550 1台 増 設

〔送風施設) 50I-P ターボブロワー (24m3/ min) 1台

100l Pターボブロワー (48m3/ min) 2台

120l Pターボブロワー (50m3/ mi n) 2台 増 設

230l Pターボブロワー ( 110m3/ mi n) 1台 増 設

送風盆は下水量の 3. 5 倍畳を送風し得るよう，かっ下

7 . l < i i l : の変化に応じ送風並を加減し得るよう ，比較的小型

送風機を数多く設置し電力の節減を計った。

〔若手7. 1<，分水施設〕 各汚水ポンプにより揚水された下

水は共通の受水槽 l乙入り. さらに 1 * の導水践を流れ，

網目 15mmの自動スクリー ンをとおり， 流量測定堰を経

て円型分ノM山E 入る。乙 ζ で臼然に四等量に分水され，

それぞれ単独;K路によって 4 個のl県気概l へ導く。 nX?気相

の四等分点へ適当量の下 ;Kが流入し得るよう ，流iiHI .ll s応

用捲揚扉を設け る。
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f 曝気槽〕 長110m，巾 6m，深4m，4附

総容畳 10，000m
3

( 拡張は行わない) 曝気時間 2h.

〔沈澱池) Ｗｭ 灼 Ｉｪ 型 ｛ｾｩｦｩ 流式洗澱池で Ｑ ￬ 也千ｾＺＡｊｬは ＲＳＸ

m
3

で 25池 ( 9 池l杓設) を使用する。総代hl 5，950 m3，

沈澱l時間 1. 25 h， 表面白荷 74 m3/ m2/d， 溢統負荷 129

m3/ m/d  

〔汚泥返送施設〕 返送汚泥は汚泥ポンプにより受7)州"1

へ ｾ ［［Ｉげ返送ネに応じ ，適当丑』 ζ 調節の 上 単独Ｊｾ告によっ

て各曝気付iへ送る。

〔汚泥泌総村' i ) 1  n発生過剰汚泥品は 1 仁i処理下水

il l :の約 1. 276K. 相当している。 すなわち 784m3 ( 合水率

は99 .59ぢ) ，乙れを間i Wド' 1 1 1 : : 消化構へ汲み込む。濃縮柄

の必!lJS符訟を 1 日当り生成過剰汚泥畳の60% とすると ，

470m3
を必EEとする( 既設分 200m

3
) 。

u削七糟J
2

車lし給、容五1 5 ，600m3
， 各制l を

6
個の等符

引の小村 ｾｦ ｛ 分け Ｓ 次式に消化される。 ｩｮ ｦＮｦ ｩｩｦｩ Ｂｩ ではち ｴ 澱す
る問lzi 汚泥の合水率は99. 5 ?6より， 98

ガに減ずるため，

そのi止は 196m3
となる。なお消化榊を流 ;1¥する汚泥のf T

Ｗ ｊ＼Ｎ ｾ 事は Ｙ Ｕ Ｕ ぎと なるので，そのｩｬｬＺは ＷＸ Ｎ Ｔｭ Ｓ となり， した

がって消化名Nにfrj' 潤される期間中の汚泥の平均益は，

137 .2m
3 となり ， lげ

j筒j切間41
日であるため附設はしな

い。なお脱縦波li 分/J<. i也へ返送する。弘!在 1 1- 1メタンガ

スブ王位置は約 150m3
で 1'1家用および11付近の小学校給食用

にl直送供給している。

Ci
J
) 泥乾燥羽〕 消化枠 ｩ を流 ＱＱ Ｇ ， する汚 ｩｬ ｲＡＮ 合 Ｏｫｾ 容は ＹＵ Ｕ ぢで

あるが，乾燥. t ! ; j
まで竹路輸送を号待」誌ならしめるため合点

取を97% 程度にすると， 汚il 日訟は 130 .7m3 となる。乾燥

IL; へ流入する汚泥をFZさ 10 cm とし， 天 11吃燥による所

1.t 11 '数を、ド均 7 日間とすると， 乾燥場所盟而wは 9 ，150

m
2

であるから既設而伯 5 ，200m
2

を差号 |いた ，3 ，950m2
が

不足するが，敷地の関係上増設は 700m2

に止め不足分に

ついては隣依する新Willi 化学 K. K.  ( 尿尿， 消化汚il t!.を

主原料とし，化学処理! の上，肥料を製造する j へ輸送し

処理する。 t主総汚泥は粉砕の上l肥料として22却する。現

::(E{ F-I IJJ]肥料lj=. J ! E高は約 130 t である。

1' " ，' 工，唆工予定 :

1(t 工 II f"Hf 1276下4 刀 1 日

峻工 l昭和36年 3) j 31 11

なお331y : : 度より，ステップ式による処理場改造工事に

ずi 下している。

事業ｾ Ｚ

J臣'l'l. 277. ∞0，∞0悶

内 訳 下 水 管 工 司J 169.856. ∞0悶

処廻. I j . ¥工事 91， 972. 000円

工事. ' . 11務雄校 15. 172. ∞Of'J  

M 私;[ :  

ヨl i'l!'l 277. ∞O. ∞0円

ー・凪Jil l補助金 60.190. ∞0円

超 的 金 傾 202.∞0，0∞円

(1 己 資 金 14，810，∞0円

ｾ＠ 4.  私設下水道の普及状況

IIsT'I1 33 年 9 月末K おける私設下/k道の lyf; 及戸数は，

17，739 rイ( 約 88. 000人〕で計画人仁1 150 ，749人に対する

割合は
58

96，また下水道完了地区人 11 132，000 人lζ 対し

ては
67

5ぢであるが， ζ 才Lの普及』ζ 関しては) J 賦:I;IJ 皮 ( 10

カ月， 20カ月， 40力主| の三種) および補助金制度 ( 3 ，000

円， 5. 000円の二府) を設け極力勧誘に努めている。 1カ

年における私設下水道の増加戸数は 1 カ作に約 1，500 戸

である。

ｾ＠ 5.  市全織の尿尿処理状況

会 人 口 290，400人

内7凡下水道によるもの 88，000人 ( 30. 496)

汲取11]" によるもの 59，400人 ( 20 .596)

自家処型11によるもの 17，000人 ( 5 .996)  

山村選元によるもの 126. 000人 ( 43. 296)

以上のごとき状態であるが，下水道緋除区域外からの

汲取E- 望は口憎しに主主となり，年々汲取車を購入してい

る現状である。汲取尿尿は処理場へ直接投入している

が，その担の増)JII は下水処理上支附を来たす成れあるた

め， 1111和 33 /of. 度 i いに特立 80:n3 の貯洞刷を設け. 除Pi! の

上 5 倍 lζ 稀釈し， - J eH支を通じそのiii ，限度が、ド均して

沈砂池へ流 ｮｾ するよう［ｮＭ ｩ 函Ｎ )1在工の予定で・ある。

ｾ＠ 6.  峨阜市今後の下水道計画

現在の下水道は}JIJ 図lζ 示すどとく，下として djのrll 央

郊を対象としたものであるが，今後南，西部地区. およ

び長良川以北地Iヌの約 500 ha は今後 10 カ年間に下水道

を必必とする地区である。近l時市街地周辺のI民地がつい

つぎと住宅地化され行 く 現状か ら推して，下水道を必ｾ

とする地区の増加は必然的である。当市の下水道 10カ年

号 ｉＧｪｪｬｩｪ 事業ｾｾは約 ＱＰ 億円と見込んでいるが， liijj 占の川j "jl o/k

n来日|直iの樹1l .されてからすでlζ 30有余年を経過した今

日，今後拡張されるべき下/k道計画とあわせてその施ね

の一部についても再検討を豆ーする必豆があろう 。

ｾ＠ 7‘ む す び

当市の下ノk道が，現在全国一のtE乙及Eドを示していると

はいえ， 排除区域は前述のどとく市街地の一郎にすぎ

ず，すで IL他地区よりの下水道要望の声が高まりつつあ

る今日，目下下水道計画中の弛都市と同様，やがて下水 ' ;  

道itli みの悩みを持つ乙とになろうことは IlJ J (1である。 i

同の関係当局においては最近，下水道の急辿な進肢に 1  

っき絡段の努力を払われているが，われわれの1 l ! J i Iする

JRを考慮』ζ 入れ，適切な方途を樹立し、わが悶下水道が

飛眼的発展の緒につくととを期待じてやま ない。

Ｈ筆者舷 ｉｾ｜ 市広［ｮ部下水深長Ｉ
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新 刊 木 構 造 ・ 特 殊 構 造

建 築 学 大 系 ・ 第15巻
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建築写真文庫 ・第85巻

ガ ソ リ ン ・ ス タ ン ド

建築写真文庫 ・第90巻

建 築 の 芸 術 性

建 築 文 庫 ・第19巻

重版建築学大系32学校体育施設

世界の現代住宅・ 1 北欧篇

建築写真文庫16居間と書斉

建築写真文庫・ 30 パー ( 1)

建築写真文庫・ 53 パー (2)

建築学大系編集委員会編 執筆は久 間 ・竹田

浅野 ・加藤 ・後藤 ・必下 ・大島 ・中野の諸氏

A  Ｕｾ 日 ｕ 520頁 特 製 図 入 予 定価￥1，300〒130

北尼春道若 本書は石K ついてあらゆる角度

から写真によりその造形美を 捉 えた ｾ 本です

A  '1変形 14-6頁 特 製 預 入 定価￥1，300〒130

W ・グロピウス幸子 蔵田周忌、 ・戸川敬一共訳

現代建築とデザインの諸問題を解明した逸本

A  5!ドlJ 220頁 上製 定価 ￥500 干50

川 添 筆 法 現 代EJ23誌の恨本のエネルギーを

抽出して解説した現代建築解明の道様です。

B  6 1j'-IJ  220頁 上製 定価 ￥300 〒30

監修 : 態設省住宅局建築指導 課 編 集 : 日本

建築士会連合会 乙の全集は 2 級建築士試験

問題のすべてを収めたもので，各巻ともその

科目を分類整理して解答を添えたもので，受

験用 ・参考書とし て得難い問題集であります

A 5半u 各230頁前後 上製 各 巻 ￥300 〒30

彰国社編 本容は建物にお け るいろいろ な種

類の出入口を写真により収録した写真集です

B 6判 80頁 総 ア ー ト 上製 定 価 ￥300 〒30

彰 国 社 編 新 し い デ ザ イ ン K なるガ ソ リン ・

スタンドを紹介したすぐに役立つ写真集です

B 6半U 80頁 総 ア ー ト上製 定価 ￥300 〒30

中野 勉若 建 築 を 機 能体芸術という観点か

ら，科学的理論lζ 拠って解明した好著作です

B 6変形 l ω 頁 上製 定価 ￥180 〒20

建築学大系編集委民会編 執t ( 王者は 川添登 ・

青木正夫 ・内田祥哉 ・中山克巳の祐氏でーす。

A 5判 514頁 特 製 函入 定 価 ￥1，300 干130

小池新二 ・浜口隆一 ・阿部公正共編 1954年

度建築学会f 1 : I ζ 輝く住宅の国際的写真1 . 1 きです

A4横判102頁総アート特製定価￥1，000〒100

彰国社編 建築写兵文庫はあらゆる建築の諸

相を分類股示する目的のもとに編集され，各

種の建物の外観 ・|付装 ・各部詳細にいたるま

で，新改築にすぐ役立つよう収められており

すでに80冊を刊行し好評を博しております。

B 6判各90頁前後総ア ート 刷 各 巻￥300〒30
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下の写真はノースカロ ライ ナ州はある巨大信穀

物サイロであるが19お年に般物を入れて1/日もな

く倒厳した。 E れは恐らく法礎の設計I( 欠陥が

あったものと見られている。

土質1(1制する学問ゃ研究は近代強策のi役骨|の死

命を制する要訴である。往々にして E のffi( 則が

無ｬＡｬｾれ ， 徒ら ｉｃ 工貨を援貸し，日告には災 ｅ 与さ

え引起す。

(

己

一
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序

今 Mでは土質) ] 学の発展によって建物はどれぐらい沈

下するかあらかじめ予測する乙とができる。したがって

数年前までは，大建築を建設するにはf山ないと考えられ

ていた』放地でも沈下を 0 または釘宮の起らない程度に押

えて建物を設計できる。事実，土質改良'1t ( はじまった

ばかりの研究で薬品による方法) をさらに研究する乙と

により ，たとえば前j単な薬品注入により建設地盤を造成

し，いまは建築 IC不適当と思われている土地でも望みな

きにあらずという時代がくるかも判らない。急激な人口

の増加K よって，よい敷地の入手がますます困難になっ

てきた今 nでは，建築の基礎は乙のような土の科学に頼

っていかねばならない。

十買力学は理論のみならず，実験研究によっても今日

建築の学問のなかで最も進歩した分野のーっとなってお

り，建築にと って乙れほど蕊本的な問題はないにもかか

わらず， 多くの ARCHI TEC T と構造技術者の一部の人は

土質) ] 学の本質を考応、lζ 入れていないのである。土質力

学のR子. 史が浅いため一日からの基礎設計方法である経験的

方式の残淳( それには土は問11なるものであると考える ζ

とがあまりにも多い) がいまだに| 仕界のど ζ かでw年の

ように述物をJvl 地させたり. あるいはその他の被官や損

失をつぎつぎと起させるに足るブJ を持っている。たとえ

ば，- ; A 同にある歴史的にも干T?" な 3 附えtの泌物の例であ

るが， 173511'- 1ζ 不安定な地問のょに浅い基礎を作 って辿

てられたものだが，たえず修政をしており，最近 100 万

トソレもかけて tj:(D補強工事をしている。よい敷地が少く

なって， ｾｦ，点の多い敷地 ｬζ 建物を主主てねばならない例が

多くなって ， 基礎工事 ｬζｾ ーする政府は桝える一方で，い

まではちょっとした建物であれば一般に建築山の 5 - 2 0

Mを採るようになっている。したがって砧築家はいま乙

そ以前lこも泊して土質力学に対して苅! 解を持たねばなら

ない。R t 築の設日|ーに取りかかるがJI ζ ，それを支える器磁

の問題を知りつくす乙とによって Ｎ ｭ 築家は高価な ｴ ｬＧＱｾ，与

を ｾｊ ｊ Ｂ Ｂ でＭきる。

複 雑 な 大 地

土質科学者が，建築に関係する技術者iζ 知って白いた

い乙とは，土はほかの建築材料のよう・には扱えないとい

う乙とであるo 土地のなかは異質ーの物質すなわち若干の

国体，若干の液体，若干の気体の最も複雑な結合体であ

る。そしてその間体のなかでさえ，一見類似している物

質問志でも，% は非常1乙異っている ζ とが多い。たとえ

ば粘ーと( 最も多く，最も厄介な上質の一極である〕にし

ても数多くの事n類がある。あるものは粘質であり，ある

ものはほかより塑性が多しまたあるものは吸水膨J l l えす

る性質が大きいという工合である。そのよ土地のなかは

決して均質ではないのである。普通の刻: 築敷地は非常に
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多種の土買をｾんでいる乙とがあって，乙のヒ地の特性

を判定する上IC大切な乙とは，乙れらの異質の土質の相

互作用が一つ一つの土質の物理的性質と同じぐらいｭＺｾ

性をもっているという乙とである。乙の相互作用乙そ| ニ

質力学の鎚となるｾ系であって乙れを十分に研究する乙

とによって化学的土質安定f T l lの研究につながるのであ

る。恐らく今後 10年の11日lζ は，土11科学者による乙の分

野の研究発展が実務技術者の設計改良に劣らない充実さ

を見せるであろうと思われる。

土の ｷ 雑さ Ｎ 土 ＧｦｉＮＩ｝ 学の拡大 ｬ 主主Ｎｴ築設 ［［ Ｑ ーの問 ｊ 也と持 ｈｾ

な関係があるから ARCHI TECT と柿造技術おはその幾分

かを理解している乙とが大切である。たとえば大学にお

いて土木工学科では土の科学と構造学とはともに一つの

教程に合まれて両者のつながりが認識されているのに反

し ， 建築学科では土の学聞については ｮ｜ｪｾｬ に触れている

だけで，彼等の設 ｾｉ する建築の下にある土のいろいろな

性状や恐築物が基礎ICおよぽす直接の影響を知らせるだ

けでも学生をぷする点が多いと思われるのに，両省の結

合が見受けられる切合が比較的少い。理解の不足が過大

な基礎工事 Ｑｾ の原閃とも なって いる乙とがあると，著名

な土質科学荷はいっ てい る。彼の語ると乙ろ lζ よ れ ば

「硲築物のち1 ; 下をある程度のまnヰに j111えないと基礎工事

政は令く向くなる。しかし乙れには純金な基礎設計・の原

理の適用が必裂である」のだ。しかしながら多くの以合

「 ｩ 没 ｾ ｉ ではどの科度の ｾＢｉ ザ手沈下を芳一えまし ょ うか」とで

も質問すれば， ARCHI TECT はj縫いて「冗談じゃない。

ζ の起物は沈下なぞ考えてもいませんよ」と答える。ま

た基礎設計技術者「に相談する前にどんどん建築設計が進

められて，後で l勾fi而な設日| のやりi i ' I しをしたりする乙と

がある。

基礎工学の法本理論に関する Ｒ ＱＱｾｦ 問ほ どの 講義 でも ｭ

築学科の学，[ : . に。| 次弱地縦( 乙れが， ζ れからの土地の地

盤である乙とは必然である) における法磁の設計ーについ

て 少くとも何かそ教えることができる。そして学位二は

たとえばつぎのような乙とがらを知るであろう。

(  1  ) 沈下を抑制するための最古の方法は現在でも最も

大切な) j 法である。乙れは杭， jl 二筒， r併[ 弱等によって

荷主を伝達するという原則である。乙のよう な基礎を

造る近代的な方法として，たとえば長jて銅製杭の使用

によって乙の原王裂の有用性はかなり閉してきた。

( 2 ) 敷地から除去される土の総屯白がその跡Kmつm

物の屯誌に等しい限り，主. t 物は軟弱なi也維の上 lζ 浮い

ていることができる。乙れは船が浮いているのと同じ

原理による。

( 3 ) 高い椛造物は剛でなければならない。さもない

と，乙の建物は沈下のため損傷する。しかし低い，広

大な欽' f ' 1柿造物といっても外廻りだけでも過度の不同

法下IC対して，問11にして防諜しなければならなし、。



( 4 )  J ACK I NG ( 定期的にジャッキで正II 物を持ち上げて

調整する方法) は局部的の沈下をJ f 容限度内に止める

ための経済的，簡単なかっ有効な方法である。 ζ れは

工場上家などに適当な方法だが，いまではあまり用い

られていない。

基礎工学者と基礎工学

基礎工学』ζ 頁献した最初の人はオーストリヤ 11'1身の若

き技師 K ARL TERZ A GHI  ( カー J レ・テノレツアーギ) であ

った。i ' I 分で設計した桃造物のしっ乙い枕下に悩まされ

た T E RZAGHI は 1925 年に土質工学との弊がりを明らか

にした本を著した。そ乙で彼は土の理論を試験する方法

を考案し，土質試験のアイデアを発展させた。 ζ の人の

初期の業紋のなかでとくに有; 立義なものは，地盤沈下の

理論と，その実際的な計算方法( t I ; 下品，沈下速度等)

とを体系づけたととである。

彼より以前の基礎技術者も土の1 ' 1' 周に関する多くの法

則は知ってはいたが，ただi o . 観と経験を経た後でやっと

理解した程度で， T E RZ AGHI が乙れらをまとめて体系づ

けたために，われわれは土の作用を理解し予測するとと

が作払になったのであり，土'd: j J 学は技術省にとってま

すます作用な道具になった。 T E RZ AGHI の作り ;1'1 した土

質ノ ｊＧｾｦＮ という学問は Ｑ ＹＳＰ Ｂ ＱＧどろから閃際的にも認められ

ている。彼は米関の 7 サッチュセッツ，イリノイ大学等

で，多イ ｲ 教筏のｾ職 ｬ ζ あり，かついまなお内外を問わ

ず，コンサルタントとして実務に携わっているが， 1946 

年 どろには 111界各閃のほとんどすべての大学の土木工学

科で彼の発展させた土質力学の原理を教えるよう K なっ

fこ。

基礎工学は研究が進む ICつれて，建築デザインと能く

ほど似ている乙とが判ってきた。R l l 3定デザインでも訴磁

工学でも，何か問題が起った窃合，その問題は決して二

度と起らないだろうし，適正. な解決策も常に同じではな

い。と乙ろが-!Wi 造技術のよう な分野においては既往の技

術をlit にして，つぎの設計を反復ないし経験的に行' う ζ

とでもでき得るから . 上述の言葉はそれほどあてはまら

ない。その他の工学( 機械，電気) では，それ以上に何

かを造ったととにより得た智識を，つぎの場合にそのま

ま適用する乙とが多い。しかるに基礎工学の場合は，問

題は '':;I;IC新しいのみな らず， T E RZ AG HI が「残念ながら

土は人が造ったものでなく自然によって造られたもので

あり，かつ自然、が造ったものは; 常に複雑であるJ といっ

ているように，同ーの敷地においですら場所K よっては

性質が3 i f る乙とが多いのである。

創立ある科学者を乙の分Ａｨ Ｇｈζ 悲きつけたものは，主ｾ磁

工学に従事する人が; なに悩んできた， ζ の複雑な性状の

解rlJ Jにあったのである。それはちょうど物理学者が原子

物理学や晶子i命に魅力を! 必ずるように。かつては建築の

ための幼稚な手段にすぎなかった土質力学を設日|のため

の価値ある技術 lζ 変えるべく土質学者はつぎの 4 つの部

門で研究している。

(  1  Ｉ上の基本特性 Ｚ 新 ｦｯｬｬ の研究分野のなかで最も事ｾＮＮ＼�Ｚ

的なものであるが，いまだ未知の部分が多い。乙

の分野 lζ 活即日している学者は，土の強度の根冊目と

化乍薬品が土lζ 与える効果の発_W乙関心を持って

いる。 (註 1 参照)

( 2 ) 土の工学的特性 : とれも基本的研究の一つである

が，上記の悲本特性の研究より進んだ段階にあ

る。 1-- の工学的特性κ 関する研究は，土の負荷能

力!C関する信頼すべき資料を造り; i ' J した。乙の分

野の訴礎研究が T E RZ AGHI によってなされたので・

ある。

( 3 ) 土の作用理論 : 18 111 紀κ フランスで十のfド用( 強

度とか透7 l <tt とか) について，盛んに論議された

が，多くの理論上の業紛が残された。しかし理論

の史i i i E という点ではあまり成功しなかった。今 11

欧米κ 約 100 人ほどの物理学者，土質学者あるい

は化学者を合む乙の方市の学者述が， /I <Pl l ，土

J L 支持) ] ，応、) ] 分布等 IC関する新しい理論を研

究しているが，乙の分野は大河1分試験的の段| 併に

ある。

( 4 ) 実地矧然 : 基礎の実際の作用を正有rnこ測定するヌU-

法すなわち沈下とか支持力の程度を判定する技術

がなければ，土質学朽の理論も突JIEできなければ

基礎工''J:.(i' も設計の効果を確認できない。初期の

うちは乙の問題が現場での悩みであったが，適当

な測定探兵が考案されたのが19301j " 代になっての

乙とで，今口では乙の分野の研究は級めて活発で

将来の発展のためにも役立つであろう 。

T E R Z AG H  1 以後の研究者

土質) ] 学が学lf. i的研究課j出 ζ 進展するにつれて. 技術

者だけでなく，化学朽，物迎学者，地質学. ( ' i 述が乙れ lζ

慈きつけられていった。そして建設工業の部門で乙の影

轡を受けるにいたったのは 1945年どろからである 。

ART HE R C A S A GR A NDE :  T E R Z AGH I の原理をはじめて正II

設工学 lζ 応用した技術者の 1 人である。彼は現在

でもハーバード大学の土'd: j J 学および基礎工学の

教授であり，かつ基礎の点に関しては世界的のf行

部的コンサルタントの 1 人である。 C A S A GR A NDE

はポストンをはじめ二，三の郎Tむにある沢山の大

ｕ｜ ｾｉζ 関係し大きく貢献している 。 なかでも有名

なのはボストンにあるニューイングランド生命保

険会社のu ¥物で，この建物は浮基礎で支持されて

いる。すなわち他物の総t重量に相当する f止の土を

掛 ＱＱＧＱ して，その下にあるかなり ｆｚ い牧弱粘土のｾ
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註 ( 1  )  土 を 安 定 化 す る 5 つ の 方 法 ー イザノイ 工科大学土質安定研究所 A L A N  MI C H A E L 教授提供 ー

名祢 反 応 土 の 処 理 方 法 使 用 倒 所 ・' 良川

指定の恕具を用いて諜液を 綱方と混合が実用的に司f侶

A S P H A L T  S T A B I Ll Z A T I ON 

7  
ある。 土 IC混和きせる。土はある な勘合， 例え ば道路とかダ

ス
( A )  アスフアルトとガソ 限度フレキ シブノレな 状簡を ムの長 ilii を!lJi l こするような

7  リンの溶液を湿った土と 保ち，吸水性が減ず。乾燥 時で組担または中F程度の細

ア 混ぜ アスフアル l の点滴 却j の強き K は否定りはない 位の土 IC対して)fjう。

Jレ
を土の分子の中へ配布す が，湿潤時の強きは増大す :I'/ }ft: 5- 20 ドル11m

3

ト
る。 る。特 ICアミン' a>jJ l 1えると

安

( 6 )  減った土とアスフア 尚及' である。

iir 

法

Jレト ・ガソリ ンおよびア

B  
ミンと混ぜ，土の分子n干

をカプセルで包む。

湿った土とセメントとを混 セメントは指定の機繊で機 掛方と混合が実用上可能な

C E ME N T  S T A B I Ll Z A T I ON 
| 合させる e セメントが水に

械的 IC混合する。土の乾燥 場合，即ち道路，織の内部

ぷ Cち 4 迫。

反応すると陛酸カルシユー 時の強きは増大する。処理 仕上，二次道路の舗装等で

|  ムのゲルが形成され，それ した土は硬く ，脆 し 透 水 組包または中程度の細訟の

が土の分子を互に結束事せ 性は小 さい。乙れI t 薬品を 土 IC対し用いる。

る。 加えると性総はJ i : IC増大し n用 : 4- 15 ドル11 m
3

Lノ
F E

〉

E Y

・
=rf

ド

'  

δ霊室主

勘合κ よって は安定工!I'l も

安くつく。

法

陛般ア JレE ナ性の細位土 IC 酸は機械で混合する土 lま乾 中程度 ｊｾ 至非 常ｉｴ細粒の 土

燐 |
P H O S P H O R I C  A C I D  

燐酸を加えるとアル E ニユ 煉時強度がよくなり水中で I t 使用するが. j眠味乾憾な

S T A B I L I Z A T I ON ームとシリコンの燐駿嵐が も強くそうして硬くなって 地域( 土がアルカリ性であ

酪 |

々

23骨

発生し ，土の分子I由民セメ 透水性は少くなり ，担l u: よ る) には実用的でない。 五2

ント状のゲルを形成する。 つでもそれ程影響きれな 路ダムの表面仕上，注入 IC

安 | い。例えば酸を表面I t 加え よる地下届の安定化 IC多分

定 |

ると土の中Ic l I 透して行く 役立つ7ごろう。

ょう ICt. よるかも知れはい。 '!'1m:土の種類 IC より興る

法 |

が35- 45 ドル11 m
3

化学的鉱散剤即ち熊性情餓 粘土の勘合は慨憾で混合せ 務干の粘土を合有する比敏

拡散剤

C H E C K I N G  W A T E R  F L O W  
4 ナトリ ウム が粘土の小分 ねばなら 1.;. いが，組組土の 的包皮の組ぃ土I t 対し，泌

WI T H  D I S P E R S A NT S  子氏吸収されて分子を梱互 時は鉱散剤を表面IC悩くだ 水防止が重要飽きれ，土の

IC 

署長 考量

IC反擾させる。かくして分 けでよい。 拡散剤によって 安定イむを必須としないよう

よ 子は砂の中を通って再配分 透水性と紡 Ic:r. 1する弱きを な場合 Ic Jl I うる。 例 えば;Jj!，

る

され砂の位子のl瑚の空間tを 者しく減少させ，土は強き 磁へのほ水防J I:. 貯水池の

水

流

詰める。 を増す。 漏水防止等。

防
質! 日は厳めて安〈

JI
ニ 30セン ト - 1. 5 ドル11 m

3

法

2 つの有機単益体を水It溶
化 時 一 …

i

地 旭 川枠 制K

7  

A C R Y L A MI D E  S T A B I L I Z A T I ON 
かし触蝶を加えて . c. れを る。

ζ れは混合または徹布 おいて地下水を封じたり ，

tフ .  長い フレキシプルな交叉鎖 する E とも出来る。 ゲルが 担状土を国製Iする のに用い

況 ー

U P

が .U:  

J  

IC辿絡させる。乙の迎結鎖 :U来て' ! 1! . 隊を封じ ，水の透 s らる。現1Eでは非常に高価

)v 

ア

が堕聞は母体となって水の

… ー ま | ー レ

11 m の削

分子と土の位子はそ の中で ある限度増大する 。斑 I日は がかかる。諜品が干Till なた

ド 緊密 IC結束される 。 土I t 対して作用する のでは めh1i i 工に難がある 。

安

り;p;
なく，それ自体の聞でお瓦

定
IC作用しているに過ぎな

法

し、。
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内の応力が建物完成後も工事前 と実質的になん ら

変らないように設計されている。乙の建物』ζ 起っ

た最大の不同沈下E は同じ地域にある ほかの建物

が大きく不同沈下していみにかかわらず，わずか

2.5cm程度にすぎなかった。 基礎工学の分野では

一般に C A SA G R A NDE のよう な理論学者が， コン

サルタントとして実際的な面にも数多くの仕事を

している。もちろんその一つの理由は，土質力学

の理論と実際設計への応用の双方に造識の深い人

がいまだ少いからでもあるが，その上 lζ 理論と実

際の二手? を切開11す乙とが不可能だからである。し

たがって今日基礎工学の大家といわれる人述で，

理論学者あるいは研究者としても高名な人が数人

いても不思議ではな L、。それらのなかにはつぎの

よう な人がいる。

L E O C A S AG R A NDE :  ART HE R とは兄弟であり ，欧米では

有名なコンサルタン トである が， 電気診透による

土質安定技術の発明者として知られている。 1950

年来， ハーバー ド大学で土質力学の講義をしてい

る。

P HILl P  C.  RUT L E DGE : 現在ニュ ーヨーク， コンサルタ

ン 卜事務所の代表社員であり，永年にわたり

NOR T H-W ESTERN および PURDUE の土質力学の教

授であった。彼は学術的研究では粘土地盤の固結

の分野で重要発見をするとともに，実地の問姐で

は沈下測定の改良された方法を発達さ せた。

RAL PH B .  PE CK : 現在イリノイ大学の基礎工 学 の 教 授

で，シカゴの地下鉄が工事中であった 1939- 1942

"Fの間シカ コe 市の土質試験と現地調査の担当者で

あった。 PE CK は乙の方面の教授述と同じく，土

の学聞は実地の経験と相まっ てなさ れねばならぬ

と確信している。彼の言によれば「学生にとって

一番危険な人物の一人は，土質力学を学んだだけ

でその裏付けを持た ない先生である。土質力学だ

けでは経験の応用可能性の限界を明ら かにする乙

とができるにすぎな l リのである。

掘り下げられる研究

計り知れない土の作用という問題は「建物の基礎」以

外の分野でも相当 な影響があるものである。 そしてその

方面で進められた研究が逆に建築にも役立っ ているので

ある。その一例が化学的土質安定法である。 乙れは30年

も以前 I L下の方の土の透水性を減少さすために佳酸ナト

リウムとかカ ノレシ ュー ム塩とかの化合物を使っ て研究さ

れたのが乙とのはじまりである。 しかし乙の技術が発達

したのは，第二次大戦後に米軍の工兵隊が細長い土地Iζ

薬を散布して強化し，飛行湯に使えないかと考えて，こ

の穫の研究のスポンサーになってからの乙とである。そ

してコ ーネル大学，グァ ージニア米軍工兵隊研究所，イ

リノイ 工科大学等で相当研究が行われ，イ リノイ 工科大

学では，乙 の政府の支媛が原因で土質安定研究所が生れ

た。その結果，効果は一時的でかつ高価ではあるが，粘

土の一廓を硬質コソ、程度のコ ンシステンシ イ( 密実さ)

のものに変えさ せる乙とのできる化学的処理法が考案さ

れた。

1953年[ζ A ME RIC A N C Y AN A M I D t-I:は， イ リノイ 工科

大学と協同して乙の研究をさらに進め. 化学薬品の注入

によっ て地下水を|りJ禦する方法を考案した。( 計ー 1 参J! {u

基* 薬品は，一対の水溶性単益体であ って，乙れ{ζ 触媒

を加えるとフレキ シフツレなケソレ ( FLEXI BLE GE L) を形成

する。 C Y A N AMI D 社は少しではあ るが， 乙のような薬

品を生産 しており，いままでに少くとも 20以上の現場が

乙の方法を採用している。乙の方法1[ ，は欠点もある。す

なわち高価であり ，有毒であるため熟練者しか扱えない

し，また透水性の土質K しか使え なし、。しかしこ れによ

って端緒が開かれて，以後の研究が促進した乙とも事実

である。たとえばイリノイ工科大学では T . W I LLI AM 

L AMBE と A L A N S .  M にHAE LS の下でセメン ト，石灰，

アスファ J レ卜，燐酸等を使って土質の安定性を向上 させ

る低廉な処理法を発展させるとともに，土の作用と構造

の神秘を解明させるために研究が進められている。

同様lζ 上述して来た建築以外の分野でも研究が進めら

れている。たとえば米国開発局やミ シゾ ツピにある米軍

工兵隊の水路実験所では土の固結と ，透水性の問題，す

なわちある七はなぜほかの土より透水しやすいかという

乙とや，いろいろの土に荷重を加えた際，それ らの分子

I L働く圧力の測定K I刻して研究が行われている。乙れ ら

の研究はダム，滑走路，道路等のためκ はじめられたの

だが，そのうちのあるものは池築にも共通する。乙れら

の研究のおかげで，いろいろな土のなかでの水の作用に

ついて判 ってきた。またアイオワ 州立大学では州道の安

定性を向上させるため研究をはじめたが，乙のため lζ 土

とアスフ 7 )レ 卜内における薬品の作用について多くの基

礎的調査を行っている。

乙れらの研究l乙加えて， ロンドンの王立大学はじめ世

界各国の数十の大学の研究によっ て基礎をいかに経済的

I L設計すべきかが明らかK なりつつある。 T E RZ AGHI と

彼lζ 続く人達によって架された業績を利用して，基礎工

学は建物の沈下に関する神秘のグ ェ - ) レを数多くはぎ取

ったのである( たとえば建物ははじめの数年間はしっか

り立っているが，その後徐々に沈下し/ u すといった，永

らく誤解されていた遅発沈下のような現象) 。

今後の研究によって，土lこil&. 荷すると土の分子聞に電

気の発生する理由 とか， 土と水との問の相互の関係 とい

うような土質化学ないし物理学の基本問題がさらに解明

されるであろう。かかる基礎知識なしには科学の進歩は
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望めない。た とえばある極の上は薬品が注入されると反

応を示し，安定して強くなり，他種のこL:は同じ薬品に対

しては影響されないということを科学者は直筏実験lζ よ

って知る。乙れを知る乙とにより ，科学者逮はいつかは

ほとんどすべての種類の土を安定化する新しい薬品を創

造して，ついには限界効用点にある広い u也でも強化す

る技術も完成するだろうし，乙れ乙そが土質) j 学の偉大

な未来である 。

註 (2)
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CHASE MANHAT T AN BANK ピルの地階はこつの地

下鉄と附近の九つのピルの聞に設けねば4よらなかったので，:;!;

磁の乙とは MORAN， PROCTOR， MUESER および

RUTL EDGE の基礎工学者逮の指導を受けた。1 : れは土を

取除く前に諸島品を注入して砂i ' ( 土を硬くし . 水を透過させない

ようにした ので，面倒な術商工法もJ 1 1 いはいで，周 り11: "Ii日Eを

胤 らす E とが111来るようになった。

×  ×  ×  ×  

.x: x  ×  ×  

×  ×  ×  ×  
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4 理 事 会

8 日 4 11寺一一5 1時半 於会館会議室

出席者尾崎会長，鴻池副会長外 5 翌四五

議 事 (  1  ) 建築設{ J l 1i講習会実胞に関する件

( 2 ) 委員会委日迫JJ日:委腕の件

( 3 )  I カラーベ ス トス」審査結果通知告修

正を事後承認の件

( 4 ) その他

( イ) 大阪府の表彰につき候補者推薦の件

( ロ) 住宅建設府民大会白用分担に関する

事|二

( 5 ) 入退会お iJX認の1' 1:

( 6 ) 報告以; 瓜

ＨイＩ袈ＱＧＱＺ候 補剖 ｪ ￉ ｽｘ ｾ の ＱＧ Ｑ ニ

( ロ) 9 月会計報告

( ハ) 9 月事業報告

4  事業委員会

6 日 5 時半一一7 1時 於会館集会室

出 席 者 岩 崎 委 日 長，尾fu副委員長外 6 委員

議 事 (  1  ) 忘年懇親会企画の件

( 2 )  11 月の事業について

( 3 ) 新しい建材説明会の件

( 4 ) 第 2 回安只会対抗ソフトボール試合の

件

( 5  ) その他

( 6 ) 報告事項

小委員会 ( 忘年懇親会〉

16日 正午一一 1 1侍 於会館集会室

出席者 山本主査外 6 委員

忘年懇親会の実施策について審議

小委員会 ( 忘年懇親会)

23日 正午一一 1 1時半 於会館会議室

出席省 山本主査外 4 委員

忘年懇親会の実胞について審議の上，具体案を決

定

4  災害委員会

小委員会 ( 鉄骨計算便覧)

2 日 3 11寺ー- 5 11寺 於会館会議室

山 席 者 石 崎 主 査 外 3 委日

計算実例図面の検討

小委員会 ( 鉄骨計算便覧)

16日 3 11与一一-611与 於会館談話室

. 6，.  

I=l 
( 1  0 月〉

/J '，席者 馬 場 委 員 長，石崎主査外 7 委員

編集並び IC/出版lζ っ き具体的に審議

4  編集委員会

幹
. 6.  

:z:t 

9 日 4 1時一- 6 時 於会館会議室

出 席 者 塚本委員長外横尾，佐々木両氏

2 月「構造特集」号の企画審議

委 員 会

11 日 4 11寺ー一- 6 時半 於会館会議室

山席者 塚 本 委 員 長 外 5 妥且

議 事 (  1  )  11 月「建材特集」号経過報告

( 2 )  12月「地方建築特集」号経過報告

( 3 )  1 月「竹腰健造特集」号経過報告

(  4 )  2 月「構造特集」号企画総議

( 5 ) その他

I f l ! 築の眼」執: : n: 者の件， 表紙デザイ

ンの件外

4  住宅委員会

小委員会 ( 住宅スラ イ ド)

3 日 3 1時半一一 5 1侍 於会館会議室

/1¥席者 上国主査外 3 委員

「家の出来るまで」のス ライドの解説， タイ ト

J レ字幕な どの作成担当者を決定

委 員 会

21 日 2 1時半一- 5 1時 於西長掘アパー ト

出 席 者 西 島 委 員 長 外 5 委員

酋長婦の高層 アパート を見学し批判会を開催

4  法規委員会

17 E3 5 時半ーー7 1時半 於会合l ' i会議室

出席者恒問委員長外 Ｙ ｾ 長 μ

議 事 (  1  ) 検討題目 lζ 関する審議

( 2 ) 大阪市の冷房用地下水使用防止条令案

について

4  教育委員会

設備議習会講師打合会

15日 3 時半一- 6 1時 於会館集会室

11¥席者 中原主査外 3 委員

前川氏外 7 講師

講習会の口 A1. 各講師担当時間の割当てその他講
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習会実施の具体案を審議決定

工高生デザイン・コンクール審査委員会

18日 正 午 一- 5 時 於会館集会室

出席者 間柄委員長外 4 務査委員

応募数26絞87点を務査して入選作10点を決定

講 習 会

第 5回鉄筋コンクリート技能講座

講 義 午後 6 時一一8 1時 於大阪ｾ設会館

10月 6 日 材 料 都 島 工 高 益 尾 辰 雄氏

7 日 試 験 法 大 阪 大 学 奥 島 正 一氏

9 日 調 合 大 林 組 谷口 尚 武 氏

10日 工 法 大 林 組 寺 沢 一 夫氏

13日 工 法 清 水 建 設 金 子 豊氏

14日 特 殊 工 法 竹中工 務 庖 笠 原 正 幸氏

実 習

10月20日 l 午後 2 時 一一 4 時

21 日 j 於大阪生コンクリー卜 K. K佃工場

第 2回現場管理実務議習会

午前 9 時一一 11時 於大阪建設会館

10月2 日 活工から唆功までの業務総論

4  

大 阪 市 回 中

4 日l 現 場 lζ 関する諸法規とその手続

7 口! 大 林 組 浅 野

9  EII 建築労務者の管理

三郎氏

繁雄氏

10日j 大 成 建 設 野 村 憎 治 氏

14日} 現 場K おける危険防止，災害予防とその

16日j 措置 竹中工務居 続 東 一 郎 氏

18 日1 仮設物と仮設材料の管理

21 日j 松 村 組 政問 基次氏

23 仁i 西長昔話共同高居住宅見学

25 日} 機械器具，工具類の管理

28 臼j 竹中工務応 楠瀬 泰雄氏

30日l 材料の検収とその管理

11 月 1 日j 鴻 池 車且 横山 裕氏

午 餐 会

会館開館記念午餐会

13日 正午ー一- 2 時半 於今橋クラブ

尾崎会長，竹腰名誉顧問外63名山席。来賓 として中井

大阪市長および和爾助役も来会せられ，会食後中井rl :r長

の大阪市にお ける建設諸事業に関する講演を聞く。

4  若い会員の集い

24日 6 時一一8 時 於会館会議室

出席者 内藤斡事外 5 名
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「建築の工事監理K ついて」のテーマで意見交換

見 学 会

関西テレビ放送株式会社見学会

11 日 2 時一一 4 時 参加者110名

大阪府建築士会と共催

宇宙の宮見学会

18日 1 11寄一一 4 時半
参加者40名

西長堀高層共同住宅見学会

25日 2 時一一 4 時 参加者140名

松下電子川高槻工場見学会

28日 2 時一一4 時 参加者40名

PS コンクリートの施工状況見学

第 4回建材工場見学

伸銅品及び建築用真鎌型材工場見学会

11 日 1 時一一5 時 参加者15名

三宝伸銅工業K .K:lW本社工場見学

第 2回古建築見学

大阪府下の古い町家と農家を見る会

19日 11 1時一一 5 1時半 参加者50名

大阪市大教筏浅野博士の解説で見学

協賛した会

名 称

主 催

会 場

会 期

展示品

気ｾ 4 回 プラスチックス総合展

大阪市 プ ラスチックス技術研究会外

大阪なん ば 高 島 屋

1  0  ｽｾ ＲＸ 日一一ー ＱＱ 月 Ｒ 13  

構造材方市における プラスチック ス

製品を中心展示

特 許 防 火 シ ャ ッ タ ー 全 般

⑬晶画， ?122子

顎 小 俣 製 作 所 大 阪 出 張 所

〔旧田中ν ヤッター)

大 阪 市 北 区 若 訟 町 3 0 ｔｅｌ ｾＹＰ ＱＶ＠
本 社 及 工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町

東 京 事 務 所 及 工 最 ・ 東 京 都 北 区 田 端 町



社 団 法 人 関 建 材西

展示場委員会 14日 3 - 5時

高田委日長外 7 ;JdU席。稲岡展示湯の件，大阪Jpi 示J!4

/ 1 ' ，品者会開催の件，愛貝一前5<主主主の件協議。

建物保全部秋季大会 16日 8 - 4時

保全 A 部三山化学外 15?仏 8 11寺大阪発三mJ J 凶1{¥:1午

狩開催。鹿内セ司王同行。

理 事 会 16日 4- 61時

室谷理事長外 10行rn席， ，常務見事諸報告後福間以示場

開設ならびに開館披露協議し実行委貝- f 1とす。見学

会，入退会等協議。

見 学 会 18日 3- 41時

市内 7 ンモ ス住宅。R s 物および各デパート のモデノレ室

内セット見学約501 '0 住宅公団大阪支所御関係各位に

紙上を通じ御j亨; なに感謝申上げます。

見 学 会 23日 10. 30- 61時

積水化学工業 KK 奈良工場見学な らびにぷ良公園奥山

巡りをなし，帰途法隆寺委主観帰阪，往復借切パス 60人

参加，木見学はな17 . 1 < 化学の御協力 lこより開iU' 同社御関

係各位 !c ) i l - く感謝の患を表します。

設備工事材部会 21 日 4- 71時

小野田ブロック外 7 社; 1 ' ，席。特別会員 i勺石防士，若木

倉紡営結郎長‘ 佐々木東畑事務所設計主任， T色村住金

建築課長，) 1 " - 上大阪建築事務所技師参加，協議後座談

会開催。

福岡展示場開設実行委員会 27日 3 - 6時

青木副会長，室谷理事長，間村，村石， :l j: .tpj 代および

常務理事 ［ＱＧ ，Ｉ札経 Ｑｾ ならびに償還方法，関白 Ｑ 倣￭ｴＦ迩＿司ｾ

その他協議。

福岡展示出品者打合会 28日 3 - 5時

東日本化学工業 以 外 42社/ 1 ' ，席。大和常務理事司会説

明後， II ｾ品方法，開設披露 ， 巡営等万般協議。

協 会 . 10 月 分

A

S

A

 

華民

11月25日開館

複 岡 建 築 資 材 展 示 場 出 品 者 ( . " 1' ，品小間帯口/ 1m

1. . r . 会下電工株式会社

2 .  i.良述合板株式会社

3.  ，克洋リノリューム株式

会社

4. " 本レイヨン株式会社

5. 鳥取コ ノレク工業株式会

H  

6  河津装飾株式会社

7 .  11[ 1 谷産業株式会社

8  太田産業株式会社

9  東日本化学工業株式会

社

10.  u;js:板硝子株式会社

11  味の索株式会社

12 名古屋木材株式会社

13  浪速建材工業株式会社

14. 田島応、用化工株式会社

15. 吉野石ff 株式会社

16. 東海ボ ード株式会社

17. 辰元タイ J レ株式会社

18. 大阪耐火ボ ー ド株式会社

19. 旭化工株式会社

20. 株式会社石倉湖町

21. 青盛建材株式会社

22. 抹式会社室内装釘' i i r ' 1木

尾

23.  ，ｾ｟］＠ ｾ｟ｏｾ ，ＮＧＭｾ＠ ^  

30: 能率風呂工業株式会社

24 旭町i子株式会社

25 大阪鋼材妹式会社

26.  rt 村石材工業株式会社

27. 合資会社船津侃吉]稽i庖

28. 省国タイル株式会社

29 長浜樹脂株式会社

31 . す. 川ブ ラインド株式会

社

32 田辺工業株式会社

33 積水化学工業株式会社

34 株式会社臼本セメント

防水斉IJ 製造所

35.  l R: illi .樹脂工業株式会社

36. 株式会社 日本シャツタ

一製作所

37 極東化工株式会社

38 株式会社淀川製鋼所

39 三平日プ ラスチ ック工芸

株式会社

40. 字部スレ ート 工業総式

会社

41. 株式会社室谷商応

42 . 安田レ ール株式会社

43 . 日澄化学工業株式会社

44 . 野沢石綿セ メント株式

会社

45. サンエス石守株式会社

46. 関西ペ イント株式会社

47 . 株式会社新興述材工業

所

48 日新工業株式会 社

49 日東石膏株式会社

50. 大同鋳造株式会社

51  株式会社水島商庖

52 問中工業K K小倉出張所

53 . 株式会社ライト 製作所

54. 東京装備工業株式会社

55. 東洋洋瓦株式会 社

56 . 株式会社 ケ ントク

57. 三協ビニ ール工業株式

会社

58. ツバメ建材株式会社

59. 永代産業 K K 福岡出張

所

60. 恒和化学工業株式会社

61. 東洋シャ ッタ一株式会

社

62. 淡陶株式会社

信用と 誠実をモ ット ーとする・建材 100 社の見本 が一目で見られる

⑮ 

事

」融一以三7 自

b .  
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主位.

t: I 
目

ア アスフアルト同業会関凶支郎 9

kk朝日工業社・…. . . ・ H ・… …・・・ 4

浅海電気kk ・・ 一. . ...........・ 2

伊奈製陶kk . . ・……. . . . . . ・ H ・-中依

泉石綿工業kk .…- ・- … .......6 

井田商事kk ……. ...・ H ・. . …… ・・5

kk岩住鉄工所…・・…・ … 一 … 12

岩元工業kk . . …… ・・ … … … ..11

kk栄興商会…. . . ... ..・ H ・....…・・ 4

栄進鋼業kk. …ー・・…- ・… ... .. .. 8

kk荏原製作所・ ・・・・・・・表紙 4

オリエンタ J レメタ ル製造kk・中扶

大阪建材工業kk ……. . . ・ H ・-… 18

kk大阪城ロ研究所 …・ ・・ ・・・・ 3

大阪耐火ド ーボkk ・・・・ ・ ・・ υ 中 ｴｽｾ

kk大阪篭気暖房商会 一. . . . … 3

大阪耐駿工業所・. " . . ……・… 8

大島応用化学工業 kk … … υ 6

kk奥村重兵衛商庖 ... 目…・ 102

奥山化工業kk ..… ……. . . .  ・・ ・泌

総本特殊構造研究所 一 .. .. .....13

カ 樫野石灰工業kk ・…- ー・…・・ 4

kk川岸窯業一… - ・……・… 0 ・5

川口ゴム工業kk ・…. . . . ・・・新j付

関西ペ イン トkk ..・・・ 目次対抗 IIl i

関幽三塁タイル会 . .... . ..... .. .15

近畿車桶kk … .. .. ........ . . .... .. .11

工藤電気 ・… … … … ... .... 2 

kk久保商庖 ……・・. .. ……一 i

kkケン トク ・・・・・・ 田・・・・ ・・・ ......18 

kk建材 社 … ・・…- ・・ H ・H ・...... 3

kk金剛商会 - ・… ・・・. .. . …・・・・ 5

kk工英社…………. . ・・ ・・表紙 2

kk小俣製作所 一… -・… … 104

サ 宣告久工業kk. …・・ ・・・・ ー・・・…・・ 3  

kk斎藤省三商応ー… . . .・ H ・… 3

三機工業kk .………. . ・ ・・ …・・ 3

kk三幸商会…・・…・・… .......5

kk三興社・…・・ ・・ ・・・・… 目・2

前月号訂正 :
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kk三晃閥会 . • • .  .  .  .  .  .  .  . …・…ー・ 3

三宝電機kk ・ーー……・…・・ ・2

三和 シャッタ - kk 目次対抗菌哀

三和金物kk ..υ …・… ・・固い・・ ・.1i

彩国社 - …・・・・……・…・… ・95

1昭和ア ノレミニウムkk ・・ ・... .. . .10 

新興建材工業所 …. . . . . .. . …… 14

新鋼建設工業kk ・・・- … … 102

須賀工業kk ぃ…. . . .. …・…・・ 3

鈴木 シヤタア商会 ・H ・H ・....… 5

セメダイ ンkk ...一 回・…・・・・ .j拘イサ

タ 田中工業kk. … …・ 田・・・ ・ .......1 

田中風呂製作所. . …- ・・・・… 6

田辺工業kk .. ・・……・…・・ 102

回村商会建材部ぃ… … … - 中扶

谷山製作所 ・… ....・ H ・u ・・・・ 6

第一工業kk. … .. ....... .......... 4

大日本硝子工業kk ・. .. .・ H ・.. . . 8

大日鋼業kk … … ・ … … ・ … .1i

大仏組. . . . . .. . . ……- ・・・… 5  

高砂熱学工業kk. … - 一… … 4

kk武智工務所…. . ・・ ・・ ・…・・・ 102

地建工業kk . .... ........ ・田…・ . . 5

中央電気工業kk … … … 一 … 2

朝陽電気kk ... .. .  ・ー・・・・・…… 2

東邦閥会 一・…・・・ -・ ... ... . i  

東京鋼板工業kk …・…・ 田・… .11

東京装備工業kk .…・………・・10

東洋キ ャリア工業kk ...・ … . 4 

東洋陶器kk … … … ・… 一前付

東洋リノリュ ームkk … ・・・・前付

東洋レ ー ヨン kk ..・ ・目次対抗瓜1

ナ ナニ ワ瓦kk ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ 5  

内外工業kk. … …・・… 一 … … .. B  

内外土木建材社・・・…・・ ..... .. .12

中之島製鋼kk …・……・・・日前付

中本電気kk … ... ...・ .... ... . 2

浪速合板・・・・・ - 一 ・…・ 7

浪速建材工業kk ・ー… ・・・ ... .1i

u4>: 管工業kk . . . 一. . .....・ H ・4

ｕ 本金具製作所 一・・・・……中 ｴｾｾ

kk 日本シャック ー製 作 所 表 紙 3

U 本製板加工kk . . …・・ ・・ ・・・・・・12

日木セメ ント防水剤製造所・ .. .. 表紙 3

日本ドアーテエ ツヲ 製造K K … … 中! 来

u本ハードボード工業kk Ｎ ＮＮ中 ｴｾ

u本ユニロ ンkk … … … … 日中挟

口木レイヨン kk ………一 一・・ 中侠

u宝蛭石kk . . . ……. .... .  一12

kk i ! . 9 原衛生工業所 - … … … 3  

商日本アス フアルト 事業協同組合表紙 4

U  本ペイン トkk …. . ....... . .... . i  

kk野上工業所・ ・・・ー・・ ・・・・ 2

ハ kk林塗装l苫- 一・… ・・・…・・ ・・4  

kk汎建製作所 ・・…. .. . …・ ..13

kk 日立製作所・…・・・…・・表紙 2

平 川欽工所 ・・ ... .・H ・- ……・・前付

稲農工業kk ..... ... ........ .…… 4  

藤本鉄工kk . ……・・ … …  4  

必殺建材kk ... .... ..... …. .中挟

kk半和シャッタ ー製作所 …・ 6

2主国セメン卜 kk ・・一一 …・…・ 田11

マ kk信重電機商庖 ・・・… … … 2

水谷ペイン トkk . . … ............ 88 

kk美葉工業所 …・・ 目次対抗 l瓜m

kk三高製作所 …・・………- ・ .13

kk三谷製作所 . . … ... .. … i'ii j付

峰山商! 占 …・・・・……- … … ..16

三 j司建材商会 ・… …・… ・・… 102

kk室谷商庖 ・… … … ・… ・i ，10 

ヤ 山田工業kk . … ・・・・ ・…・・ー ・・3

山宗化学kk ・ … … …・ … - … LO

kkヤマ ト電気商会 … … … … … 2

kk i1li ll旨化工社 ....・ H ・…… 表紙 3

kk吉田芳14f繭 庖 .... . …  ・・ ・5

吉野石H kk ・・H ・H ・- ………… 7

ラ kk ライト製作所 ・一. .… .. ..1

前月号 ( 11月号) ω 特別 1).;. 侍舗に 車l りがありましたので，つつしんで灯i F . いたします。
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P.  6  r鈴木ユノヤタ 7 妹式会社」を「株式会社鈴木 シヤタア商会」と訂正いたします。

P. 19 K K建材社幻自の うち ，上下の写真説明が入れかわっています ので訂i F . します。
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古 建 築
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城
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小倉城. . . .. . ..・ e ・・. . ...... .. ... 藤 開 通夫… 宇
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広 助 城… 基礎と 瓦 ・ 松 111 災 ・9
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岸和関城…・・ ・ ・ .••. 三国 背盟 .. 9  
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棺逃特慢 "  ・…. ...・ 0 ・.. ....・・ ・・ 2  
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住宅特集 ー ・ ー …・……・・. . ... .. 4  

軽此構造特集. . ・ ・ e … …........・ 5

新朝日ピノレデ A ::.-'グ毎円 大阪会館南町{ 特集・ 0 ・6

>s 5 回青年建築家特! ) ¥・・ ・ ー 一 日…… 7

保全特集 .••• •. ・.... . ... ・ …  8  

域特集 ・ ー … ・0 ・.. .... . .. . ... ... .. .. .・ 9  

室 内デヂ 1:.-' 特集

姥材特集

地方雄策特集 ・

作 品 作 風

公 共 建 築

広助斑税務場 。...，. ・..... .... ..... ...... 8

設計 雄投省・l' 問地姥
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Y . T . V .  (よ みうり テ レビ} 放 送 局 … ・・ 11 

設計 ・施工 : 清水建設妹式会社

大阪府量豊中保健所 大阪府量豊中市 ー … ... ... 12 

股 計 大 阪 府組集部営繕課

施工 ( 株) ょII 和組

笠間電線1 1 ' . t 結局岡山県笠岡市 ・ 12 

設計 : 中国電通局姥集部
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施工 (株) 離間組

広ぬ労働会 館 広 島 市 … . ... . ・ 12 

設針 。河内議事t設計事務所

施工 (抹) 山村組
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設計 拘辿築設計事務所

錨工 ( 徐) 盤紫雄投

ヰH n町役場庁舎佐賀県西絵浦郡 .. . ... ........ .12

政計 佐 賀 県 土 木 部 処築課

錨工 (抹) 松尾組

級品郵便局 熊 本 以天1.;'.邸 “ ・e ・e ・... ....... . .12

設計 . 熊本郵政局建 築部

施工 : ( 株) 熊本金子組

宮 111町庁舎 視岡県鞍手郡 ....... ....・・ 12 

設計 福岡県姥察部営繕課

施 工只応 ｾＱｩＮ ＮｬＧ［ ( 株)

学 枚

ｾ ｈｬ 宜学園本館 ・ 昔 喫 ホ ー ル … υ …  s  

設計 ・施工 大 成雄 投 ( 株)

学技法人立命館大学広小路学舎 京都 市 ・ 12

設 計 宮 家*-ll 築設計事務所

胞 工 滑水雄投 ( 妹)

研 究 所

式間業品工業 (株) 研究所 … …・ .. 11 

設 計 双 J，tl上¥'J 腰姐築事務所

施工 。 (味) 大林組

事 務 所

販合l f I 三姥築I，rf 究所大阪出援所 ・0 ・・ 2  

ｊｾ 計坂令市三 処 策研究 所

路工 ( fl<) ｪ ， ｾｈ 且

UI光興産宇和式会社' ! : f ' 司文昭 ー "・ ・0 ・0 ・2

設計 血圧倉市三処築研究所

錨ヱ ( 徐) 雌 UI 組

味の素 ピルデ ( y グ ・ ・・ ... ... . ・ 5

設計 ・監理三，j I ? 地所( 株)
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新制 日ピノレデ ィング

I  

号

設計 : ( 株) 竹中工務底設計部

監P.l! : 続料日ピルデ ィγ グ建設安貝会

錨エ ( 株) 竹け工務庖

耳目亙紡織株式会社本社社屋 .• •• •••. ••• ••• • .• 8  

1量針 。 ( 株) 東畑始祭事務所

施工 : 不二建設 ( 株)

新大阪ピノレデ ィング .... .. .. .... ........ ..... .11 

股計 村野総建築事務所

施工 〈抹) 大林組

銀 行

( 掛ミ) 東京銀行心斎橋支庖 .. .... . . . ・ 8

設計 ・大成建設 〔縁) 大阪支庖

施 工 同 上

会館・劇場

J1U)¥工業 ( 株) 宮品口迎賓館・・ 8  

投計 白土建築士事務所

施 工 ・( 株) 厳悶組広島支庖

共同E県盛業会館 ー ー ー ー . 8

設 計 ( 抹) 東畑建築事務所

錨 エ ー (株) 竹中工務庖

商i 1ti 会開' ，. . …・・… … 一 一 … " … … “ 4  

設計 . 板宮単三越築研究所

錨 エ : 清水ij! 設 ( 株)

係円大阪会館南館ー ー .••.• •.••.• • 6  

設計盟主理 : 円建設計工務( 株)

B匝 エ ー ( 掠) 大 林組

ウ ラ プ

古賀ヴル フ ・クラブ 0 ・・ 0  ・ 4  

設計 ・胞エ : ( 株) 竹中工務庖

奈良国際ゴル フ場クラブハヲス ....・ 0 ・ 5  

設計 ・路工 大成建設 ( 株)

住 宅

極野義製部株式会社西宮寮 ー ・・. ... ... 2  

設計 . 板倉単三姥穿研究所

施工 ( 株) ;'1山工務庖

ホテル・ 旅館

兵 衛 旅 館 新 館 兵蹴保有，1，n.. . .......... .  ........ 12 

段計 . 中島雄策事務所

随 工 ( 株 ) 鴻池組

旅倣文珠荘 京都府宮f 1' : rli. 国・・ー ー ー12

設計 ・荒割高白歩

施工 : ( 昧) 熊倉工務庖

観 光

秋吉展望台 山口県発端郡 ー い ・ 12

設計 : 山口県土本越築部雄策課

工場 ・倉庫

新字郎火力発1ui9i 山口県宇都市 ー 12  

設則 。中国電力( 妹) 姐! 築際

施工 : 鹿 島 姐 設 ( 株) 他

室内デザ イン

大阪瓦wr ( 味〉心守 t!( サービ ススj - - i/ ョシ

お よ び ( 綜) ) y度多l菅川工場 P. R. 蜜

主:1干拙策J'l: J 十事務所 10 

家具一事務的なスベースにおけるー

大成m設( 株) 大阪支1，!j ... l0

某商事( 続) 社長室 ・他 大阪JJ!喰事務所 10 

室内ヂチノ y Ｍｦｾｚ 主点

111.l!，!;i :;t 工訪朝、式会社 10 

家具 と該飾の試み … 大阪 ・三w. グループ 10 

1957年 L a C hambr e Char mant e 旋

出品作品 ー 樋 口 治。10

1記明純 子 ・飾捌 - j f j 問( 株〉京加支日; ー

小河処築; ut 剖白li務Wi.. .l0

世界の建築

ロ ー マ . 央 しき際 峨 徳永 正 三 3

へル V ンキ郊外 : A A L T O'S アト 3 エ

徳永 正三・・ 3

モ ス ク ワ : 雄 策 現 場 風 蹟f也

ー土問 光夫 ・・ 3

ス Y ットガルト: ドイ Y の強策

ー棚織 芯(. .. 3  

ワ イ ン: ワ イン旅円記より

。小川 正 3

ロ γ ド γ T r i ni ty Chur c h 

-小出品兵吉 3  

パ 9  郊 外 V ャル トルのノ ート ルダム

小 田M兵吉… 3

;7 u - v y ス ーPal azzo P itti 

小問自兵吉 3  

デ トロイト他: Gr osse Poi nte Publ i c 

Li br ar y ・0 ・小閑尚兵吉 3  

ｾ＠ Y カ ー γ : グロピ ワス邸

伊雌釦、- .. . 3

i/ ; かゴ官自: Park i ng Garage ・I I T

他. . .. ・・.... .. 伊 蟻 鉱- .. . 3

ロタγ ゼルス{ 白 : House of  T om morow  

他 ー ・ー ・六司E 照 0 ・3

7 ェエックス郊外 ライ トのア ト日エ

内開 成 之 ・3

ニューヨーク ・ダラス他 Ｗ Ｎｊｾ カの 印象

官z悶 Ul l t ... 3

J  キ ν  コ: メキ ν つのI.l!築

.. nr畑 Jl 三 3

1  y  ド: 一古いI.l!築 と新 しい雄策

坂 静雄・ . 3  

ボ シ ベ イ : Mari ne  D riv eway 他

・松本 字- ... 3

スケッチブ ック

近続各大学 ・工高卒業設計

コンクール人選杓 1958 ・7

第 3 回建築写真コ γ ターノレ入選fr 5 点 ー 0 ・p

第 4 回工高生デずイ ンヨシク ーノレ入選作10点

一公邸にI.l! っ公衆休憩i 9i - …ー 12

巻 頭 の 言

城 雑 感 一 一 ー ・ -・尼 崎 久 助 9  

2員内装飾 一 ー e  ・J. fi 畑 党 三 10

雑 感 ー ー … ・・… 向井 保的 11

Ｙ 且第Ｉ，ｾ単法の改 正 ・ Ｐ ・ e  伊可! l i.郎 ・12
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正月 随恕: 関西の建築歴史をiaる・・ ・ 1  

1. 初期の処築設計1j. 1務所について

松}I 賀太郎 1  

2. 通天閣処設の軍i ・ 白杉高明三 1  

3.  } J ! 策協会創立の喧1 ・ 今林彦太郎 1  

4. 創立の引の諮一一第 l 回編集の思い出一一

…佐藤 四 郎・ 1  

5. 大正時代の4・のぬ ・北浜界再2

-竹腰 健 造… 1

6. 堂ビル雄投の宮'j.. . .. . . . . . . . . . 鷲尾九郎 1  

7. 鹿沢凶と大阪市災術館… ・・滋江 悌夫 1  

8. 伊様邸一 一夜 ・近般総築会館思い出話一一

大 合 三 郎 1  

9. 編集怠匠十五年. .......... . ..・元良 ｾｻ ＮＮ＠ 1  

10. 大阪府庁舎の懸賞設計と堺市庁舎

雄投の思い出 口日 日訓I勝 善 吉 ・ 1

11. イ" . / j ' ーナ V ョナノレ雄策週! 動

中 西 六 郎 1  

12. 大阪械と照回展風ー ー ・ 波 江 悌 夫 1  

13. 大阪中央卸先市場処汲の思い 山

.J事阪拾治郎・ 1

14. ブルーノ ・タヲト来日のJ思n・出

上野伊三郎 1  

城 e ・.........・ e ・- 日一 ....... 1草 原 義一 ... 9

山陰山防の減 e ・........ .・ e 佐 藤 軍 夫 0 ・ 9

お域政総 ( 石と掘〕 ・ー ・・河東 義方・・ 9

アークード と織のデパート 河 東 義 方 ・ 12

都市の只カイヲ 1: / ・ 4、岡島兵吉 12 

都市の共同使所 ー …  ・ 一 伊 賀 芳 雄 12

第 5回 青年建築家

背年建築家 作品または解勧

外山 般・・瀬戸市庁舎 e・e ・. . ... ..........・ 7  

小西吉太郎・ 庄原市庁舎… ー ・・ 日・・ 7

若 槻 健 ー ー 広島地方合同庁舎 一 ・ … 7

内藤 - n ・大阪府警察本部庁舎 … 0 ・ 7

紋 flt 耕ー郎 ートロ" . / f 市庁合続技設針案他 7

山本間 Ａｾｨ 神戸税関中.11; 1頭 山?!!所 7  
下 山 紙 品If

問中 4・!Jl .. . ...住友電気工業( 綜) 仁川独身' g 7

桃 井 良 一 T 社単身寮他 .... ... 7  

木 内 新 弥 ・・・郵政局33年度 2 号 ・1号 宿 舎

他. . . . . ， ..... . . ・ 0 ・0 ・.. 7

和田 保 ー・私のすま L ・. .. .. ••••• ••• ・ 7

m村 敏 夫 ー・公団旭ケ丘団地

570- 5N- 2DK ・. 7

森 本 光 雄 ・円立造船( 妹) 外人監倍只出合 7

大辻以嘗犬 ・ 新朝日ピルホテル他 ーー 7  

央山 m・0 ・淡路 v ;l. マイ也 e  ・ 7  

木 村 Mt i]J..・ e・-大阪mi i J ! 会館計画他 7  

宮本千賀志 ・千円前国際日活劇場他 … 7  

山悶 1ij. . … 富士m険 V ョールーム他ー 7  

ｨｾｗ［Ｈ＠ 1哩 .H OS Y O BUI L DI NG 

計画 .. .. ... ... .. .・・ ・ 7  

J H対 幹 雄 ヤマト ν ャ Y 株 式会 社 ・・ 7

松 井 容 路 ー 新光印刷j綜式会社 他 •••• .•• 7  

多 田 英之・・新居浜火力発電所計画他 ー 7  

日 高 輝 雌 一 級下氾硲産業三国工場 一 7  

池 111彰一郎 一 広州事l 鉄所広 11I 厚 紙工 場 ・ 7

池 111 バ(S. .. ・0 ・'1' 米ジルバドルの! J i絞工場… 7

4円沢 徳 :e.. .. ...j 置lf'! L I吉川水 .5/)( 場{也 0 ・・・ 7

v仁川 M己・ Ｍ名占民学院 ｾＷ イシ ・

メモ 9 7 T . ，}- ャベル ー ・ 7

ful.品 厳 ・ ダ イ ノ、y 工業( 昧) 池山工場

展 示 場 .•. •• . ••• ..•. ・・ 7  

山 本 純 宇 山陽電鉄須隠滅展盟関他 。. 7

武 藤 倫 見 念敷市立i 1 l i 小学校本的…. . . .・ 7
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新籾円ピノレディ y グの設計について

ー小川 正 d

m 大阪会館南館一般針凶 器室害警 6  

新制円ピノレディ y グの苛密計画とその結果

小川 正 ・北 村 隆 夫 6  

毎日ホール建築音響設計 “ ー 山 形 勝 久 ・ 6

設 備

新申In ピノレディ Y グの設備計画

鈴 木 俊 男 6  

毎円大阪会館姥築設備計四 itI Ｎｮｾ＠ 正

渡 辺 信 昭

毎日ホール電気音響設備 宥! 百 正

渡 辺 信 昭 ・ ・6

構 造

7 .1- 9 カの P C構 造の現状

坂 静雄 ・六Iド 照 2

鉄骨鉄筋 コンクリ ート 4構造の計算法と

研究の現状について 若 林 実 ー・2

建 築 ・土木の鉄筋コ y 夕日ート

構 造計算 規 増 の 相 違 点 央 ぬ 正 一 2  

}J!物の飽J;jf 診 断 。. ..... ... . . . . … 布 施 忠 司 υ 2

植野義製鶏株式会社西宮療の精進計画

・・平悶 定男 2  

坂肯I f l 三池策研究所大阪出強所の精進設計

平 田 定 見 2  

新朝日町 J レディ y グの精進について

島 国 務 典 4  

村田千之助 u  

毎日大阪会館南館の栂迭について

宮 川 逮 郎 ・6

軽 量 機 造

車E盈椛逃の5与え方とその方向 鴬尾 健三ー 5  

L . G. S . 栂迭について ..... . ・伴 潔 5  

軽量コ y クリー ト ・ ー 谷口 尚武・・ 5

軽 畳間仕切について ー ー山 本 俊 介 ・・ 5
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序 論 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ . .  .  .  .  .  .  

乙乙で ｲ Ｚ￭ｬ築設 ｗｦ 出」というのはビノレディング ｉＩｾｉｃ お

いてその空気調整，衛生，電気等の諸設備関係の機械類

を; 没j ( i : した部屋の諮である。乙の建築設備室は建築計画

上ますます重要性を加えつつあると考えられるが，従来

各建物の実例についてのまとまった資料がなかったので

建築計画者として不便を感ぜられる乙とが多かったよう

である。そ乙で今回大阪附近の各磁のビノレディングの実

態調査を行ってその結果を以下にまとめて記述すること

とする。

従来設備室は建物の部屋の: やでも軽く取り倣われる傾

向があり，地下室の一隅をあてがわれてそ乙へ機械類を

無理におし乙めるといった乙とが多かったようである

が，最近ではかような傾向は逐次改善され，設相ii 室[ 乙対

する関心の度も著しく高まりつつあるように恩われる。

乙と lζ 今日では建築における設備のウエイ トは著しく増

加の傾向にあるため，設備室の広さ，高さに対して従来

以上の強い要求が現われつつあるのは，けだし当然の乙

とといえよう。

と乙ろで設備室の広さ，高さ等は当初の建築計画にお

いてはどういうふう κ 決定されているのであろうか。

第一は，設備室の機能本位Iζ 考えて行く方法であっ

て，まず建築と設備との設計を平行的に進めつつ設備の

設計完了を待ってその最も理恕的な位置に設備室を配置

するとともに設置機械類の配置に基いてその大きさを決

定する。したがって建築の基本計画も設備の機能を完全

に来し得るように部力性をもたせて定めて行くという方

法であるが，乙れは極めて稀で- いまだ一般には採られて

いないと，思う。

第二は，建築の基本計画の中で設備室を予定し て行く

方法である。乙の方法ーにおいては設備室の大きさは建築

延商引と設備室面積との比率を，従来の実例その他の資

料から大体の見当をつけ，建築延面積のほぼ何% という

ふうに定めて行き設備の略設計によって機械を配置して

その大きさをチェックし，その結果によって多少の是正

をして行くのであって，現在乙の方法が多いのではない

かと思う。 乙の場合の，略設計の方式については経験に

よって建物の延面積から，冷凍機，ボイラー，配電用変

圧器等の容量を略算11' ，し. その他空調機. ポンプ類. 配

電盤類等のF付属品を適宜配置するという下l似による場合

もあるし，また建物の冷暖房負荷の略計t ; 1 : を行って冷涼

機その他を定めたり，建物の電力負荷の略計算ーを行って

配変器その他を定める1 ' - 順による場合もある。いずれに

しても最後に設備の実施設計を完了してさらに設備宅の

広さを多少是正する乙とになる。

後者 [ζ ょった場合』ζ おいても，乙れによって定めた設

備室の配置，大きさが理想的なものとなり得た場合もあ

るにしても， liij r，. ほど主J l 込¥(I'J にゆかない場合が多い乙と

はいうまでもなかろう。乙乙 l乙理想的という芯; 味が問題

になると思われるのであるが，設備の機能が完全に泉さ

れており，建物の管理者が何等の不便を感じることなく .

しかも不経済でないものを理想的なものというべきであ

ろう。しかし理想的かどうかの判定が，実例については

困難かと思われる。たとえば，冷iJl:[機，ボイラー，空調

機，ポンプ等についていう場合，その周閣の空間寸法は

何程が理想的寸法といえるであろうか。その理論的綴拠

と基準はどうか。労基法ではボイラー JJd凶の空間寸法に

ついて最小寸法を定めているが，その他の機械類につい

てはその空間寸法の基準はまだ定められていない。一部

ではそういう基準があるかもしれないが，まだ一般的と

なっていない。

以上のように設備室については，その位置，大きさ等

が決定されるまでの経過がまちまちである乙と，空間基

準寸法が不舷定である乙と等のほかに，建物の用途，規

模 ，周囲の環境，設備の方式，その他の諸条件がまちまち

である乙と等の関係があって g その位置，広さ， ，窃さは

種々雑多に考えられるのであって. 全般的，統一的な基

準というものは察易( ( 発見できそうにない。そういう次

第で一般に最も関心をもたれると恩われる設備室の広さ

についても一定の基準は得られないのであるが，乙れに

ついては前! こも述べたように在来の統計資料にしたがっ

て最初に総延面積( ( 対する比率をおさえ，その後に時設

言| その他の諸条件lこ応じて調整を加える方法が可能であ

って，乙の方式によっても建物の用途，規模，設11111方式

l乙よってある範閣内で合宣なものがれ? られると考ーえられ

る。

そういう観点から，最近竣功した大阪附近のビ J レディ

ングについて，個々のｾ物の設備内容を調査し，その特

殊条件を考えつつ，前述の比率の却j きを祝祭し，そ乙に

何 らかの趨勢といったものを摺み得な L、かと思 って列記

してみたのが，以下の図表である。

調査結果と解析

解析を行う古ｾｪＨこまず調死した建物についての詳細 ｬ デー

タ ( 第 1表) を記載しておく乙と lこする 。 ここでは建物

はすべて記号で表わした。0 は事務所. H は会合iJ， T  {ま

ｊｾｉｊ 以， GO は庁舎 Ho は病院 D はi ' i : t ' i 庖をおのおの

表わし，そのつぎの数字は延面積の順位を示す。さらに

そのつぎにd， h を附したものは調査前に記号を附した

ものが，実地調査の結果大文字の D. H  I乙類するもので

あったからである。

第 2表l立第 1 表の骨子を見やす く，比較しやすいよう

にまとめたものである 。
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第 2 表
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機 械 設 備 室 に 関 す る 解 析 - ・. .  .  .  .  .  .  

今回調査したｾ 物 の 空 調設 似 ｛Ｉｪ式を分 類 すると ，空 気

調整を行っているもの46，内全ダク トヰ1央式31 ，各階ユ

ニッ ト式 8 ，ウ エサ‘ マスタ 式 3 ，輔射殴冷房を併用して

いるもの に 温風のみのもの 3 ( うち一部冷房を行っ て

いるもの 2 ) 。蒸気直接暖房のみ行っているもの 4 。う

ち一部ダク ト方式冷房を行っ ているもの に 一部パッ ケ

ージ型空調機を用いているもの 2 。と なる。さらに乙れ

らのうちでヒ ート ポンプによるもの，ク ーリ ングタワを

使用しているもの等は詳細データを参照されたい。

さて，建物規模と設備機械室の関係について， 今回の

データをもとに解析を進めてみよう。結果的に乙の関係

は Fig. l - Fig. 6 のようになるのであるが， 乙のグ ラ

フを見ながら点と線とを説明してゆくのが判り やすいと

思うので，まず Fig. 2  Iζ ついて解析を行う。

いま，設備室の大きさは建物用途に よる影響が大であ

るか，空調設備方式による影響が大であるか を 考える

に，ダクトスペ ース、空調器の配置等の面から後者によ

る方が大と考えられるので，乙乙では空調設申請方式を解

析の基準とした。また，さきに述べたように今回の調査

では全ダクト中央式が最も多く，現在の空気調整設備で

はζ れが最も一般的と見られるので，金ダク ト中央式の

ものをもとにし Fig. 2  (ζ 見られる直線を怖いたのであ

る。乙の直線を中心に多くの実測の点は必ずしも整然と

していないが. ζ れらの点だけから一定の共通性とか規

則を見出そうとする。すなわち，図のような直線または

1111線を悩き出そうとする易会，乙のよう な統計値に対す

る考祭の一方法として一般に最小自乗法が知られている

ので，こ乙でも同法を適用した。今回全ダク ト中央式以

外のものは数が少いので直線を揃かなかったが点で分類

して置いたので会ダクト中央式の直線1(. 照し合わせて判

断してもらいたし、。最小自乗法によって正s物延面積と設

備室面肢との百分率の関係を直線 y = ax + b の形で表わ

してみよう。

乙乙で y …延面積に対する設備室面積の百分率。

さらに Yl ・ 一一- " 一一地下機械室- - " 一一

y2… 一一ーィ 一一 全 機 械 室一- " 一一

Y 3'" - - " ー電気室を含む全設備宅- 1 / -

ｺ … ｾ物の延面積 ｭ Ｒ

a， b.. 定数

1 ・椋木( 対象とした建物〕の数

S.. ・総計の意味

をそれぞれ示すとする。乙の a，b を定めるためには

(aS(山 訂正) =Sω

a S( x)  + bS( x
2

)  = S (x，y)  

の五li 立方程式を解けばよし、。乙れを解くと x. Y の関係

は

Y  1  = 4. 18- 4  . 85x  10- 5X. .... . . .... ・①

Y 2  = 4. 95- 4.1 5x 10- 5x .. ・…… ①

Y 3  = 6. 59 - 4. 5 X  10- 5x・・ ・・・・ -① 

のように なり2 いずれも x の値を知りそれに対応する y

を推定するのに役立つ式で， これをｦｩＧ ｬｩｾ 、たものが ｆｩｧＮ 2  

の 3 本の直線である。乙れらの直線は x 上の y の回帰

線と呼ばれるものである。しかし，上式の勾配をもっ直

線は設備室面献の百分率が容となる乙とはあり得ないの

で， 同勾配で無限に続くものではないが， 33. 000 m
2

以

下の建物に対しては一応の標準として適用できる。それ

以上の建物は資料が少く x の間隔も長くなり， 必小自

* 法の計算. にこれらの建物を加えると， 同- x  [叉間内

において比較的燃本の衝な 33 ，000m
2

以下の砧物に対す

るデ ー タとしては信頼性が簿く な るものと考ーえ式の ｴｾＺｉｉＧＱ

に入れ なかった。そ乙で 3 3，000m
2

以上
75 ，000m2

ぐら

いまでの建物K 対してはプロッ トの範囲と性質および実

地調査の結果から判断して， 図に示すように x にかか

わらず y
が一定のフラッ トな 線を描いたのであるが，

乙の線でも大きな誤差はないと恩われる。 ζ
れを式で表

わすと①，①，①式にそれぞれ対応してつぎのようにな

る。

Yl 手法 3 ただし 22，000< x .. .. .. .... .. ①'  

Y  2. =4  1 /  23， OOO< x ・・… … ②'

)13戸 5. 5 " 25，000< x.. ... …・・①

こ乙で x の範囲がおのおの異る乙とは建物規枚の大

きな方から直線を引いた結果によるものである。

以上 x 上の y の回帰線を直線で表わしたが，つぎに

1111線，y=a' x
2

+ b'x+ どを仮定し前と同じ方法を適用す

ると

I  :ω…S釘印伽m叫(ω似附叫…xμ的叫山2り引M… )+川 川+吋 州b'Sωω仙山 … )+ 川M一+判叫cωS

a'S (x3) + bグ'S ( x 2) +Cど' S(x) = S ( x y)  

a' S( x4
)  + b'S (x3

)  + c'S (x2
)  = S ( x 2y )  

の三元一次述立方程式から，定数 a
l

，b' ，ど を求めれば

よいのであるが， x 4， x
3

は非常に大き な数となり計r，t:

は複雑である。また，概算で がが は b'x より小数以下

2 - 3 桁小となり百分率の有効数値としての価値は小さ

い。乙の 1111線式を出したとしても， ζ れは，古IIJ に求めた

直線式と同様 x に対する y の概算値を知ろうとするも

のであるから ，曲線は直線に比して求める煩雑さの割合

(( . 利用価値が少いので今回は求めない乙ととする。

Fig. 2 の下方は機械室の天Yト高を示したもので上方の

線と照し合わせてみれば，機械室に対する三次元的イメ

ージを生み出すものである。

Fig.  1 は建物延面積と設備室面積の関係を示す肉で乙

のIltl 記長は Fig. 2 の式から簡単に求められるものであるが

実用的には Fig. 2 の線または①， ②，①式を用いた方が



有利である。念のため ， 設ｾｩＱｉ Ｓｾ 面積を ａ として①，①

①式』ζ 対応して①，①，①式で示して置く。

100A
J  

= 4 . 18 x - 4. 85X 10- ox 2  

3. 1x ｾ＠
ただし 22 ，000< x のn!j A 1  =一一一一 @  

100 ｾ＠

10 0 A
2

= 4. 95x - 4. 15X 10- ox 2  

3. 95x ｾ＠
ただし 23 ，000くz の時 A 2 = 一一一一一 ① 

100 ｾ＠

1  0 0 A
3  

= 6  . 59x - 4. 5X  10-5x 2  

5 .5x  

ただし 25，000< x の時 A 3= 一一一一一

100 

っき'1ζ 設備内容と建物延面積の関係について少し触れ

て置く。前の解析から建物延面積と設備室面積は函数関

係で示され，乙れが建築計画上のH めやすH として用い得

るものである乙とが判ったが，建物延首脳と冷1段目負荷

とが密接な関係、にある乙とはいまさら説明を要しないで

あろう。古くから統計的に単位面積，単位人員当りの熱

負荷が多くの設jffU専門書に見受けられるが，今回のよう

に多くの残物を対象としたものは少いので，乙乙 }ζ 今回

のデータより ti: 1 J j した値を設備計画上のH めやすH として

示しておく。乙れらは建物用途別 lζ よる変化の方が大と

電 気 設 備 室 に 関 す る 解 析

Fie.  3 は横軸に変圧器容品， 縦軸r<:. 変定室面積( 発電

機室，蓄電池室を除く) を取った図である。とのような

図から最大使用電力と電気室面積との閲 1<:' 存在するであ

ろう一定の関係を求めんとする試みは小林勲氏が昭和 4

年! こ旧東京市内の建物約30'li 干の調査紡果から帰納され下

記の式を発表されている以外はほとんど試みられてL、t. c

し、。

変屯室最小面松( 坪) =，1最大使用電力 KVA. . .* ( 1)  

しかし，問図において実視IJ プロットと A ( m
2
) =3. 3v'KVA

な る ( 1  ) 式の曲線は 0 - 1 ，000 K V A の閣では比較的合

致しているが，それ以上では全く合致していない。乙れ

は ( 1  ) 式のデータが最大 1，200 K V A に止る乙とや30年

にわたる建築設備の変遷等を考え合せれば当然の乙とと

いえよう。また. 乙の事実は( 1  ) 式の再検討が必要で

あることを示している。

最大使用電力の検討

最大使用電力は変圧器負荷と高圧電動機負荷のニ磁に

大別されおのおのが電気設備室面積におよぽす影響は全

く呉っている。前者は遮断ＭＶｾ，変圧探，高低圧幹線 ， 低

圧配電盤等を具備しているが，後者!ζ は変圧器，低圧幹

線，低圧配電盤等はない。前者と後者の単位 K V A 当り

の所要面積比を数ケの実例により調査したところ，後者

のそれは前者の5096程度である乙とが判った。以上から

(  1  ) 式はつぎのようになる。

JEえられるので用途別にJ鉱山したもので・ある。乙乙で，

ボイ ラ終品は1121日負荷と給iJ，ii :t 荷とを分ける乙とが困難

であったので同行を合めたものである。また，J瓜{ 立は空

気調整用のものだけで，後気だけのものは入れてない。

乙れらの数値は平均値であるから，乙れtc{l う増減は個

々の建物について示しである 第 2表を参照してもらいた

い。従来風畳とか機械動力のデータはないので今回のも

のがチェックとか，概算値として参考となるであろう。

第 3 表

負荷|務341bイ ラ lw l糊動刀|照明何百
u! 物rn別 /1R0Mm22 n2 VA /m 2 V A/mg  

司 ｊ Ａｊｬ所勉ｾ 0. 281 1. 56 1.745 73. 9 21. 2  

会 館 建 築 0.299 1. 46 1. 81  77.9  26.2  

劇 場 建 築 O. 37  1. 41 2.  76 89. 7 45.4 

百 貨 世i 0.342 1. 18  2.  32 86. 2 43.4 

病 事;己
(4 .65)  

(28) 

全 平 均 0. 311 ' 1. 475 2.  04 傘78. 9 28. 7 

- 病院の偵を合まない

- ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

変電室最小面積 (m
2
) =3. 3J 変圧器蓉i i l : + h高圧電動機

蓉:lll: . ・・ ・・ ・( 2 )  

受電々圧の検討

(  1  ) および ( 2 ) 式は千年通商圧受屯の切合の屯気索

面積の計算式であるが近年建物の大型化とともに特別高・

圧 ( 7 ，000V 以上) を受電する建物も多くなってきた。

調査した建物の特高受包容量は 1，500KV A から 7 ，000KV A

の聞に散在しているが，乙 の範囲の容量の特高包気室( 己

関しては特高変圧器の占める面積よりは特高遮断恭，断

ｬｬＱｬ苦言 ， 避包器 ， 計量装置 ，計 ・採用変成 Ｒｾ 等の占める面積

の方がはるか! こ大きい。換言すれば特高屯気安面積は使

用電力に左右されるファクタ ーは少く ，ほぼコンスタン

トな値となるといえる。以上の乙とから次式が誘導され

る。

特高受電の湯合の変電室最小面積 m
2

］ ｃ Ｋ ＳＮＳ Ｎｪ 高圧変圧認容品十ｾ高圧屯ｩｬｬｉ ｊ 機容 ｬ￬｜Ｚ ＧＢ ( 3)  

ここで C は特高屯気室だけに関する定数で.

キユピクル型機器使用の場合目… … 150m
2

開放型機器使用の場合- …- …
H

・
H

・
. 240m2

ただし
，2 ，000K V Aく特高変圧恕容量< 4 ，000KVA料

変電室最小面積計算式の提案

変電室の最小首脳を ａ とすれば次式のようにニＧ￬ｦＧｻｾ

に分析できる。

A = M + R ... . … ・( 4 )
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ｍ ， 配 ＧＴＴ 盤 Ｍｬｾ 後の Ｑ 包気後器配置のためだけの ￯￺ ｩ ｴＧＱ ｯ

R，配屯盤前の監視，操作のための面的。

R は最大使用電力と も関係がある が，直接には勤務裂

貝数lζ 左右される。勤務要良一人当りの R は 実態調査

の結果 10 m
2

が適当と思われる。

M
は純然たる最大使用電力の函数である。すなわち，

M
全体が一種の電気機器と見倣 し得る。 また， 乙れは

変圧器の容も ｾＨζ 最も多く 左 右され ， その性質も酷似し て

いるので一極のキ ユ ピクル型変圧装置ともいえる。変圧

器容なi と最大使用電力の関係、は次式のとおりである( 電

気工学ポケッ トブ y ク)

V 手三日 ・，90
.
78

. . . . . . . . . ( 5 )  

V，変圧器容積 a，定数 s， : { 忌大使用電力

以上のような検討と実地調査の結果から悠者は変屯室

汲小面積を求める近似式とし て次式を提築する。

普通高圧受屯の湯合の変電室最小面積 ( m
2

)

= 0 .1 ( 変圧23容量

+ } 至高圧電動機容盆) 0. 9 5 +  10n.. .  ( 6 )  

特別高圧受包の湯合の変電室最小面積 ( m2)

= D + 0.1 ( 高圧変圧器容量

+ } ぎ高圧電動機容量) 0. 95十 10n. . . ( 7 )  

n，保てf 1! ! 貝数

D ，キユピクル型機恭使用の場合・・・ 80 m
2

開放型機器使用の場合 ... .・ H ・・.120.112

( 6 ) 式はその構成を前述の解析に 求め，数値を調査結

果l乙求めたものであるが， その数値 (s 0 時) は ( 5 )

式の理論他と多少異ってきている。その原因は種 々あろ

うが，重要なものはつぎの二点であろう。

I  一般に使用されている民内配屯則変止器は， 搬

入，保守等の関係で無制限にその>6肢を J1"' J 加する ζ とは

必されぬので，ある限度以上のt ; : : ( 止の地加はパンク数の

lfi 加を招来する。

立 電気室の高さには建築上の制限があるので，最大

使用泣)] が商般におよぽす影轡は号寺町i におよ lますそれよ

り大きくなる。

したがって函訟を求める提案式の数値は ( 5 ) 式の理

論h立より大きく戸の指数 0 .78 は l に近ずく。

式 ( 1) ( 2)  ( 3)  ( 6) および ( 7) の相.!.i 関係および夫

例との関係は Fig. 3  IC示す。

気室の天井高

これを算出するための要素は下記のとおりである。

I  配屯慌のおさ 1. 9mあるいは 2 .3 m

(1 1  ｾｾＧＢ ｢ＡＺ 気工業会規 絡 Ｉ

百 i白i圧配線の線開距離( ' ，低気工作物規定〕

，d紛相互間 15cm 以 上

宙線と造営材悩j 10cm 1/  

他の高圧配記長相互間 30cm 1 /  

11I 特別高圧の線問距離，通産大臣の認可を要する。

上H 己資料からぬ・LE配屯室の高さはつぎのようにしてよ比め

られる。

l，; j J l : 配徒主天井高= ( 配電盤高) +  (配H1 : 悠と第一段配

線との間以) + (第一段配線と第二段配線との間隔 ) + (第

二段配線と造官材との間隔)

= 2. 3+ 0. 15 + 0. 30 + 0. 10 = 2. 85m 

すなわち，有効天)1' 高( 梁下) 約 3 mが必要である。

もっとも，一段配線とすれば 2. 6 m程度でもよいだろう

が必低の限界である。調査結果はほとんどの姶物が天)1'

高 3 m以上であったが， なかには梁の1 ' f が大きく有効天

)1・高が低くなり危険性のあるものも少くなかった。

4寺高電気室の湯合は設計図を通産局で認可する乙とと

なっているので規定にはないが， お ｾ間距離は高圧の湯合

よりもきびしく ， 調査した結果は 5 m前後が適当と思わ

れる。ただし， キユピク J レ型のjお合は 3. 5 mでも可能で

ある。

Fig. 4， 5 の説明

Fig.  4 のフロットは必ずしも整然としていないが，

Fig. 2 と刷機な方法で次式が得られる。

Y 4= 0. 087x + 190 金受屯容: L1 K V A 

Y 5  = 0 .06 x +  100 受電変圧器容: I l i : 1 /  

ｘ ， 延面もｾ m
2  

乙れらの直線は z の増分に伴い無限に続くと考えても

差支えない性質のものであって，泌物の麗矧による変化

は図上の正t物記号に対応する点から判断してもらいた

い。また，乙の直線は妥求:照度，光源の効率，機器の効

率等によって当然変化するが，乙乙! こ採用したデータは

id近 2，3  "r のものであり ，蛍光灯等は理論的光源効ネ

の70労lζ 相当する効率を誇っている現在乙乙数年間はこ

れらの上に飛躍的向上を望むのは無理な状況であるから

直線にも大き な変化はないものと思われ る。

Fig.  5 は縦軸に全屯気室面積の延面積に対する百分率

Y G， 桜ｩＧｬ Ｔｨκ 建物延面ぷ ｺ をとり ￯￬ｩｪｊ 己同様のブ ｾ ￮ｴ で￯ｩＧ ｕ ｊ￭Ａを

オミ:めればつぎのようになる。

Y 6  =  1 .73ー1.09X 10- sx t;こだし26000くx の¥1与Y 6 = 1. 25

乙の x 上の y の回帰線の摘さ方は機械室の項で述べ

たものと同一であり，使用法も問機である。乙れと Fig・

3 または， Fig.  4 で求めたものとの差が発屯対主主，部'U

I也室の国，fJ'l( ζ なるはずである。

: 往本 ＨＱＩ 式 の 調査が行われた時代 ｉｾ は ， 冷房ｊｦｉ心高圧 ｭ 動機は ｭ｣

あるので資料の Ｇ ｉＢ ｾ 合まれていないよう Ｑ ＾ＺＱＨＨ，定される。また ，

O! 物川には特別内lEが艇附 されてい ts. かつに E とを示してい

る。

"'.. Ｑ Ｕω ｋｖａ ｾＲＰ ∞ ｋｖａ ，＠ ｾ ｏｏｏ ｋｖａ ｾ 河∞ ｋｖａ の場合 ｃ ， お

よび ｄ ｾ ｻ，Ｈｻ は災例が少く発表し得るｬＺＺｬ叩 ｉｪｾｊｩ を求の得なかった。
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以上の解析によって得た各積の数式およびグ ラフはい

ずれも決定的なものではないが，乙の磁の研究は非常に

少いので，序論』ζ 述べた設備室音|困の第二の方法を採用

する場合建築計画上一つの新しい ｄｾ ｴ ｡ とし て 役 立つ と

思われる。乙れらの結果はいずれも実在の建物を基とし

て導き山されたものであるが，実在の建物では設計当初

における設備室面砧の取扱い1 ( ，従来多くの文献に見受

けられる Dat a を用いているものも多い乙とと思われる

ので，個々の建物については設備室面積にかなり適不通

が見受けられる。そ乙で一応参考として各建物について

機械室，電気室 lこ対する寸評を第 1 表lζ 載せておいたの

である。そ乙で新しく計画する建物について設備室の比

率を定める場合は前 lこ求めたグ ラフとともに第 1 衰の寸

評を参照してもらえば今回の Data からそう無理のない

計画規準が得られると思うのである。

将来設備に要する Space の割合は，太陽熱利用 Ai r

C o ol  C ondenser on  Raof の出現，その他熱源の新しい利

用法， Heat  pump の利用， Z o ning の細分，Duct Space の

軽減等種々の新しい方法lζ よっ て当然多少の変化を見る

べきものと思われるのであるが，現在最も一般的な空調

方式を採用する場合では，設備室面積の占 める割合はさ

きの解析の結果かりおおむね次表のよう な値に なると思

われる。

¥ 政 l帽を |
Ｑ ＵＰ Ｐ ｾ Ｒ ＵＰ ＰＰｭＲ＠ I  25000 M2 以 上

延 t( iI b'I 

地 下 綴 械 室 4  %  ｾ＠ 3  %  3  %  ｾ＠ 2. 5%  

1! 二 』書 械 主邑 5 %- - 4 %  4. 5%  ｾ＠ 3.7%  

低気遂を合む全政<<O:li 6.5%  ｾ＠ 5.5%  5. 5%  ｾ＠ 5  %  

各階ユニット式等では地下機械室は上表の値より 0 .5

96 ぐらい少し全機械室は0 .596- 196 ぐらい大きな値，

また全設備室も 0 .5% - 196 ぐらい大き な値を採る。

暖房だけの場合では地下機械室は上表より 1. 596-
196

ぐらい小さし全設備室は 4 9ぢ- 3 9ぢぐらいと なる乙と

が図表から読みとれる。

また，冷暖房を行っている電気室削船は延面肢の 15ぢ

- 2 % の間にとればよいであろう乙とが判るが，乙の場

合変圧器容E をささに定め，Fig.  3 から変電室国税iを仮

定するようにすればより経済的な設計ができると恩われ

る。

延 20000 m
2

以下の建物で地下機械室の天井高は少く

とも 4 m，20000m
2

以上の建物では 5 m以上は欲しい。ま

た，室内』ζ 床，架台を設けて立体的に機器類を設置する

場合 lι はいずれを問わず 6 - 7 m は欲しい高さである。

電気室の高さは解析の項で述べたように種々の規定で決

まっ て くるが，地下室の場合 lζ は主l ! 築設計上機械室の高

に準じて くる切合が多いので，その値をとればよいで

あろう。

以上に述べた種々の結栄を利用して，今後設備室の設

計-は，狭小にすぎたり，不経済に広すぎたりすることの

ないように行うと同時に，照明，色彩，機器の耐久性等

を十分考慮して，さらに設備室の位置，形体を合理的に

処理する乙とが肝要である。 乙れには C l ient ，Des igner ， 

C onstr uct ive  Eng i neer ， Equi pment  Engi neer，および C ontra-

c tor がよく協力し 1 コの C irci e 会形成し， その中心に

凝集さ れた綜合力によっ て理想的な設備室を持つ述物を

建設して行かねばならない。

今回調査した建物で設備室の理恕lζ 近いものとしては

0 6， 0
9
， 0

2 0 等があるが， その代表的なものの地下室

平面図を参考のため Fig. 7 に示して置く。 なお，エレう

ータ機械室， fE話交換室，上階のダクトスペ ース25は純

凶の中に入れなかった乙とをお乙とわりして泣く。

X  ×  X  ×  

終りにのぞみ，今回の調査にあたって諸資料をど提供

下さった竹中工務庖石泉氏ほか各位，ならびに大阪設備

業界の各位，またビソレ見学に際し府: と々使主( を11・えられ

た各{ 立に対し深く謝ぷをぶします。

(筆者 K K 大林組処架部次長)

• 



ライトヲ主主ごと 1 0型 l

世 界 的 に 認 め ら れ た

ライト " L K " は他のブラインド lζ 比してどとが

優れているか ?

(1) 従来の設計J 常識を覆えし，どんな場所にもf l i 1

単 iζ 美しく耳元付ができます。

(2) しかも{ 也のブラインドのようにボ ックス内調i

lζ ホコ リが入らない完全防塵です。

(3)  塗装はオートメー ν ヲシ赤外線焼付・ですから ，

サピやはがれる心配はありません。

(4)  その他各部に は最高級品を使用しであります。

プラ イプ ドは値段の次い点にばかり惚れ込んでi ' i え11必ず後悔 しま

す. 内閣』迄良心的に巡るライトのベネッ V ャ γ プライ γ ド11他の迫

従を許さない作動の続快さと耐久性とを持った最もl l J 紙できるブラ

イン ドですo ｾライト ｌｋ ｾ は ω 年のＧ

によつて作られ. .1世界各地に最も大賞に鎗山されています.

株 式 会 社 ラ イ ト 製 作 所

本 社 工 場 大 阪 市 城 東 区野江東 3 ー7 8 T E L ③代1751- 4

東 京 ・広 島 ・和 歌 1LI 
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ぺンチレーター
田中工業( 株) 大阪出張所

大阪出張所 兵庫県尼崎市南竹谷町2 ノ 89 電 話 ⑬ 0 5 4 5  

本 社 東京都墨田区吾嬬町東4ノ122 電 話 城 東 ⑧0870 ・ω7 0

錦 糸 工 喝 東 京 都 盛 岡 区 錦 糸 町1ノ25 電話本所@ O790 ・5133

小 倉 工 場 小 倉 市 赤 坂 上 の l i J 3  7 電 話 小 倉 0653 ・2833

川 崎 山 張 所 神 奈 川 県 川 崎 市 東 淀 問 3 / 4 3 包括 川崎②4540

札 脱 出 張 所 北 梅 道 札 幌 市 北 三 条 東 7 ノ 4 電路 札 幌 ③0515

蜂 岡 出 張 所 主 苦 手 県 盛 岡 市 木 伏 179 屯話 盛 岡2554

名古屋代理町 名古屋市西区西菊井町2ノ12岡岡越材庖 m騎西，g0121

設 計 施 工

続草案

Sj Et  

大阪市北区真砂町 5 番 地 電 話 大 阪 (34) 207- 8・4836- 7
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

A

令

官株 式

. t = 

ヌL浅 海 電

雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @5 2 7 3- 5 ・5 4 5 1ー 2

営 業 所 東 京 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

正海浅取締役社長

電 気 工 事 設 計 施 工

電気冷蔵庫・電気洗車E機

修 理 販 売

工 、 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

包 括 ・大 阪 (⑧ 2.8 9  1 ー 5 番

場大阪市西淀川区御幣島東一丁目 二O

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

工

営業所

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 騰キサ
. o.  

" 7  

社

電 気 設 備 工 事

設 計 ・ 施 工

陽 電 気 株 式 会

取 締 役 社 長 山 本 博 三

大阪市北区中之島三丁目 三 朝日ピノレ 6 階

電 話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大代表)

大 阪 市 西 区 土 佐 腕 通 リ 四 丁 目 十一審地

電 話 大 阪 局 @ 5  2  0  Ｑ 審Ｈ代表 Ｉ ｾＳ

ネ土

朝

本
大阪市北区I ' } . f i ; ! 的上ー丁 目 凶 -

ｭｾ ｩＧｩ 大 阪⑧ ＸＱＳＱ 代 表 ｾ Ｔ

東 京 ・ 新 宮 ・ 御

初:本

営業所

坊営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

社 大 阪 市 北 区 西 煽 川 間J 1 5 :(存 地

i屯 話 大 阪 @ 代 3 0 5 6

* 京 都 中 央区銀ド1 - ¥東 8 T 目4 帯地

全国燃料会館607号室悩話東京@7464

名 古 屋 ・四 日 市 ・福 山 ・橋 間

マヤ株式会社

本

東京営業所

電 気 工 事 設 計 施 工

三菱電機 ・冷凍機工事特約庖

株 式 会 社 野 上 工 業

取 締 役 社 長 野 上 清 二 郎

本社大阪市東区 北 浜 三 丁目四七電話 北 浜 ｀ ＷＷＰｾ Ｓ

支 ! 苫 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5010

支J; 5 松 阪 市 本 町 電 話 2 4 8 0 ｾ＠ 2  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸・直方・ffi JII. 大分・四日 市

所

i抗張出

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

輿

工 事 設 計 施 工電 気

社

大

タケ ν

大 阪 市 北 区 絹 笠町50'(存地 位ピノレ703号室}

電 話 大 阪 ⑧ 2138代表 ・5018

東京都中央区日本橋箱崎町三丁目 二務地

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 ・1470務

大 阪 騨 ・名 古 屋 ・下 関

井坪

株式会社

取締役社長

社

庖

本

支

社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 三

社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁 目 51

電話@5148 ・6460 ・侃46

大阪市北区 絹 宝 町 5 0 (堂 ピノレ 8 階)

電 話 @3 8 6 2 ・1 1 4 1

東京都千代白区飯田町 2 - 15 ( 飯田橋

ピ ノ レ Ｔ 階Ｉ電話 ｀ ＸＵＲＰ ・ Ｘ Ｕ ＲＷｾＹ

名 古 屋 ・ 光

A .  

ｾ＠式株機電宝

室

庖

本

分

支

出張所
出張所

社

電 気設備工事 ・設計・施工

必』

ｾ＠株 式

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

信制電機ま松
〈 争 株式

会社

明

大 阪 市 城 東 区 野 江東之町三丁目一五

電 話 大 阪 @ 5  1  4  3・5 3  7  3  

大阪市城東区野江西之町三丁目一一三

話 大 阪 @ 2  1  9  3・2 1  3  4  

正本

. t = 

ヌL

中取締役社長

中 本 電

ネ土本

松 本 芳 太 郎取締役社長

機器工場

資材倉庫

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

電話 北 浜 ｀ Ｂ ＶＹＵＱ Ｈ 代表 Ｉ ｾＳ ｀ Ｘ Ｑ ＲＱ

2  
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暖 ・冷 房 ・空気 温 湿度 調 整 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピル 7 階)

電 話 北 浜 @ 7 6 4 1 (大 代 )

本社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番地

給 排 水 ・ 衛 生

暖 冷 房 ・ 換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575 - 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945- 6

神戸市生田区下山手通 六ノー ・電話神戸④5892

水道 ・衛生 ・媛冷房 ・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪⑧代表4496- 8 ・4伺 3 - 4番

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ノ8 仲 12号館 5 号

電 話 28 局 筋05- 8番

金沢営業所金沢市高岡町三五電話金沢本局②却74

福井出張所福井市城之橋下町一O 電話 福 井2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松5195

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水道 ・電気 ・厨房 ・築炉

鋼 桜 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 販 売

三 機 工 業 大 阪 支 庖

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・電話代表26局 2951

3076 

本社東京都千代田区有楽町壱丁目十番地

文庖 ・出張所名古屋・福岡 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処理装置

株 式 会 社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 5 (代)

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一番地

電 話 三 田 @ 5 2 8 1 (代)

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・ 製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三器地( 毎 H 大阪会館内)

電 話 大 阪 @ 局 8 3 5 6 ( 代表)

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

支 庖 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

電気・暖冷房・水道・ 衛生設備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 后 大阪市西区江戸婿南通一丁目三七番地

電 話 大 阪 @ 代 表 ! ｾ＠ ｾ＠ ｾ＠ ｾ歪
支 ｾ 東京・名古屋 、ー- - ・ 回

出 強 所 長ま : 顎 ・忠告・喜松・広島 ・福岡

山 一一台 一潟・金沢 ・福井

創 業 暖冷房 ・換気 ・空気調和

大正二年 病院諸機械・給排水・衛生

顎 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

宿話和田倉@3761・3762・3763・3764

大 阪 広 大阪市西区土佐掘通大間ヒソレ714号

電話土佐掘@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

机 幌 庖 札 幌 ・北 四 ・西四( 札幌駅前)

電 話 札 幌 ② ∞10・0956 ③ 4661

名 古 屋 庖 名古屋市中区南大津通一丁目千代

国ピノレ 522 号 電 話 中 局 @ 1766

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 E十 施 工

須 賀 工 業 株 式 会 社

大阪市福島区堂島浜通 4 丁目

電 話 @ ! 代 表 1 1  7  1 番

l 代 表 1 3 5 1 番

東京支庖東京都港区芝田村町 6 丁 目 篭 諾 ⑬ 代 表 7121

名古屋支庖名古屋市中区材木町 1 丁目 電話⑧代表 7856

京都支庖京都市下京区烏丸通松原下J レ電話⑤1989・2255

神 戸 支 庖 科 戸 市 生 田 区北長狭通2丁目電話⑤代表 5101

福 岡 支 庖 福 間 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表 4735

株式

会社

空気調和装置 ・2主計施工

建 材 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島三丁目( 朝日ピノレ九階)

電話北浜@ω4 1 ( 代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重州三丁目七

営 業 所 名古屋市中区西万町二丁目ー
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名
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. 6.  

ｾ＠

次

式

文回

株

山

業

取締役社長

エ回山

本 社

営業所

出張所

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 設 計 施工

各種送排風機 ・エロヒンヒーター・キャビネ ットヒーター

冷却l 塔 ・各 種 レデスター ・アネモスタ ッ ト類製作

社

. 6.  

' :z:s; 式株エ鉄本藤

A

Q

一
品

電 話@1264- 6

電 話@1144 - 5

電源①4594 ・5118

経〈寝巌JII 】0404

大阪市姐区赤川町三丁目 二八

大 阪 市 北 区 神 明 町 五 O

名古極市東区駿河町一丁目三

従 属 川 市 大 字 太 1111 一九五

本 社 並 工 場

梅 園 営 業 所

名古屋出強所

寝 屋 川 工 場

媛 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一番地

電 話 福 島 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 @ 2 1 7 7 - 8 番

神 戸市生田区下山手通八丁目三三

電 話 元 町 ④ 3 0  3  5 番

株式会社

庖

本

支

出ｾ所

温 温 度 調 整 装 置 、 媛 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大阪市北区富田町30 電話大阪@ { J S t i r z 7 0

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸ノ肉 2 - 1 0

電 話 ⑧ 2 6 3 1ー5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0

電 話i 7 3 3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前町3- 6

電 話 ⑨ 2 8 9 3  

温湿度調整・媛冷房・換気給排水・衛生段備

設 計 並 施 工

社

. 6.  

' :z:s; 

⑨日本管工業株式

代 表 取 締 役 市 川 進 男

京 都 市 中 京 区 両 替 町通リ姉小路上ノレ

電話②2290・5532・6945

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 ③ 8829

四日市市浜田西末広町電話7503 ・3665

津 市 栄 町 2 - 1 1 1 電 話 3 6  1  0  

社

四日市営事院所

2事官t 割腹所

本

大阪世tt隣所
fl l J 台支 庖

名古屋出張所

房 ・ 冷 房 ・水 道 ・ 衛

湿 度 調 皇 室 装

設 計 施 工

朝 日 工 業 社

大阪市北 区中之島 4 - 39 電 @6671- 5 

東 京 支 広 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 2ー 7 電⑬ 7 3 4 1 - 5

北 海 道 出 張 所 牝 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 篭 ② 2 2 0 3  

仙 台 出 張所仙台市元寺小路〈五減ピル) 電 8  0  6  1  

名古屋出張所 名古屋市中区東陵町 6- 5 電@1270・1484

広 島 出 張 所 広 島 市 中 町 3 電② 1 4 2 8  

稲 岡 出 張 所 福 岡 市 東 研 町 3 電恒l O788 ・@O296

生

置

媛

j昆
CONT RACT OR PAI NTI NG 

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 態 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一四 @ 代表7031

東京都港医芝琴平町四o @9278 

名古屋市中区新栄町二 丁 目 ー ③1820

福井市宝永上町一0 五 1596 

広島市石晃屋町五五 ②1938 

福岡市柳原一丁目七 0 1158 

株式会社

庖

負

装

3青

塗

司王工袋

林

塗

式

、社

株

会

TEL. 大 阪 @1756- 7・東京@ i 1335 .. 

ド床・床材料
リグノイ

工業用及建築用各種石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 底

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

製 造 ・ 販 売 ・ 施 工

大阪市地区曽根崎新地三丁目五十三 ノー

南町桜橋停寝所 前Ｉ 電話大阪 ｾ ＱＲＷＴＭＶ
支 底 、 徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

福 屋 工 業 株 式 会 社

大阪市西区南姻江上通一丁目三一

電 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7
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建築思待料品錠一一一! _<BOAL〉

ｾｾｊ ｉＮＮＺｉＮ＠ - 回ツク

民 主 長 山 製 作 所

シリンターレパー八ンドルI l

押ボタ ン式シリン 1 - 錠

アノチ式シリン 1 - 錠

シリノ ターナイ トラ ッチ

シリン 1 - 抽 斗 錠

吾 櫨 高 級 彫 込 錠

国申4 Z型車 0

・ー-ー-ー

大 阪 ガ ス 会 社 指 定

回 申 風 呂 脇 信 尿
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寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事
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4 製 造 業 社

協 和 建

k. k. ヱ

k. k. 工

大 恵

因 島 応 用

東 亜

日 遷 化 学 工

4 販 売 業 社

浅 野 物 産 k. k. 大 阪 支 広

i也 図 商 事 k .k.

内 国 商 会

術 本 石 油 k. k.

枝 松 商 会

大 阪 朝 ・ 日 渥 膏 k. k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

川 崎 物 産 k .k. 大 阪 支 庖

中 西 渥 膏 産 業 k. k. 大阪営難所

k. k. 長 野 商 広

日 本 建 霞 興 業 k. k.

前 回 商 庖

村 井 工 業 所

山 文 商 事 k. k.

4 工 車 業 社

旭 化 建 工 業 k. k.

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k. k . 石 図 建 材 底

オ リ ヱ ン タ ル ア ス フ ア ル ト 工 業 k. k.

大 阪 耐 強 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 底

共 栄 湿 膏 工 業 k. k.

k.k. 木 下 値 三 筒 庖

k. k. 久 保 高 庖

清 水 興 業 k.k.

k. k. 新 光 商 宿

高 野 ア ス フ ア ル ト k .k.  

k.k. 大 和 商 会

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 業 k. k.

日 新 工 業 k. k.  大 阪 支 庖

日 本 渥 膏 工 業 k .k. 大阪営禦所

k. k . 双 葉 商 会

松 本 遷 育 工 業 k.k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

k.k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 阪 会 社

k .k. 中 出 商 会

三 億 工 業 所

中 村 涯 膏 工 業 株 式 会 社

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k.k. 浜 原 隻 商 腐

膏 盛 建 材 k.k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k.k.

k. k. 山 本 商 会

惨 賛 助 会 員

丸 善

|  ア ス フ ア ル ト 防 水 竺 予 料 と 工 事 は |  

( アイクエオ順)

(37)  6002 ・857

(66)  8861- 2  

cg，)  4460 ・8288

( 47)  3131- 2  

(44)  8 ω- 1 0・1773- 5

(77)  915  

( 39)  924- 5 ・2045

大 阪 市 東 淀 川 区 関 川 通 5 丁 目 91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 田 島 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 淀 川 区 鮫 島 田1 1 6 9 0

大 阪 市 西 区 京 町 郷 土 通 1 丁 目 1 4

大 阪 市 天 王 寺 区 掘 越 町 2 丁 自 1

大 阪 市 東 淀 川 区 婦 上 通 3 了 同 3 9
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材

( 23)  1731代 ・2931代

(23)  1345 ・1346 ・3381

(36) 鋭治 ・2841 ・2966

(54)  378 5 - 7  

(34)  8似 3

(53)  4520 ・8401

(77)  915  

(36)  774  

(34)  4305  

(44)  853 ・5196

(23)  2771- 2  

(44)  5223- 4  

( 73)  2514  

(44)  0255f ¥;; ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三和ピル)

大阪市東区道修町 1 丁目 11(加藤 ピノレ)

大 阪 市 北 区 万 才 UIJ 4  7  

大 阪 市 西 区 新 田J 北 通 1 丁目 5 2  

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 郷 江 一 番 町 1 4  

大 阪 市 天 王 寺 区 郷 越 田J 2  

大 阪 市 北 区 絹 笠IsJ50 ( 堂ピル二階)

大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 北 区 中 之 烏 6 T 目 8

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 北 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 七 佐 堀 1丁 目 1 3  

、

(37)  6555 - 7  

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(53)  4050 ・4190

( 37)  1333  

(33)  3679 ・“81 ・8471

(35)  2922  

(94)  5561- 2  

(44)  5408 ・5486

(34)  ＲＰ ＷＭ Ｘ ・ ｾＳ Ｖ ＭＷ

(37)  1お3 ・2933 ・9377

(26)  7195- 7 ・4464

(44)  2148 ・4164

( 64)  1お8 ・1905

(35)  4779 ・ω 97

(64)  3434- 6 

(53)  5281- 3  

(34)  1804 

(37)  3375  

(35)  9231  

(45)  2360 ・2030

(34)  8157- 9 

(75)  7271 

濃川 ( 5 ) 2697 

3島川 ( 5 )  4630 

元町 ( 4 ) 6930  

元町 ( 4 ) 5鎚4

(  2 )  4272  

尾道27ω

中 ( 2 ) 2881- 2 

高松 4お9

松山525 ・1159 ・2159

松山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 UIJ 3  8  

大 阪 市 西 区 江 戸 娼 下 道 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今堅北通 1 丁 目 3 1

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 丁 目 1

大 阪 市 北 区 浮 田 町 8 2  

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 空 心 1111 1丁 目 3 0

大 阪 市 東 区 鉛 越 UIJ 2  J 目 3 4

大 阪 市 西 区 江 戸 脇 南 通 5 丁 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

大 阪 市 南 区 取 町 通 2 丁 目 1 3  

大 阪 市 西 区 江 戸 婦 上 過 2 丁 目 4 2

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 了 7 3  

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6T 目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 辺 1丁 目 4 0

- J ; . 阪市 北 区 宮 田 町 4 0  

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁目 6

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 7・丁 目 4 5

大 阪 市 福 島 区 上 稿 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 町 4 5  

大 阪 市 天 王 寺 区 南 玉 造 町 4 3

神 戸 市 兵 ぽ 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 庫 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 神繊共栄ピル

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 天 神 前 2 2 0

松 山 市 一 番 町

松 山 市 茅 町 2 丁 目 9 5  

、

イ

(27)  1251  ( 代)

!  日 圭 人 ア ス フ ア ル ト 同 業 会 関 西 支 部 i_:;;-';"_jlj 川 . ， 6 _…l 蹴 |  

9  

大 阪 市 南 区 長 掘 橋 筋 3 丁 目
k.k.  i由石



昭 和 到 し 三 @

Ｊｾ＠
アルミニウムの押 出型材は複雑な型状の もの

が容易に作れ製品コストを下げ、軽〈、 美 也

〈、錆ぴず、合金によって鉄鋼に 匹 敵 す る 強

度を持ちます。最近は建築、船舶、航 空 機、

その他軽工業や家庭器具等極め て広範囲に使

用 きれて います。

アルミ ニ ウム工業に於て伝統を誇る当社は、

最 新 式押 出機に よ り管、様、線、その他 各 種

の型材 を生産しています。

本 社

東 京官官 鎌 F斤

堺 市 海 山 町 6 の 2 2 4

東 京 都 中 央 区 日 本 機 楓 留 町 l の 1 2  

i包ヲafi-- 事

石 膏 ポ ド i立 進 イじ

火 に 遭 え ば 陶 器 と な り

水 に 遭 え ば ス レ

関 西 地 区 販 売 庖

青 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

中 央 建 材 株 式 会 社 大阪市南区難波新地1- 36

株 式 会 社 室 谷 商 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50

し ?こ
ノ

l宅二 な る

T E L 中② 2 2 8 1 - 3

T E  L  @  6531 ・2431

T E L ⑧ 2021 ・3486

- リーフレ フトの用意があります ご舗求下さい
- 健造品が一都市婦に出ていますからご注愈下さい

符 ｴｴｃｾ 拘・子 ［ＢιＭｾι
1< - 1 0  

東 京 護 側 工 業 掠 式 会 社 東 京 都 中 央 区 新 川 1・6 T E L 5 5 1 0 7 7 1 ・5

住宅や家具につく自アりや害虫を退治します、そのよ 「アリノン」は

協議

くされ・かびにも特効があります。

ｾ＠， I J  
ヲ'

白アリに

国 山宗化学椋式会社 奴 JL院AP千五FY3福島るがふfLE詰?怒・!?苦:総

10  
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園

東京鋼板工業株式会社
ァ

υ

p

 

ユ

‘ンジサ

ム

ス

ウ

レ

江

ン

ル

テ

ア

ス

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

慢 話 ⑧ 8 1 3 1 - 6

大 阪 市 北 区 割 笠 町 18番地( 繁用車ピル 3 階)

電 話 @ 0  6 2 1 ・o 6  2  8  

名古屋市中区大池町2 4 ( 丸菱ビノレ) @3048・4593

広 島 ・福 岡 ・ 富 山 ・ 札 幌

本社及工場

大 阪 支 庖

タツ
チ ー ル シ ヤス

名古屋支底

代 理 底

@  

社会式株ト，;  メセ国豊

町

京

; q 問

販・東

問 ・. 県

倉・犬

福ヨド 祉

" 務 所

S A S H  D O O R  
S T E E L  @  

鉄 道 車 輔 の 製 造

土 木 建 設 機 械 の 製 造

建築用鋼製建具扉の製造

営業品目

近 畿 寧 繍 株 式 曾 縫

岩 元 式

スカイライト並号明、ンチレー夕刊

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮廊、オペレーター、門廟鉄樋

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

11 
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式

馴

川
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話

圃
回

大

電

一

冗
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ー-1

耐火断熱保温保; き防音

吸富結露 F月 止 に

③自室蛭眉株式会第土

ｾｾ鹿市農ｻｧ￟繕 ＳＭ マ ｔｅ ｌＨ ｚｊＩ ＱＶＰＱ ， ＱＷＰＴ ， ＵＶＲＷ Ｎ ＵＶ ＧＲ弘法 Ｎ ｾＱｉ工場 ・ 大阪市煎淀川区宣霊雷原町 ＱＱＵ TEL( 38) 3101 

ベ ン チ レ ー タ ー ( 鱒型各種)

パーチカルベン九レーター (電動式)

波 型 硝 子 屋 担 完 全 蔓

般 書 十 施 工

ＴＰｾ 手の伝統と経量産を跨る

体 育館ア ー ケードに最ｾ

株 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピ ノレ) T E L  (44) 39邸・ 4396

最新 1 機械設備

最高/ 設計ト技術

不続/ 研究卜改良

優 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R i W1恋宝E

ド1 ' - 。サッシェ。メタルラス

練式会対岩佐鍛工所

六 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 二 寸 目 三 一 番 地

T E L 5，定)'J ( 4ワ) 代表4351・4352・4355・0903・0904

J I S 日本工業規格oNo. A 日 04

i ヘ 脅 タ イ ト 1

功氏、協弘、冷丸紅除、パ恥立心船令

( 軽 量 木 毛 セ メ ン ト 板 )
製 造 元

S  1  Z  E  日 本 製 板 加 工 株 式 会 社

中細木毛 3' 弐 6' l Omm 1 2 mm 1 5 mm 

大 阪 出 張 所
1 8 mm 2 5 mm 5 0 mm 

極観. * 毛 3' X 6' l Omm 12mm 1 5 mm 大 阪 市 北 区 高 垣 間J 8  0  ( やよひピ Jレ)

1 8 mm 25m m  ｾ活大阪Ｈ代Ｉ⑧ Ｑ 7  8 ・4 1  6  1  i香

12 



4・

1・

サッシ ＲＮ 阿・Ｎシヤ ｉｾ Ｇ￬・

注ｾオペレーター

ドF サlンガ・

際与 ι 工沼 ｾＩｾｩｬ

伝 統 に

輝 く

ス チ

ス チ

ス チ

本社工場大阪市東淀川区西 Ｇ ｉ ｾ ｊ 島 ｉ ｬｉ ｉＷ - 6 9  

F司v孟、
話 大 阪 37- 1 7  5  4  ( 代 表 )

J レ サ ツ
ユi、ノ

ユ

J レ シ ャ ツ タ

)1; ド ア

優 秀 な

製 品

新 規 製 品

完 全 密 閉 片 引 き 窓

気 密 度 極 め て 高 く

開 閉 軽 快 ・ 堅 牢 ・ 低 価

株 式 会 社
汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 恩 貴 島 北 之 町 1 1  

鉄材が少 くてすみ施工簡易な格納庫 ・エ場 ・体育館の建築には

“ ORI MOTO"  DI AMOND T RUSS 

設計 の御依頼に応 じます ( 路工は御自由です〉

カタログ及び殴針移考資料贈昼

電話 此 花 ⑮ 2 {t 0  3 ・ 4 4  6  1  

官公庁御採用 耐震樹風木材接合金異

住 宅、工場、学校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

附 O 式クランプ

ｏ ｮ ＷＰｾ ヂ べ ｪ レ

r8寸7ラ

考 東 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 史 所

東 京 都 ゆ; 央・区 日 本 橋 燐 殻 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) TPL  ( OT ) 倒43 ・7叩7 ・70位

13 



〆・・・・・・・ー園園田園田園・・一・・・・・1

1特殊壁材製造と左官材料専門卸 1 :  

水 溶 性 特 殊 接 着 剤 H シ ン ケ ン 糊 H 桜 印 酸 化 黄 i  

ラスヒゲコ・末広布連其の他特殊材料製造発売 .  

-E  

E  
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E  • 
E  

E  • 
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園田園圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
4

・
・

一E
d
捌

…

庁

制

…t
d
湘

…E
U
船

lLらすすがぺト|

子主di i J MLj i |

ｾＡｉＺＺｾ［ｓｾ盤貴闘 ｅ 扇亘圃四四暗趨細菌

国 圏

チZ リー列弓ー

合セメントの ( アク ) でお困りの場合に

・・. J ・・ t ・-・・ d

竺里..1 ___J，. . - _ _ J  セメント( アク) 止剤

( カタログお申込み次第お送りします )

椋式会融新興建材工

本 社

所

大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 電 話 ( 53) 1  9 8 8 ・- 9 7 2 0 ( 54 ) 1 9 8 8 ・1 3 5 6

14 
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4・

.  

〔近 鎗〕

ー 友 工 業 株 式 会 社

大 阪 営 業 所

大阪市東成区大今里町655

大阪セルロイド会館内

電 話 今 里 @ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大阪市南区長編橋筋 2 ノ20

( 日本橋電停前)

電 話 南 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2

京都出張所

京都市中京区河原町夷川下ノレ

電 話 ③ 3 2  9  9  

稼式会社

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35

電話土佐繍@5408 ・5486

株式会社

久 保 商 庖

大 阪 市 北 区 民 砂 町 5

電話北邸 0 7 - 8 ・4お6 - 7

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京都市上京区大宮通四条下 J レ

電 話 壬 生 ⑧ 4 4  .6  8  

石 井 建 材 ‘ 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

m話淡川⑤2697 ・2140

関

青 盛 建 材 株 式 会 社

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

電 話 中 ② 2 2 8 1 - 4

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

電 話 ② 7 9 1 1 . 8 1 6 9

青 盛 建 材 福 岡 営 業 所

福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4

電 話 東 ③ 1 2 2 5 - 6

〔東 海〕

綜式会社

名 建 商

名古屋市中区宮出町41ノ 2

電話中131329 ・2106 ・2817

合資会社

. b.  

:z::t 

岡 田 建 材 庖

名古屋市西区西菊井町: f 2 ノ12

電話西 @ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

和 泉 産 業 株 式 会 社

大阪市南区日本橋筋 2 ノ 諾

旬 ｉ 話戎ｾ 3 2 8 6  

15 



16 

強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・ (電灯線使用 )

ン ク リ ー ト の 穿 孔，削 切

目 粗 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す。

独乙ロパート・ポッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

25 峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸堀上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 沼 @0 8 4 2 ・2 1 8 1

庖

1‘  

1  



同

1¥イヲ。ε

量 形 鋼

口

川

品

口 口 門 ・

? 一〕凹口特圏

日 本 特 殊 形 鋼 株 式 会 社 発 売 元

大 日 鋼 業 株 式 会 社

大 阪 市 西 区 立 発 掘 北 通 七 丁 目 二 一

電 話 (54) 1  7 2 1 . 1 7 2 2 . 1 1 2 3 ‘  

仁主

基一主

竹 島 式 固 定 型

チ レ ー タ

全 国 有 名 金 物 庖 lζ 有

三 和 金 物 株 式 会 社

J・

特許サンワ印

ンハミ

大 阪 市 南 区 南 線 屋 町

電 話 (27) 4  7  55 - 7  

り

製 造 元効力絶対回転式の三倍強

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

理 ル

F 官浪速建枚工業統一且 応

Ｈｾわ〉 浪 建 式 |川11川川川酬11川川11川11削酬酬酬酬酬11川川川11川川11川111111川11川11川11川111川11川11川川11川川酬酬11山州酬|山刷刷H刷刷u削刷酬11

ドアー
ス チ ー ル サ ッ シ ュ

- オ ペ レ ー タ ー
シ ャ ッ タ ー

一 製 造 販 売 一

本社 ・工場・大阪市城東区野江中之町一丁目 九番地 電話城東⑮1171，-.，3番

東京営業所・東京都中央区銀座東六丁目木挽飴ヒ・ノレ六号館印7号 室 電 話 東 京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番地( サンビル内) 電 話 福岡① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・ 大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

17 



.. 

、、/惨

づ 日

F謹

ケ Z

よら

一一甑の聞・廊下に

新

築

に

水

拭

き

で

は

す

ぐ

に

黒

ず

み

ユ

ス

・

ラ

ツ

カ

は

白

木

の

味

を

な

く

し

、

は

げ

る

と

見

苦

し

く

な

り

ま

す

が

、

す

べ

ら

ぬ

白

木

鍵

出

ケ

ン

ト

ク

を

月

に

プ

t

二

回

ぬ

り

乙

め

ば

昨

毎

日

は

カ

ラ

拭

き

で

新

築

そ

の

ま

L

の

美

し

さ

を

保

ち

ま

す

。

芸ム

甑 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

白

木

液

体

7

Y

F
タ

ヲ

升

・

四

九

O

何

で

約

十

五

出町

、

丸

-

単

品

Y

F

三

九

O

円

で

約

五

島

町

み

が

W

ま

す

6

司

E

A
H

H

4

 

渇

白

川

山

岨

叩

⑧

 

話電

V'- r J &l J  
K Kケントク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

自家設備一貫作業

!ま

トをイ

防 錆 処 理

フアボ ン

グヘ

一

、J
犬 阪 達 材 工 業 株 式 舎 社

営 業 所 大阪市南区九郎右衛門町21番地 電 話 ⑮ 代 836- 839 ・

本社工場 堺 市 松 屋 一 丁 目 6 番 地 電 話 堺1日6・3323・4800-- 1

工 事 部 大 阪 市 南 区久左衛門町 7 番地 電 話 ⑮ 7 0 4 7 ・7

出 E長 所 名 古 屋 金 沢

18 



あらゆるシヤ"J タ・の

専門メーカー

株式会社 日 本 シ ャ ッ タ ー 製 作 所

本社・大阪工場 大阪 l打点淀川 1><-1[j 川jill6 J "l 138 ('，[i) 1¥;37 8565 

名 古 屋 支 庖 :?" ，Ii I-yt_ "j 11
1  

1><: ;:0; :1¥ nlJ 23 (;[.1) 24 4811 

東 京 工 場 川 崎 市 新 ) L f・米 3T  r  J  1159 Ｈｾ｛ｩＩ＠ 047 5350 

九 州 工 場 制 岡 市 綬 m IsJ  1  2  6  8  (j(.!.) 2  6708 

営 業 所 川知 ・ 岡ＺＭＱ Ｑ ・ Ａ日必 ・ ＴＱｾ 出

代 行 庖 ￭ｾ IJ<1 ) : _ 質問; "j ニ ア リ

日本窪築協会優良諮明 セ メ ン ト 増 強 防 水 部j

'I' J ( t  

Il 

録 ι咋

附

「ι

'1. -9イ阻害

本 社兵庫県宝塚市高台七の池北28 1  "江..Ii 1・以 2 1 5 3  

工 場 尼 崎 市 健 波 本 田 J 1 3 4 ' ，ι: 百六取・ 188臼 4( 代 tn

出 張 所 電 話 東 京 ( 43) 0  8  7  4  i111-fi ( 3) 0721 ・ 名， liI-tJ (32)  1  3  3  1  

ウ e ータイト式防水工ltl t，- 占 」

代 fl ・ Ifti ｾｉｔ＠ ｾＶＧ＠ r.白1山 工 業 東 尽 ( 25) 0161- 3 ・安 総 工 事 初 悶 (3) 5765・大 ーじ 法 的 俗6710

-・1111111111111111111111111111111川川川川11111111111111111・・・・・…. . .  

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ ー ト 用

iS診 紫 綬

褒 章

盟 盛 岡
三 ' 盟且ｾｾｅｉＡヨ

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

ｅｅ 璽孟董司 ｅ ・ｾ岩重量量ｾ 陸軍霊. . 411理軍週

日 油 脂 化 工 社
社

取 締 役 社 長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 . 所

"""11111111111' 川 111111111111111111111111111111111111111.圃

八繍メタルホームK K 推 奨 品

東京都品川[ ま二葉町 1 - 4 4 1 電話荏原@ 1 7 1 5三

大阪市東! 茨区西今里町 2 Ｍ ＴＸ 間⑨ Ｔ Ｗ ＶＵ ・側 Ｓｾ



口
ぢ

第 12

. d.  

' l 4 
社と築建第 3 9 絡

工ハラ・勿ーボ冷凍臓

ゐのくちポンプ

所

品t

作

命

申

製

式キ来

原荏

'
売

価

一

部

金

百

八

十

円

(
送

料

共

)

2

1

 

，，，，

s

 

々

ノ
1

1

/

J

スア

で

口
h

M
配勾

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

大阪市西区京町堀上通 1の14

事 務 所

分 室

星

TEL@ 17 7  3  - 5  

電 話 北 浜 ⑮ 9648 ・96 49 ・9640大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

御 入 会 の 御 申 込 は ー

「 建 築 ピ 社 会 」 発 行所


